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			「ダ……ダリウス卿。この街並み、賑やかさ……さすがフォンテルンブローの中心地ですね」

			　外交官のコルジフが特使役のペルシア人に話しかけ、ダリウスがにこりとして答える。

			「ここは東の端っこだ」

			「端っこ？」

			　コルジフが、口を半開きにしたまま忙しく頭を動かし、視線を散らした。きょろきょろと忙しい主席外交官を無視して、ダリウスが言う。

			「市街地の中心には王宮や元老院会館に議事堂があるが、到着は……今からだと夕刻から夜の間になるだろう。こちらの到着を早馬で伝えているから、到着したと同時に貴賓館に入れるはずだ。ゆっくりできるぞ」

			　彼の説明に、一行は唖然として周囲を見渡した。

				

			　グラミアで王軍とウラム公爵軍が戦っていた時期、イシュリーンに頼まれてアルメニア王国への使者となったダリウスは、アルメニア王国のフォンテルンブローに到着していた。

			　アラゴラ王国の南、東部都市国家連合の中心都市オルビアンから内海に出て西に向かう。そしてアルメニア王国のトリノで陸に上がると、さらに陸路で西に進み、ストラブール、ブラハ、ルヨンといった都市を経由しての現在である。

			　巨大な城門をくぐり、フォンテルンブロー市街地へと入ったグラミア王国外交官一行は、広大で先進的な市街地に圧倒されている。地上四階建て以上の建造物が立ち並んでいて、グラミアではそのような高さを誇るのは王宮の主塔くらいなものだった。そして幅員が二十デール（二十メートル）もある大通りに見惚れる。そこを往来する人と馬車の量は、間違いなく彼らが経験してきたどれよりも多く、混雑していた。満載された荷は周辺の農場から運ばれた穀物だけでなく、海を隔てた南方大陸からの品々も目立つ。物珍しさに感嘆が混じり、グラミア人達は誰もが瞬きさえ惜しんだ。

			　フォンテルンブロー市単体でも人口は八〇万人に迫り、周辺も含めて形成する都市圏全体では人口一〇〇万人を突破している。内戦で瓦礫の山と化した王国の中心は、驚異的な回復力で栄華を取り戻しつつある。これは内戦終結時に、王都復興に投資を集中させたことにより、国内から人と物が集まったことに起因している。

			　空からフォンテルンブローを見下ろせば南北に長い長方形に近い形状であるが、長い辺で二十四万デール（二十四キロメートル）もある。盆地の真ん中に築かれていて、四方を険しい山々に囲まれており、隧道によって外側と繋がっている。この隧道を掘った際に水脈にあたり、川が生まれ、それがフォンテルンブローの物流にも利用されていた。水路と道路が縦横に走り、巡回馬車と船で人と物を運ぶ交通、物流網の緻密さが復興を早めたとダリウスは考えている。

			「あの……市街地の向こうに森が見えますが、あれは？　あそこは城壁の外なのですか？」

			　コルジフの指差す方向に、背の高い建物群の隙間から覗き見える樹林は、午後の陽光に照らされて海緑色の如く鮮やかに輝いていた。

			「ああ、あれは安らぎの森といってな。公園だ」

			「こ……公園？」

			　コルジフの想像する公園の規模とは、桁違いである安らぎの森を遠目に見たダリウスが、その公園の奥にある、内戦犠牲者達が眠る墓地の風景を脳裏に描いた。

			　彼の恋人だった女性は、そこで眠っている。

			　彼女の生前の姿を、ダリウスは瞼の裏に甦らせる。しかし、人々の往来の騒々しさに、中断させられた。

			　馬に揺られてのんびりと進む一行は、一刻半でフォンテルンブロー中心地に近いシャルゼリ街区に入った。そこで、アルメニア王国軍騎兵一個連隊が整然と並び、王宮の方向へと大通りを進んでいた。

			　磨き上げられた鏡のように輝く甲冑を纏った一団は、赤いマントが鮮やかで、アルメニア国旗である黄金の大樹を描いた軍旗を風に靡かせていた。そして、騎兵達の甲冑の肩当てには、ダリウスには見慣れた花の絵が描かれている。

			　限りなく白に近い薄紅色の花弁が五枚。

			　サクラという名の花だとコルジフ達に教えたダリウス。

			「サクラとは、初めて聞く花です。どこに咲いているのですか？」

			「さあてね。誰も咲いている場所を知らんし、見たこともないが……大公妃がご自身の戦旗に描いておられたから、今もああして残っているのさ」

			　コルジフが、「ああ」と漏らして続ける。

			「ベルーズドの戦乙女ですな。でもまた、どうして今も？」

			「世話になったんだよ。この国は……そういうことでいいだろ？　俺も詳しくない」

			　誤魔化すようにダリウスは笑うと、アルメニア国軍騎兵連隊の後ろにつけて進む馬車と騎兵達に視線を転じた。彼等は白地に赤い十字を描いたゴーダ騎士団領国の国旗を掲げている。

			　両国は対神聖スーザ帝国戦で協力し合って以降、それまでの軋轢が嘘のように接近をしていた。その裏に、ダリウスは身知った人物達の注力がある事を知っているがゆえに、感慨深いものを覚えて微笑みを湛える。

			　ゴーダ騎士団領国。

			　建国はアルメニア王国よりも浅いが、用いる暦は古ゴーダ地方の人々がクレルモルフェルンを開いた七〇〇年も前を元年としている。

			　今より二〇〇年近くも前、重税と迫害に抑圧されていたゴーダ地方において、土着民たちが指導者を仰ぎ蜂起した。これは反乱というより独立戦争と呼ぶべき勢いと熱気であった。この討伐に親征したアルメニア王アンリ二世に付き従った近衛騎士団は、彼の地で地獄絵図を描くほどの殺戮を繰り広げる。だが、突然に彼らはアルメニア王を裏切り、ゴーダ人達を殺していたはずの剣先を、主君である王へと向けた。これによって長期化した内戦に、当時のトラスベリア王家が介入し、南部都市国家連合などの外敵とも戦っていたアルメニア王国は、ゴーダ地方から撤退した。

			　こうして、ゴーダ地方は独立した。ゴーダ人達の指導者の娘と、アルメニア王を裏切った近衛騎士団の筆頭騎士リベラ・リアージュが婚姻した。そして生まれた子は、近衛騎士団から、ゴーダ騎士団と名称を改めた組織の総長に就く決まりとなり、これがリアージュ家当主によるゴーダ地方統治の始まりである。

			　当然ながら、アルメニア王国はこれを認めず、両国は対立を維持。しかし、変化が生じる。それを齎したのは、神聖スーザ帝国によるアルメニア王国領ロゼニア地方への侵攻である。

			　内戦を終えて間もないアルメニア王国は、これに対抗するべく敵の敵と結ぶ決断を下す。

			　ゴーダ騎士団領国は、同盟国であるタラス共和国を脅かす神聖スーザ帝国の弱体化を狙っており、またアルメニアとの長年にわたる緊張状態の緩和は逼迫した財政を好転させるに必要不可欠であったことから、アルメニアの差し出した手を握り返した。

			　ただ、これには人脈パイプが無ければ難しかっただろう。数百年の憎しみを、同じ刻ときをかけて解すのではなく、短期間で成したのだから。

			　この人脈パイプたる人々をダリウスは知っていて、ゆえに両国の旗が戦闘ではなく並ぶ現在に目を柔らかく細めている。そして、神聖スーザ帝国の侵略に悩まされるグラミアが、アルメニアに接近する現状に既視感を覚えてのものもあった。

			　しかし、口に出しては自虐であった。

			「ゴーダ騎士団の要人がご到着だな……それに比べて俺達はなんとも寂しい限りだ」

			　早馬で到着を知らせているが、出迎えの姿は全く見えない。

			　これが、アルメニアから見たグラミアの立ち位置であると、ダリウスは苦笑する。

			「しかし、ダリウス卿。ご自身のお名前を出されたら、出迎えくらい来たのでないですか？」

			「まさか！　いくら俺が良く戦ったとはいえ、国を挙げての客人ではないよ。ま、こっそり知人が来てくれるくらいはあったかもしれないが……それに奇襲とは、突然、姿を現すから効果があるというもの」

			　ダリウスが馬の速度を速め、一行を先導した。

			　市街地の中を王宮へと進む彼等は、進む先に巨大な建造物群がそびえ立つのを見た。

			「王宮だ」

			　ダリウスが前方を指差し、コルジフに振りかえる。

			　この時のグラミア人達の感想を、コルジフが端的に言葉にしていた。

			「都市の中に、また都市があった」

			　この言い様にダリウスは笑いつつ、アルメニア王宮へと進む。そして肩越しに、後ろを見て土産達を確認した。

			　美女と見間違えてしまうほどの美男子は、キアフの男娼館に大金を積んで身受けした。

			　籠には、グラミアハウンドという犬種の子犬が入っていて、心地よい毛布に機嫌よく眠っている。

			　従者の一人が肩からぶらさげる革鞄には、グラミア国内でしか確認されていない草花に関する図鑑の模写が入っている。

			　アルメニア王国要人への土産だとして、これらをグラミア出発時に集めたダリウスに、周囲は奇異の視線を向けたものだったが、グラミアにおいて最もアルメニアに詳しいはずの元外人連隊長に反対する者はいなかった。

			　王宮の外門に一行が近づく。

			　門番たちの顔形も明らかとなってきた。

			「よし、迎賓館で一泊させてもらい、動くのは明日からだ」

			　ダリウスはグラミア人達に宣言した。

						  

				　　　　　　　

				


			　翌日、ダリウス達はアルメニア王宮の一角にある国政庁舎玄関で、アルメニア王の身辺を守るベルベット・シェスターに会った。赤い長髪を舞わせて走り現れた美少女は、懐かしむより叫ぶが早かった。

			「ダーリーウースー！　帰って来たからには、絶対に逃がさないのだ！　腕が落ちてないか確かめてやるのだ！　剣を取れ！　勝負しろ！　私が勝ったら精子を寄越せ！」

			　これには、勝負を挑まれた本人よりも供のグラミア人達が驚き、何事かとダリウスを見る。ベルベットの名は大陸中に知れ渡っていて、大魔導士として知られるレニン・シェスターの娘であり、天才魔導士と敬われ、恐れられている。その彼女に、戦いを挑まれ、精子を要求されたダリウスを、グラミア外交官達が「大丈夫か？」「どういう関係で？」と心配するが、ペルシア人は渇いた笑い声を発して誤魔化し、腕に下げた籠から子犬を取り出す。

			「ベル様！　さ、珍しい犬でしょう？　グラミアハウンドの子犬です」

			　可憐だが危険な少女は、初めて年相応の笑顔を咲かせると、顔から厳しさを消してダリウスへと歩み寄る。彼の腕に抱かれて鼻を鳴らす黒毛の犬を、ベルベットは抱かせてもらった。

                			

	








			
			　黒い体毛に垂れた耳は、成犬になっても変わらない。だが今は愛らしい子犬も、一年もすれば少年程に大きくなる。持久力、忍耐力、忠誠心に目を見張るものを持つグラミアハウンドは、グラミア王国では軍用犬として活躍しているが、一般にも広く親しまれていて、多くの逸話がある犬種だ。グラミアでは彼等を愛するがあまり、他国にグラミアハウンド種の輸出を禁じている。であるから、ダリウスがこれを連れて現れるまで、大国の要人たる少女であっても、グラミアハウンドは本で知るだけの存在だった。

			「この犬は、山で迷った主人が、夜になり寒さで震えるのを温め、熊に襲われても守る為に戦いを挑む程に勇敢でありますから、頼れる友、愛すべき家族とグラミアでは言われております」

			　目を輝かせダリウスの話を聞くベルベットは、子犬に頬ずりしてダリウスを見上げる。

			「ダ……ダリウス、頼みがあるのだ」

			　大きく頷くダリウスは、少女の頼みが何であるのか理解していた。

			「欲しいのですな？」

			　コクコクと頷く少女に、ダリウスは満面の笑みで了承する。そして、この犬はオスだから、メスを送る為にも、グラミアとアルメニアが仲良くしなければならないと伝え、アルメニア王に彼の要件を取り次ぐように頼んだ。

			　ベルベットは二つ返事で了承する。だが、コルジフが首相への面会を望んだ途端に機嫌を悪くして去ってしまった。

			「……親子が仲良くしているという貴公の常識は、捨てたほうがいいだろうな」

			　ダリウスが、先に説明しておけば良かったと後悔するも、子犬を撫でながら離れて行くベルベットの後姿に、王への伝言は届くだろうと満足した。

            				

			　一行は、案内もないままにアルメニア王国首相のレニン・シェスターを訪ねた。

			　ベルベットの母親であるアルメニア王国首相は、ダリウスとグラミア一行が面会を求めていると従者から聞いて、「ダリウスなら断れない」と言って会うと決めた。

			　彼女と面会したダリウスは、渋る首相に貴重な書物をちらつかせ、元老院が王にリニティア姫との婚姻を薦めるよう、レニンにまとめ役を頼む。

			「ダリウス……我々がそうと薦めたところで、陛下は首を縦には振られないだろう」

			　深紅のローブで、肢体を隠した女性が苦笑する。

			　首相執務室は魔法関連の本で埋まり、さらに執務机の上には禁呪指定である召喚魔法の研究論文が堂々とさらされていた。

			　レニンは、無駄だと言ってダリウスとコルジフに頭かぶりを振る。ハラハラと金色の髪を揺らし苦笑いする彼女は、どこからどうみても女性で、年齢に相応しい落ち着きと美しさを備えている。ゆえにダリウスは、彼女の心が男性で、肉体が女性である事実を知っていても不思議でならない。

			　彼は彼女に懇願する表情で、そこをなんとかと頭を下げる。

			「まあ、本人が断るなら俺達にも無理だと諦めろ。どうせ、グラミアごときの小国、せいぜい正妻候補の一人として迎える事しかできんだろうがな」

			　アルメニア首相の言い様に、グラミア人たるコルジフが眉を跳ね上げたが、ダリウスが「まあまあ」と宥める。

			「それよりダリウス、お前が帰ってきたならそうと言えば迎えに行ったのに。つれないな……遠慮するような間柄ではないだろ」

			　レニンの台詞に、ダリウスが照れたように笑みを返した。

			　心は男である彼女が、どこの誰とどうやってベルベットを授かったのかは、誰も知らない。だからダリウスは、グラミアハウンドの子犬をあやしながら去ったベルベットを脳裏に描いてしまう。

			　母同様、ベルベットも禁呪の研究をしているが、その動機はまるで違う。母親は知的欲求、娘は母親を殺す為である。

			　ダリウスは、近所の子供を心配する人の良い小父さん的心境で溜息をついていた。

			「おい、そこのグラミア人……そうだ、お前だ」

			　レニンがコルジフに高圧的な声を出し、ダリウスは我に返って視線を王国首相に戻す。

			「グラミアは内戦であるとか……王権は安定するのだろうな？　貴国の姫をお預かりするのは良いが、貴国の王がころころと替わるようでは、こちらも困るぞ」

			「おっしゃる事はいちいちご尤も。ですがご心配には及びますまい。イシュリーン陛下は偉大なお方でございますれば、貴国のご好意を裏切るような真似は致しませぬ」

			　怒りを抑えてコルジフが一礼し、ダリウスは胸を撫で下ろした。

			「モリペレント公には会ったか？　陛下はなんといっても、叔父上であられる公に信頼を置かれている」

			　レニンに訊かれ、ダリウスは頷く。

			「これから伺う予定です。面会の申し込みをして、まだ許可が下りておりませんから、夜になるか、明日になるか……」

			「忙しいからな。南部都市国家連合が蠢動しておるし、帝国から奪った新領地の事でゴーダ騎士団とも調整しておられる。コーレイト王国の馬鹿共が、ちょっかいを出してきているしな……やれやれ、彼も俺も、あのご夫婦がお姿を隠して以来、忙しくて身体がいくつあっても足りないよ」

			　忙しいからこれで終わりだとでも言うように、言葉を紡ぎ終えたレニンが右手を払った。

			　ダリウスが一礼し立ち去ろうとした時、レニンの動揺した声が彼の背中にぶつかる。

			「おい！　その書物は置いて行け！」

			「……元老院の件、大丈夫でしょうね？　それと、このフォンテルンブローに大使館を置きます。よろしいですね？」

			　一瞬で主導権が移り、唸るレニンと微笑むダリウス。

			　コルジフが、してやったりの表情を俯くことで隠していた。

			「わかった！　絶対になんとかするから、図鑑の模写を置いて行け！　大使館の件も勝手にするがいい。だから、動物に関する書物もグラミアに帰ったら送って来い！」

			　こうしてダリウスは、娘と同じ方法で、その母親にも協力を了承させる事に成功した。

			　首相執務室から出てすぐ、コルジフが手を叩いて喜ぶ。通路で二人の交渉が上手くいく事を祈っていた外交官達が、その様子に安堵を浮かべた。

			「大使館を置けば、諜報員を置ける。帝国を挟んだ反対側の情勢を知る事で、ナルの助けにもなるだろう」

			「ダリウス卿、そういう方面もお詳しいので？」

			「馬鹿な奴には傭兵は務まらん」

			　通路を歩きながら、候補地を見て来いと数人の外交官に言ったコルジフだったが、ダリウスが彼等を止める。

			「おい、絶対に迷うから貴賓館で書類整備などをして待ってろ。ちょっとそこまで出て行くつもりで歩いたら、すぐに迷うぞ。後でいくらでも案内してやるから！」

			　キアフとフォンテルンブローを、同じように考えるなとダリウスが呆れ、市街地の様子を思い出した外交官達が得心したかのように頷く。

			　その彼等に、髑髏どくろの面をつけた兵士が歩み寄って来た。

			　見るからに不気味な容貌に、グラミア人達が身構える。

			「ダリウス卿、復帰ですか？」

			　髑髏どくろの面は外人連隊である証で、王家の為に既に死人も同じであり、恐れを知らず戦うという誓いの表れでもあった。

			　昔の部下であるらしい男に声をかけられたダリウスは、面に邪魔をされてくぐもって聞こえる声からだけでは、相手の名前すら思い出せない。

			「元帥閣下に目通りを願っているが、まだ許されん。俺は今、グラミアに雇われていてな」

			　簡単に事情を説明するダリウスに、それを聞き終えた髑髏どくろ面が頷く。

			「閣下は今、ゴーダ騎士団領国のタカール・ザカー中将と会われています。それが終わったところを狙うなら、ご案内しますよ」

			「頼む。コルジフ卿、貴公らは貴賓館に行って待っていてくれ。ああ、ブラヴィ！」

			　キアフの男娼館から引き取った美青年を呼んだダリウスは、外交官の格好をさせられた彼のみを残した。

			「では、よろしく頼む。ああ、えっとお前、誰だ？　声だけでは分からん」

			　ダリウスの言葉に、くぐもった苦笑が返ってきた。

			　髑髏どくろの面を取った外人連隊員の顔に、ペルシア人は目を見張る。

			「ドュドラ！　お前か！　まだ生きていたか！」

			「剣の師匠が良かったので、こうして生きております」

			　師匠であるダリウスを喜ばせた青年は、冑も脱いだ。濃い茶の髪がこぼれ、切れ長の鋭い目が笑みに弛む。ダリウス程に長身ではない彼の長所は、その俊敏性だとダリウスは思っていて、長剣より短剣を両手に持たせた時こそ恐ろしいと評していた。

			「ご案内しましょう。閣下は元帥府におられますゆえ」

			　ドゥドラが会釈をして歩き出す。

			　ダリウスはブラヴィだけを伴い、国政庁舎と元帥府を繋ぐ回廊へと移動した。

			　官僚達や元老院議員、侍女、見学に訪れた幼年学校の生徒達で賑やかな回廊は、国政庁舎二階と元帥府二階を空中で繋ぐ。巨大な正方形と形容できる元帥府を前に、ダリウスは「そういえば」と前置きしてドゥドラに尋ねた。

			「ドュドラ、南部都市国家連合との戦いはどうだ？」

			　弟子は笑う。

			「圧勝です。我らが出るまでのものではありませんでした。相変わらず元帥閣下はお強い。いや、強いというより、戦わずして勝っているところがすごい……どういう頭の中をしておられるのか、ベルベット様が覗いてみたいと手術器具を持って訪ねた事がありましてね。あの時はさすがの閣下も、汗を流して抗っておられました」

			　あの刃物を連想させる人柄も、歳と経験を重ねる事で穏やかになったかと感じたペルシア人は、後に続く美青年に振りかえった。碧眼と目が合い笑みを向けてやると、ブラヴィは照れたように俯く。この美形が、男であるのだから恐ろしいとダリウスは唸り、穏やかになったらしいカミュルの性癖が、以前と同じでありますようにと祈っていた。

						  

				　　　　　　　

				


			「おお、ダリウス！　その名を従者から聞いた時は驚いた。また俺を困らせに帰ってきたか？」

			　ペルシア人を笑顔で迎えたアルメニア王国の王族は、四十過ぎとは思えぬ若々しさで椅子から立ち上がる。

			　カミュル・トルキア・モリペレント公爵。

			　先代の王フィリプ・ラング・アルメニアの弟であり、現在のアルメニア王ヨハン・ラング・アルメニアの叔父にあたる。若い頃から優秀で、軍務に政務に辣腕を振るっていた。

			　しかし、内戦によって疲弊した王家。

			　カミュルとて例外ではなく、兄の不始末に引きずられる格好で苦戦を強いられ、一時は国権を王家の分家であるベロア家の当主、ベルーズド公爵フェリエスに奪われる。暗黒の治世と呼ばれたベルーズド公の時代、カミュルは王国元帥として犬のように働き、アルメニアの敵と戦いながら、機を狙っていた。そして、民の不満が爆発した時、カミュルはベルーズド公爵の妻である大公妃の協力を得てベルーズド公爵フェリエスを倒したのだが、これは表の事で、当然、裏がある。ダリウスはその裏の事情を知っていて、カミュルとはただの君臣ではない間柄でもあった。

			　当時の記憶を蘇らせたダリウスが、膝をつき一礼する。

			「今は客だ。そう畏まるな」

			　国王の叔父は、ダリウスに椅子を勧め、その後ろに佇む美青年に見入った。

			　女嫌いの男好きのままで良かったと、言葉には出さず椅子に座ったダリウスは、咳払いをして誤魔化したカミュルと向かい合う。

			「して、グラミアという、帝国がくしゃみをすれば吹き飛びそうな国で、何をしているのだ？」

			　王国元帥の問いに笑みを返し、紅茶を運んで来た侍女に視線を転じたダリウスは、笑みを苦笑いに変化させていた。

			　そこには、三十歳前後の艶やかながらも知的な女性が立っていて、潤いのある唇と滑らかな金髪、処女雪のような肌を誇り、それらが完璧な調和を織りなす美しさで、ダリウスを誘っていた。

			　カミュルは、ダリウスがグラミア王国の特使として面会を求めていると従者から聞き、必ず自分が手を出したくなる美青年を連れてくるに違いないと考え、それならば、こちらもダリウスの好みに合う女性をぶつける事で、お互い様にしてやろうと目論んだのだ。

			「ダリウス、お前がその手を使う事はお見通しだ。だから、これで貸し借り無しだ。真実を話せ。他ならぬお前の頼みだ。できる限りはしてやりたいが、できない事もあるゆえな」

			　人柄は穏やかになったが、直線で向かってきていた刃が、曲線に代わっただけの事かとダリウスは降参した。

			「ある若い男女を助け、巻き込まれたところから話しましょうか」

			「お前、またか」

			　カミュルがカラカラと笑う。それに照れたダリウスが長い話を始めた。

			　カミュルは付き合う。

			　多忙であるはずの彼であるが、旧友であり、かつての部下であった男が、国に帰る途中でありながら、気が変わった理由に興味があった。そして何より、ダリウスの声を聞くのを嬉しく感じていた。

			「──と、まあ、いろいろとあったわけです、殿下。心優しい私としては、若い者達を導く嫌われ役を買って出た次第でございますよ」

			　ダリウスが長い説明を終えて、唇を結ぶ。

			　元帥閣下ではなく、殿下と呼ばれることが嬉しいカミュルを知るダリウスは、彼を殿下と呼び続ける。

			　れっきとしたアルメニア王家の王族であるカミュルも、その職務から閣下と呼ばれる事が多く、言葉には出さないが不満を抱えているのだ。それに、カミュルが王の弟であった頃から仕えるダリウスにとって、元帥閣下よりも、殿下のほうがしっくりくる。

			「お前が傭兵として大成できたのは、その人柄ゆえだ。強いだけの人間は腐るほどいるが、人格者はそうはいない。人の痛みを知りながらも、それを無視して守る者達の為に刃を振るう者のみが辿りつける領域にお前はいる。達人とはお前のような人間を指して言うのだと、改めて思うぞ、ダリウス」

			　カミュルの褒め言葉に、ダリウスは深く頭を下げる。

			「ダリウスに免じて、イシュリーンとかいう女の頼みを聞いてやろう。ただし、甥の正妻候補ということで調整する。ま、これで帝国の後背を荒らしてくれれば、我が国の対帝国戦も上手くいくというものだ」

			　さりげなく重大な情報を旧友に伝えたカミュルに、ダリウスは固まる。

			「殿下……帝国と対決されるので？」

			　アルメニア王国元帥は冷めた紅茶を淹れ直させながら、ブラヴィを手招く。美青年がダリウスの目配せを受けて、アルメニア王の叔父の隣に腰を下ろした。

			「対決……という言葉が正しいかは分からんがな。あの国がある限り……というより、あの教団がこのままの状態である限り、アルメニアに平和はない。懲らしめてやろうと思う。新教皇に対する不満が枢機卿会に充満する今こそ、内部を混乱させ、組織を弱体化させる好機でもあるし、俺も骨のない敵ばかりを相手にしておれば、お前に笑われるであろうからな」

			　カミュルが喋り終え、美青年の髪を撫でた。

			　ダリウスの隣に、いつの間にか先ほどの美女が腰をおろしていて、彼は悩む。

			「殿下……お気持ちだけ」

			「おもしろくない。まだ昔の女が忘れられぬか？　お前の欠点はな……ふざけた言い様や態度で隠した、そのクソ真面目なところだと知れ」

			　ダリウスは、反論できなかった。

						  

				　　　　　　　

				


			　イシュリーンがクローシュ渓谷で帝国と戦い、ナルが熱でフラついている頃、ダリウスはようやく、アルメニア王への謁見を許された。しかし、その場所は謁見の間と呼ばれる広間ではない。

			　王の書斎。

			　ダリウスは初めて入るその巨大な空間で、ベルベットと共に王を待つ。その脇にはコルジフがいて、そわそわと右膝を揺らしていた。

			　赤い色の髪を腰まで伸ばした少女が、髪と同色の瞳をペルシア人から逸らさないのは、初めて彼の緊張する顔を見たからだ。

			「ダリウス、お前は万の大軍相手にも緊張しない男だと思っていたのだ」

			「お戯れを……万の大軍相手では、緊張どころか恐怖しますよ。ここに通されたのは、ペルシア人では私が初めてでしょう……さすがにね」

			「なあ、ダリウス。グラミアみたいな田舎での仕事、辞めて帰って来るのだ。いくらでも人を殺せる舞台を用意してやるぞ」

			　少女の口から、似つかわしくない誘い言葉が出て来て、ダリウスの隣で畏まっていたコルジフが喉を鳴らす。

			「ご冗談を……今でも人を斬る度に、己の罪深さに嘆くばかりですよ」

			「それこそおもしろい冗談なのだ」

			　ベルベットが笑みを浮かべ、薄紅色の唇を開く。

			「カミュル様はなんとおっしゃっておられた？」

			　ベルベットに尋ねられた男はただ笑う。重ねて訊かれて、ようやく答えた。

			「正妻候補なら歓迎すると、貴女のお母上と同じ事を言われました。ま、それでもいいのです。こうして、アルメニアにグラミアの外交団が来ているという事が大事ですから」

			「ああ、そういう事……」

			　ベルベットが言葉を止めて立ち上がる。彼女は優雅に一礼し、胸の前で両手を交差した。

			　ダリウス、コルジフがそれに続き、現れた長身の男に膝をつく。

			「グラミアから姫をと聞いたが……元老院も反対はしない。叔父上からは正妻候補で傍に置けと言われた。ダリウス、どうやって籠絡を成した？」

			　金髪が艶やかに波うち、肩にかかる。

			　髪と同じ色の眉は整えられ、やや垂れた二重の目の中で、青い瞳がダリウスを捉えている。

			　鼻筋と口元は、その造形を彼に与えた母そっくりであり、ゆるく閉じられた唇は、楽しげに開かれている。

			　ヨハン・ラング・アルメニアは笑っていた。

			「遠いところ、ご苦労だった。グラミアの使者とやら……が、いくらダリウスとはいえ、予は妻帯する気はまだないのだ」

			　青年に視線を合わせぬように、床を見つめたままダリウスが笑う。

			「御自ら恐縮至極に存じます」

			「なに、飾りの王だ。予がおらずとも国は動く。国民達がいるかぎり、アルメニアは未来へと続く。それより、我が国の外人連隊を辞したお前を、手に入れたグラミアの王とやらを連れて来い。自ら頭こうべを垂れて、願うなら考えてやる……おい、冗談だ。そんな困った顔をするな」

			　畏まる三人の前を通り過ぎた王が、書斎の奥、氷狼フェンリルの毛で作られた絨毯の上を進み、宝石がいくつも輝く椅子に座る。

			　無言で手を払い、三人は立ち上がった。

			「ベルベット、お前の犬達が内庭で皆を困らせておった。さっさと行って静めて来い」

			　少女が口に手をあてると、一礼もなく立ち去る。その背中に視線を送りながら、ダリウスが口を開く。

			「陛下、私はなんとしてもグラミアの姫を、陛下に受け取って頂かねば、帰れませぬ」

			「帰らなくて良い。お前の為に外人連隊の連隊長は空席のままだ。代理の者が交代で当たっているが、なかなか、お前に並ぶものはいないと叔父上が困っている」

			　王は、口を開こうとしたダリウスを手の動きで制し、笑った。

			「まあ、最近では外人連隊を投入する程の戦闘すらない。叔父上が敵の国を内紛だらけにして兵を退かせるものだから、我がアルメニア軍は実戦離れの危機に瀕しているくらいだ。お前こそ妻でも娶って、このアルメニアで過ごせば良いではないか？」

			「戦わずして勝つ事は良い事でございます。陛下にそこまで評価を賜り、グラミアに帰ったら自慢させて頂けますな」

			　舌打ちしたヨハンは、しかし愉快そうだ。

			　彼は、尖った顎を指で撫でるとコルジフへと視線を移す。その青い瞳が強く輝き、グラミア人は雷に打たれたように硬直した。

			「条件がある」

			　ヨハンの声は、これまでのそれが飾ったものであると伝えるほどに、厳しかった。

			「貴国からは我が国の首相に、アルメニア国籍の商会からは関税をグラミア内の東西横断公道シルクロード上では取らないという条件を提示されていると聞いた。が、足りぬ。東西横断公道シルクロードから上がる関税の一部を、我が国に寄こせ。これで、お前の主が扱いに困る姫を、弟の正妻候補で引きとってやろう。正妻になれるかどうか……それは本人の努力次第だ」

			　コルジフが返答に窮し、ダリウスも即答できない。

			　アルメニア王は微笑みを絶やさず立ち上がると言い放つ。

			「返答はレニンにしてくれれば良い」

			　ヨハンは立ち上がり、頭こうべを垂れた二人の前を通り過ぎると、書斎の奥へと進んだ。

			　ダリウスは、ヨハンの背中に向かって、さらに深く頭を下げたのだった。

			　確かに厳しい条件だが、言ってしまえばアルメニア王国にとって、格下と見る国家との婚姻外交である。帝国という敵性国家の向こうに同盟国を抱える事と、東西横断公道シルクロードの玄関口であるキアフを持つ国と結ぶ利点はあるが、対等という関係は難しい。従属に近い関係となるにしても、リニティアがこの国に住めば、彼女の世話役を堂々と置ける利点があるとダリウスは考え、正規の外交官だけではない者達も置けると考えていた。

			　王の書斎を退室し、興奮と困惑で忙しいコルジフの隣で、ダリウスはストラブールに住む、とある家族を訪ねた時の事を思い出していた。

			　トリノからフォンテルンブローまでの道中、グラミア一行はアルメニア王国東部にあるベルーズド地方の中心都市、ストラブールで二泊した。

			　この時、ダリウスは元アルメニア王国宰相と再会した。彼は死んだ事になっているが、ダリウスが訪ねて来たと知り、迷いなく会うと決めてくれた。

			　フェリエス・ベロア・ベルーズド公爵である。

			　ダリウスは、愛する妻と家族の為に自らを死んだ事にして隠遁する元宰相に、アルメニアとグラミアを結ばせたいと相談した。フェリエスは愉快そうに笑うと、理由を知りたがる。それは、国家間の損得ではなく、ダリウスがグラミアの為に働く理由を問うものだった。

			「殿下のご子息とご令嬢のように、人の目を気にして素直になれない若い男女と出会いましてね。彼等は良い人物です。苦労しながらも前に進もうと努力しています。投げ出し、逃げ出したりせず、前に進もうと挑んでおります。だから、手助けしたいと我が神に誓いました」

			　ダリウスは本心を答えていた。

			　元宰相と、彼の妻はからからと笑い、息子夫婦も手を叩いて大笑いした。だが、いかにもダリウスらしいと納得した様子で、フェリエスは言う。

			「陛下にグラミアと結ぶ利点を手紙に記して送っておこう。まあ、結ぶか否かという論点ではなく、結ぶならばこうしろ的なものになるが、帝国の背後に同盟国を持つのも、遠交近攻で良いかもしれん」

			　十二日前の出来事である。

			　王宮の廊下を歩きながら、ダリウスは青い瞳を揺らして笑っていた元宰相を脳裏に描き、アルメニア王ヨハンの口から聞かされた内容こそ、元宰相の考えた条件なのだと確信していた。

			「人助けはしておくものだ」

			　唐突に、脈絡もなく喋ったダリウスに、隣のコルジフが目を見開き驚いていた。

						  

				　　　　　　　

				


			　安らぎの森と呼ばれる公園は広く、巨大な都市の中に森があるに等しい。春から夏にかけては草花が色鮮やかに咲き誇り、鳥や動物達が歌い走り回るが、今の季節はそうではない。

			　葉を落とした木々達は寂しげで、白い雪がうっすらと地面を覆い隠している。それを踏み進むダリウスは、左手に花束を掲げ、右手にはシェリー酒の瓶を持っていた。

			　彼は、公園の奥へと向かっていた。

			　そこには、巨大な墓地がある。

			　アルメニア王位継承戦役と呼ばれる内戦において、悪逆の限りを尽くしたワラキア伯爵ヴラドは、このフォンテルンブローを焼いた。三日三晩、炎が絶えなかったとされる暴虐で、当時の市民の半数が死んだのだ。その死者達を埋葬する共同墓地は、公園と共にアルメニア王家であるラング家の管理下にある。ただし、他の王家管理地と違い、この墓地は開かれていて、誰でも好きな時に訪れることが許されていた。

			　ダリウスがこの墓地を尋ねる理由は、愛した女性がここで眠っているからだ。

			　彼は広い森の中を迷う事なく歩きながら、枝葉の隙間から覗く青空を見上げた。

			　アルメニアで見る空も、グラミアで見た空と変わらない。

			　白い息を吐き出し墓地に入った彼は、幾人かの人々が墓石を前に佇んでいるのを見る。その中に、見知った横顔を見つけた彼は声をあげた。

			「ロレン！　久しいな！」

			　ダリウスにロレンと呼ばれた男は六十手前の小男で、しかし厳しい双眸をペルシア人に向ける。それは緊張からであったが、相手がダリウスと知り、目の力を抜いた。

			「おお、ダリウス。故郷くにに帰ったのではなかったのか？」

			「それが寄り道していたら、寄り道ではなくなってな」

			　ダリウスが彼に歩み寄り、ロレンは墓石に語り掛ける。

			「エレーナ、ダリウスが来た。ほら、いつも聞かせていた解決屋だ」

			　墓の下で眠る娘に語り掛けた父親は、知人の為に少し横に移動する。そこにダリウスが立ち、墓石を指で撫でた。

			　彼の娘は、家族によって葬られたが、そうではない死者達が多数存在する。彼等は身に着けていた指輪や首飾りによって名を確認され、それを基に身元を確かめられて埋葬された。貴金属の裏に名を彫るというアルメニアの風習は、戦時の際に備えてのものであると、改めて人々に突きつけたのも王都焼き討ちであった。しかし確認できない者達も多くいて、彼等彼女等は巨大な墓石に特徴を彫られるのみであった。もちろん、特徴すら分からない遺体も少なくなかった。

			　家族によって埋葬された者、名前が明らかだが国が弔った者、名前さえ判別できなかった者、彼等全てを合わせると、四十万人を超えていて、被害の甚大さを訴えるには十分である。

			　ダリウスはエレーナの墓に微笑み、ロレンに尋ねる。

			「母親似で綺麗な子だったのだろ？」

			「ふん……俺に似て賢かった」

			　ダリウスが笑い、からかわれた父が睨む。ここでダリウスは彼に商売繁盛かと尋ねた。ロレンはフォンテルンブローでも高級な娼館を経営していて、ダリウスは仕事で通っていた。面倒事を解決するというのが主な頼まれごとだったが、働いていた娘達の家族を、いや、正確には彼女達の家族が死んでいるのか、生きているのか、生きているのならどこにいるのかを探したりもした。

			　彼女達は、フォンテルンブロー炎上を生き残ったが、焼け野原に放り出され、生きる為に働くしかなかった。学も力もない彼女達が、食事にありつけるには、選択肢は非常に少なかったのだ。

			　ロレンは片っ端から彼女達を雇った。

			「商売の為だ」

			　彼はこう言い張るが、そこには人助け的な一面もあった。というのも、とても雇いきれない程の数を彼は迎えていたからだ。それでも、復興景気に沸いたアルメニアの中心で、彼と娘達が露頭に迷う事はなく済んだのである。

			「一時期に比べ落ち着いてきた……それより、ルーベン一家の代が替わって大変だよ」

			　上部組織の名を出したロレンに、ダリウスは墓石を見つめたまま返す。

			「そちらの社会も大変そうだ。引退するならグラミアに来いよ。キアフに店を出すなら口をきいてやるぞ」

			　ロレンがおや？　という顔をする。

			「あんた、グラミアにいるのか？」

			「そうだ。今はグラミアでの仕事の延長でここにいる。用事も済んだし明日には帰路につく。ここで会えたのも何かの縁だな」

			　ロレンは頷き、ダリウスの背中を軽く叩いた。

			「キアフは止めておこう。うちの一番人気だった娘が、独立して店を出したいと言って向かった先がキアフだ」

			　ダリウスが首を捻る。

			「誰だ？　レーヴィアか？」

			「レーヴィアはジェンダ商会の会長に身受けされたよ。ハンナだよ」

			「ああ……ハンナか。懐かしいな」

			　ダリウスは、トラスベリアからの移民であった娘を脳裏に描く。彼女は両親に連れられ、トラスベリアのバイエル公領からフォンテルンブローへとやって来た。そこで王都焼き討ちに遭い、両親と離ればなれとなって、ロレンに雇われている。

			　ハンナの両親の墓を見つけた過去を思い出したダリウスは、鼻を啜りロレンを見た。

			「キアフに帰ったら探してみよう」

			「そうしてくれ。元気にやってくれていればいいが……もし会えたら、俺が心配、応援していると言っていたと伝えて欲しい」

			「もちろんだ」

			　ダリウスが彼の肩を叩き、その場を離れようとする。

			「だが、会えたらあんた……怒られるぞ！　彼女をフッたんだからな！」

			　ダリウスはロレンの声を背中で受け、右手をあげることで応えた。そして目的の墓へと進みながら、過去を振り返る。

			　ハンナの、いや、多くの人生を狂わせた内戦を、ダリウスはカミュルの幕下で戦い抜き、数えきれない敵を殺した。そして、自分の恋人も失っている。

			　二人で、王都に暮らしていたのだ。

			　街が炎に呑まれたあの日も、彼女はこの街にいた。

			　ダリウスの帰りを待っていた。

			　ワラキア伯爵ヴラドが、王都を手中に収めたと聞いた時、ダリウスはカミュルに付き従い王国北部でコーレイト王国とトラスベリア王国相手に、戦争の真っ最中であった。

			　彼は、帰る事もできた。

			　軍を抜け、恋人を助け王都から脱出すべく行動する事もできた。

			　しかし彼は軍に残り、二か国相手に戦い続け、その後も、内戦の中で生きた。

			　見捨てたのだと、今の彼は思っている。

			　目的の墓が見えて来た。

			　それは、誰かに掃除されたようで、白く美しく輝いていた。

			　一体誰がと訝しむ彼が、墓の前に立つ。

			　左手の花束を墓石に置き、シェリー酒の瓶を開けた。

			「ラティア……」

			　許してくれとは言葉にならない。

			　許してもらえるはずがないではないかと、自分を責めたダリウスは、シェリー酒の瓶をそこに置くと、しばらく無言で立つ。

			　あの日、戦地へと行く朝、家を出る彼を見送った恋人は、こう言った。

			「帰って来てくださいね」

			　ダリウスはそれに、当然だと頷き家を出た。

			　あれが最後だった。

			　すまない……帰ってやれなくてすまない。

			　胸中で謝罪し、跪こうとした彼の脳裏に、ラティアが現れる。彼女はじっと彼を見ていて、その表情には一切の感情がない。そして、唇は結んだままであるのに、その声が聞こえたような気がして恐ろしくなる。

			『今さらお前は、どういうつもりで帰ってきた？　見捨てたことを、誤魔化す為か？』

			　ダリウスは呻き、墓に背を向けると、逃げるようにその場を去った。

                			

	








			
			　グラミア王国暦一一五年、冬も最後の猛威を奮う時期。

			　神聖スーザ帝国との戦いにおいて、勝利したイシュリーンはベオルードに帰還した後、国軍の一部を廃墟と化したガラツィに派遣した。この城塞都市の復興をする狙いは、態勢を立て直して東進してくるであろう帝国軍に備える為だ。そして、これを成すにブスカシュとベオルードをつなぐ公道を整備し、物流効率を高める事も必要となると、大規模な整備事業を開始する。これは経済事情というよりも、防衛に必要であるからという意味が強い。

			　だが、経済を無視したわけではない。

			　イシュリーンは国家財政の見直しをアルウィン主導で積極的に行わせたが、それは歳出を減少させるというより、歳入を増やす目的があった。というのも、物品での納税を許可している項目が多かったからだ。

			「金。世の中、金だ」

			　イシュリーンはナルの言を容れて、物品による納税を認めない項目を増やした。

			「納税を金でするには、物を売らなければならない。金が流れる」

			「物品を溜めておく倉は大きくなければならないが、金の場合はそうでもない」

			　この様なことを言ったナルは、王補佐官に任じられている。彼がその役職にあるのは、イシュリーンが彼に寄せる信頼の大きさが理由である。それを贔屓と表すには、ナルの手柄は巨大であったし、ウラム公爵の前例があった。

			　グラミアには、軍務と政務を統べる国務卿という宰相職があり、それはウラム公爵バザールが務めていた。だが、一人に権限が集まるのはよくないとしたイシュリーンは、国務卿の権限を軍務と政務に分けた。

			　軍務卿であるロッシ公爵ゲオルグ。

			　政務卿であるルブリン公爵アルウィン。

			　この二人がそうである。だが、彼らも結局は貴族であるとイシュリーンは考えている。信用しながらも、貴族という人間の本質を知る王は、彼らを監視する名目で、王補佐官という役職を作り、そこに絶対に裏切らない人物を据えたのだ。

			　ルヒティを失った彼女が心から信用できる人物は、ナルしかいないという現実の表れと、彼の居場所を作るという個人的な事情が、この人事だった。

			　だが意外にも、二人の公爵はこれを歓迎した。

			「それでこそ陛下。貴族の専横を許さぬとする気概は後世にも残るでしょう。それにあのナル殿なら、歓迎できる」

			　アルウィンは王の意図を汲みながらも、笑ってイシュリーンを称えた。その理由をハンニバルが政務卿に尋ねると、彼はこう答えた。

			「健全な対立こそ、健全な組織を作る。王の目があるとすればこそ、我らも懸命に励むし、王陛下も我らをないがしろになさるまい。つまり、慣れ合いは禁物なのだ。ルヒティ卿の覚悟を、俺もゲオルグ卿もようやく持てたという事だ、笑え」

			　ハンニバルは祖父の笑みを脳裏に描き、政務卿の言葉をありがたく受け取った。

			　ルヒティの孫にそう言ったアルウィンであったが、彼自身、実は自分の変化に驚いている。しかし、それも無理はないと考えていて、ゲオルグと会い、話をする度に二人で笑い合う。

			「しかし、俺も貴公も見る目がない。あの陛下をあわよくば傀儡にしようと考えていたのだからな」

			　ゲオルグがそう言って笑い、

			「全くだ。人を見る目、先の読めぬ者は、大人しく偉大な王に従い、栄華を貪るに留まるが相応しい」

			　アルウィンはこう返して笑った。

			　大貴族の二人が王を王と認め、彼女の国家運営の方針に賛成を示し率先して従う事で、中小貴族達も表立っては従った。単独では抗えないし群がっても知れている。そして彼等には、帝国の脅威から身を守るのに、王家に頼らざるを得ないという事情がある。

			　昨年の帝国は、王家直轄領を優先的に狙っていた。

			　今年もそうだとは、誰も思えなくなっているのだ。

			　アラゴラ王国侵攻を担当していた神聖スーザ帝国アラゴラ方面軍九〇〇〇が、グラミア方面軍に合流しつつある情勢を見て、目先の利益を優先させる貴族達でさえ、戦慄を覚えている。彼等は王に従う事でしか、帝国軍から領地を守る方法が見当たらないと溜め息をついた。

			　いっその事、反乱を起こして王を倒したらどうかと考えた者達もいたが、あのドラガンでさえ勝てなかった王に、公爵達が悉く従うあの王に、自分達が勝てるわけがないと諦める。

			　威厳、懐柔、信頼、脅迫。

			　これらを操り、国内を支配するイシュリーンは、王補佐官を連れ、罪人の死体を埋める王都郊外の山にいた。王に変装をさせて連れだしたナルに、彼女がルヒティのところに行きたいと言ったからだ。

			　終寒月（二月）初旬の現在、グラミア中央部でも雪が深まっている。膝までつかる積雪に苦労したナルに笑ったイシュリーンは、転倒に抗う彼の手を掴み、自分のほうに引いた。

			　白く輝く雪の上に二人で倒れ込み、見つめ合って笑う。

			「ナル、随分と筋肉がついたな」

			　恋人の肩や腕を撫でた王は世辞を言い、そうと分かったナルは、嫌味を言われたと彼女に襲いかかった。

			「こら！　ナル！　駄目だ！」

			　喜びを時に駄目だと訴えるのは、恋人を前に照れる女性の性さがかもしれない。

			　二人はしばらく、冷たい雪の中で抱きしめ合い動かなかった。

			　雪狐ネピルが林の中から現れ、動かない人間達に首を傾げる。

			　止んでいた雪が再び、ひらりはらりと雪原を舞う。

			　白い息を吐いたナルが立ち上がり、イシュリーンを抱き起こす。並んだ二人は、手を繋いで歩いた。

			　四つの足跡が王都から離れるように伸び、それは恋人同士を主張するかのように寄り添っていた。

			　罪人の墓場に到着する。

			　小高い山の中腹に、大きな穴が掘られ、そこに遺体を投げ込むだけの墓場は、雪に沈んでいた。その巨大な穴を、二人は見下ろして動かない。

			　白いチュニックセーターに、雪狼フェンリルの毛で作られた襟飾りが美しいマント姿のイシュリーンはナルを見る。彼は白いマントで彼女を包んだ。

			「ルヒティ、私の大事な人。お前も良く知っている人……」

			　ナルは、彼女の声に視線を動かし、イシュリーンの美しい顔を正面から見る。彼女は微笑み、穴へと視線を転じた。

			「ルヒティ、ありがとう。ルヒティのおかげで、私は大事な人とこうしていられる。じじ様のおかげで、私は今日を生きていられる」

			　ナルが緊張した面持ちで、懐から水筒を出した。

			　中には、ルマニア産ツイカが入っている。

			「先生、その御名を汚す事のないよう努めます」

			　ナルがその場で膝を折り、雪の上にツイカを注ぐ。

			　その彼の手に、イシュリーンが手を重ね、艶のある唇を開いた。

			「ルヒティ、汚名を雪そそぐ。必ずだ。その為に私は強くなくてはならない。見守っていて」

			　ナルは、微笑む恋人の横顔を眺めていた。

			　微かに視線を落とした彼女は、長い睫毛を揺らし瞬くと、恩人である老人の名を呟く。

			　ルヒティと共に過ごした幼少期を思い出し、イシュリーンは彼が与えてくれた愛情と厳しさに感謝をした。

			　そして、彼に誓う。

                			

	








			
			「ルヒティ、立派なお墓、作るからもう少し我慢してね……元気な時に、喜んでもらえるもの、あげられなくてごめんなさい。あの時も、下手な杖しか作れなくてごめんね。こんなところに眠らせている私を許して。じじ様、お墓を作ったら、毎日、ツイカを届けるから……許して」

			　涙はもう流さないと決めたイシュリーンは、震える声で老人に向かって謝罪した。

			　ナルが、彼女の肩を抱く手に力を込め、自分へと引き寄せる。

			　素をさらした恋人を守るように、銀色の髪を愛しむように撫でた。

			　この女性に、兵の死すら悲しまない王を演じることを強いた世界が、二人を包んでいる。それに挑むかの如くナルは空を睨んだ。

			　そこは暗く重く、白い雪を吐き出しながら、彼の肩を濡らす。その冷たい宝石に、恋人が冷やされないようにと、ナルは彼女を抱きしめた。残酷で、酷烈で、それでいて美しい世界の中で、彼は雪を吐き出す雲から視線を逸らさない。

			　何人なんびとであろうと、イシュリーンを苦しめる奴は許さない。

			　胸中で呟いたナルの肩に、イシュリーンが顎を乗せた。二人の頬が触れ合う。

			「ナル……私を置いていなくならないで。もう、一人は嫌なの。一人は……嫌だ」

			　無言で彼女の背中を撫でたナルは、続く彼女の言葉に息を飲んだ。

			「ナルの居場所は、私の隣にちゃんとある？」

			　雪の花が彼女の髪を濡らし、ナルへの想いが彼女の目を濡らした。しかし、涙を溢すまいと上を向いたイシュリーンは、頬に感じる彼の温もりに息を吐き出す。

			　その吐息に耳をくすぐられたナルは、彼女の髪に鼻をつける。香草や花に似た甘い香りの彼女に誘われ、彼はイシュリーンに囁いた。

			「一人にするものか……俺は君を……助けるためにこの世界に来たんだ……きっと」

			　二人は、唇をそっと重ねた。だが、すぐにナルが離す。イシュリーンはそれが不満で、見つめることで足りないと彼に伝えた。

			　鼻先が触れ合うほどの距離で、彼が彼女に告げる。

			「イシュリーン、俺はここにいる……君の隣にいるんだ」

			　ナルの声に、イシュリーンは瞼を閉じて身体を預ける。

			　雪原の上で、二人はしばらく抱き合っていた。

						  

				　　　　　　　

				


			　ルヒティの眠る場所を訪ねた日の夜、ナルは自室で腕を組んでいた。

			　イシュリーンが使っていた内宮庭園の隅にある小屋が、今ではナルの部屋になっている。

			　彼は、侵略者達からグラミアを守る方法を考えていた。それは、戦場でこう戦うとか、こういう策略を巡らすといったものとは少し違う。

			　グラミアと周辺国の地図を脳裏に描いた彼は、それぞれの情勢を記した書類を右手で摘み上げた。

			　グラミア王国を、大国である神聖スーザ帝国から守るには、まずそれを可能とする国力が必要だと彼は思っている。一時を凌ぐというのではなく、恒久的に成すには、そもそも敵が侵略を躊躇うほどの国力が必要なのだ。

			　ただし、神が命じればそれすら無視する国である為、まるきりこれが正しいというわけではないが、国力の拮抗は絶対条件だとナルは考えていた。

			　国力を高める手っ取り早い方法として、同盟を利用して連携し帝国と戦う方法をまずは考える。だが、ナルはこれをすぐに放棄した。それは、他国など信用できないというもので、何か変が生じた際、それが自国にも及ぶ場合、彼もグラミアを優先させるだろう。それは同盟国ですら切り捨てることを意味する。他国の為に、グラミアを傾けさせるわけにはいかない。

			　同盟では守れない。だが、利用は可能ではないかとも考える。つまり、同盟とは頼りにならないが、牽制、陽動にはなると考え、それのみを目的とすれば誤らないと断じた。

			　ナルは立ち上がり、部屋の中をうろつく。

			　現在、グラミアの敵国は神聖スーザ帝国のみ。トラスベリアの選帝公グレイグ公爵は立場を明確にしていないため、表立っては敵対しているわけではない。しかし、雪が溶ければ必ず介入してくるものと前提にしたほうが良いと彼は考えていた。だが、グレイグ公爵に関してナルは心配していない。彼があえてドラガンを生かしたのは、あの蜥蜴とかげにウラム公爵領を守らせる事で、グラミアの北部を守る盾として使おうという意図によるものだ。

			　ナルは既に、グレイグ公爵に使者を発していて、それはグレイグ公とウラム公がこれまで重ねてきた婚姻外交による繋がりを刺激していた。

			『ウラム公爵領に関して、貴家はどうなさるおつもりか？　相続権を放棄するなら、グラミア王家は遠慮なく動くがよろしいか？　まさか、父親殺しの男をウラム公爵として認め、同盟を維持するのではなかろうな』

			　こう伝えることでトラスベリアの選帝公は、本心はどうであれ表立ってはドラガンを支持できない。グレイグ公が父殺しの子をウラム公爵と認めれば、トラスベリア王国内での評判が悪い方向へと傾く。また、一切を無視したとしても、ナルは保険をかけていた。

			　彼はテュルク族を使って、トラスベリア国内にある噂を流していた。

			「グレイグ公が南下しグラミア王国の領土を削り取れば、数百年に渡るトラスベリアの均衡がついに崩れる。グレイグ公によるトラスベリア統一が果たされる時が来るぞ」

			　民を介し、広まる噂とグレイグ公爵の動き、グラミアの情勢が、トラスベリア王家や選帝公達を追い詰めるはずで、彼等は動かざるを得なくなるだろう。

			　他にも様々な可能性があり、それにどう対応するかと彼は考え続ける。そして、対トラスベリアを考えながら、対帝国についても策を練っていた。

			　神聖スーザ帝国は対外戦争に積極的で、神を崇める民は個では強くないが、集まれば強く恐い。国土も広く、資源も豊か。資金も豊富なのは、民が神の為にせっせと働き寄進するからだ。どのように使われるかなど民には関係ない。彼等にとって大事なのは、教団に寄進したという事実なのだから。

			　その帝国は強い。他国と違い、民に神の言葉を与えれば喜ばれるという狂信的な縦の繋がりがあるが為に、強く恐ろしい。

			　だが、やはり弱点もある。

			　教皇の下に平等な枢機卿が並ぶ組織がそれで、それぞれの枢機卿が幕下を持ち、担当方面の攻略にあたっている軍団制である。そして最も重要なのが、現教皇フリードリヒ二世は、教皇となって日が浅い事。ナルが聞くだけでも相当な人事があったようで、これは間違いなく内部の不満を高めているはずである。そのような状況で、枢機卿会が機能するのは難しいだろう。

			「横の連携は取れない」

			　ナルはこう推測している。

			　今回の一方面だけで見ても、グラミア方面軍にアラゴラ方面軍が合流する。しかし、それぞれの軍団には、それぞれの指揮官がいるのだ。更に言えば、その上役のグラミア方面軍の責任者ベア・ベルテザッカー枢機卿と、アラゴラ方面軍の責任者ズラン・ゴラン・ベリクレス枢機卿は同列である。にも関わらず、グラミア方面軍の指揮下に、アラゴラ方面軍が編入される決定は、歪を生じさせるだろうと彼は考えていて、これを突く事で、時間を得ようと企んでいた。

			　得た時間で何をするか。

			　ナルは地図を眺めて口端を歪めた。

			　グラミア王国の南、王太子アッピアーが逃亡した国──アラゴラ王国がある。

			　神聖スーザ帝国の侵略で、国土の四割を失い、まさに重傷といった有り様の隣国は、グラミアにとって対帝国の同盟国であった。過去形になるのは、グラミアが帝国の侵略に苦しんでいた時、彼等は傍観したからで、ここにも、ナルが同盟を信用しない事実がある。

			　一方で三年前、アラゴラ王国は帝国の侵攻に遭い、グラミアに救援を求めている。

			　この時、イシュリーンが国軍を率い、アラゴラを助けているが、帝国がグラミアへと圧力を増したことと、リヒシュテク公国への帝国侵攻が本格化したのを受けて、王女であったイシュリーンは兵を退いた。

			「私としては何も義理でしたわけではない。アラゴラを奪われては、西と南から帝国に攻められる。グラミア南部は地形的に守るのは困難なのだ」

			　イシュリーンの可愛い声を思い出し、ナルは頬を弛めながら、彼女はやはり、ただ美しいだけの権力者ではないと嬉しく思った。

			　ナルは、彼女の考えを拡大解釈する。

			　守りにくい地形で敵を迎える状況を避ける為に、守りやすい地形まで領土を広げる。

			　再び、地図を見る。

			「アラゴラを取ってしまおう。帝国に取られる前に彼の地を取り、耕作面積と労働力も確保しよう……が、侵略者となれば周辺国に疎まれる……そうならないように描こう……」

			　微笑んだナルは、蝋燭の灯りを吹き消した。

			　眠ろうと思ってそうした彼だが、椅子に座ったまま動かない。

			　腕を組み、闇の中で茶色混じりの黒い瞳を輝かせる男は、グラミア語ではなく日本語を吐きながら思考を巡らす。

			「王太子か……奴がアラゴラに逃げた時点で、アラゴラの命運は決まっていたとも言える……先生、状況を利用するというのは、わずかな可能性を掴めという教えでもあったのですね？」

			　ナルの脳裏で、ルヒティが不細工面を歪ませ笑い、ツイカのおかわりを要求するかのように空の杯を突き出していた。

			　弟子は、瞼を閉じて呟く。それはアラゴラ侵攻を如何にして進めるかというものであったが、しばらくして細部へと移り、やがて帝国との戦いへと移行した。

			　アラゴラ……俺とイシュリーンの為に滅べ。

			「帝国……必ず戦うことになるが……今度も俺達の勝ちだ」

			　ナルの呟きが、暗い室内で溶ける。その背後で緑玉の瞳が一瞬だけ輝いた。

						  

				　　　　　　　

				


			　翌日の朝、ナルはイシュリーンに進言をする為に部屋を出た。

			　彼を見送ったアブリルは、ナルが使う部屋の隅に置かれた寝台のシーツを直しながら、多忙で休みのない彼の身を案じる。連日のように寝不足の男は、いつも隈を作っている。だが、それをイシュリーンに見られたくないと、アブリルに化粧で隈を隠す手伝いをナルはさせていた。人の気も知らないで、私にこんな手伝いをさせるのかとアブリルは思いながらも、彼女は知っているがゆえに、何も言わず指示に従う。

			　アブリルは、ナルが眠れないほどに悩む理由は、イシュリーンの為に知恵を絞っているからだと知っている。それでも、彼女はただ、彼を王が待つ場所に送りだすしかないのだ。唸り、時には暴れ、何かを考え続けるナルの背中を知る彼女は、自分の気持ちを誤魔化すかのように、溜息をついて部屋にひとつだけの椅子に座る。だがすぐに、微かな気配に気付いて口を開いた。

			「何？」

			　視線を転じずに尋ねた姉に、窓から部屋へと入ったクルティナが驚く。完璧に気配を消していたのにと、悪戯心を咎められたようにも感じて、彼女はニカーヴを取り素顔をさらすとアブリルに報告用の声で告げた。

			「ハンニバル様は一時、オデッサ公領に帰還致します。姉様はどうなさいます？　手の者を残しておけば王補佐官殿はお困りにはなられますまい。お婆様からの帰還命令を、また無視なさるのですか？」

			　アブリルは、やはりその件かとうんざりして、椅子から立つと妹を斜めに見る。

			　テュルク族を束ねる祖母から、集落への帰還命令が彼女には出ている。しかし、アブリルはこれを無視していた。どうせ敵の手にまんまと落ちた自分に、たっぷりと説教をしようと考えての事であろうと推測していた彼女は、全く意に介していなかったのだ。

			「何と言われようと、私はルヒティ様からナル殿に従うようにと言われています。ルヒティ様亡き今、これは遺言と理解しています」

			　我ながら苦しい言い訳だと自覚するも、アブリルはどうしても帰還したくない理由がある。

			　ナルだ。

			　彼の近くにいたい。

			　ただ、それだけの為に、彼女はのらりくらりと祖母の命令を無視している。

			「姉様……それは直接、お婆様に仰るべきだと思います。このままでは……私は板ばさみです」

			　アブリルは瞬きする。ハンニバルに愛されている彼女は、それを祖母に伝えて怒りを買ったが、アブリルが影で彼女を助けたなど知らない。

			　そういう経緯があるものの、妹に事実を言わない姉は、自分を困った人であるかのように眺めるクルティナに目を細めた。私は庇ってあげたのに、そうと知らずとしても、この態度はないのではないかと不満を持つ。だが、自分を見つめて揺れたクルティナの瞳から、何か言いたげな様子を感じ取ったアブリルは、ナルのおかげですっかり人の感情に流されるようになったと苦笑し、努めて穏やかな声で尋ねた。

			「クルティナ、何か言いたそうね？」

			　妹は、姉の苦笑の原因は自分にあると感じ、挑むような視線をアブリルへと向ける。

			「はい、姉様。私が思いますに、姉様はあのナル殿にこだわり過ぎだと思います。戦場に立ち戦えなどという命令を疑いもせず受けた姉様には、とても務めに集中できる状態ではないと私は思いますが……」

			「含まず言いなさい」

			　クルティナは姉が怒っていると感じたが、だからこそ引かなかった。

			「いくらルヒティ様の遺言とはいえ、あの役に立ちそうもない男を守ろうとする姉様はおかしいです。例えば、ハンニバル様のようにお強く、テュルク族への支援を広範囲で行ってくださるような方であるなら分かりますが……あの方が約束する事は結局、こうするとか、予定とか、つまり約束ですらありません！」

			　好きな相手を悪く言われて、アブリルは腹を立てた。

			　彼女は、ナルの短所だけを見て、それが全てだと言わんばかりのクルティナに眉を寄せ、気に入らないとする感情に染まりナルを批判する妹に言葉をぶつける。

			「ナル殿は役に立たない方などではありません。そして、彼は医者の派遣、医薬品の提供をと動いてくれています。それがどんなにありがたい事か……さらに言えば、彼はドラガンを罠に嵌めて動きを止めただけでなく、グレイグ公と戦わせる事で二つの敵を封じ、グラミア北部の安定を成します。そのナル殿を……そのように上から評するように語る貴女こそ、おかしいのではありませんか？　人を、物事を見る力を疑います」

			　アブリルも人の事を言える心理状態ではなかったが、クルティナにそれを指摘できる余裕などなかった。

			　クルティナは姉の言い様に、ハンニバルに対しての中傷も含まれていると感じて憤り、応える口調はさらに厳しいものへとなった。

			「聞けば……ナル殿はドラガンを前にして恐れで動けなかったそうではありませぬか！　腰抜けにテュルクは守れませぬ！　いざという時、力で助けれくれる方の下で生きるしか私達に道はありませぬ……」

			　彼女は握った拳をわなわなと震わせると、声も激しく乱れさせ続ける。

			「テュルク族は！　ハンニバル様の下でこそ今の暮らしを約束されるのです！」

			　姉妹が視線をぶつからせ、ナルの部屋は緊張に包まれる。

			　二人はしばらく睨みあったが、引いたのは姉のほうであった。

			　妹の言いたい事も分かると思ってしまう自分に呆れたアブリルは、好きな男とそういう関係になることが許されている彼女に複雑なものを感じて瞼を閉じる。それを見たクルティナが、馬鹿にされたと眉を跳ね上げ口を開こうとしたが、姉が手の動きでそれを制した。

			「やめましょう。平行線です。ですが、私の邪魔をするのは許しません。貴女はハンニバル様とオデッサに……東に帰ればよろしいでしょう。ハンニバル様は優秀な方です。テュルクと、貴女の今をしっかりと守ってくださるに違いありません」

			　ここでクルティナが勝ち誇ったように顎を反らしたが、アブリルは無視して続ける。

			「私は、ナル殿の下で働きルヒティ様の遺言を守ります。グラミアの為に働くのは、テュルクの助けになると信じます。婆様には私から手紙を出します」

			　クルティナが表情を消した。

			　彼女は、誰よりもテュルクの事を考える姉が、どうしてナルのような男に従うのか理解できない。そして分かろうともしないがゆえに、クルティナは感情を声に込めた。

			「どうなっても知りませんから！」

			　鼻を鳴らさんばかりの勢いで踵を返した妹の背中に、姉の瞳は不安の色に染まった。

			　クルティナが去るのを眺めたアブリルは、姉妹揃って掟を破っていると苦笑した。

			「似た者同士か……ごめんね、クルティナ。でも私は、ナル殿の近くにいたいの」

			　小さく吐き出されたのは、彼女の偽りのない本心だった。

						  

				　　　　　　　

				


			　王の書斎に、軍務卿と政務卿、王補佐官が集まる。壁を隠した書棚にはずらりと本が並び、それはおとぎ話や神話、民話や童謡が多い。戦史や歴史の書物も多くある。そして政治、哲学、数学、各国の言語解説などなど、いずれも分厚い書物ばかりである。これは王となった人物の好みに合わせて入れ替えられるので、これらは間違いなくイシュリーンが運ばせ並ばせたものと言える。そこに年頃の娘達が好むようなものがないから、ナルは可笑しくなる。

			「どうした？　何が可笑しい？」

			　イシュリーンに問われ、ナルは目を伏せて詫びる。彼女はゲオルグ、アルウィンを交互に眺め、首を傾げた。二人の大貴族は、ナルが視線を室内に彷徨わせていたと思い、同じようにしてみた。すると政務卿、軍務卿の順に笑い出し、イシュリーンが顎を引く。

			「何だ？　何かおかしなものがあるか？」

			　気分を害したという口調の王に、ナルが理由を説明した。

			「いえ、陛下……書斎の本が陛下らしいなと……」

			「……ふぅん、女らしくなくて悪かったな」

			　不満顔の王に、三人が恐縮する。そして四人揃って破顔した後、イシュリーンが目だけで追える範囲の書棚を眺め、唇を開いた。

			「ま、いい。後でこれは論じよう……ナル。大事な話とは何だ？　朝食を四人で食べるのが目的ではないのであろう？」

			　書斎に集まった面々の前には、朝食が並んでいる。王は、話があるからと一度に運ばせていた。

			　壮年の料理長が、王の許しを得て進み出ると、大きな肉の塊を切り分け始めた。

			　牛の肝臓のソテー、牛の様々な内臓を野菜と一緒に煮込んだスープ、牛の脛肉と野菜を煮込んだポトフ、牛の内側のモモ肉を直火でじっくりと焼き上げた肉塊などなど、牛ばかりが並ぶ料理を前にして、ナルはダリウスの困った顔を想像し微笑む。そして、野菜やキノコが盛られたサラダを眺め、あればかり食べるだろうと白い歯を見せて笑った。

			「どうした？」

			　アルウィンの問いに、ナルが説明する。

			「ダリウスさんがいれば、野菜ばかりをもしゃもしゃと食べるだろうなと思いまして……」

			　それを想像したイシュリーンが笑い、大貴族二人にダリウスの事情を説明したところで、ペルシア人はゲオルグとアルウィンの同情を買った。

			「牛を食べないなど……どうかしている」

			　ゲオルグの感想が、最もグラミア人らしいものだろう。

			　ここで料理長のアレクサンドル・フュービュワーが、牛の骨と血、葡萄酒や香辛料で作ったソースを薄く切り分けた肉にかけ、まずは王にと差し出す。

			「アレック、自分達でするからお前はいいぞ。いつも美味しい食事をありがとう」

			　イシュリーンに礼を言われても、表情一つ変えず一礼した料理長は、兵士達よりも逞しく大きな身体を揺すって辞した。

			「料理長というより、軍人ですね」

			　ナルの言葉に、イシュリーンとゲオルグが笑う。

			「彼はもともと、軍人だ。国軍の士官だった」

			　答えた王は林檎のジャムをスプーンですくい食べると、ブランデーを一口飲み、次に紅茶を飲む。これはグラミアで楽しまれる紅茶の飲み方で、グラミア茶と呼ばれている。

			「負傷で退役し、手の動きを取り戻す訓練をしようと料理の道を選び、そこで大成した彼の料理を食べられるだけでも、私は王になって良かったと思う」

			　イシュリーンの言に、ナルはスープを飲み納得する。内臓を野菜と煮込んでいることで臭みは全くなく、深い味わいでありながらさっぱりとした後味で、そのうえ力強い。

			　あまりにもナルの食べっぷりが良い為、イシュリーンは嬉しくなり、食事を先にしようと宣言した。

			　四人はしばらく、演劇や歌劇の話題と朝食を楽しむ。ここで相槌しか打てないナルは、黙々と美味に集中した。朝食に半刻を費やした彼等は、食後のツイカを飲みながら、本題に入る。

			「対帝国に関してです」

			　ナルが言い、王を見つめる。イシュリーンは、ツイカの入った杯に炭酸水を注ぎ、匙を回しながら瞬きをした。それで許可を得た補佐官は、一礼し立つと、書斎の壁にかかるグラミア王国周辺を描いた巨大な地図の前へと歩く。地図の中心にはグラミア王国があり、北西にトラスベリア王国、西に神聖スーザ帝国と並び、南にアラゴラ王国がある。そして、東は国無き空白部分、北東にはヴェルナ王国が位置している。

			　ナルはまず、北西のトラスベリア王国を指差し、そこにあるグレイグ公爵領を見つめる。

			「グレイグ公は潜在的な敵です。というのもまだ明確に敵意を向けていません。どう転ぶか分からぬこの公爵の立場をはっきりとさせたほうが分かりやすい。となると、グラミアの味方、中立というよりは、敵としたほうが分かりやすいですし、グレイグ公の望むところでありましょう。無駄に敵を増やす危険はこの際、王国北部の蜥蜴ドラガンと対立させ、その動きを封じる役目を持ってもらうことで相殺します。これは同時に、グレイグ公からグラミアをドラガンによって守るという意味があり、彼等を戦わせ、グラミアを守ります」

			　王補佐官は指先をグラミアの西へと這わせた。

			「帝国。狂信者達はその組織に問題を抱えています。新教皇の贔屓が、枢機卿会を脆いものとするでしょう。その中で……グラミア方面軍とアラゴラ方面軍の指揮官が同列。その彼等の上役にあたる枢機卿も同列同士でありながら、グラミア方面軍にアラゴラ方面軍が編入されるという事実は、歪な構図を描き、内部対立の原因となり得ます……ここで、我がグラミアも同じことが言えます。陛下の御世となって、まだ季節すら移っていません。つまり我々にも内部統制に問題がある」

			　王が笑い、軍務卿と政務卿が揃って情けない顔をしたとナルは見て、謝罪し説明を続ける。

			「……と他国が見てくれれば有利です。これによって敵の思考と行動を操ることも可能です。またこれで、本当に叛意を持つ奴らをあぶりだすこともできます。帝国は必ず、来ます。しかし、今度も我々が勝ちます」

			　断言したナルが頬を引き締める。

			　イシュリーンが見惚れ、ゲオルグとアルウィンが「えらい自信だな」と笑った。

			　ナルは三人に微笑みを向け、続ける。

			「次……」

			「おい、対帝国ではないのか？」

			　ゲオルグが口を挟み、ナルは頷くと答えた。

			「はい。ですから、お聞きください。対帝国に関しては、次の戦も確かに大事ですが、それは目的ではありません。帝国は何度も来るでしょう。ですから、それに備える必要があります」

			　彼は首を傾げる軍務卿から地図へと向き直ると、南を飛ばして、北東と東を手の平で押さえた。

			「北東のヴェルナ王国は無視です。単独でグラミアに刃を向ける力はありませんし、他国と連携し我が国を狙うほど、野心と能力のある人物はいません。仮に関係するとすれば、それは我々に彼の国を侵略する意思がある時だけと言って過言ではないでしょうね。東の異民族達はオデッサ公爵を脅かすどころか、今も噛み合い縺れ合っています。まだしばらくは大丈夫でしょうから、それを利用します」

			　ナルはグラミア王国の南を指で示した。

			「アラゴラ王国。帝国の侵攻に国土の四割を失い、既に単独では失地回復も難しい状態です。民に優しい王と王子達は誰からも愛されており、だからこそ、あの国は民に苦難を強いる決断ができない。ゆえに今、国そのものが侵略者達に苦しめられ、結果として民が苦しんでいるという矛盾が生じています。同盟国の務めも残念ながら果たしていません」

			　ナルが言葉を止めた呼吸で、アルウィンが口端を歪め、嘲笑と共に声を発する。

			「そうだ。あれは三年前だったか……帝国の侵略にあった彼の国を助けるべく、陛下……当時は王女殿下であられたイシュリーン陛下が軍を率いてアラゴラに救援に赴いた。そのおかげで生きながらえたくせに、我が国の救援要請は無視だ。無視したその国のほうが帝国の前に危機に陥っているという現実は皮肉だがな」

			「民に優しいだけの王は、国を傾けるのです」

			　ナルはそう言うと、地図上のアラゴラ王国から指を離す。

			「で、これが狙いですが……私は対帝国の防衛線をこのようにするべきだと申し上げます」

			　ナルは、地図に筆で線を引いた。

			　クローシュ渓谷から南へと筆が走り、ルマニア公領の西端をさらに南下、アラゴラ王国の領地内を走り、地図の下へと突き抜けた。

			「クローシュ渓谷から、アラゴラ王国の南に……この地図には出ておりませんが、南にある東部都市国家連合のオルビアンまでを手中に収め、守りやすい地形にて敵の侵略を止めます。この範囲であれば、ベオルード、グルラダ、オルビアンを結ぶ南北縦断公道グランミジュベルを利用して軍の移動、物資運搬を円滑に行えますし、帝国の侵攻を山岳地帯、森林地帯、渓谷、河川で迎え討てます」

			　イシュリーンが目を見開き、声を発する事のない二人の公爵から動揺を感じる。

			　この時、王はその優秀な脳によって、ナルの真意を悟った。

			「ナル、正直に言え。お前の狙いはアラゴラも確かにそうであろうが、実はオルビアンだな？」

			　ナルは苦笑し、頷いた。それを受けて、ゲオルグが王を見る。思わず顔を見てしまった軍務卿の不敬にも、イシュリーンは笑うばかりであった。

			「ゲオルグ、分からぬか？　アルウィン、お前は分かるであろう？」

			　政務卿であり、国家財政を管理するアルウィンは喉を鳴らして口を開いた。

			「ナル殿、貴公は税収入の多くを占める東西横断公道シルクロードだけでは不安として、海上貿易への転換を図るというか？」

			　オルビアンとは、東部都市国家連合を構成する都市国家のひとつであり、大陸西方最大の港湾都市である。海上貿易の拠点として、その名を知らない者はいない。

			　ダリウスがアルメニアに向かった時も、この都市を経由している。

			　ナルは王の許可を得て椅子に座り、腕を組んだ。

			「長期的に国を守るにあたり、税収を一つの産業に頼るのは危険です。転換までいかぬとも、比重が均等である複数の収入源は必須です。我が国でいえば、現在は関税からの収益に偏りが大きいですが、ひっきりなしに戦いが発生する国家を、誰が商隊を通過させようと思われますか？　そうなってしまう前に、動くべきです。そこで、陸路が駄目なら海路となる前に、その海路の拠点も押さえる事で、財政は潤い、東西横断公道シルクロード頼みから脱却できる。さらに複雑な地形に防御線を張れる。しかし、これを成功させるに、帝国の足を止める必要がありますので、先ほど、私が申し上げた彼等の弱点を突きます」

			　ナルは瞼を閉じ、反論を待ったがそれは無かった。

			　彼はさらに言葉を続けた。

			「陛下、グラミア兵をアラゴラが収穫と労働力で支え、オルビアンの経済が財政を支えてくれます。これがあって初めて、長期防衛が可能となりますでしょう。まずは、アラゴラです。王太子を匿う彼の国の王家は、我々によって国を取り上げられる理由があるのです」

			　断言したナルは微笑んでいて、だから余計に危険な印象を三人に与える。

			「しかし、アラゴラを取るには、帝国の足を止めねばならぬ。できるか？」

			　イシュリーンが、王補佐官の瞳を見つめた。やや茶色の輝きが混じる黒い瞳が、イシュリーンを真っ直ぐに見つめ返す。

			「止めます」

			　ナルは断言し一礼した。

				

			　イシュリーンはナルだけを執務室に誘った。そこには二つの理由があり、彼女はまず一つ目を片付けようと、彼を先に座らせ、侍女達を部屋から追い出した。

			「密談をする。二人だけにしてくれ」

			　王の侍女ともなれば、近衛連隊所属で護衛役も兼ねる。彼女達は皆、魔導士で剣士でありつつ、礼儀作法を仕込まれた淑女たちだ。一斉に一礼をして辞する動きは、まさに軍隊だとナルに思わせる。

			　二人だけとなった執務室で、ナルは卓上に残された紅茶の杯を掴もうとしたが、イシュリーンに邪魔される。

			　言葉もなく、前触れもなく、彼女は彼の膝に座ると、驚くナルの頬をつねる。

			「ナル」

			「ふぁい」

			　つねられているナルが、不明瞭な返事をした時、イシュリーンは流し目を彼に向けた。

			「私は女らしくない？」

			　どうやら、書棚を見て笑ったことを言われているとナルは感じた。

			「しょんふぁことふぁないです」

			「ナル、他の誰かに言われたのなら私は気にしない。でも、ナルに女らしくないと言われると悲しい……」

			　ナルの頬から指を離して、唇を尖らせて抗議する王に、彼は詫びにと彼女の髪を撫でた。

			「ごめん」

			「うん……じゃあ」

			　キスでもねだられるかと鼓動を高めたナルを無視して、イシュリーンはさっさと自分の椅子へと戻った。

			「アラゴラの事だ。心配だ」

			　ナルはポカンとしたが、彼女らしいと笑みを浮かべて頷く。

			　イシュリーンにしてみれば、この苦しい時期にあえて外征を行うということは、成功させなくてはならない。失敗は絶対に許されない。ただでさえ難しい外征を、ナルがどのように考えているか確かめる必要があると考えていた。

			　イシュリーンはまず、動員兵力に関してナルがどう考えているか知りたいと言った。

			「ナル、考えは分かるが、実現性に乏しいのではないか？　いくら準備をするとはいえ、全軍を南下させるわけにはいかない。兵力は限られる。それで一国をと考えた時、あの帝国でさえ大軍でまだ成しえていないという現実を無視できない」

			「少ない可能性を高めるのは私の仕事です。南下作戦を、動員可能範囲内で成功させる為にはどうしたらよいかと、考えました」

			　王の顔を保ったイシュリーンは、改めて侍女を呼び、紅茶を淹れ替えるように指示した。

			　ナルが退室していく侍女を眺め、忙しいなと苦笑しつつ続ける。

			「国軍の多くは動かせませんから、今回も主力となるのは諸侯の軍です。対帝国に備える為に、諸侯の軍を国軍並に戦えるようにする目的もあります。ここで彼等に積極的に兵を出させる為に、アラゴラ王国の占領地は、悉く諸侯に与えると発しなさいませ。王家としては、グルラダと南北縦断公道グランミジュベルの利権だけを押さえましょう。この都市の扱いは今後の飛躍に重要ですから」

			「待て、ナル。グルラダが飛躍に重要とはどういう意味だ？」

			　ナルは頬を指でかき、相変わらず鋭いと降参する。

			「遷都します、陛下。キアフは確かに東西横断公道シルクロードにあって重要な拠点ですが、領土が南へと広がった時、位置に偏りがあり過ぎます。私は、ベオルードに王都を移すべきだと考えています」

			　地図が再び視線を浴びる。

			「ベオルードであれば、東西横断公道シルクロードと南北縦断公道グランミジュベルが交差している場所です。これまでの国内事情から投資がキアフに比べ遅れておりましたから、王都ほどに発展はしておりませんが、実はこの都市のほうが、未来はあります。そしてグルラダ……ベオルードとオルビアンを結ぶ拠点となり得ます。南北に走るライン河にも近く、南北を縦断する陸路と水路がこの都市を物流拠点としてさらに発展させるでしょう……と同時に改名しましょう。発音がグラミアに似ていますから、邪魔くさい……」

			　ナルの説明を真面目な顔で聞いていたイシュリーンだったが、彼の最後の言葉で吹き出してしまった。

			「ナル……お前は私に侵略者になれと言うのか？　アラゴラ、東部都市国家連合を取れと？」

			　責めるような言い方であったが、全く意に介してない彼女の表情にナルは頷く。

			「お許しを……まあ、侵略者とはならないように工夫します。陛下は小国達の希望でなければなりません。その陛下が統べるグラミアが、大国に対抗する小国の代表となる国際的立場もまた、グラミアの平和に貢献してくれるでしょう……そしてこれは最も大きな我々の事情ですが、恐らく今しか、この機会はありません」

			　ナルは侍女が紅茶を運んで来た事に気付き、口を閉じる。イシュリーンに、王都で流行っているという演劇の話題を振り、侍女が退室するまで本題から逸れた。

			　一礼し辞した侍女が扉の向こうに消えた後、ナルが話を戻す。

			「陛下……この時代、グラミアにとっては嘆くばかりではありません。民に慕われ、諸侯を従え、戦に強い陛下と、優秀な臣下の方々が揃っておられます。次にいつ、これだけ人が充実する時がくるでしょうか？　グラミアが未来にあっても残るには、今、決断し行動しなければならない。愚鈍な王でも、国を守れるようにしておかねばなりません。陛下のような方が、次々と現れるわけではありませんよ。陛下が愛するグラミアを守る為に、今、始めるべきです」

			「褒めすぎだ……」

			　恋人に褒められ、イシュリーンが照れたように笑い、紅茶の入った杯を唇に寄せた。艶やかなそれが薄く開き、ナルは見入る。

			「動員兵力は多く見積もっても五〇〇〇程でしょう。が、それで成功するよう、動いておりますし考えております」

			　ナルは喋りながら、鼻孔をくすぐる紅茶の香りに、イシュリーンは紅茶の葉に似た香草を浴槽の湯に浸しているのか、と目を細めた。

			　その彼を見て、この男はいつから南下作戦を考えていたのかとイシュリーンは考える。そして、ある出来事に思い当たった。

			「ナル……お前はいつから、これを考えていた？　もしかして……アッピアーがアラゴラに逃亡したと知った時に、考え始めていたのか？」

			　ナルは、手を叩いて恋人を褒める。そうしながら、嬉しそうに喋りはじめた。

			「状況を利用し、状況を作る。先生の得意技です。それに、我が国が帝国の侵略に抗う為に、軍兵は必要で、それを支える収穫量と経済力は欠かす事のできない両輪です。無駄な領地はいりませんが、防衛戦略の一環として、拡張と拡充は必要だと判断しました」

			　ナルはそこで言葉を止める。

			　立ち上がったイシュリーンが、彼の隣に椅子を引き寄せ、近い距離で二人は見つめ合う。

			「ナル……領土が増えれば、守るべき面も増える」

			　王の言にナルも頷く。

			「大丈夫。広がった領地を貴族に与えるのも、防衛戦略のひとつです。彼らは自分の為に、敵と必死に戦うでしょう。王家はいつでも彼らを支援できる機動性に富んだ軍を保持すればいい。必要な時、必要な場所に素早く軍を移動させる事で、広がった領土を守ります。と同時に、敵に攻めさせないという牽制、陽動も併せます」

			　彼は地図に詳しく説明を書き始める。それをじっと見つめていたイシュリーンは、恋人の顔に視線を転じた。

			　化粧でいくら隠しても、充血した目は隠せない。

			　いつも、寝る間を惜しんで考えているのだなと悟った王は、彼の髪に手を伸ばし、喋っていたナルの言葉を止めた。

			「ナル、分かった。他でもないお前の策だ。信用する。全て任せる。私に許可のいる事はすぐに言え。私の許可がいらぬ事は、全て好きなようにしてくれていい。ただ、これだけは約束して欲しい」

			　イシュリーンは、ヒーピアの死を思い出していた。

			「汚名を一人で被ろうとするな……私達は二人で一つだぞ」

			　ナルは、彼女に髪を撫でられながら、こういう鋭さがあるから絶対にばれないようにしないといけないと決める。

			　敵を欺くより、イシュリーンを欺くほうが難しい。

			　真面目な顔となったナルに、イシュリーンの複雑な表情が向けられた。彼は破顔し、それで彼女の頬を弛緩させると尋ねる。

			「どうしたの？」

			「うん……ナル、どうして突然……いや、それはナルに失礼だったな。でも、分からない。どうしてナルはこんな事を考えることができるの？　ニホンという国でこういう事をしていたわけじゃないでしょ？」

			　口調を王ではなくした彼女を、ナルは隣に誘った。嬉々として椅子を引きずり彼の隣にストンと収まった彼女は、彼の手を取り、両手で包む。

			　自分を見つめるイシュリーンに、ナルは思い出したくもない過去を脳内で甦らせ、だがその中で、誇れるものがあったと瞳を輝かせた。その彼の顔で、イシュリーンが頬を染める。

			　そんな顔、見せられたら……。

			　彼女の胸中を知らず、ナルは口を開く。

			「俺は……企業……商会みたいな組織に属する研究者だったんだ。その前は……学校でも研究をしていた。短い期間だったけど、その時の癖が役立っていると思う」

			「癖？」

			「考えること。目の前の事実から、手元にある情報から、あらゆる可能性を予測して、道筋を選ぶ。方法を探す。試す。すると答えが出る。それが望むものか否かで再び道が幾通りにも分かれる。ここでまた、どれが正しい道か、適したものかを考え、選び進む。その繰り返しだよ……情けないことに、研究では全く結果を示すことができなかったけど、この癖は今の俺を支えてくれていると思う」

			　いや、結果がでるまで続けることができなかったというべきか。でも、それは俺が下手だったんだ。

			　ナルが微笑み、もっと過去の話を聞きたいとせがむような視線のイシュリーンに応えようとした時、扉が叩かれる。

			　椅子を並べて密着していた二人が、慌てて離れた。

			「よいぞ」

			　イシュリーンが、王としての声で発する。それにナルが苦笑をして、彼女に視線で咎められた。

			　近衛連隊長のアビダルが一礼し現れると、固い表情で告げる。

			「陛下、アラゴラ王国からの使者が国境を越えてキアフへと向かっておるとの事。二日後にはキアフに早馬で到着すると考えます」

			　イシュリーンが表情を消し、ナルはそれを受けてアビダルに尋ねる。

			「用向きはなんと？　王太子の引き渡しを承知したという内容で？」

			「……アラゴラ王の第三王子を、イシュリーン陛下の王配にと申し出るそうで……」

			　アビダルの報告に、王は嫌悪感も露わに、会わないと宣言する。

			「気持ち悪い！」

			　素直な感想にアビダルが失笑し、ナルも釣られた。二人は、秀麗な顔を歪め拒否感を隠さない王に、笑みを隠すように一礼する。

			「追い返しましょうか？」

			　アビダルの言葉に、イシュリーンは頷くも瞼を閉じる。彼女としてみれば、同盟国であるアラゴラ王国の使者を現在はまだ、丁重にもてなす必要があると感じていた。しかるに、この時は仕方ないかと溜息をついたが、彼女の恋人であり補佐官である男が、わざとらしい咳払いをして口を開く。

			「陛下、追い返しましょう。王太子を匿ったまま、陛下の王配云々とほざく厚顔さは、やはり懲らしめてやらねばならない相手です」

			　ナルの言に、イシュリーンは大きな目をパチクリとさせた。

						  

				　　　　　　　

				


			　グラミア王国西部一帯は州で換算すると五州。グラミア王国の国土面積の一割程で、王家直轄領で見ると三割を超える。これはとても恐ろしい現実なれど、グラミア王家の力が、王国中央部から東部に集中している事情がイシュリーンを助けている。しかし、耕作面積の減少はやはり無視できない。

			　その西部の都市リュゼに、神聖スーザ帝国の枢機卿が二人も揃うという事実が、帝国のグラミア侵攻が激しくなると予感させていた。

			　ベア・ベルテザッカー枢機卿は四十代半ば。髪は薄くなり剃りあげたことで、若々しさと威圧感が増した。太い眉毛に細い目が、油断なく同僚を見つめる。

			　ズラン・ゴラン・ベリクレス枢機卿は五十歳。帝国内において聖人セントウルスとも異名を取る彼は、穏やかな顔立ちに長い金色の髪を伸ばし整えていて、それは腰まで届きそうだ。若くして枢機卿になった彼は、二十年間もこの役職を務め、前回の教皇選挙では白紙投票をした事から、権力には興味がないと窺えるが、実際には格好を気にしているだけである。他者から、聖者として見られたい彼は、己の欲を隠しているだけだった。

			　その彼はロゼニア地方を巡っての戦いで、アルメニア王国とゴーダ騎士団領国の連合軍に敗れた過去がある。失脚の恐れもあったが、帝国内で高い人気を持つ彼を降格させるなど、新任の教皇であるフリードリヒ二世にはできなかった。しかし、同格の人物の下に置く人事をする事で、罰を与えたとした。だが、後がない状況にもかかわらず、もともと慎重な彼はさらに腰が重い。そんなズラン・ゴランに対して、枢機卿となったばかりのベアは、早く結果を示したい気持ちと、異教徒に負けるはずがないという驕りで急いており、それは同僚への否定的な感情の源となっている。

			　ベアの室で向かい合った二人。部屋の主人が聖人セントウルスに水で薄めた葡萄酒を勧め、先に思うところを話し始める。

			「ズラン・ゴラン卿、教皇猊下は一刻も早く、グラミアを併合せよという神のご意思をお示しになれたのです。ここは全軍で東進するべきではありませぬか？」

			　ズラン・ゴランはかさついた唇を指で撫で、葡萄酒を飲み、思慮深そうな顔を新参の枢機卿へと向ける。彼は憐れむわけでもなく、怒るでもなく、ただ微笑みを浮かべることで、内面のベアへの嘲りと、失敗を恐れる自分をうまく誤魔化して答えた。

			「先日の戦闘で騎兵の五割を失ってますゆえ……焦るお気持ちは分かりますが、ここは軍馬と人員が揃うまで待ちましょう。東西横断公道シルクロードも一日にしてできたのではありません」

			　急いては事を仕損じると、聖人セントウルスに言われた気がしたベアは鼻を鳴らす。その慎重さを、アルメニアとゴーダ騎士団につかれ、西部方面は敗北に近い休戦協定を結ばされたというのに、あいかわらず聖人面で物を言うかと、彼は感情を支配する負をさらに濃くした。

			「神のご加護があります。その神を讃える軍が進めば、異教徒等は悉くひれ伏しましょう」

			　ベアの言葉に、ズラン・ゴランは大きく頷く。しかし、敗れた過去がある彼だからこそ、神に祈るばかりでは、物事は解決しないと知る。

			「人が信仰を捨てず、努力を惜しまず、行動をする事で、神のご加護を得ることができるでしょう。我々は為すべき事を為し、神のご意思に身を委ねるのみでございます。ベア卿、騎兵はグラミア中央部を進むに必ず必要となります。本国から送られている人員と軍馬が届き、グラミア方面軍とアラゴラ方面軍の編成が終わるのを待って、貴方の指揮で神の兵達を導かれればよろしいでしょう。賢人たる貴公が、準備を整えた神の兵を導けば、これに抗うのは魔女であっても無理でしょうね」

			　魔女──この頃から、帝国ではイシュリーンをこう呼ぶようになっていた。さらに貶める呼び方をする時は、悪魔の娘と呼ぶこともある。

			　ズラン・ゴランは目の前の男が、万を超す軍勢を指揮した経験もないというのに、その気になっていると不安と軽蔑を覚えるも一礼して隠した。そして、印を切り立ち上がると、ベアの部屋を辞す。

			　廊下を歩く彼は、すれ違う兵達に微笑みを向け、求められれば神の教えを説く。

			　ズラン・ゴランは、どうして自分が戦争などをしているのかと思い、枢機卿などになってしまったからだと自嘲した。神の為に、教団の為に、信者の為にと枢機卿になったが、果たして現在の自分は、崇高な理念に燃えていた頃の自分に見られても、恥ずかしくない者であるかなどと考えてしまう。

			　旧リュゼ総督府の建物、小規模の城と館が併設された施設の内部を歩く彼は、通路の右手にずらりと並ぶ窓を眺め進み、そこから望める外を垣間見て、グラミア人達を打つ鞭の音に微笑みを絶やさない。

			　リュゼは城壁に囲まれた都市で、グラミア王家の統治時代には二万人の人口を抱えていた。だが、帝国の占領下にある現在、二万人の住民達は奴隷へと身分を落とされ、一部を除いて多くが、この地で帝国軍の為に働かされている。

			　聖人セントウルスは、彼等が鞭で打たれるのも、異教がこの世にのさばっているからだと印を切り、神に祈る。そして使っている部屋に入り、帝都から届いた手紙の束を掴んだ。彼が椅子に座り小さな刃物で封を切ろうとしたところで、扉が叩かれる。

			　ズラン・ゴランが自室に入るところを、見ていた者がいたようだった。

			「猊下、失礼します」

			　ズラン・ゴランの幕下にあって、聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザの総長を務める男が長身を屈めて膝をついた。

			　総長アルベルト・ラメロウは、怒りに染まった双眸を聖人セントウルスに向け、不満をぶちまける。

			「猊下、なぜあのような男の風下に猊下が甘んじなければならないのです？　金で枢機卿の座を買ったような男に、猊下のような立派な方が従う道理はありますまい」

			　幕僚の忠心に感謝をしたズラン・ゴランは、手紙の束を卓に置いて、自分より年長の騎士に柔らかな視線を送った。

			「大事なのは私の立場、貴方の感情ではありません。神のご意思です。神の代理者たる教皇猊下がお命じになられた事に、我らはただ従うのみ。だが、アルベルト……礼を言います」

			　穏やかな声を耳で受け、アルベルトはさらに深く頭こうべを垂れる。主であればこう言うだろうと予想していたとはいえ、彼はそれでも、言わざるを得なかったのだ。それほどに、彼は怒っていた。

			　アルベルトは、新参者であるベアに顎で使われるのが我慢ならないのだ。しかしこれを、そのまま口に出すわけにもいかず、ズラン・ゴランを案じているゆえにと置き換え述べるしかない。

			「しかし猊下、商人あがりの枢機卿と貧民あがりの騎士が、神の威を借り、のさばる現状は許し難いと考えます。お許しを頂ければ、早々に排除を……」

			「アルベルト」

			　ズラン・ゴランの穏やかな笑みに、総長は言葉を止める。異教徒を数えきれないほどに殺し尽くしてきたアルベルトであっても、この上役に微笑まれたら抗うのは難しい。

			　聖人セントウルスは視線を窓へと向け、棍棒で打たれるグラミア人の悲鳴に薄く笑い、言う。

			「貴方は有能な騎士であり、騎士団の長だ。だからこそ、軽々しい事を口に出してはなりません。口に出せば、誰かに聞かれるのです。大事な事は胸に溜めこめばよろしいのです」

			　アルベルトはしばらく押し黙った後、渋面で口を開く。

			「申し訳ございませぬ。では」

			　口を閉じたと同時に身を翻した聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザ総長を、ズラン・ゴランはしばらく眺め、大きな背中が扉の向こうに隠れた後に口端を歪めた。

			「しかし、教皇もなぜあのような小人しょうじんを……確かに段取りは良いが……シュケル卿を遠ざけ、聖紅騎士団ハイローダー・オルディーンまでも本国に還したのには呆れて言葉もない」

			　神の加護があれば戦争に勝てるなど、聖人セントウルスであっても考えた事はない。

			「一国を併合するというのが、どれほど大変な事か、ベア卿はまだご存知ないのだろうな……」

			　ズラン・ゴランは呟き、窓から鞭打たれる異教徒達を眺め笑うと、姿を消した聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザ総長を案じる。それは彼が口にしかかった行いが実行されやしないかと心配するのではなく、その結果の及ぼす影響が自らにとって不利にならないだろうかというものであった。

			　勝手に動く分にはかまわんが……しかし、戦争屋は戦争だけしていればいいものを……まあ、信用を得たいと媚びる相手は嫌いではない。

			　聖人セントウルスは、グラミア人の悲鳴がまた聞こえたと頬を弛緩させ、手紙へと意識を転じた。

			　一方、アルベルトは主の部屋を辞して、自室へと向かっている。彼はこれまで、聖人セントウルスの下で数多の戦場を駆け抜けてきた武人で、素人と言って差し支えないベアの風下に立つなど我慢ならない矜持があった。歩く速度も態度も、それが露わとなっていて、荒々しく肩をいからせて通路を進み、すれ違う者達を無言で威圧する。そうして入った自分の執務室で、彼は部下達の一礼を受けた。

			　アルベルトの側近達が、総長が席につくと同時に、視線を彼に向ける。

			　総長代理を務めるミゲル・モストヴォイが、伏し目がちに口を開く。総長の傍にあって、常に戦いの中に身を置いた男の声は野太い。

			「閣下、お耳に入れておきたい事案がございます」

			「ベアと、カイザルとかいう若造の失敗でも耳に入ったか？」

			　年齢で言えば、五十過ぎのアルベルトと、カイザルは一回り以上も違うが、この時のアルベルトによる若造発言は、戦歴を指している。

			　ミゲルは頭かぶりを振り、一歩、進み出た。

			「いえ、閣下。グラミアの手の者が、接触してきました」

			「蛆虫グラミアンが？」

			　片眉をあげたアルベルトに、ミゲルは頷き続ける。

			「通常であれば一笑して終わりですが、彼等の訴えを閣下のお耳に入れるべきか迷ったあげく……それはつまり、ご報告したほうが良いと決断した次第でございます」

			「何をほざいていた？」

			　信頼するミゲルがそう言うのならばと、総長の両眼には興味が宿った。

			　総長代理が、わざとらしく部下を使って扉の外を確かめると、居並ぶ士官達をひと睨みして答える。

			「彼等には彼等の計算があり、それが閣下にとって利となるなら、協力し合えないかという申し出でございます。彼らは現教皇の信厚いベアを、排除するための協力を求めております」

			　アルベルトは鼻を鳴らして笑おうとしたが、できずに押し黙る。

			「どうしてベアを……信厚いの他に理由は言っておらんか？」

			　ミゲルが、総長の問いから好反応であるとみて答える。

			「はっ……彼らとしてみれば、新任の枢機卿であるベアを害することで、新体制に綻びを生じさせたい算段であることがまず一点。ズラン・ゴラン猊下とならば、交渉の余地があるのではないかと期待していること……の二点でございます。閣下、彼等は異教徒でありますが、枢機卿に相応しくない商人あがりの男などは……」

			「実は、猊下から許可を頂いている」

			　アルベルトの言葉に、一同が目を見張った。

			「猊下は口外するなと申された。つまり、実行はお諫めにはなられておられん。手段はいくつもあるが……そうだな……我らが余計な疑いをもたれる方法は駄目だ。猊下の御名に傷がつく。ここは異教徒との戦闘において……が望ましいかもしれん」

			　アルベルトは、無言の部下達を眺め、誰も視線を逸らさないと満足する。

			「これからする事は、俺の独断だ。貴様らも、そのつもりで動け」

			　総長の指示に、騎士達が頭こうべを垂れた。

			「グラミアを躍らせて商人あがりのクズを排除する。戦場でそれを狙う。ベア相手に疲れたグラミアを、我らは一戦し敗走させる。女ごときに頭を垂れる蛆虫グラミアン共も、ズラン・ゴラン猊下の役に立って死ねるとあれば存在価値があろうというものだ」

			　聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザ総長は、自分の為とは部下達の前でも言えなかった。

						  

				　　　　　　　

				


			　ダリウスは、帝国相手にクローシュ渓谷で勝ったという報告を受けて、キアフ市街地入口の巨大な城門で笑みを浮かべ、安堵したかのように声を吐きだした。

			「よかった……疲れた」

			　アルメニア国内に外交官達を残し、旧知の者達に世話役を依頼すると、ダリウスはすぐさまフォンテルンブローを発った。真っ直ぐにトリノに向かい、海路でオルビアンへ到着後、南北縦断公道グランミジュベルを北上し、ベオルードから東へ進んで今日の到着である。

			　従者達に、仕事をするも良し、休むのも良しと言い放った男が向かったのは王宮だった。彼は別に良い人ぶったわけではなく、他に行く場所もする事もないだけだ。

			　王宮の城門をくぐり抜けた時、自分の身体を匂う。以前、イシュリーンに指摘されて気にしていた彼は、まず風呂に入った。手足を伸ばせるだけの浴槽に浸り、身体を洗い、王を訪ねると都合の良い事に政務卿のアルウィンもいた。

			「ダリウス、ご苦労だった」

			　イシュリーンが椅子から立ち上がり、笑みを浮かべる。しなやかな肢体を絹のローブで包み隠し、青地のマントを羽織った彼女に一礼したダリウスは、王の雰囲気が以前と変わった事に気付いた。だが、それがどう変わったのかなど言葉にできない。

			「お前が帰還したと連絡があった。アルウィンにも来てもらった。疲れているところ悪いが、どうであった？」

			　イシュリーンが言葉を紡ぐ隣で、アルウィンが侍女に飲み物を持って来るようにと伝えている。

			　ダリウスは許しを得て二人と円卓を囲むように座り、アルメニア王国の情勢を説明する。

			「アルメニア王国は立憲君主制への移行が円滑ですね。治安もまずまず安定しておりますし、経済も復興で好転した景気が、雇用増と消費増に牽引されて成長を続けています。しばらくは右肩上がりでしょう。ただ、南部都市国家連合との関係は相変わらずで、海上貿易の覇権争いで遅れを取るようであれば渋面を作ることになるかもしれません。というのも……アルメニアは陸上貿易から、海上貿易への転換を図っておりました。往来する荷馬車の荷を気にして見ておりましたが、随分と南方大陸の品々……特にオルセリア皇国の荷が目につきました。彼の国はグロンキア朝となって隆盛を極めております。アルメニアとしても、誼を通じておきたい相手ですからね。特に帝国との関係を考えた時、陸路での経済活動は先が読めませんので……東に行くにも、海を使うという前触れの気がします」

			　イシュリーンが苦笑し、アルウィンが口端を歪める。その意味を問うたペルシア人に、政務卿がナルの案を話して聞かした。

			　黙って、ただ聞いていたダリウスは、脳内で素早く計算する。

			　グラミアの国力を高める事が必須とはいえ、他国を侵略するとなると負担も大きい。さらにただ勝つだけではなく、併合となると時間と金もかかる。それだけの大事業を帝国と戦いながら進めるといったナルが、書記官ではなく王補佐官という役職になったと知り、目を丸くした。

			「陛下、諸侯の軍を動かし国軍を動かさぬといった理由に、王家の財政を圧迫させないという狙いもございますか？」

			　ダリウスの問いにイシュリーンがカラカラと笑った。こんな笑い方をするようになったかと、ペルシア人は頬を弛める。

			「ナルはそこまで言及してなかったが、そうであろうと私は思う。で、彼としては負担を強いる諸侯に旨味をぶら下げる事で、動かす気なのだともな。おっと……アルウィン、お前もそうだったな……まあ、そうは言っても陰で支援はする」

			　王の返答に政務卿は苦笑し、ダリウスと彼女を交互に見た。

			「まあ、私は前回、留守番でしたので、今回はゲオルグ卿に留守番を押しつけましょう。補佐にはモルドバ伯爵を残せば問題なかろうと思います」

			　政務卿の言葉に、ダリウスは戦いたいのかとにやけた。実際、アルウィンは戦いたがっていた。それは単純に権力者としての野心と、歴史に名を刻むという栄誉への欲が根底にあるが、複雑であるのは、彼自身がイシュリーンとグラミアの為に南下作戦を望んでいることだろうか。この大貴族は、過去は過去、現在は現在とする分別と計算で、ルブリン公爵家の為にもそれが良いと結んでいた。

			「陛下自らご親征で？」

			　ダリウスの問いにイシュリーンは一瞬だけ間を置き、すぐに首を左右に振った。

			「いや、おそらくナルは私の出馬を最初からは望むまい。彼は大事なところは隠す悪い癖がある……ルヒティそっくりだ」

			　彼女の言い様に、彼はイシュリーンの鋭さを感じ取ると同時に、ナルも苦労するなと顎を引き、彼女の言葉を聴く。

			「彼は私に言った。侵略者としての汚名は着させないと……それと動かすのは諸侯の軍。この二つから察するに、彼は恐らく両国の国境付近で諍いを起こし、民同士が諸侯同士に発展し、そこにアラゴラ王家を巻き込む形で釣り出し、ようやくこちらが宣戦布告という段取りだろうと思う。向こうに喧嘩を売られた私としては、王太子の件もあるし信用なるものかと怒るも、理性でそれを抑える。が、周囲が即位間もない私を軽んじていて、勝手に動きだしてしまった……という筋書きでどうだ？」

			　ダリウスとアルウィンが揃って苦笑し、一同は王執務室の壁に張られた地図に視線を転じた。それはナルによって縦に一本の線が走っているものだ。

			「であるなら、おそらくルマニア公爵領南で騒動を起こすでしょうね……さて、あいつは何を考えているのかな？」

			　ダリウスの言は自問であったが、イシュリーンが受ける。

			「訊いても話してくれない。ナルはどうやら、私に話せない事をたくさん、抱えている」

			　彼女の瞳に影が差したのを、ダリウスは見逃さなかった。これ以上、この話題に触れるのはやめようと思ったペルシア人は、明るい声を出す。

			「それより陛下、アルメニア王家から条件付きで承諾を得られました」

			　アルウィンが喜色を顔に浮かべ、弾んだ声で「良かった！」と言ったが、ダリウスから先方の条件を聞き、落胆する。

			「関税の一部を寄こせとは……だから最初からグラミア産サファイアを持っていけば良かったのだ」

			　ダリウスが苦笑し、イシュリーンが腕を組む。

			　ペルシア人が、王と政務卿を交互に眺め、一礼し口を開く。

			「さて、問題はこれで手を結ぶか否かと、一部という曖昧な表現を具体的に詰めていくにあたり、どこまでなら可とするかでございますが、ナルもいたほうがよろしいですな？」

			　ダリウスの言葉に、イシュリーンが首を左右に振り、右手人差し指を立てて見せる。

			「ナルは、東西横断公道シルクロードの関税の一部を払うので済むなら問題ないと言っていた。これで済むなら安いと……」

			　イシュリーンは、ナルがオルビアン奪取を企んでいるのは、対アルメニアの事もあると知っていて、だから補佐官の言に意外さを覚えていなかったが、政務卿とペルシア人は別である。二人は揃って目を丸くした。その彼等に、王が説明する。

			「ナルが言うには、アルメニアは関税の一部を受け取ることで、あくまでもこちらが臣従するという格好を保ち、それでいて帝国の反対側に同盟国を持ちたいと考えるだろうと。どうやら、こういう予測もしていたから、南へと手を伸ばす算段だったのだな」

			　イシュリーンはさらに言葉を続けた。

			「グラミア単独で帝国には勝てぬ。これは悲しい現実だ。一時を凌いでも、いつか滅びる。かといって近い国では意味がない。今回のアラゴラ方面軍が合流したように、軍の合流が容易だからだ。そしてこれが最も重要なのだが……」

			　ダリウスが彼女の言葉を継いだ。

			「アルメニア王家にグラミアの血を入れる……ですか？」

			　イシュリーンは、凄みのある笑みを浮かべ、二人の男は呼吸すら止めた。

			「長期的防衛を考える時、これは良い手だ。安い買い物だと思わないか？」

			　王はそう言い頬杖をつくと、二人を交互に眺め「ん？」という表情をして白い歯を見せたのだった。

				

			　イシュリーン、ダリウス、アルウィンがアルメニアの事を話し合っている時、ナルは一人、王宮から地下通路へと下りていた。

			　王都攻略時にダリウス、ハンニバルと共にここに潜った彼は、その構造が良く知るものに近いと感じていた。そして今、暗闇の中で蝋燭に照らし出された壁面を見つめ、手で触れ、さらに奥へと進む。

			「ここは……駅だ。地下鉄の……」

			　扉は朽ち果て、機材は無くなっているが、長い階段を下って到達した地下通路は、彼が通勤で毎日のように使っていた地下鉄の駅を連想させる。アーチ状の壁面と天井、改札であったに違いないゲートなどなどに、彼は興奮を覚えて息を吐き出し、さらに進みホームらしき空間へと出た。おそらく線路があったに違いない場所は、汚水が流れていて底が見えない。

			「違う世界に飛んできたわけじゃない……全く知らない世界でもない。この世界は……たぶん未来だ」

			　ホームを彷徨った後、錆びて動かない鉄製の扉を見つけた。

			　何度も体当たりするも、自分の肩を痛めるだけで馬鹿らしくなりやめる。イラつき扉を蹴り、悪態をつきながら離れた。

			「ナル殿!?」

			　先ほどまで、彼が下り続けてきた階段のほうからアブリルの声が聞こえてきた。

			「ここだ！」

			　ナルは声を発し、闇の中から現れた彼女に微笑む。

			　助けが欲しい時、必ず現れてくれるんだな。

			　そう感じたナルが手を伸ばすと、アブリルは当然のように右手で触れ、彼の隣に収まった。

			「ねえ、アブリルさんて魔法、使えたよね」

			「はい……ですが、あまり強いほうではありません」

			　魔法なら陛下のほうがと言いかけ飲み込んだ彼女は、それに気付かないナルが指し示す鉄の扉を見た。

			「あれ、壊せる？」

			　アブリルは頷き、瞼を閉じる。その右手から炎が噴き上がり、宙に浮かぶと球状になった。

			「壊してもよろしいのですか？」

			「うん」

			　アブリルが右手を前方に突き出し、火球の魔法が闇を走った。蝋燭の灯りにうっすらと浮かび上がっていた鉄の扉に魔法は命中し、派手な爆発音と共に爆風が二人を襲う。

			　アブリルを庇うように抱きしめたナルは、らしくないほどにしがみついてきた彼女に笑う。

			「自分の魔法なのに……恐いの？」

			　彼女は慌ててナルから離れた。

			　扉の先は暗闇で、蝋燭を前に進もうとしたナルだったがアブリルに止められた。

			「便利なものがあります」

			　彼女はそう言うと、先ほどと同じように意識を魔法発動へと集中させた。左手と右手を胸のあたりで重ねた彼女は、宙に拳大の光球を作りだす。

			「本来は攻撃魔法の光弾ルメンベラムという魔法なのですが、このように照明代わりにも使えます。普段は発見されやすいから、私達のような役目の者は使えないですけど」

			　アブリルが左手をナルに差し出す。それを眺めた彼を彼女は誘う。

			「先は暗いですから、私について来て下さい」

			　微笑むアブリル。いや、ニカーヴで顔は隠れているが、ナルは彼女の目からそう受け取った。

			「じゃあ……お願いします」

			　ナルの右手を、左手で握ったアブリルは大切なものを持つように、優しくその手に力を込める。

			　光球を進む前方に浮かばせながら、照明として使えないかというナルの質問に彼女は答えた。

			「これを照明代わりに使えば確かに夜でも明るいですが……アルメニアのように魔法工学が発展していないと無理です。というのも、これを発動しているという事は、私は段々と疲れますから……そうですね、一刻くらいなら大丈夫ですけど」

			「駄目かぁ」

			　項垂れたナルに、アブリルの優しい声が届く。

			「夜、お仕事をされる時は私が照らして差し上げましょうか？」

			「いいよ、アブリルさんが疲れるから」

			『さん』はつけないで欲しいと、唇を尖らせた彼女だったが、二人が進むこの不思議な空間に首を傾げた。

			　そこは、人が五人ほど横に広がる事ができる幅で、高さはざっと五デール（五メートル）はあるだろう通路が、真っ直ぐに奥へと向かっているのだ。

			「ナル殿、王宮の地下にこのようなものがあるのをご存知だったのですか？」

			「いや……錆びた扉の奥は何だったのか知りたくてね……でも地下のほとんどは瓦礫に塞がれていたのに、この通路だけ綺麗だな……あの扉も、錆びていたとはいえ、数百年前のものではないようだったし……せいぜい数十年てところだ」

			　アブリルが歩みを止め、ナルが彼女の背中にぶつかる。背後から抱きしめるような動きで止まった彼に、アブリルの小さな悲鳴が届いた。

			「ご……ごめん！」

			　意図せずとはいえ、女性に背後から抱きついた男は、赤面し離れる。だが、されたアブリルはすぐに注意を前方に戻していた。

			「ナル殿……何かいます」

			　喉を鳴らして闇の奥を見つめる二人は、光球が照らし出す半径二デール（二メートル）程のはるか外から、異質な音が近づいて来ている事を悟っていた。

			　金属が擦れ合うような音に、獣が唸るような声、何かが回転しているような風切り音。そういう音と共に、それは確実に近づいて来ている。

			　ナルには、闇に潜む者の予想がつかなかったが、アブリルにはその正体が分かった。

			「ナル殿……引き返しましょう。古龍がいます」

			「古龍？　龍がいるの？」

			　プレドヤクとの会話を思い出したナルだったが、アブリルに押される形で来た道を歩く。そして段々と速度を速め、二人は走っていた。

			　アブリルは後方に注意しながら、古龍の発する不気味な音が小さくなる事に安堵した。彼等は無駄に襲ってこないと聞いていた通りだと思い、息の荒いナルを止まらせる。

			　何か分からない言葉でぶつぶつと言っているナルの背中を撫でたアブリルは、火球の魔法を宙に放つと、それを後方の天井にぶつけた。

			　驚いて振り返ったナルの目の前で、通路の天井部分が崩落し始め、瓦礫と土砂が通路を覆い隠していく。

			「なんで!?」

			　アブリルの肩を掴んでしまったナルは、緑玉の瞳が揺れた事で我に返った。

			「ごめん……つい」

			「いえ……私こそ、勝手な事を致しました」

			　ナルは再度、謝罪し彼女に手を差し出す。

			「さ、上まで連れて行ってよ。真っ暗で見えない」

			「はい。ナル殿」

			　アブリルに手を引かれ、剣けん胼胝だこの感触にナルは微笑む。この手があの時、蜥蜴とかげから守ってくれたのだと感謝していた。

			　その彼の耳に、階段を先導する彼女の声が届く。

			「あの扉は、彼等がしたのかグラミア側がしたのか分かりませんが、間違いなく、入ってはならない場所を封じていたのです。という事は、あの通路の奥に古代文明の遺跡があります」

			　ナルは、これまでの推測から、この奥に進みたいという欲求を覚えた。そして同時に、自分が生きていた世界を、古代文明と呼ぶ現在が、どれほどの後世なのかと悩む。さらに、どうしてこうハチャメチャなのかと眉根を寄せた。

			「ナル殿？」

			　無言の彼にアブリルが声をかけたことで、ナルは思考を止めた。

			「ああ、ごめん……さっきのが古龍という事は、古代文明の遺跡に彼等はいる事が多いの？」

			「お察しの通りです。王宮の地下通路と繋がっているというのは驚きですが……おそらく、これまであの通路に入った者達がいるのでしょうね。ですが、古龍はいましたから、侵入者達は排除されたという事です」

			　人間が古龍に勝ったなら、古龍がいるはずがないからだ。

			「双頭龍の事とかをプレドヤクさんから聞いたけど、あれも近いの？」

			　階段はついに、前方に陽の光を二人にさらし始めた。

			「はい……古龍の中でも特殊な外見をしている龍は、名持ちと呼ばれていて、通常の古龍よりも強力です。古龍自体が強力ですので、おそらく……あのドラガンが十人いても勝てないと思います。先ほどの古龍がどのような外見か見ていないので分かりませんが、一般的に言われている古龍と違うようなら、倒そうなどとは思わないほうがいいでしょう……」

			「げ……」

			　ナルが眉を寄せ、口をねじ曲げる。振り返りそれに笑ったアブリルが、ニカーヴを揺らした。

			「もし……あの先にどうしても行きたいなら、龍人族ドラゴピエンズに古龍を倒してもらうしかないですね」

			「龍人……族？」

			　階段を上り続ける二人。

			「ええ、龍を倒す事を生業としている一族で、世界中を少数の人数で旅をしています……ただ、彼等は国家、勢力と距離を取りますので、国として依頼しても無理ですね」

			　地上への出口に来た。

			　そこは、内宮の庭園にある噴水で、ナルはアブリルを先に行かせると、秘密の仕掛けを動かす為に噴水の台座を見て、改めて納得する。

			「ああ……地下鉄だ……」

			　地下鉄の地上出口のような台座の上に噴水があるのだ。

			　彼が仕掛けを作動させると、開かれていた扉が閉じ始める。

			　水に濡れながら二人で池から出たところで、ナルは振り返る。噴水から放たれる水の幕によって、あの出入り口は完全に見えないと、感心していた。

			「アブリルさん、じゃ──」

			　彼女はすでにいなくなっており、ナルの言葉は中途半端に途切れたままとなった。

			「……明るいところだと……これか」

			　苦笑したナルは、古龍と遺跡の事を調べる為に、図書室へと歩きだした。

						  

				　　　　　　　

				


			　グラミア側に追い返されて帰ってきた使者達を眺め、アラゴラ王ガリーブ二世はコクコクと頷く。

			「そうかそうか……大変だったの。下がって休むが良いぞ」

			　咎めもなく下がらされた使者達は、安堵の溜め息と共に王の人柄に感謝しながら王執務室を辞した。

			　アラゴラ王ガリーブ二世。

			　六〇代後半の男性で、白髪に白い豊かな顎鬚、人の良さそうな目の輝きが見る者を安心させる。

			　その老人の隣で、宰相のゾディアクが侍女に命じて王の杯に水を注がせた。

			「陛下、しかしグラミアがこうまで強情であるのは不思議ですな。帝国との戦争で大変であるというのに」

			「おかげでこちらが楽になった」

			　アラゴラ王は皮肉に笑う。

			　帝国の侵略にさらされ、ここまで抵抗むなしく後退するばかりであったアラゴラは助かり、果敢にも反撃したグラミアが危機に瀕している。二つの軍団を合流させ、圧倒的な物量で隣国を蹂躙しようとする帝国の意図を悟ったガリーブ二世は、今こそグラミアとアラゴラが力を合わせ、グラミアを東進する帝国に対抗する時だと考えていた。

			　これをイシュリーンやナルが知れば、笑い飛ばしていただろう。

			　連携の取れない軍でつるんでも、良い事にはならない。そして、信頼し合えない者同士が組んでも、それは隙を相手に与えるだけだ。

			　だが、アラゴラ王はこれまでの自国の事を棚にあげ、グラミアの支援にようやく前向きになった。なぜなら、北に位置するグラミア王国のベオルードが万が一にでも帝国に奪われたら、アラゴラは西と北から敵に挟まれる。

			　アラゴラの北部とグラミアの南部は平坦な土地が続く。

			　守りにくいのだ。

			　その程度の事は理解できるアラゴラ王は、宰相の言葉に耳を傾けた。

			「あの王太子を助けた事で、グラミアの反感を買ったなら、失敗であったかもしれませんな」

			「助けを求めて来た若者を、追い返したほうが良いと言うのか？」

			　非難めいた視線を向けられたゾディアクは、大げさに驚き一礼する。

			　王の娘婿である宰相は、四十半ば。アラゴラの妖精と謳われるシンシア姫を妻に娶り、二人の息子の父である。

			　義父にあたる王の甘さにも慣れた彼は、しかしそれが原因で物事が前に進まない現実に苛立ちを覚えるも、だからといって諌める事はない。このような人だからこそ放ってはおけないのだと彼は思っていた。そう考え王を見守る宰相に、ガリーブ二世は顎鬚を揺らし言葉を紡いだ。

			「今でも思い出す。我が国に救援にやって来たイシュリーンどのはまだ王女だった。軍をよく掌握し、凛とした輝きを発していたあの少女が……グラミア王だ。ゾディアクよ、予はよく覚えている」

			　ガリーブ二世が水を飲み干し、杯を卓に置いた。

			「グラミアは初代国王の作った法によって、王家の人数が少ない。その歪さが今、現れている。いかに勇敢といえども娘だ。情に流される。惚れた相手に染まる……ゾディアクよ。何としてもイシュリーンどのの王配として、我が王家から王子を当てがいたい。協同戦線もその為だ」

			　ゾディアクは一礼し、王執務室を辞した。

			　狭い通路を歩き、宰相執務室へと向かう。そうしながら、王の矛盾をいかに纏めるかに頭を悩ませる。

			　王はグラミアと協力したいと考え、同盟関係にある今だからこそ、さらにそれを強固なものとすべく王子をイシュリーンの王配にと考えた。と同時に、あわよくばグラミア王家への影響力も持ちたいと願っている。

			　しかし、だ。

			　相手の態度を硬化させる原因を解決しないまま、どうやって関係を改善させる事ができるというのだろうか。そもそも、あのアッピアーを助ける事に反対したゾディアクの意見を王は聞き流し、あの若者を助けた。これも、グラミア王家への影響力を持っておきたいと考えたガリーブ二世の思惑なのだが、悪手となった今も固執している。

			　策を練り実行するには、優しすぎるし決断力に乏しい。

			　不必要となった駒を捨てる強さがない王たるガリーブ二世は、優しい王とイシュリーンに皮肉を言われているが、アラゴラの誰からも愛されているのは間違いない。もちろん、宰相も彼を慕っている。故に、心配している。

			　あのイシュリーンが、使者を追い返すといった方法を選択してくるなど、彼も推測できなかった。通常、グラミアは今、助けが欲しくて堪らないはずなのだ。にも関わらず、同盟国の使者を追い返し、さらに王太子を出せと圧力を強めて来ている。

			　アラゴラ王国宰相は自分の執務室に入ると思考を止めて、そこで待たせていた異国の王子に笑みを向けた。やって来たその日から、アラゴラ王城の女達を虜にした美男子が、ゾディアクに会釈を返す。

			「アッピアー様……お待たせしました」

			　異国の王太子は、青い髪に青い瞳で、これはグラミアではありがたがられる。目や鼻筋は王国一の美女と謳われた母親そっくりであり、相当に整った顔立ちであった。

			　祖国から逃げ出した容姿端麗の青年は、彼を助けた王太子付士官であるヴィレーム・バロシュと、家庭教師から相談役になったグスタフ・ラヴォと共に居た。

			　三人はアラゴラ王国宰相を迎える為に立ち上がり、同時に着席する。

			「殿下を差し出そうとする動きがあると耳に入りました。それは本当でしょうか？」

			　ヴィレームの遠慮ない問いに宰相は薄く笑う。人の好さそうな顔をした王太子だったが、真っ直ぐにゾディアクを見つめる度胸はあった。

			「それに関しては陛下が許しませぬ。ただ、イシュリーン陛下におかれては、殿下にかかる弟君殺しの疑いを晴らす為にも帰国せよとの事……」

			「私は弟を殺してはいない」

			　アッピアーの声は微かに震えていたが、それは偽りを吐くからではなく、真実を歪められてしまっている現在の不安によってであった。

			　王太子の代わりに、相談役のグスタフが声を絞り出す。

			「疑いを晴らす余裕など、あの時はありませんでした。が、今となっては断言できます」

			　彼は拳を振るって力説する。

			「ヒーピア殿下を殺したのは、間違いなくイシュリーンに違いございません。現在がそれを証明しております。あの女は……自らが王になる為に、邪魔な王太子殿下を罠に嵌めようと企み、ヒーピア殿下を害したに違いないのです」

			　ゾディアクは興奮するグスタフを宥め応える。

			「証拠がありません。そして、王宮にイシュリーン陛下はおられなかった。どこまで長い手があれば、それが可能であったのかを説明する必要がありますでしょうな」

			「ともかく！　アッピアー殿下が殺していないのは事実です！　そもそも、立派な殿下は……」

			　ヴィレームは、アッピアーがとても心優しい王太子である事を説明し始める。

			　奴隷が鞭打たれる光景に心を痛め、鞭打ちをやめさせた事や、貧しい者達が凍えてはならぬと、寒い季節には毛布を貧民街に配った過去など、どれもゾディアクでさえ感心できる行いであったが、誇らしげに語られても困るものばかりであった。そして、自分の目に映る不幸のみを助けて良しとする視野の狭さと、権力者でありながら表面の問題を隠しただけで満足する愚かしさを指摘しようとも思わない。ゆえに宰相は王太子の行いを批判などせず、それを語るヴィレームを止めもせず、ただ聴いた。

			「……というように、殿下が弟君を害するなど、絶対にあり得ないのです」

			　それを聞かされた俺が、どう答えれば満足か？

			　ゾディアクは苦笑し、呆れも哀れも表に出さず、だが慰める。

			「ヴィレーム卿の仰る事を、グラミアの多くの人達が知れば、殿下にかかった疑いに疑問を持つかもしれませんな」

			「そう！　その通りです！」

			　ヴィレームが、我が意を得たりと大きく頷く。

			　宰相は素早く計算する。

			　この人の良い若者と、彼を支える忠臣二人をグラミアに追い返したいところであるが、王がそれを許さない現在、宰相で娘婿たる自分もできない。であるなら、彼等がここにいる事を利用したほうが良いのではないかと続ける。そして、こういう若者だからこそ、グラミア諸侯の同情を買えるのではないかと考えたが、アッピアーの相談役たるグスタフが双眸を細めてゾディアクを見つめていた。

			　宰相は脳内を読まれまいと笑みを作ると、グスタフが一礼し口を開く。

			「宰相閣下、まずは殿下のお立場をアラゴラ王宮内で頂きたい」

			「うむ……」

			　ゾディアクは顎を撫で思案する。

			　ここでアッピアーに客分としての役職を与えると、それはアラゴラ王家が正式に彼を匿うと公表したことにもなる。ゆえに宰相はしばらく悩んだが、これは自分が決めるものではないと気付いた。

			「グスタフ卿、陛下に相談しよう。どのようなお立場が良いか、よくよく考える」

			　ここでアッピアーが口を開く。

			「宰相殿、私がグラミアに還り、王となれば間違いなくアラゴラとの関係を今以上のものとするし、我が妻もアラゴラから迎えようと思う」

			　王太子の言に、ゾディアクが小さく頷く。それは同意ではなく、ヴィレームかグスタフに言わされているのだなと分かったからであったが、口に出して確認する。

			「殿下、つまりは我が国がそれを支援すると？」

			　王太子の代わりに、グスタフが答えた。

			「資格ない女から王位を取り返し、アッピアー殿下が王位に就かれるご支援を賜りたい。殿下は必ず貴国の支援を忘れはなさいませぬ。事を成した後、グラミア南部の一部を割譲しても良いとお考えであられます」

			　言うだけなら誰でも言えると宰相は笑い、だがそれは、グラミア人達にゾディアクが喜んでいると思わせた。

			　ここで、王太子が発言する。

			「だが、宰相殿に任せきりでは信用してもらえないと思う。差し当たって、諸侯に手紙を送り、味方するようにと諭してみよう」

			「それが……イシュリーン陛下にそのまま渡っては目も当てられませんが？」

			　ゾディアクの指摘に、アッピアーは首を左右に振った。

			「彼女の治世となって、面白くないと思う者達に絞って送る」

			　例えば、ウラム公爵派であった者達、もしくは、以前から自分と関係が深かった者達もそうだとアッピアーは言った。ここでの彼の認識は、イシュリーンが王家に叛旗を翻す前のもので、アッピアーは未だに、ロッシ公爵やルブリン公爵などは自分に好意的だと信じていた。

			　宰相はアッピアーの説明を聞き終え、「ぜひ、お願い申し上げます」と頭を下げた。安堵を浮かべたアッピアーと、興奮で緊張を高めたヴィレームとグスタフが頷く。ここでゾディアクは立ち上がり、書物がずらりと並ぶ棚から地図を手に取る。再びアッピアーの正面に戻ると、アラゴラとグラミアが一枚に収まっている縦長の地図を広げた。

			「これはまだ、陛下にも申し上げておりませぬ私だけの考えでございますが……まずはアッピアー様ご本人のご意思を確認すべきと思っておりました」

			「聴きましょう」

			　即答した異国の王太子に、ゾディアクは説明を始める。

			「アラゴラとしては、グラミアを帝国に奪われたくないというのは絶対でございます。ただし、我が国にとって友好的ではないグラミア王も歓迎できません」

			「皮肉ですか？」

			　ヴィレームが眉をあげたので、ゾディアクは首を左右に振ってやった。

			「いえ、滅相もない。現在の状況をどう好転させるかを考えました。イシュリーン陛下には我が国の王子との婚姻交渉を進めつつ、貴方様には、グラミア国内の貴族達を揺さぶって頂きたい。我々、アラゴラ人が当たるよりも、同国人であり王太子であられる殿下のほうが、彼等も耳を傾けるでしょう」

			「また、皮肉ですな？」

			　グスタフが眉を顰め、否定しようとした宰相の動作を発言で遮る。

			「表と裏から手を回すという事ですな……問題ありません。私もヴィレームも殿下をお助け致します。ルブリン公やロッシ公には、殿下からアラゴラと和解するように促して頂くのもよろしいでしょう」

			　三人はそれからしばらく談笑したが、扉の外からゾディアクを呼ぶ近侍の声が届く。

			「東部都市国家連合のオルビアンから、執政官スキピオ閣下がご到着でございます」

			　ゾディアクは「ようやくか」と頷き、アッピアーの許しを得て応対に向かう。

			　アラゴラ王国の南に位置する都市国家群は、強大化する神聖スーザ帝国に危機感を抱いている。そして彼等にとって問題であるのは、すぐ北に位置するアラゴラが、帝国に奪われる事だ。軍資金やら食料やらを援助しつつも芳しくないアラゴラ王国の戦況に、ようやく支援者達も腹を決めたのだろうと宰相は喜ぶ。

			「金や食料ではなく、血を援助してくれ」

			　ゾディアクは、彼等に訴え続けていた。

			　東部都市国家連合の軍勢がアラゴラ軍と合流すれば、アラゴラ西部に留まっている帝国軍の一部を駆逐する事が可能だと彼は考えていて、それがようやく果たせると思った。

			「よしよし……イシュリーンには悪いが、こちらはこちらで上手くやらせてもらう。帝国相手に頑張ってくれよ」

			　宰相は笑顔で、応接間へと急いだ。

						  

				　　　　　　　

				


			　ルマニア公爵の兄アルキームは、王の許しを得てモルドバ伯爵となっている。これは本来、弟のマルームが兄に伯爵位を譲れば済む話であったが、ルマニア公爵はわざわざ、王の許可を得ていた。

			　オデッサ公爵といい、ルマニア公爵といい、王の許可を得るという手順を強調する事で、イシュリーンの威光を内外に示しているのだ。そして、グラミア貴族の爵位は誰によって決められるかを明らかにしている。

			　こうしてモルドバ伯爵となったアルキームは、ナルからの手紙を受け取る。

			　側近達を集め、ナルの指示通りの事を彼等に命じたモルドバ伯爵は、あの頼りなさそうな男が本当に考えた内容かと、部下達に命じた後も首を捻っていた。

			　アルキームにそう思わせていた本人は、キアフの王宮にある図書室に籠っていた。

			　古代文明に関する書物を読み漁っているのだ。

			「……西暦二六六八年以降の記録がないのか……二七世紀って事だな」

			　分厚い書物を卓に広げ、さらに貴重な世界地図をその横に広げている。初めて地下通路に降りた日の翌日も、彼は地下へと下りていて、夕刻の今、図書室に入った。

			　高く長い書棚は様々な書物を並べていて、数万冊はあろうかと思われる。採光窓は全てガラスで、さらに高価な照明球が置かれていた。これは常に周囲を照らしていて、夜でも読書に困らない。

			　ナルは図書室の中央、円卓や長机が並ぶ中で、四角い卓に椅子を運んで書物を広げていた。

			　今、彼の目の前にあるのは地図だ。

			　グラミア王国のある大陸は、正式名称をユーロ大陸というのだが、その形状は、違いはあれどユーラシア大陸だと彼は悟る。

			「インドの南半分がごっそりとない……スエズ運河のところで割れているようになってる。アフリカも形が違うな……」

			　ユーラシア大陸と似たユーロ大陸であるが、形は彼の知るものとやはり違う。インドが海に沈んだかのように無く、アフリカ大陸とも大きく離れている。大陸中央部は東西に裂けたように海があり、それは黒洋海と記されていた。そして東へと視線を這わせると、中国大陸と呼ばれていた大陸東部は海岸線が内陸に後退していて、遼東半島から東の陸地は削られたかのように消えていた。

			　彼の視線はその中国大陸、この世界で大宋国と呼ばれる辺りから、さらに東へと移動する。

			　大海に、ぽつぽつと浮かぶ島々がある。

			「日本……この世界だと大和国か。なんか小さくなってるけど、本州と北海道だよなぁ、これ……九州と四国はこの島か？」

			「大和に興味あるのか？」

			　ダリウスの声で驚き慌てたナルに、現れたペルシア人が豪快に笑った。

			「驚かさないでくれ……おかえり」

			「おう、大和に行こうと思っても無理だぞ。道程が困難極めるし、何より近寄る船を片っ端から破壊するらしい」

			「……なんで？」

			「知らないよ」

			　ダリウスは知る限りで大和に関してナルに話した。

			　大和国──大陸の、東の果てに浮かぶ島国。

			　その存在は数百年前から知られていたが、誰も上陸できていない。大宋国の軍艦数隻が、大和国との接触を企み接近するも、空から降り注いだ無数の光や炎で全滅。これを受けた大宋国の大将軍、岳飛虎曹ガクヒコスウが自ら軍艦に乗り込み、大和へと向かったが、結界すら無視して飛来する空からの光線の前に断念。それ以降、誰もその国に近寄らない。

			「しかし大和国から船で他国にやって来る者達はいるぞ。とても不思議な格好をしているそうだ……」

			　ダリウスの話に、ナルは困惑を顔に浮かべる。

			　この地図に乗っている大和国の形も、つまりは他国に訪れた大和国人から聞いた事を頼りに記されているに過ぎないのだとナルは理解し、だから余計に困るのだ。

			「……俺の知る限り、俺は日本という国にいて、それはこの大和の事だろうと思う。だが、地下通路などを調べた結果、これはあくまでも推測だが……」

			「聞こう」

			「笑うなよ。俺はやっぱり、古代人らしい」

			　古代文明の書物を広げ、ダリウスに見せる。ペルシア人はナルの隣に座り、広げられた頁を見た。

			「ここに西暦二六六八年とあるだろ？」

			「ああ……古代文明の暦だな」

			「俺がいた時代は……西暦二〇〇〇年代だ」

			　ダリウスがナルを見つめたまま、続けろと顎をしゃくる。

			「つまり、俺が知る世界から、古代文明末期まで六〇〇年以上もの歳月がある。この期間に何が起きたか、俺は当然知らない。だが、あの地下通路は古代文明時代の鉄道……人や物を運ぶ物流網だと分かった。ただ……これは同じ世界であるという前提だ。俺の知る世界と、この世界が同じ世界で、時間だけが違うという可能性と、世界そのものが似ているが違う可能性もある……」

			　ナルは古代文明の書物の頁をめくりながら、ダリウスに話す。

			「俺のいた日本は、位置的にこの大和だ。だが、同じ世界の時間が違うというだけなのか……何もかもが違うというのか……そこでこの世界の事を考えた時、魔法がどうにも分からない。俺の世界に魔法なんてなかった。お伽噺の中以外は」

			　ペルシア人が、ナルを探していた用件を忘れて彼の話に付き合う。

			　数万冊という書物を保管する図書室の中で、二人だけが騒がしい。

			　ダリウスが首をコキコキと鳴らしながら喋る。

			「魔法……こんな事なら、アルメニアに一緒に来れば良かったな。古代文明研究の権威で、偉大な魔導士で……禁呪にも詳しい方がアルメニアにいる。レニン・シェスター卿と、彼女のご令嬢でベルベット様のお二人だが、お前が自分の事を話せば、力を貸してくれたかもしれない……」

			　ナルは残念そうに肩を落としたが、しかしすぐに笑った。

			「それは無理だった。もし、俺がダリウスさんと一緒にアルメニアに行っていたら、ウラム公討伐と帝国軍再東進に、グレイグ公南下で国がヤバかったよ」

			　事情を知らないダリウスが首を傾げ、ナルが経緯を話した。頷き、聞いたダリウスが、腕を組んで口端を歪める。

			「なるほど……そうだったか。しかしお前も偉くなったもんだ。その偉いお人が、コソコソと図書館で古代文明のお勉強とはね」

			「……実は違う……本当は……違う本を探してるんだ」

			　ナルが真剣な表情を作り、ダリウスも口を閉じ何事かと喉を鳴らした。ペルシア人は、彼がまだ隠し事をしているのかと思い、ナルの表情からとんでもない事ではないかと案じる。

			　ナルが真面目な顔を保ち、言う。

			「実は……美人の裸が描かれた本を探してるんだけど、無いんだ」

			　友人の下品な冗談にダリウスが喜び、ナルの背中を遠慮なく叩く。痛がるナルと、叩いたダリウスはひとしきり笑い合った。笑い過ぎて顎が痛いと涙目で訴えたナルが、咳払いをして話題を変える。

			「ダリウスさん……それより、これから南下作戦を取るが……ダリウスさんには頑張ってもらわないといけない」

			「ほぉ……だが、お前だって軍の指揮をしたのだろ？　本格的にやってみたらどうだ？」

			　ダリウスの勧めに、ナルは真面目くさって首を左右に振る。

			「いや……ダリウスさんや先生の真似事をして危うく死ぬところだった」

			　ナルの脳裏にドラガンの雄姿が蘇る。あの化け物じみた強さの彼を目の当たりにして、彼は重要な事を学んでいる。

			　主体性をもって軍を動かすという事もそうだが、それだけではない。苦境に陥った時、それを凌ぐ力と知恵が必要なのだと彼は学んだ。あの時、自分にもっと知恵があったなら、テュルク族や護衛達を殺さずに済んだと悔み続けている彼は、腕を組みダリウスを見つめた。

			「アラゴラでは同じ轍は踏まない。それに……アルメニアがグラミアと結びたいと思わせる力を手に入れる為にも、成功させないといけない」

			　言葉や贈り物では誤魔化せない力の差は、力で埋めるしかない。

			　ナルはダリウスにそう伝えたかった。

			　そして、彼の年上の友人は、確かにそれを受け取っていた。

			「そうか……頼りにしてくれ。外交なんてものは俺の柄じゃない。俺が得意なのは人殺しだからな」

			　自らを貶めた言い様をしたダリウスは、それを否定しようとしたナルに笑う。

			「いや、そう思うのだ。この現実から目を逸らしてはならないと俺は思う……俺もお前も多くの人を殺す。これは事実だ。だからこそ、俺達は前に進まなければならない」

			　彼は、さらに言葉を続けた。

			「ところで……アラゴラ王国への侵攻、どのような段取りで動くつもりだ？」

			　ナルが答えようとした瞬間、ダリウスが視線を転じた。その動き自体がナルの発言を遮り、ペルシア人は図書室の奥、窓から差し込む陽光の届かない場所を見つめる。

			「どうした？」

			　ナルの問いに、ダリウスが立ち上がる。

			「貴様、いつからそこにいる!?　おとなしく出て来ぬと殺すぞ！」

			　ナルがダリウスの視線の先へと顔を向けた時、友人の怒りの原因に気付く。

			　二人の視線を受けて、闇から黒装束のアブリルが姿を現した。

			「ダ……ダリウスさん、彼女は味方だ」

			　ダリウスの左腕を掴んだナルに、傭兵の凄まじい形相が向けられた。それを見てナルは、この男はやはり、戦いの中で存在感を発揮する人物だと再認識する。

			　ナルが手短に、アブリルの事をダリウスに説明した。

			「……なるほど。これまでよく隠れていたな……が、どうして先ほど、俺に気付かれる程に気配を発した？　それまで完璧に隠していたのになぜだ？」

			　アブリルが二人の近くへと歩み寄り、膝を床につけダリウスに一礼した。

			「あの程度の気配で私に気付くダリウス卿に感服致しました。ナル殿の生い立ちに関する事を聞いてしまい、動揺した次第です」

			　アブリルとしては、古代文明に興味を持ったナルが、どうしてそうなのか謎だった。が、それが原因で彼の近くに潜んでいたわけではなく、いつものように隠れていたのだ。だが、異世界から来た云々というナルの会話の後、ダリウスが当然の様にそれを知っていた事実に動揺し、隠し続けてきたが堪え切れなくなり、微かに気配を出してしまった。

			　だがそれも一瞬の事で、アブリルはすぐに自分を戒めた。ところが、その刹那で、微かな気配で、ダリウスはアブリルの存在に気付いた。

			　その事実に、アブリルは謝罪しながら考える。

			　私はもう、影からナル殿をお守りする資格など無いのではないかと。

			「アブリルか……なるほど、あの爺さんの手の者だったテュルク族が、今度はナルに寄生するか？」

			「ダリウスさん、いくらあんたでもその言い方は許さん」

			　ナルが珍しく怒り、ダリウスの眼前に立つ。だが、身長が低いが為に、ダリウスの顎のあたりにナルの目がある。自然と見上げてしまい、それが余計にナルを腹立たせた。

			「いえ、ナル殿。ダリウス卿のおっしゃる通りでございます……」

			　深く頭こうべを垂れたアブリルを見て、ダリウスは椅子を引き寄せ座った。

			「悪かった。不審な奴がいると思ってな……ナル、謝る」

			　素直に謝罪したペルシア人に、拍子抜けしたナルも椅子に座る。

			「ナル、アラゴラ侵攻をどのように為すか教えろ。俺が敵ならどう対応するか……それをお前に話す事でより成功に近づくのはないか？」

			　笑顔を浮かべたダリウスに、ようやくナルも笑う。

			　だが、アブリルの表情は曇ったままで、ニカーヴがそれを完璧に隠していた。

						  

				　　　　　　　

				


			　グラミア歴一一六年、終寒月（二月）も中旬。

			　雪が最も深くなるも、降る量は減ってくる時期で、大地は風に撫でられると、粉雪を宙に吹き上げる。それらが踊り狂うのも、もうじき訪れる春までの短い間でしかない。

			　アラゴラ王国の使者が再び、南部国境を越えたとの連絡がイシュリーンの元に届いたと同日、彼女はもう一つの報告も受けていた。

			　グラミア王国南部ルマニア地方において、アラゴラ王国の国境付近の村民が、グラミア側に越境をして漁をしたのだ。

			　両国の国境線が走るのは何も陸地ばかりではない。ルマニア公爵領南部の丘陵地帯の端は林になっていて、その中にルマニア地方で最大の湖ルマニア湖がある。この湖は今の時期、氷に覆われ徒歩で渡れるのだが、この湖の上を国境線が通っている為、普段はルマニア公領の兵士が湖周辺を巡回している。ワカサギ漁はグラミア側でも盛んである為、隣国の民が勝手にグラミア側で漁をしないように、湖が氷に覆われる時期は警戒を厳しくするのだ。

			　ところが、新しくルマニア公爵となったマルームと、兄であるモルドバ伯爵アルキームは多忙を極め、この警戒を怠ったようだった。

			　アラゴラ王国側から村人が氷上に出て、氷に穴をあけワカサギを獲り帰ったという事実は、氷に開けられた穴が大量に発見されてから発覚した。これにより、越境された上に漁をされたと、巡回のルマニア公爵軍兵士がマルームに報告する。

			　もちろん、これはナルの指示を受けた兄弟が、警戒を解いた事に発端がある。さらに彼の指示を受けたアブリルが、アラゴラ王国北部の領民を扇動したからだ。しかしながら、当然、そんな事は表には出ない。

			　ルマニア公マルームは、怒り狂った。

			　演技である。

			　これをイシュリーンから聞いたナルは「へぇ、この国にもワカサギっているのか」とわざとらしく惚け、王を笑わせた。

			「ナル、どうする？」

			「これはルマニア公爵領で発生した事でありますから、マルーム卿に一任すれば問題ございませんでしょう。かの御仁であれば、必ずや陛下のお考えに沿う対応を為さるはずです」

			　ナルにそう評されたマルームは、イシュリーンの本音と、ナルの指示に沿う行動に移る。

			　アラゴラ王国北部国境の領地を有する貴族の一人、今回の問題を引き起こした領民達が暮らす土地の領主であるベランガ伯爵ベンジャミンに対し、使者を遣わして抗議をした。

			「貴公はこれまで領民達をうまく統べておりながら、俺がルマニア公爵となれば、あえて民を扇動し、このような悪事を働くか!?　モルドバの田舎貴族が公爵になったと反感を持つなら、そうと言えばよかろう！　今回の事は絶対に許さぬ。実力をもって後悔をさせてやるからそのつもりで首を洗っていろ！　と閣下は申しております」

			　ルマニア公爵の使者から、マルームの怒り様を聞いたベンジャミンは、目を白黒とさせて誤解だと喚いた。そもそも領民達はこれまで、よく掟を守っていて、まさかわざわざグラミア側で漁をするなどあり得ないとも思った。しかし、調べを進めるうちに、間違いなくベランガ伯爵領の住民が、グラミア側に越境しワカサギ漁をしたと判明する。

			「隣のルダどんが、湖の北側のほうが獲れるちゅうてな」

			　この証言を元に、ルダという人物を問いただすと、事実だと証言する。

			「そうだけんど、俺も人に聞いただ。あれは確か……鍛冶屋のゾングが言ってただよ」

			　今度は鍛冶屋のゾングに問う。

			「まってくれぇ。俺も人に聞いたんだ。隣の村から来た研ぎの職人……えっと誰だったかな？　いつも来るガルじゃなかったな」

			　ベンジャミンは頭を抱えた。

			　間違いなく自領民が漁をしていて、それもわざわざ北側で漁をしようなどと言いだした者までいる始末だ。

			「閣下、とりあえず漁をした者達を捕らえて、ルマニア公爵閣下にお送りすれば如何でしょうか？」

			　側近の助言に頷き、ベンジャミンは村人達を片っ端から捕まえた。国境付近の住民達は突然の悲劇に泣き叫び、不満を高めた。

			「湖の北側で漁をしただけで、何で捕まえられるんだ!?」

			　それでもベンジャミンとしては、アラゴラ王家が対グラミアに使者を遣わし、友好的な交渉をと願っている時期に、そのグラミアの貴族と揉めるのはご免だと思って必死なのだ。

			　ルマニア公爵領に移送されるべく、五〇人近くの領民を一〇人単位で檻に入れ、それを馬に曳かせて送り出し、ベンジャミンはようやく一息ついた。だが、その一行が道中で何者かに襲われ、捕らえていた領民達が逃亡したとの報告を受け、ベンジャミンは再び、顔面を蒼白にする。これを実行したのはルマニア公爵側とテュルク族であるが、ベランガ伯爵側が知ることなどない。

			『ベランガ伯爵。引き渡しの期限は過ぎたが、罪人達は到着しない。俺をなめるのもたいがいにしろ』

			　ルマニア公爵マルームからの手紙を受け取り、ベンジャミンは汗で豪華な衣服を濡らした。そして、ルマニア公爵家に臣従する諸侯の一人、キリヤ伯爵サヒンが軍勢を集めているとの情報に、椅子から飛び上がり驚く。

			「と……とにかく戦いの準備だ。だが、使者は送る。救援を周辺諸侯に急げよ……あ、あと……陛下にもだ！」

			　ベンジャミンは、ルマニア地方キリヤ伯爵領を出発したルマニア公爵軍の先鋒に備えるべく、兵を集め、周辺の貴族に救援を求める。

			　こういう事もあり、南部が慌ただしくなる中で、イシュリーンの周辺でも男達が忙しく動きまくる。

			　まず、政務卿のアルウィンが、イシュリーンに反抗し叱責を受け、休職に処された。

			　これは、ルマニア公爵がベランガ伯爵との関係を悪化させている事に対して、王が消極的な態度を取っているからだとアルウィンが指摘し、ルマニア公を支持し援助すべしと王に訴えたが、イシュリーンはこれを叱責したのが原因である。

			「諸侯が勝手に動くのは許さぬ」

			　王の言に、アルウィンは怒鳴り返した。

			「我らの助けで王になれば、もう用はないと申されるか!?」

			　イシュリーンも怒り、二人は周囲に止められて離れた。こうして、ルブリン公爵は政務卿を一時的に辞し、領地に帰っている。

			　彼等は全て、決められた手順を踏んでいるだけである。ゆえに喧嘩を演じてみせた二人は陰で笑った。

			「ナル、演じるのは楽しいな。平和になったら王を辞めて、演劇でもしようかな」

			　ナルも笑った。

			　彼はおろおろとする何も知らない者達の為に、調整役を買って出ると、全ての原因であるルマニア公を諌めると宣言し、王から歩兵一個連隊四五〇と、騎兵一個中隊五〇を預かって王都を発った。

			「南部国境の事態収拾をする」

			　王補佐官は周囲にこう説明した。そして、実際に部隊を動かす指揮官にはダリウスを指名している。この一連の動きは、終寒月（二月）中旬から新緑月（三月）へと差しかかるわずか一〇日間足らずで行われた。

			　そして、アラゴラ王国から遣わされた使者団とすれ違うように、騒動の中心地であるルマニア公爵領に入ったナルは、マルームからの伝令を迎えていた。彼はその伝令からキリヤ伯爵サヒンが功を焦り、国境を突破した後、アラゴラ王国北端の村を占領したと聞いた。もちろんこれも、ナルの筋書きである。

			「ダリウスさん、始まったよ……」

			　悪戯小僧のような表情の友人に、ダリウスは苦笑し頷く。

			「お前も悪くなったもんだ」

			「褒め言葉だ。それは……」

			　ナルはすっかりと慣れた手つきで馬を操り、相変わらず冷たい風に笑みを作る。

			　イシュリーンの好きなスイレンを描いた純白のマントを風に叩かせながら、彼は青を基調としたローブを揺すって懐から水筒を出したが、中身はルマニア産ツイカである。

			　美味そうに飲む補佐官の左胸には、グラミアの六連星が黄色く輝いていた。

			　後世において、大軍師ナルといえばこの服装と言われるまでに描かれ残されている格好をした彼は、熱い息を吐き、南の空を見つめた。

						  

				　　　　　　　

				


			　新緑月（三月）の初の日、夕刻。

			　ナルはルマニア公爵領ブレストに入り、すぐさま王命をルマニア公爵に伝える。

			「勝手な事をするでない。大事な同盟国であるぞ。ルマニア公であれば、無駄な争いを避けるものと信じておったが、これは裏切りに等しい」

			　王の言葉をそのままマルームに伝えたナルは、神妙な顔を作る。

			　後になってダリウスが楽しげに笑ったのは、ナルがわざわざ、王国書記官に王の言葉を記録として残させた点だ。

			　ナルの言を受けて、ルマニア公爵は激昂した。

			「我が領地の経営まで口を出す権限は、王であってもありませぬ！」

			　ルマニア公爵マルームは、ナルとダリウスを応接間に残して飛び出して行った。

			　ナルはここまでを書記官に記録させた後、ダリウスだけを連れてルマニア公爵執務室に入った。マルームはシングルモルトの瓶を持って、二人を出迎える。

			　ナルが感謝を示す。

			「お手間を取らせて申し訳ございません」

			「なに、お前の無礼にはもう慣れているからな。ダリウス卿も飲める口か？」

			「頂きます」

			　三人が円卓を囲む。

			　公爵執務室ともなれば、王族が使う部屋に近い豪華さであるはずだが、このグラミアでは王であるイシュリーンが無駄な豪華さを嫌うが為に、従う貴族達も適度に飾るにとどめている。

			　その中央に使い古した円卓があり、グラスを持った男達がお互いに酒を注ぎ合う。

			「帝国へは、どう動いているのだ？」

			　マルームの問いに、ナルが琥珀色の液体の香りに鼻をすんすんと鳴らし、口を開く。

			「双方の枢機卿に、協力すると打診しました」

			　ダリウスが高価な酒を吹き出し、ナルの非難を浴びる。

			「汚いなぁ……もったいないなぁ」

			「す……すまん。しかしお前は何をしたって!?」

			　ナルは侍女を呼び、卓を指差した後、ダリウスに視線を転じた。

			「二人の枢機卿に、同僚を排除するなら協力すると打診したんだ。それと……その下にいる軍指揮官にも。ひっかかった奴がいる」

			「誰だ？」

			　マルームが声を潜めた時、布切れを持った侍女達が現れ、ダリウスがしでかした粗相の後始末をする。彼女達が去った後、ナルがその名を明かす。

			「アルベルト・ラメロウ。聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザの総長だ。彼は俺らよりも、新任の枢機卿とその下についている指揮官を憎んでい……」

			　ナルは、扉が叩かれたので口を閉じた。

			　侍女達が、牛の乳から作ったチーズを運んで来た。それが卓に置かれ、マルームが切り分けるのをダリウスがげんなりとして見つめる。

			「如何致した？」

			　マルームがペルシア人を見る。

			「牛……ですな」

			　ダリウスが呟き、肩を落とした。

			「ああ……他のチーズはないかな？　山羊とか……」

			　ナルが侍女たちに尋ね、彼女達は顔を見合わせ頷きつつも、抗う。

			「ルマニア特産でございますよ……牛の乳で作ったチーズ……」

			　これ以上のご馳走が他にあるかとでも言いたげなマルームも、侍女達の発言に頷く。ダリウスが信仰上の理由だと説明し、皆に気の毒そうな視線を向けられた。

			　侍女達が他のチーズを持ってくるまで、マルームとナルが牛のチーズを口にする。

			「このチーズは芳しい香りと苦みが特徴でな、シェリー酒のようなものと一緒に楽しむのが良いが、シェリー酒などいくら飲んでも酔えないからな。このシングルモルトはシェリー酒のような香りがついてるだろ？　合うと思うぞ」

			　マルームのうんちくにも興味を示さないダリウスが、ナルに続きを聞かせろと顎をしゃくって促がす。

			　むっつりとしたマルームに苦笑したナルが、公爵の空となったグラスに酒を注いでやりながら、話題を帝国へと戻した。

			　侍女が再び現れ、山羊のチーズを置いて去った後、ナルは二人を交互に眺めて説明を始める。

			「わざわざ、四人に密使を出したのには理由がある。これによって彼等は、お互いに疑い合う。それと、密使に対しての反応で、どういう人物かを窺えると思った」

			「で、どういう人達であった？」

			　マルームの問いに、ナルは姿勢を正す。

			「まずベア・ベルテザッカーですが、彼は論外。狂信者というより教皇の犬です。しかし、だから打つ手もあります。次にそのベアの下で軍の指揮を任されているカイザル・ボルディアですが、こちらの密使から情報を引き出そうとさえしたほど、面倒な相手でした。こいつはドラガンと同じく、周りの状況を固めて身動き取れなくしてやる方針です。次にズラン・ゴラン・ベリクレスですけど、彼は計算高い。何か変があった時にまずは静観する型の人物で、慎重ですね。そしてアルベルト・ラメロウ。自尊心が高く、自分が仕える枢機卿が、ベアの下にいるのが我慢ならないという素振りですが、結局のところ、自分がベアやカイザルに従わないといけない立場であるのが嫌なのだといったところです」

			　説明を終え、酒を飲むナルにダリウスが笑みを向ける。その笑みはどこか、呆れているようにも見える。

			「そのアルベルト君を使って、何をさせる？」

			　ダリウスが山羊のチーズを口に放り込み、咀嚼しながら尋ねると、ナルも同じ物に手を伸ばしながら声を発する。

			「向こうから接触してくるのを待つ。彼に関しては、彼主導で策謀が動いていると思わせてやる必要がある。自尊心の高い彼は、こちらの思惑に乗せようとすると反発するだろう……と同時に、ベアを踊らせる事で、帝国軍を止める。分裂させる」

			　言い切りチーズを噛むナルは、独特の臭みに「クセになるな」と呟き鼻から空気を外に出す。そして、マルームに視線を転じた。

			　窓から差し込んでいた陽光は細くなり、ダリウスが蝋燭に火を点けていく。ぼんやりと温かみのある灯りの中で、王補佐官はそれまでの笑みを消していた。

			「帝国に関しては、相互に牽制させ合いまとまりを奪うことで、軍としての行動を取れなくしてやれば、彼等は東へと進めません。というのも、運が良いか悪いか微妙ですが、カイザルという指揮官と、ズラン・ゴランという枢機卿は、基本は慎重な人達ですから、不安を抱えたまま戦端を開く事はまずなかろうと……ただ、教皇が彼等に強制すれば別となりますので、教皇には教皇の思惑を利用し、こちらの為に動いてもらいます。さて、アラゴラ方面ですが──」

			　話を転じたナルに、マルームが「聞かせろよ」と笑うも、彼は首を左右に振った。

			「大事な事は己の胸の中に留める。ルヒティ卿の遺言です。先生の死に様は、そう俺に教えてくれました」

			　公爵とペルシア人が姿勢を正した。

			「アラゴラに先行したサヒン卿が村を占領した現在、ベランガ伯爵ベンジャミンは周辺の諸侯に救援要請を出しており、アラゴラ王にもそれは出しているでしょう。ですが、距離の問題があり、周辺諸侯の援軍のほうが先に到着します。サヒン卿は奮戦むなしく敗れ、壮絶な撤退戦をしながらマルーム閣下に救援を請います。当然、主家であられる閣下は、ルマニア軍を率いて南下。アラゴラ北部の諸侯連合とぶつかります。楽しくなってきますね」

			　マルームが頷き、ダリウスに視線を転じた。

			「王都では、ルブリン公爵が王の怒りを買い、自領に引き上げたというが、まさかと思っていたがあれも仕掛けか？」

			　ダリウスがナルを指差し笑いながら答える。

			「で、ございます。ナルの悪知恵と、性質の悪さは友人である俺も心配しているところでして……。アルウィン閣下はマルーム閣下から援軍を請われ、王への反感もあり、南へと軍を進める予定……でございます」

			　貴族達の主導でアラゴラを攻めると決めたナルだったが、実はイシュリーン出馬に関して、まだ迷っている。

			　汚名を彼女に着させないとなると、やはり最後が重要だと腕を組んだ。

			「また悪い事を考えているのか？」

			　マルームにからかわれ、ナルは組んだ腕を解いて口を開いた。

			「悪か善かは俺には関係のない事です、閣下。大事なのは、グラミアの為になるか……」

			　ダリウスは、友人の横顔に喉を鳴らした。

			　畏怖を抱いたからだ。

			　ナルが不意にグラスを掲げ、窓から覗く月を見た。

			「先生に乾杯」

                			

	








			
			　王補佐官がグラスを掲げると、マルームが続き、ダリウスも倣う。

			　三人でシングルモルトを一気に飲み干し、熱い息を吐き出し合って笑った後、マルームが大きな声を出した。

			「高い酒を、馬鹿みたいな飲み方をするほどの贅沢はないな！」

			　悪企みを話し合っているとは思えない程に明るい笑い声が、公爵執務室を包んだ。

						  

				　　　　　　　

				


			「わざと負けるのも大変だ」

			　サヒンは後退する自軍の最後尾で苦笑した。汗で濡れた頬を隣の女性士官に拭かせた彼は、あいかわらずの猫背で声を張り上げる。

			「閣下への救援要請は出してある。今しばらく耐えろ！」

			　気合の声が自軍から湧きおこり、降り注ぐ矢音がそれに続く。

			　アラゴラ王国北部のベランガ伯爵領に侵入したキリヤ伯爵軍は、村を占拠した。歓喜に沸く彼等を、ベランガ伯爵を中心とする諸侯連合が攻めたのは、ナルがマルームを訪ねた二日後の事だ。

			　ルマニア公爵マルームを介し、ナルの策を伝えられたサヒンは、不満を口にした。

			「どうして俺が、あの小男の使いっ走りをしないとならない」

			　しかし、表立っては素直に従っている。彼なりに、世に出たのなら功を成し、富を得たいという欲からであるが、彼はどこまでも彼らしい。

			「まあ、仕方ないから褒美をもらってやろう」

			　こう周囲に漏らしていた。

			　そのサヒンはアラゴラ北部諸侯の軍勢とぶつかり、多勢に無勢で逃げ出している。キリヤ伯爵軍四〇〇は、一〇〇〇の軍勢に囲まれながらも巧みに後退し、国境付近まで撤退戦を続けた。この時に戦場となった国境線付近は平野部で、グラミア側に入るとなだらかな丘が連なる丘陵地帯へと変化する。

			　サヒンはその丘陵地帯まで、アラゴラ人達を引きつれて後退しなければならなかった。

			「閣下！　敵が止まります！」

			　伝令の声に、サヒンが顔をあげる。

			「ならん！　敵をグラミア領まで引きずり込む！　反転し攻勢！」

			　盾を並べて後退していたキリヤ伯爵軍は、その盾の隙間から弩を覗かせ、進軍速度を見るからに落とした敵前衛に矢を射出した。

			　ドドっという重い衝撃音と、アラゴラ人達の絶叫が湧きおこり、そこにキリヤ伯爵軍の歩兵連隊が前進する。

			「ブリジット！　ここは良い！　後方で味方騎兵に準備をさせろ」

			　奥二重の女性が、冑から覗く白い顔を紅潮させて足早に立ち去る。

			　その背中を見る事もなく、サヒンは慣れない大声を吐き続け、枯れた咳がそれに混じる。

			「丘陵地帯まで引きずり込む！」

			　指揮官の怒声に、兵達が前進で応えた。

			　寡兵ながら対ドラガン、対帝国と、連戦を続けたキリヤ伯爵軍は弱くなかった。ぬるま湯に浸かっていたアラゴラ貴族の兵達に、矢の援護を受け斬りかかると、急激な戦況の変化に対応を遅らせた敵を尻目に、ここぞとばかりに暴れまくる。

			　戦棍でアラゴラ人の頭部を破壊し、剣で肉と骨を絶ち、局所的な殺戮を行ったグラミア人達は態勢を整え、包囲しようと動く敵軍を誘うかのように後退を始める。

			「弩で後退を援護！　歩兵を後退させ、突出してきた敵前衛に騎兵をぶつけろ！」

			　サヒンの指揮官ぶりに、それまで彼を侮っていた家中の者達も驚いていた。そして、「ぼっちゃまがようやく一人前になられた」と喜び、奮戦する。

			　ブリジットに率いられた騎兵一個連隊三〇が、キリヤ伯爵軍に追撃を加えようとする敵前衛の側面に突進する。

			　前に向かって走り出していたアラゴラ諸侯の軍は、脇腹に噛みつかれたように悶え、陣形を乱した。

			「突き抜けたら退け！　馬は高いぞ！」

			　サヒンの指示に、人はどうなのだと苦笑した兵達が、盾を並べて敵の矢を防ぎ、枯らした声を張り上げ続ける伯爵を守る。

			　それから押しては退き、さらに後退し続けたキリヤ伯爵軍によって、陽が落ちた頃、アラゴラ諸侯の軍勢はグラミア領内へと完全に侵入していた。

			　ベランガ伯爵ベンジャミンはそうと気付いたが、勝ち戦に興奮する味方の中で、声を大にしても、誰も聞いていない。

			「まずいぞ！　グラミア領内に入っている！　後退だ！」

			　伝令を飛ばし、援軍として駆けつけてくれた諸侯に後退を促すも、諸侯の軍勢はさらに前、北に向かって前進を止めない。勝ち戦の興奮が、あと一歩という期待が、彼らから退く判断を奪っていたのだろう。

			「どうなっても知らんぞ！」

			　ベンジャミンが軍中で喚いた時、キリヤ伯爵軍中でサヒンも喚いていた。

			「閣下は!?　閣下はまだか!?　もたんぞ！」

			　三度、同じ事を喚いてサヒンは、ようやく求める言を伝令から受ける。

			「ルマニア公爵閣下！　ご到着！」

			　サヒンは冑を脱ぎ、汗で濡れた頭部を風にさらす。

			「よし！　全軍後退速度をあげろ！　速やかに公爵閣下の軍に合流する！」

			　キリヤ伯爵軍は反撃を止め、整然と後退する事だけに努めた。

			　これを見たアラゴラ諸侯の軍勢は、「勝った！　追撃だ！」と前掛かりとなる。しかし、逃げて行く敵を追い、丘を駆けあがった前衛の兵士達は、キリヤ伯爵軍の後方にずらりと展開する大軍に歩みを止めた。

			　自領の治安維持に最小限の兵だけを残し、動員兵力の七割に当たる一五〇〇の軍勢を揃えたルマニア公爵軍と、ナルとダリウスが率いる国軍一個連隊五〇〇が待ち構えていたのだ。

			　その先頭で、マルームがゆるりと馬を進めると、右手で宙を垂直に切った。

			　ルマニア公爵軍から、騎兵連隊が飛び出す。

			　二〇〇の騎兵が、まだ雪が残る大地を蹴り、泥と土を跳ね上げ、加速した。

			「突撃チャージ！」

			　騎兵が怒声を連ならせ、馬上槍を構える。

			　追撃に必死となっていたアラゴラ諸侯の軍勢は、みるみる接近してくる騎兵の波を見て、色めき立ち、騒いだ。

			　前衛が後退し、後衛が前進し、アラゴラ人達は味方同士で争う。

			「逃げろ！　逃げろ！」

			「馬鹿！　前進だ！　前進命令だぞ！」

			　異変に気付いた指揮官達が、ルマニア公爵軍出現の報に慌て、さらに弓矢で騎兵を狙えと指示を発する。しかし時すでに遅く、アラゴラ諸侯軍前衛が、ルマニア公爵軍騎兵連隊の突撃を受けた直後だった。

			　馬蹄に踏みつぶされ、背骨を折って血を吐くアラゴラ人の隣で、槍で貫かれ、胴が千切れそうなほどに傷ついた兵士が絶命する。

			　アラゴラ人達の血と内臓をまき散らしたルマニア公爵軍騎兵連隊は、速度を落とさないままに突進すると、貴族達が控えていた軍後方へと到達する。

			「ふ……防げ！」

			　ベランガ伯爵ベンジャミンはようやくそれだけ叫んだが、騎兵連隊は彼等にかまうことなく、アラゴラ諸侯の軍を突き抜け、そのまま南へと加速した。

			「何だ!?　何が目的だ!?」

			　振り返り、それを目で追ったベンジャミンの耳に、伝令の悲鳴が届いた。

			「お味方は大混乱です！」

			　再び、北へと向いたベンジャミンは、大量の矢が夜空に煌き、放物線を描いているのを見た。

			「防げー！」

			　彼は怒鳴った。

			　数百の矢が地上に降り注ぐ。混乱するアラゴラ諸侯の軍に、続けて魔法が襲いかかる。火球と氷槍が宙を舞い、断末魔があちこちで発生した。爆炎が吹き上がる戦場の中を、アラゴラ人達の死体を踏み越えてルマニア公爵軍が前進する。

			「帝国やドラガンに比べたら、子供相手に戦っているようなものだ」

			　マルームが笑い、大役を果たしたサヒンに笑みを向けた。

			　猫背の伯爵は冷たい水を一気に飲み干し、汗で濡れた髪を手で払う。

			「で、例のお二人は？」

			「敵の貴族を一人、捕まえるとかで出て行ったぞ」

			　散歩にでも出かけたかのようなマルームの言い様に、サヒンが苦笑を返す。彼は猫背を少しだけ正して、アラゴラ諸侯の軍勢が崩れていくのを瞳に映した。

				

			　混沌としたアラゴラ人達の中を、国軍一個連隊を指揮したダリウスが突き進む。彼はナルの隣でのんびりと歩きながら、士官達に次々と指示を出していた。それをわざわざ止めた彼が、一点を指差して隣を歩く友人の肩を叩く。

			「おお、ナル。あそこで困っているのはベランガ伯爵じゃないか？　ほら、伯爵旗がある」

			　ナルがその方向に視線を転じると、護衛達に守られつつ後退しようと頑張っているアラゴラ貴族の姿があった。しかし、完全にグラミア人達に包囲されている。

			「おい！　殺すな！」

			　ナルが怒鳴り、走り出す。

			「馬鹿！」

			　ダリウスがそれに続く。そして、すぐに追いついた。

			　ベランガ伯爵らしき豪華な甲冑を纏った男を睨み、ナルは兵士達に剣を収めさせる。アラゴラ貴族は剣を引いた敵兵達に目を丸くしていたが、ナルとダリウスを見て理解したようだった。

			　ベンジャミンは、近づいて来た小男に叫んだ。

			「指揮官か!?」

			「違う！」

			　アラゴラ人の問いに、ナルは即答し、ダリウスが問う。

			「グラミア語は満足に話せるか？」

			　アラゴラ貴族は何度も頷く。

			「分かった。命と財産は守ってやる。働け」

			　ベンジャミンは、小男にそう命じられ反感を覚える。思わず罵声を浴びせようとした彼だったが、相手の目を見た時、恐怖に声が出なくなった。

			『お前のような虫けら、潰す事に躊躇いもない。生きたければ従う事だ』

			　ベンジャミンは、小男の目にそう言われたように感じ、膝を大地につけた。

                			

	








			
			　アラゴラ北部領民による越境に端を発した地方貴族同士の争いが、軍勢がぶつかり合う規模にまでなるのに、そう時間がかからなかったのはアラゴラ側としては驚きだった。この原因は、ルマニア公爵マルームの強情であるとアラゴラ王国宰相ゾディアクは彼を批判したが、マルームはどこ拭く風で意に介さない。

			　アラゴラ王は、イシュリーンへと向けていた使者達に、この騒動に関しても訴えよと、鳩、烏、馬を使って命じた。しかし、キアフに到着したアラゴラの使者達は、冷水を浴びせられる。

			「いかにアラゴラ王の使者とはいえ、まずは王補佐官の許しを得ない事には、謁見は認められませぬ」

			　このような事務的対応をされ、ならばその王補佐官に会おうとすると、次のように言い放たれた。

			「ルマニア公爵の暴走を止めるべく、彼の軍中におられます」

			　アラゴラの使者達は、徒労感に溜め息すら出なかったが、愚痴や不満を吐けばナルに会えるわけではない。彼等は南へと急ぎ取って返し、ルマニア公爵軍中にいるナルにようやく会えた。これは、マルームの軍勢によってベランガ伯爵領北部の村が占領された日の夜である。

			　彼等はどんな厳しい補佐官かと、来客用の幕舎の中で緊張したが、現れた小男を見て拍子抜けする。しかし、その男から吐かれた言葉に、胃を鷲掴みにされたかの如く顔を歪めた。

			「で、アッピアー引き渡しがようやく決まったのであるな？」

			　論点が違う。

			　アラゴラ王国側としては、イシュリーンとアラゴラ王国第三王子の婚姻。そして、今回の貴族同士の争いの収拾である。

			　当然、ナルはそれに付き合う気はない。

			　押し黙る使者達を睥睨へいげいしたナルは、笑って見せた。

			「違うのか？」

			「……いえ、それよりも重大な事でございます」

			　使者の言葉に、ナルは笑みを消してみせた。

			「我が国の罪人を、匿う以上の重大事があるのか？」

			　イシュリーンがこの時のナルを見ていれば、評価を変えていたであろうというほど、それはもう嫌な男であった。

			　口端を歪め、使者達を挑発するかのように姿勢を崩したナルは、アラゴラ人達が口を開こうとしたのを、手の動きで遮る。

			「勘違いするなよ。話がしたいのはお前らであって、俺ではないのだ」

			　悪い男を演じるナルは、顔面を蒼白にした使者達を幕舎に残し、兵達に言い放つ。

			「お見送りしろ、お帰りだ」

			　自分の幕舎へと向かいながら、背中にぶつかるアラゴラ語の罵声を無視した彼は、一人となり鈴を鳴らす。

			　ナルの幕舎は暗闇に包まれていたが、だからよけいに、緑玉の瞳は強い輝きを放った。

			　彼の為にアブリルが指先に炎を創り、蝋燭にそれを移す。

			「帝国への首尾はどう？」

			「問題なく進んでおります。アルベルト卿は手の者にナル殿とどこかで会いたいと申しておられる模様」

			「という事は、俺と会うまで帝国は動かないな」

			　喉を鳴らして笑ったナルは、寝台の下からツイカの壺を引っ張り出す。こういうところばかりルヒティに似たとアブリルは苦笑し、トラスベリアへと向けている部下達からの報告を、彼に伝える。

			「グレイグ公爵は近い者達に、ドラガンを成敗すると漏らしているとか……相続の件も含め、ウラム公爵領の併合に動きだす模様です」

			　ナルは杯にツイカを注ぎ、さりげなく彼の隣に立った女性にそれを差し出す。自らは椅子に座り、彼女を寝台に座らせたナルは、ニカーヴを取ったアブリルを見つめた。

			「な……何でございますか？」

			　アブリルは動揺を隠せなかった。好きな男に見つめられ、動揺するなというほうが難しいというものだ。

			「アブリルさんは……俺が古代人かもしれないと聞いても驚かないのか？」

			　なんだ、そんな事かと、アブリルは落胆する。それと同時に、あいかわらず『さん』をつけて自分を呼ぶナルに唇を尖らせた。

			「驚くも何も……思えばナル殿は不思議な方です。私の火傷の痕を見て、気味悪がる事をなさりません」

			　俯き、頬の火傷の痕を指で撫でた彼女に、ナルは微笑んだ。

			「気味悪い……？　アブリルさん、君はとても綺麗だよ。俺の知る世界には、君みたいな綺麗な人はいなかった。皆、不細工に歪んでいたよ」

			　ナルの脳裏に、彼の存在を無視し蔑んでいた人達の視線が蘇る。それがどんなに歪で愚かしい事でも、その空間で多数派となれば正義のように力を持つ。また、その流れの中でしか生きていけない弱い者達を巻き込み、ナルの心を削っていた彼等は、不細工な顔で笑っていたと彼は思うのだ。

			　疎外された者は覚えているものだと断じたナルは、柄杓ですくったツイカを、そのまま喉に流し込んだ。甘いがすっきりとしたツイカの味わいと香りに微笑んだ彼は、アブリルに視線を転じる。

			　膝の上で杯を両手で包むように持っていたアブリルは、ずっとナルを見つめていて、二人の視線が中間でぶつかる。

			　ナルが首を傾げ、尋ねた。

			「どう……したの？」

			　アブリルは、俯き囁いた。

			「私は……だから私は……」

			　何か、思いつめたように繰り返すアブリル。

			　彼女に歩み寄り、その顔を覗きこもうとしたナルだったが、立ち上がり彼に背中を向けたアブリルによって遮られた。

			「ア……ブリルさん？」

			「ナル殿……どうか私の事を……どうか……ただの駒として扱って下さい。でないと……でないと私は……」

			　ナルが彼女を振り向かせようと手を伸ばしたが、闇の中へと吸い込まれた彼女に届きはしなかった。

						  

				　　　　　　　

				


			　ダリウスは兵達が村人を害さないように目を光らせつつ、国軍一個連隊に監視役としての役目を与え、交代で占領地の村や近隣を巡回させていた。

			　捕らえたベランガ伯爵の城があるアーセムという都市まで二日という距離にある村で、軍を休めたルマニア公爵マルームは、アラゴラ王国北部諸侯の軍勢が続々と集まってきているという情報を受け、手を叩き喜ぶと、ルブリン公爵アルウィンへと使者を発した。

			　ルブリン公爵領はルマニア公爵領から見て、北東にある。ルブリン地方という五州の土地を支配するアルウィンは、その影響下にある貴族達を引き連れ南下をして来る予定だ。

			　ルマニア地方からも、公爵の父ミローシュが後続の軍を編成し送り出してくれるはずだ。

			　総勢五〇〇〇を超える兵力が見込める。

			　ダリウスは、雪混じりの泥を踏みしめ、さすがはマルームの軍だと感心し、鼻を鳴らした。

			　兵達はアラゴラ人達に威張るわけでもなく、平時と同じように接していて、物品を得る時はそれに代わる物か、貨幣で払っていた。

			　グラミア内乱にあって、兵站を完璧に整えたマルームは、兵達の管理が上手いのだろうと微笑み、林檎売りの少年から一つ買い求めた。

			　一〇〇人に満たない村に、数千人の軍勢が来たのだから、当然、彼等は驚き慌てた。

			　しかし、占領とは名ばかりで略奪も乱暴もしないグラミア人達は、村の外に幕舎を連ね、兵士達は酒を買いに村を訪れる程度で、アラゴラ人達は首を傾げる。

			　娘達を持つ親は、兵達に娘を連れ去られる事を恐れたが、グラミア軍はこれもしなかった。

			「マルーム閣下は、どうやって彼等の欲を抑えているのだろうか」

			　ダリウスは答えを探しつつ林檎を齧り、小気味良い音を発しながら歩く。林の方向、村とは反対方向の木々の連なりから、何者かが微かに洩らす気配を感じ取る。

			　彼は右手に林檎を掴んだまま、左手で腰の長剣を確かめ、音を立てぬように歩く。

			　月が綺麗に浮かびあがる夜空の下で、木々の連なる影の中に、ダリウスはその者を見た。

			「ああ……お前か」

			　黒装束のアブリルが、木の幹にしなだれ、じっと空を見上げていたのだ。

			「気配が漏れている……お前、役目を果たせていないな」

			　ダリウスは苦笑し彼女に歩み寄ると、ニカーヴをしていないその素顔を見た。

			　エメラルドグリーンの瞳は、彼とナルの主君を連想させる程に強く輝くも、今は溜めた涙で揺れている。整った鼻筋と情の厚そうな唇は瑞々しく、だから余計に頬の火傷が目立つ。

			　ダリウスは彼女に歩み寄り、逃げられるかなと思いながらその隣に立つ。しかし、彼女は相変わらず幹に身体を預け、夜空を見上げるだけだった。

			「アブリル……だったな。ナルの命であれば何でもするお前が、何に悩んでいる？」

			「貴方には関係ありません……」

			「関係ある。お前の迷いは俺の大事な友人を危険にさらす」

			　ダリウスが、秀麗な彼女の半面を眺めると、アブリルは醜い半面をも彼にさらすように顔の向きを変えた。

			「知り合ったばかりの貴方に……話せる事ではありません」

			「ふむ、じゃあ、いつ話す？　半年後か？　一年後か？　俺は常に戦いに身を置く男だ。その時には、この世にいないかもしれん」

			　ダリウスが視線を逸らす。先ほどまでアブリルが見上げていた夜空を彼も見上げ、視線を黄金の円に定めたまま尋ねた。

			「こんなところにいて、大丈夫なのか？」

			「部下がナル殿の近くに……しかし、その方がいいかもしれません」

			　ダリウスは、アブリルの返答に彼女の迷いの原因を悟った。

			　この女性は、どういう理由かは不明であるが、ナルに惚れていると彼は気付く。本来であれば、女が男に、その逆も然りだが、そういう気持ちこそ大切にするべきだと考えるダリウスだが、この時ばかりは言葉を失う。

			　友人の大切な人はイシュリーンで、王も友人を大事に想っていると彼は知っている。そして、キアフに帰った後に窺った二人の様子から、訊かずとも関係が良い方向に進んだものと知る事ができた。

			　誰かの為に必死に努力するナルに、この女は惚れてしまったかとダリウスは月から視線を転じ、足下を見た。

			　一夫多妻のペルシアで育ち、一夫一妻のアルメニアで暮らしたダリウスは、グラミアの風潮、養えるなら妾も当然といったものにも理解はあるが、それはあくまで当人同士がそうと納得したうえでの事であると理解している。そうでありながらアブリルが苦しむのは、ナルが彼女をそういう対象で見ていないからだと悟った。

			　ダリウスは瞼を閉じ、しかしすぐに開くと、なぜか分からないが感謝の気持ちをアブリルに向けている自分に驚く。ナルを好きになってくれたアブリルに、彼は男女のものではない好意を抱き、不気味な黒装束といった評価から、話せる可愛い女というものに改めていた。

			　ペルシア人は謝罪と感謝を込めて、アブリルを見た。

			「お前、男を見る目あるぞ……あいつは自慢の友だ。弱っちいのが欠点だがな」

			　笑ったダリウスに、アブリルも釣られて笑う。

			「ダリウス殿はこんな私を責めませんか？」

			「責めるどころか……見直した。だが、残念ながら応援はしない。事情があってだな」

			「はい。存じております。ナル殿は陛下を……陛下も。それにナル殿は私を女として見て下さってはおりませぬ」

			　ダリウスは、そう言葉を発した彼女の顔を見ていられず、夜空へと視線を戻す。

			「良いのです……私はこんな顔で、身体にも痕はありますし……ナル殿は私を女ではなく仕える者としか見て下さっていないですし……その範囲でお優しいに過ぎません。それでも……こんな顔の私でも……やはり女であると思い出させてくれたナル殿が好きなの……」

			　アブリルは俯き、頬を手の甲で拭った。

			　彼女の脳裏に、あの時の光景が蘇る。

			　祖母に命じられ、並べられた男達の前に立った時の事。

			　テュルク族の成人男性は村に置いてもらえず、基本、荒野へと追いやられる。厳しい環境の中でも生きながらえた男達は、ある時期、女達に捕まり、母親候補となる娘の前に並ばされる。

			　アブリルも、母親となるべく父親を選べと言われた。

			　だが、彼等の前に立った彼女に、並んだ男達が目を見開く。

			　そして、誰かが言った。

			「化け物……」

			　彼女は、選ばれるだけの存在である者達から拒絶されたのだ。

			　アブリルは男を選べなかった。だが、それで良かったと今は思う。祖母には激しい怒りを向けられたが、あの時、掟を理由に男と通じなくて良かったと思う。愛する人と結ばれたいと願うのは、テュルク族にあって良くない事かもしれないが、それでもアブリルは、男を選べなかった過去の自分を褒めたいと思った。

			　溜め息を吐き、蘇り溢れる記憶に蓋をした彼女は、ダリウスの見る夜空を見上げた。

			　春の夜空を彩る星座達が瞬き、グラミアの六連星と呼ばれる円形に連なる大きな星達が、順次に輝く。

			「アブリル……俺は何も助けてやる事はできない……が、話を聞いてやる事はできる。愚痴を聞いてやる事もできる。一人で苦しむ事ほど、意味のないものはないと俺は思うぞ……」

			　ダリウスが一歩、前に歩み出た。

			　数多の戦場で、人を殺し続けて来た彼は、それだけ多く、人の想いを絶ち切ってきたという自責を抱えている。人には言うくせに、それを誰にも吐かない男は、肩越しにアブリルを見た。

			「話せば……楽になる事もあるぞ」

			　アブリルは、返事を待たず立ち去る男の背中に、一礼し感謝した。

						  

				　　　　　　　

				


			　アラゴラ王ガリーブ二世は、ゾディアクに愚痴をこぼす事などしなかった。だが、言葉の節々にルマニア公爵マルームに対しての苛立ちと、貴族を掌握できていないイシュリーンへの不満が含まれ、宰相の溜め息を誘う。

			　帝国に対し一枚岩となっていたグラミアが、どうしてここに来て足並みが揃わないのかとゾディアクは頭を抱える。クローシュ渓谷の戦闘では、貴族達の軍も参加し帝国軍を撃退している。にも関わらず、現在の状況は一体どういう事だと、彼は理解に苦しむのだ。だがそうであっても、彼とアッピアーがこれからしようとしている策謀には有利に働く要素だ。喜ぶべきところであるはずだ。しかし、それをできない彼がいた。

			　苛立ちを全力で抑えた宰相は、感情を殺した声で王に提言する。

			「現在、アッピアー様がルブリン公爵とロッシ公爵に使者を発しておりますれば、完全に潰えたわけではありません。直線でイシュリーンに迫れぬならば、横合いから固めてしまいましょう」

			　老王の執務室を辞したゾディアクは、足早に廊下を歩きながら、不気味な色に染まる太陽が、西の稜線へと消えるのを睨んだ。

			　アラゴラ王国諸侯達から続々と届く救援要請を前に、アラゴラ王は決断しかねていた。そして宰相である彼もそれは同じで、一度、王軍を出すと、それはつまりルマニア公爵と決定的に対立するという事になる。しかるにそれは、グラミア王家との対立に繋がりかねない。解決を急ぐのであれば、アッピアーをイシュリーンに送りつけるという方法もあるが、王はそれを拒絶しているし、宰相も、もしかしたらアッピアーのグラミア貴族への工作が成功するかもしれないという期待を捨てる事ができないでいた。

			　そんな彼の内面を、仮にナルが知るならば、笑ってこう言ったに違いない。

			『希望的推測に頼るお前は間抜けだ』

			　だが現実にナルは彼を知らず、アラゴラ王家がどうして対応を遅らせているか分からない。しかしそれでもナルは、現在のアラゴラ王家の対応を観察しながら、打つ手を休めていない。

			　ナルは、ルブリン公爵の到着を待ち、グラミア諸侯の軍をさらにアラゴラ領内へと侵入させるつもりだった。そして、それはきっとゾディアクをさらに悩ませる事になるだろう。

			　廊下を歩き、迫る危機への対応に悩むアラゴラ宰相は、ナルの存在を知らない。正確に言うなら、即位したばかりのイシュリーンが、友誼で役職を与えた男という程度しか知らない。であるからゾディアクは、自分の苛立ち、不安、悩みの原因は、ルマニア公爵マルームであると見ていた。

			　そのマルームは、自らの影響下にある中小貴族の軍勢までかき集め、総勢二〇〇〇を超える兵力でアラゴラ王国北部を蹂躙している。

			　戦上手という評判は聞かなかったこの男が、まるで化けたかのように軍を巧みに動かし、アラゴラ王国北部諸侯の軍を翻弄していると聞き、ゾディアクは頭だけでなく、腹部を押さえた。胃がキリキリと痛むのである。

			　自室に入った宰相が頭痛と胃痛をさらに激しくしたのは、逃げ帰って来た使者達が話すグラミア王国王補佐官の人柄だ。友誼で王補佐官となった男とゾディアクが評する者によって、物事が進まない現実に歯軋りし、こめかみを押さえる。

			「閣下！　あの王補佐官はとんでもない無礼な奴です。アラゴラ王の使者たる我々に対して……」

			　延々と愚痴と怒りを聞かされた宰相は、途中から使者達の話を聞くのを止めてしまった。

			　お前達も使者であれば、少しくらい努力をしろ。

			　こう言って話を終わらせる事もできなかったゾディアクは、甘い王の部下らしく、甘い宰相であるのかもしれない。そして、アラゴラ王国は自分達が置かれている状況、能力などに不相応な野心を封じる事ができず、打つ手も後手ばかりになっている事実を、ナルは状況とテュルク族の報告から、ほぼ正確に把握していた。

			　ルマニア公爵軍は現在、アラゴラ王家の領地には入らず、徹底的にベランガ伯爵領の占領を行っている。地図に載っていないような村まで連隊を遣わし、人口、収穫量などを把握するその図々しさは、紳士的に他国民に接する事で完璧に隠されていた。

			　ベランガ伯爵ベンジャミンを陣頭に立て、ベランガ伯爵の城を開錠させたマルームは、ベランガ伯爵領の商都たるアーセムに兵を入れた。そこで彼は、兵士達に略奪行為の禁止を言い渡すと共に、治安維持に努め、混乱を最小限にする事に成功した。

			　これに先立ち、騎兵を先行させてアーセムに接近させる事で、この城に逃げ込もうとしていた敗残兵を、悉く葬っていくルマニア軍の様子を城壁上から眺めていた守備兵達は、戦意を大きく落としていた。これも、短期間での開城の原因の一つであるかもしれない。

			　グラミア王国歴一一六年新緑月（三月）六日、ナルは自領を発ったルブリン公爵からの伝令に頷き、さらにイシュリーンへも手紙を送る。そうしながら、帝国への策謀を進め、トラスベリアへの工作も行い、アラゴラ王国へ牙を向けていた。

			　ベランガ伯爵の城の一室で、ナルとダリウスはベンジャミンと向かい合っている。捕虜としてではなく、客人のように大切に彼を扱った二人は、ここにきて突然、暗い部屋に問答無用で押し込んでいた。

			　二人の豹変に顔を強張らせるベンジャミンの眼前で、ナルとダリウスが背後の扉へと意識を向けた。そこに姿を現したマルームに一礼した二人は、椅子を公爵に勧めるも、マルームは立つ事を選び三人を見下ろす。

			　四人も入ればたちまち息苦しさを覚える部屋の中で、ベンジャミンは喉を鳴らし、不気味に沈黙を守っていた背の低い男と、褐色の男、そして現れたルマニア公爵の順に視線を這わせた。

			　その視線を受け、マルームが口を開く。

			「ベンジャミン卿、貴公には今回の騒動の発端、領民を唆そそのかし、我が領地で漁をするように扇動した者達の調査をしてもらう。これで貴公をグラミア貴族として迎えても良いと、ここにいるナル殿も申している」

			　ルマニア公爵の穏やかな声に、ベンジャミンは喉を鳴らす。

			　そのような調査を、今さらしたところで何の役に立つのかと顔に出していた彼に、マルームが壁に背をつけながら再び、言葉を紡いだ。

			「貴公の疑問は尤も……調査の結果、その犯人が明らかとなり、貴公は自分の領民を扇動し、グラミア王とグラミア貴族の仲に、楔を打ち込もうと画策していた男の名を公表するのだ」

			　ベンジャミンはそこで理解した。マルームは、既に書かれた台本通りに事を進めろと言っているのだ。

			　ベランガ伯爵は、渇いて痛い喉を鳴らし、恐るおそる口を開いた。

			「は……犯人は誰なのですか？」

			「アッピアーだ」

			　グラミア王補佐官が口を開く。

			「ア……アッピアー……」

			　隣国の王太子であった男の名前を口に出し、ベンジャミンは口端をねじ曲げた。思えば、あの男が助けを求めアラゴラ王を訪ねた際、王は周囲の反対を押し切り、彼を助けた。

			「全ての災厄はあの男だ。ベンジャミン卿。あれがこの国にいる限り、陛下はともかく俺はアラゴラを潰すぞ」

			　小男が顎を反って言い放ち、ベンジャミンは肩を竦める。自分よりずっと若いこの男から、どうしてここまで圧迫感を受けるのか彼には理解できない。その二人を眺めたダリウスは薄く笑い、こう評していた。

			　激戦をくぐり抜け、今も闇の中に身を置く男に、血筋だけで威張っていた男が勝てるわけもないか。

			　ナルは椅子から立ち上がると、ベンジャミンの背後に回る。固まる伯爵の肩に、グラミア王補佐官はそっと手を置いた。

			「ベンジャミン卿……」

			　ナルが、椅子に座らせたままの伯爵に声をかける。それは、マルームでさえ息を飲むほどに緊張を強いる声色で、ルマニア公爵は自然とダリウスに視線を送っていた。だが、ペルシア人は腕を組み、じっとナルを見つめている。

			「思えば……アラゴラ貴族たる貴公の苦境は誰が招いた？　考えてもみろ。帝国か？　我々か？　それともアッピアーか？」

			　間を置かれ、ベンジャミンは思考する。

			　今、自分がこうなっている原因はお前達だと思うも、ではどうして、グラミア人達が攻め寄せて来たかと考える。そもそも、領民達はなぜ突然、ルマニア公領で漁をしたのだと疑問を生じた彼の耳に、グラミア王国の王補佐官が小さく笑うのが聞こえた。

			「アラゴラ王だ、ベンジャミン卿。民に優しく貴公らにも優しいとされるあの王は、ところが何も解決できていない。帝国軍を退ける事もできず、アッピアーを助けても活かせておらず、我が陛下と王子を結ばせようと画策しても成功していない。貴公の領地がルマニア公爵閣下の軍に蹂躙されても援軍すら出せず、であるのに、野心は持っている……誰がそのツケを払う？　本人か？　あの老人が死んだところで、まだ未来のある貴公や民の苦しみは変わらぬぞ」

			　ナルが微かに手に力を込め、ベンジャミンは背筋を伸ばした。

			「できないと、しないは違う。だが、あの王はその両方だ。できないし、しないのだ。もっと正確に言うなら、判断できない。なぜか？　優しいからだ。判断する事で、誰かが苦しむのを見たくないからだ。それを招いたのが自分であるのが嫌なのだ。誰からも、愛され慕われたいのだ……だが、それが余計にアラゴラ諸侯や民を苦しめていることに、悲しいかな、誰も気付いていないのだ」

			　ナルの声は深く重く沈み、ダリウスは息苦しさを覚えた。

			「一方で、イシュリーン陛下は判断をしてきた。苦しむ者が現れようと、より多数の者を救う判断をだ。であるから、貴公が陛下の為に働き、多数を助ける支えとなれば、陛下は貴公を見捨てぬ」

			「き……貴様ら、グラミア王の命で動いておるのか？」

			　ベンジャミンが声を震わせ、肩を掴むナルの手を握る。

			「そうだ。そして、俺がこれを貴公に話したという事は、承諾せねば生きてここから出さぬという事だ。分かったか？」

			　ナルの言葉に、ベランガ伯爵ベンジャミンは呼吸を止めた。動きを止めた後に彼は、壊れた人形の様にぎこちない動作で、視線をマルーム、ダリウスの順に転じる。

			　ペルシア人は薄く笑い、腰の長剣を卓の上に鞘ごと置いて見せた。

			「それとも、俺達三人を殺して逃げるか？」

			　ダリウスの挑発に、ベンジャミンは汗を滴らせるばかりであった。冷や汗を拭おうとベンジャミンが身動ぎした時、彼の耳は緊張を強いるナルの声を聞く。

			「ベンジャミン卿……死んで忠節を全うするほど、ガリーブ二世は立派な王かな？　今、ここで貴公が、グラミア人に囲まれていても、そう思えるか？」

			　ナルが、ベランガ伯爵の肩をぽんぽんと叩き、離れた。

						  

				　　　　　　　

				


			　昼過ぎの陽光の下で、ダリウスは青地の外衣を風に叩かせている。

			　北から吹く風は厳しさを随分と和らげているが、時折、首をすくめたくなる程の冷たい風が混じる事もあった。

			　胸に描かれた黄色い六連星に手を当てたペルシア人は、マルームの声に瞼を開く。

			「さて、戦やろうと思うがどうだ？」

			　マルームの問いに、顎を引いたダリウスは、茶色い短髪を右手で撫で、双眸を細める。

			　アラゴラ諸侯が続々と集結している現在、ナルは『各個撃破。俺は帝国の騎士団総長代理と会って来る』とだけ残して離れた。

			　また厄介事を残してと苦笑したダリウスであったが、ここにきて苛烈さと陰湿さを増す友人を心配しながら送り出すと、ルマニア公爵マルームと共に、アラゴラ北部へと侵入してきた諸侯連合の一軍と対峙していた。

			　二人の背後には、一七〇〇のルマニア公爵軍と四〇〇の国軍が控えている。一部を斥候や後方確保に割いているが、二〇〇〇を超える軍勢を誇っていた。一方、アラゴラ諸侯の軍勢は一五〇〇に膨れ上がっていて、マルームとダリウスの見据える前方に展開していた。両軍はわずか三〇〇デール（三〇〇メートル）の距離で睨みあっているが、これは斥候同士が遭遇し、それが威力偵察規模に膨らみ、順次に数が増え、お互いに増援を待っているうちに、こうなってしまったというのが正しい。

			　両軍とも、勝手に戦端を開かなかったが為に今に至るが、それでも矢の撃ち合いはあった。

			　大地に突き刺さったままの矢を踏み折ったダリウスは口を開く。

			「ここからさらに南方三万デール（三〇キロメートル）には、別の軍勢が控えていますし、その南にはアラゴラ南部の諸侯が集結し北上を始めようとしています。わざわざ別行動を取ってくれた敵に感謝し、礼をせねばなりますまい」

			　歴戦の傭兵は公爵に振りかえり、歩を進めると従者からマントを受け取る。白地のマントの背に描かれたスイレンが、中心から外に向かって紅色を薄くしていく花弁を広げていた。

			　ダリウスの前方を歩くマルームが、士官達に両手を動かし口を開いて指示を出す。

			「喜べ、貴様ら！　攻撃だ！」

			「油断するな！　雑魚諸侯でも武器は持っているぞ！」

			　ルマニア公爵に煽られ、グラミア人達がいよいよと得物を確かめる。

			　ダリウスは腰にぶら下げた長剣の柄を右手で掴み、マルームの背後を歩きながら肩越しにアラゴラ諸侯の軍勢を見た。

			　家族、恋人、友人。

			　アラゴラ人にもグラミア人達と、そして自分と同じくそういう者達がいる事を彼は知っている。彼等の想い、希望を、断ち斬る決意に唇を震わせた彼は、澄んだ瞳を瞼で隠した。

			「神よ……」

			　呟き、馬の嘶きで瞼を開いた彼の瞳は、一切の感情、迷いを消していた。

			「良いか！　ルブリン公到着まで、アラゴラ王家が出て来るまで、しばらく雑魚を相手に暇潰しだ！」

			　マルームの声に鼓膜を揺らされ、北からの風にマントを翻し、ダリウスは馬上の人となり、手綱を左手で掴む。鐙には替えの長剣二本に、矢避けの盾が装着されていて、それらを一瞥して確かめたダリウスは前方の敵を睨んだ。

			　所詮、小貴族の集合体である眼前の軍勢など、連携の拙さ、戦意の乏しさを数で誤魔化しているに過ぎないと断じたマルームは、序盤から全面攻勢と決めていて、それはダリウスも賛成するところである。

			　騎兵を前面に押し出し、まるでトラスベリア人のような布陣をしたルマニア公爵軍は、ずらりと水平に展開した騎兵連隊の後方に、弓矢と歩兵を待機させた。

			「ダリウス卿、矢の三連射の後、行かれよ！」

			　ルマニア公爵に片手をあげて応えた武人は、従者から長槍を受け取る。

			　ルマニア公爵軍とキリヤ伯爵軍、そして国軍一個大隊からかき集めた騎兵二五〇が、それぞれの手に馬上槍を持ち、掲げた。

			　アーセム東一万デール（一〇キロメートル）の平野部。木々が立ち並ぶも、森や林というほどではない。

			　地面の雪は既に無く、アラゴラは母国よりも暖かいのだと、グラミア人達に再確認させる。

			　ルマニア公爵軍の戦闘準備を見て、アラゴラ諸侯の軍も盾と弓矢を並べ始めた。

			「前進！」

			　マルームの声に、角笛が重なる。

			　両軍から殺気が渦巻き、地鳴りのような怒声が噴き上がった。

			「放てぃ！」

			　マルームの怒鳴り声で、空へと煌めく凶器が射出され、それは完璧に組織化された動作で、三度、繰り返される。一射目には応じたアラゴラ諸侯の軍も、二射、三射と続けて放たれたルマニア公爵軍の矢に、弓矢を収め盾に隠れた。

			　矢をつがえ放つまでの所作だけでも、練度の違いがよく表れている。

			　頭上で放物線を描く矢が、敵軍に降り注ぐより早くダリウスは怒鳴っていた。

			「突っ込めー！」

			　馬が嘶き大地を蹴る。

			　土と泥を跳ね上げ、速度をぐんぐんとあげたグラミア騎兵が、飛来する矢と、前面の騎兵に慌てる敵兵を間近に捉えた。

			「うぉおおおお！」

			　ダリウスは小細工せず、ただ敵陣に突っ込んだ。

			　馬の体当たりを喰らったアラゴラ人が吹っ飛ぶ。

			　派手な衝突の連鎖が、グラミア人達の戦意をますます高めた。

			　ダリウスは右手の長槍を突き出し、逃げようとした敵兵を串刺しにした。そして、引き抜きながら馬の腹を蹴る。

			　アラゴラ人に踊りかかった馬が、敵兵の頭部を馬蹄で蹴り潰した。

			　血と肉片で汚れた大地を、二五〇の騎兵が速度を落とさず突っ走る。

			　騎兵に続いたルマニア公爵軍歩兵連隊が、完全に陣形を乱したアラゴラ諸侯の軍勢にぶつかった。

			「弱い事こそ罪だ！」

			　ダリウスは怒鳴り、長槍を払った。

			　頭部を切断されたアラゴラ人が回転し倒れる横で、彼の馬を狙った敵が、馬に蹴られて血を吐き倒れる。

			　一気に敵軍中の深部へと侵入したグラミア騎兵が、茶を飲みながら采配しようとしていたアラゴラ諸侯達に、冷や汗をかかせた。

			　ダリウスはアラゴラ人を刺し殺し、折れた槍を手離すと、長剣を抜き放ち前方に突き出す。

			「指揮官達が隠れているぞ！　皆殺しにしろ！」

			　主君を守ろうと兵達が彼等の前に群がるも、組織化されていないそれは紙のように破れ、グラミア騎兵を防ぐ事はできない。

			　アラゴラ諸侯の軍は、自軍騎兵を両翼に配置していて、それを慌てて中央へと呼び戻すも、ルマニア公爵軍と味方歩兵が白兵戦に移行している戦場で、加速する事も転進する事も叶わず、本陣を急襲したグラミア騎兵の背中を見るばかりであった。

			　アラゴラ諸侯の本陣を突き抜けたダリウスは、一個小隊ほどの人数を馬へと乗せただけに止め、後の全員を降ろした。

			「挟み撃ちだ！」

			　敵軍後方に突き抜けた騎兵を、歩兵連隊としてダリウスは率い、馬達は戦場から離脱させる。

			　彼は素早く指示を出し、頑張っている敵右翼へと多くを向かわせ、自らは敵本陣に一個連隊八〇を率いて乱入する。騎兵に蹂躙され、護衛も歩兵も混乱し、貴族達も右往左往とするそこに、危険な男が、危険な物を右手に持ち現れた。

			　ダリウスはまず、一人を袈裟切りで地に伏せると、怒鳴った。

			「生かして捕らえる必要はない！」

			　これは、味方に聞かせる為というより、敵に聞かせるものであった。

			　数人の敵兵がダリウスに突進してくる。指揮官を討つと判断してのものだと感じたペルシア人は、勇敢な彼等の死が早まる事に目をぎらつかせた。

			　先頭二人の槍と剣がダリウスに迫る。左手で槍の柄を掴み躱し、右手の剣で剣を弾き飛ばした彼は、槍を握った左手を引くと同時に、身体を回転させ、続く三人目の胴を蹴った。

			　倒れるその男に一瞥もくれず、彼は剣で槍を持つ男の首を切断すると、体勢を直し再び斬りかかってきた剣を持つ男の胴を払った。甲冑の隙間を狙った払いで、敵兵を蹲らせた彼は、膝をつく男の首に白刃を滑り込ませ、引き抜くのではなく払うようにして、再接近してきた三人目の腕も斬り飛ばす。

			　二人のアラゴラ人から血が噴き出し、失った左腕を見る敵兵を楽にさせた彼は、部下達に守られ逃げようとする貴族達を視認した。

			「伝統ある貴族ならば、堂々と戦わんか！」

			　一喝した男のせいで、彼等はギョッと立ち竦む。

			　ダリウスは走りながら、右に左に一人ずつ斬り、払い、殺した後、血に濡れた長剣を投げる。

			　アラゴラ諸侯の一人、ルエル伯爵がそれを胸で受けて口から血を溢す。護衛達が素手のダリウスに怒鳴るも、彼は地面を蹴り、土と泥を彼等に見舞った。

			　視界を奪われた護衛達の中をすり抜け、伯爵の胸から剣を抜きとった男が、三人の護衛を一瞬で斬り倒す。

			　彼が走り抜けた後ろには、頸動脈を絶たれて血の噴水を宙に巻き上げた者達が倒れる。

			　この時、アラゴラ東部でも有名な剣豪ハサン・ザパルという男がいた。彼は主君であるアラゴラ貴族のダッサ伯爵の護衛として本陣にいたが、化け物じみた強さを誇る褐色の男を見て主君の前に立つ。

			　なんとか伯爵を離脱させたいと周囲を忙しく見た彼であったが、強い指揮官に率いられたグラミア人達は、既にアラゴラ諸侯軍本陣をほぼ壊滅させており、ここは一騎打ちで時間を稼ぎ、戦闘の興奮が収まるのを待って伯爵に降伏を勧めると判断した。

			「そこの男！　俺と一騎打ちをしろ！　我が主君を守る機会を俺に与えろ！」

			　ダリウスは、グラミア語で喚いた長身の敵をその視界に捉えた。

			　この時、彼はすでに使い物にならない剣を投げ捨て、死体の手から新しい剣を右手に収めている。

			　ハサンは相手が自分を見たと満足し、主に向かって素早く提言した。

			「一騎打ちです。これが終わるまで誰も手だしができませぬ。戦闘が鎮まる頃合いで、武器を捨て降伏なされよ」

			　顔面を蒼白にしたダッサ伯爵がぎこちなく頷くも、その目が大きく見開かれ、ハサンの後方へと注がれる。

			　異変を察知したハサンが振り返った時、すぐそこに褐色の男がいた。

			「！」

			　目を見開き驚いたハサンだったが、培っていた鍛錬によって身体が動く。しかし、ダリウスの払いはそれを完璧に上回る速度で行われた。

			　鋭さと力、角度が絶妙であったそれに、防ごうとしたハサンは剣もろとも喉を裂かれた。

			　驚愕の表情のまま膝から崩れ落ちるハサンを睨み、ダリウスが一喝した。

			「時代遅れめ！　殺し合いに礼儀もクソもあるか！　死ね！」

			　人血に濡れた白刃を振るい赤い滴を地面に払った男は、剣士が守ろうとしていた主君を見た。

			「こ……降伏する！」

			　ダッサ伯爵はそう叫んだが、返答は白刃によってなされ、アラゴラ貴族は意識を絶った。

				

			　ダリウスは血に濡れた頬を手の甲で拭い、指揮官を失い逃走するアラゴラ人達を睥睨した。

			　数百の人々が、武器や盾を投げ捨て逃げて行くのを、数百人の人間が白刃を煌めかせ追う。

			　彼は血で汚れた地面を歩き、倒れたまま手を空に向けて突き出すアラゴラ人の近くに立った。

			　口から血を溢し、胸に刺さった剣が致命傷となった男は、ダリウスに涙で濡れた目を向ける。

			　ペルシア人は、その喉に剣を走らせると歩き出す。

			　アラゴラ人の手が地面に落ちた時、ダリウスは剣を放り投げた。

			　一個小隊ごとにまとまり、敗走するアラゴラ諸侯の軍を追うルマニア公爵軍兵士達が、戦いぶりを語るまでもないダリウスに、目を伏せ、すれ違うと南へと走った。

			「閣下は!?　マルーム閣下はどこか!?」

			　声を張り上げたダリウスは、一人の兵士に指し示され、その方向を見る。

			　士官達を集め、何やら細かく指示を出すマルームがそこにいて、雷神トールアンと呼ばれる男は歩を早めた。

			　夕刻となり、次第に闇が支配する領域が増す空を一瞥したダリウスが、ルマニア公爵の軍兵とすれ違いながらマルームを呼ぶ。

			「閣下！　追撃はほどほどになさいませ。北上してくる敵に備えるのが先決です」

			「ああ！　分かった。が、新兵達に経験を積ませてやろうと思ってな。こういう追撃戦であれば、恐怖で脅える事もないだろう」

			　士官達が一礼しダリウスを迎え、返り血で赤く染め上げたマントに唸る。

			　それを無視したペルシア人は、水の入った革袋を士官の一人から受け取り、マルームを見た。

			「それと……敵と同じ過ちを犯してはなりません。ルブリン公の軍が南下している現在、合流を優先させるべきかと」

			「分かった。あと半刻、追撃をさせたらアーセムに撤収しアルウィン卿を待とう。しかし、アラゴラ王家が動いたという情報はまだ入って来ない。ちと心配になってきた」

			　マルームが伝令や士官達を走らせ、追撃は半刻後に終了と広めていく。

			「大丈夫です。相変わらず決断ができぬだけ。ベランガ伯爵の使者が到着すれば、奴らは出て来るしかありますまい」

			　小隊が連なり連隊を編成し、続々と南へと進んで行く。鎖帷子に鉄の胸当てに腹当て、さらに脛当てをした彼等が動く度に、金属の擦れ合う音が発生し、その連なりがくすんだ夕闇の下で充満した。

			　馬達が集まるのを目にしたダリウスが、マルームに一礼しその場を離れる。騎兵達が再び集合し、水を飲んだり、軽食で胃を慰めたりと忙しい。馬達も世話係によって、食事の真っ最中であった。

			「被害状況を知らせろ！」

			「は、死者七。重傷一七！　軽傷九」

			　ダリウスは死者と重傷をアーセムへと送るように指示し、士官達を集める。彼は従者から砂糖菓子の入った袋を受け取り、中身を口に放り込んではガリガリと齧った。

			「はは、菓子ですか？」

			　士官の一人に笑われ、ダリウスも笑う。

			「糖分を手っ取り早く取るにはこれだ。お前も食べるか？」

			　コンフィティと呼ばれる菓子の袋をダリウスから受け取り、士官達が順に回していく。

			「追撃はあと半刻もない。我らは撤収してくるお味方の最後尾を警戒し、敵の逆襲を防ぐ。甲冑を脱いで休む暇はないぞ。小便は甲冑を着たまま済ませろ」

			　ダリウスの指示に、ガリガリと菓子を齧る音と失笑が連なった。

			　彼は、仮に敵が態勢を立て直し逆襲してきた時、その出鼻を騎兵でくじき、脚を活かして逃げ回ろうと考えていた。その指揮官の意図を理解した士官達が、部下達に指示を出そうと歩き出す。この時、マルームがいる方向から彼の怒声があがった。

			「馬鹿な！　すぐに後退させろ！」

			　何事かとダリウス達が動きを止める。しかし、それも一瞬の事で、すぐによからぬ変化があったと悟り動き出す。

			　馬に飛び乗ったダリウスは、マルームの元へと駆けた。すぐにマルームは気付き叫ぶ。

			「ダリウス卿！　諸侯の、別の軍勢が思っていたより北に進出してきていた！　追撃に出た我が軍の先頭部隊が、それとぶつかり苦戦している！」

			「心得た！」

			　逃げる敵を追いかけていたら、とんでもない事になった。

			　ダリウスは部下達に「急げ！」と怒鳴る。マルームが伝令を走らせ、次々と帰陣する斥候の報告に怒鳴っている。

			「馬鹿者！　後退させろと言っている！」

			「追撃でこちらは軍列が伸びているのだ！」

			　マルームの怒鳴り声を聞きながら、ダリウスは整いつつあった騎兵連隊に「行くぞ！」と片手をあげた。

			「マルーム閣下！　アーセムまでの道に松明を！　逃げて来る味方が闇の中でも、道に迷う事ないよう備えて下され！　ここは異国の地でございます！」

			「了解した！　ダリウス卿、頼むぞ！」

			　ペルシア人は、気合の声で馬を駆けだし、騎兵連隊と共に南へと駆けた。

				

			「矢が尽きそうです！」

			「魔導士連隊で敵を威嚇しつつ、味方の後退を援護しろ！」

			　伝令の報告に声を張り上げたマルームは、続々と後退してくる各部隊を本隊に収容しつつ、陣形を整え撤退している。いくら弱いアラゴラ兵とはいえ、連戦の疲労を抱えたグラミア人が苦戦するのは道理であった。そして、新兵に経験を積ませようと、彼等を大量に投入していたマルームは、己の失敗を認め、しかし、誰がこれを予測できたかと顔をあげる。ただ、情報の信憑性を確かめなかった彼の責は明らかで、だからこそ、懸命に指揮を執るのである。

			　彼は自ら、敵の追撃にさらされる最後尾に近い位置まで出て声を張り上げる。

			　ルマニア公爵軍は、戦場に残り陣頭で指揮を執る公爵に感激し、必ずこの方を守らねばならないと、疲れた身体を引きずり戦う。いつもより重く感じる盾をかざして矢を防ぎ、鈍くなった剣勢でも敵の前進を阻めると信じて、懸命に腕を動かした。

			　その兵達を助けるべく、戦場を迂回し側面から接近したグラミア騎兵連隊が戦場に現れる。

			「駆け抜けろ！　いちいち相手にするなよ！」

			　ルマニア公爵軍兵に矢を浴びせようと、弓矢を構えたアラゴラ諸侯の軍勢。その側面へと騎兵達の先頭を駆け突っ込んだダリウスは、馬による体当たりで数人の敵兵を大地に転がした。

			　木々が乱立する林の奥から、続々と現れるアラゴラ兵達を横目に見て、敵陣を右から左へと駆け抜けたダリウスは、後退する味方が敵と大きく距離を取ったと視認した。

			「よし！　追いつかれたらまた突っ込む！」

			　ゆるりとした速度で北へと移動するダリウス達の後方から、一騎の斥候が接近してきた。

			「敵騎兵！　後方から接近中！　約三〇〇！　距離八〇〇デール（八〇〇メートル）！　駆けてはおりません！」

			　斥候はそのままダリウス達から離れ、それと同時にペルシア人は部下達に加速を命じた。正面からぶつかると被害が大きいうえ、これから本格的に南下作戦を取る自分達にとって、ここで消耗戦になるのは良くないと考えたからだ。

			　それでも、敵騎兵が後退する味方に喰らいつくのはまずいと思い、騎兵連隊を率い、ルマニア公爵軍本隊へと急行する。

			　闇夜の下で松明がいくつも並び、アーセムまでの撤退経路を明るく照らしている。空から見れば、暗い大地に炎の道が現れたかのように映えるだろう。

			　その道をグラミア人達が必死に走り、ゆるやかに後退している本隊へと駆けこむ。

			　その最後尾、敵に最も近い場所でマルームは矢の斉射を命じていた。

			「狙いをつけんでも良い！　敵の足を止めろ！　あるだけ撃ち続けろ！」

			　殺傷を目的としない斉射が、連続した弓弦の音色を闇夜に響かせ、煌めきを夜空に吐き出す。矢を次々と放ち続けながら、ルマニア公爵軍は後退を続けた。

			　甲冑の下を汗で濡らしたマルームは、ダリウスの帰還を知らされ士官達に怒鳴り走った。

			「矢を放ち続けろ！　逃げて来る味方がいる限り、後退速度は今のままだ！　ダリウス卿！　ここだ！」

			　馬から飛び降りたダリウスが、彼に走り寄るマルームに叫ぶ。

			「閣下！　敵騎兵が接近中！　左翼に備えを！」

			　マルームはすぐに了解し、サヒンに命じて、ルマニア公爵軍左翼への移動を命じた。

			「ダリウス卿、敵騎兵を弩の前に誘導して頂きたい」

			　枯れた声のサヒンが、連隊を引き連れ左翼へと移動しながらダリウスに依頼する。それを馬上に飛び乗る事で了解の意思を伝えたペルシア人が、騎兵連隊を率いて再び、駆け出した。

			　甲冑の繋ぎ目が擦れ、それぞれの部位がぶつかり合う音が多発し、軍靴が泥と砂を踏む。ルマニア公爵軍中央から左翼へと移動する彼等に、味方が道を譲る。

			　サヒンは弩を持った八〇人を二列に並べ、その後方に弓矢、魔導士を備えさせると、本隊の速度に合わせて北へと後退をした。

			　マルームの指示で、矢を吐き出し魔法を敵にぶつけるルマニア公爵軍本隊を横目に眺めたサヒンは、頬を伝った汗を拭い、隣の士官に苦笑する。

			「連戦、連戦、連戦だ。俺もいつ死ぬか分からん。お前達の勧めに従い、早く妻を娶ろう」

			「それは良うございます。あ、閣下！　ダリウス卿です！」

			　サヒンが闇夜の下に、ダリウスの騎兵連隊を見つける。騎兵は味方に接近を知らせる火球の魔法を宙で爆発させた。彼等は、キリヤ伯爵軍四〇〇に突っ込むように合流し、整列するサヒンの軍勢の隙間を駆け抜けて行く。

			　その最後尾が、キリヤ伯爵軍の前線を通過した時、サヒンは弩兵に斉射を命じる。五〇デール（五〇メートル）前方には既に、アラゴラ騎兵が迫っていた。

			　前列が放ち、彼らが装填をする間を、後列が埋める。

			　前後の兵が弩の発射音を連ならせ、その旋律が、迫るアラゴラ諸侯騎兵を次々と撃ち倒す。倒れた前列が、後方の仲間を邪魔した。弩の矢が馬の太い首を突き抜け、馬上の人間まで届いた。弓矢、魔法も遠慮なくぶつけられた。

			　前から次々と射倒され、アラゴラ騎兵はたちまち馬首を巡らし方向を変える。

			　それでもサヒンは怒鳴り続け、逃げる敵に目掛けて撃てと命じる。そこに弓矢と魔法が重なり、ダリウスの騎兵による追撃が続いた。

			「敵騎兵を討ち、本軍に合流する！」

			　雷神トールアンが怒鳴り、騎兵が吠える。

			　長槍を前に揃え、敵騎兵の横合いにぶつかった。

			　馬同士が嘶き合い、人同士が喚き合う。

			　槍が折れ、人が倒れ、馬が転倒する。

			　ダリウスは速度を上げ逃走する敵騎兵の追撃を止め、本格的に撤退戦へと移行したルマニア公爵本軍へ急ぐ。

			「ルブリン公が到着するまで、アーセムで耐えねばならぬか……」

			　汗で濡れた馬の首を撫で、ペルシア人は呟く。

			　ナルめ、本当にあいつは人に厄介事を押し付ける。今頃、酒でも飲んでのんびり旅をしているに違いない！　腹立たしい！

			　友人を胸中で罵ったダリウスはしかし、笑みを浮かべ闇夜を北へ急いだ。

						  

				　　　　　　　

				


			　イシュリーンは政務をこなしながら、アラゴラ方面の状況も把握しつつ、対帝国の備えであるブスカシュ視察へと出かけた。近衛連隊一個大隊三〇〇と、文官、従者、侍女なども引き連れ、移動中であっても政務庶務をこなす。

			　ブスカシュは都市機能を無くし、完全な軍事拠点として再建されつつある。

			　周辺の丘陵地帯に落とし穴などの罠を巡らし、一〇デール（一〇メートル）を超える城壁はまだ半分も築かれていないが、金と人を集中させている。焦っても仕方ないが、時間は惜しい。

			　銀色の髪を風にさらした王は、昼前の高い太陽の下で白いマントを翻し陽光を反射させながら、馬車の外へと出た。出迎えのレニアスが笑みで彼女を迎えると、作業員や兵士達から王の名が連呼され始める。

			　片手を上げ、彼等に応えながら歩いた彼女の美しさは、女神ヴィラにも劣らないと、皆がその煌めく笑顔を脳裏に焼き付ける。

			「おい、アラゴラのクソ王子と陛下の婚姻、どうなるかな？」

			　作業の手を休めず声を発した工夫が、同郷の男に問う。

			「はは、馬鹿な事を言うな。陛下の強さ、美しさ、賢さに見合う男はこの世にいないよ」

			　同僚にそう返されて、工夫は口笛を吹きながら鍬を地面に振り下ろした。二人は、城壁の外の堀を掘っている。

			「でも、陛下もいつかご結婚なされる身。その時、どこの王族がその隣にいることやら……」

			「しかし、あの陛下の事だ。惰弱な男だとご寝所が血の海になるぞ」

			　二人の工夫が笑い合い、その頭上で現場監督の怒声があがる。

			「こら！　真面目にやれ！　昼飯から串焼き肉を抜くぞ！」

			　似たような叱り声があちこちから発生し、それを背にイシュリーンは修繕途中の城内部へと入る。

			　血で濡れた城内部は、一度全てを洗い流され、魔法や炎で破損した箇所も、現在は解体され足場や基礎工事が進んでいた。

			「レニアス、以前の都市部分をそのまま防御施設に作り直すとして、どれくらいの兵を入れる事ができる？」

			「長期的な防衛を目的とする意味では一〇〇〇程度。一時的でしたら、その倍以上は……」

			　イシュリーンは、城の見張り塔へと続く階段を見上げ、思い立ったかのように登り始める。

			　ナルとダリウス。

			　あの二人とクローシュ渓谷で出会った昨年の記憶を蘇らしながら、一段ずつ踏みしめ登る。

			　もし、あの戦闘で勝っていれば、ナルと出会う事は無かった。ダリウスともだ。という事は、負けたから今があるのかとイシュリーンは苦笑し、見張り台の頂上に出ると、続くレニアスに笑みを向ける。

			「過去は変える事はできないというが……過去は変えられるぞ、レニアス。負けたと悔み続けていた昨年のクローシュ渓谷の惨敗も、今では、あれがあったからこそだと思える。あれが無ければ、私は今、王となっておらず、諸侯の協力も得られていない。あれのおかげで、今の私がここにいる」

			「陛下……難しい事をおっしゃいますな。過去は過去でしょう？」

			「過去をどう捉えるか……思い出したくない過去も、意味を持てばありがたく感じる。そういう意味で、過去を変える事はできると思うのだ、私は」

			　苦笑した将軍が、王と同じ方向を見る。

			　クローシュ渓谷は鮮やかな緑に覆われて、雪もまだ目立つ。新緑の隙間から、川は北から南へと流れているのが窺える。陽光を反射させ輝くそれから視線を転じたイシュリーンは、そのはるか向こう、リュゼを見るかのように西を見つめた。

			「ナル殿の、帝国工作は上手くいっておりますか？」

			　老将の言葉に、王は顎を微かに引いた。

			「現在、敵が何の動きも見せていない事がそれを示している」

			　イシュリーンはそう言いながらも、説明を求められていると悟る。だが、彼女とて全てを知っているわけではない。ナルは、彼女に全てを話さない。これは、本来であれば王に対する裏切りに近い行いであるが、彼女と彼だからできる関係であるとイシュリーンは思い、頬を弛めた。

			　銀髪を輝かせ振り返った彼女は、魅力的な笑みをレニアスに見せ、彼を微笑ませる。

			「ナルの狙いは、帝国の内部で対立を発生させ、統一的な動きを取れなくさせる事だ。ベア枢機卿には彼が従わざるを得ない方法で……カイザル・ボルディアは、ベアによって動きを封じられる。アルベルト総長はベアへの反発ゆえ……ズラン・ゴランは彼等の対立を見たが為に……慎重がゆえに動けなくなる」

			　イシュリーンは、ナルがスーザ人の指揮官、枢機卿に何をしたか老将に教え、それでようやく、レニアスは髭を揺らして頷いた。

			　彼はナルをよく知らない。それでも、イシュリーンが信頼している事から、悪意を持って王に取り入った人物ではないと判断していた。そして今、王から聞いたナルという男の企みを聞いて感心した。あのルヒティが、近くに置き鍛えたという事は、彼がこれだと思う何かがナルという男にあったのだろうが、王の言葉で確信を得たと思えた。

			　ナルは人を騙す際に、相手に騙されたと気付かせないほどの巧みさで、それを成そうとしているのだ。

			　たとえるなら、蟻の列の中に小石を投げ込む。それで蟻達がどう動くか、じっと観察する。こいつは右か、こいつは左かと眺め、自分の望む動きに近い蟻に狙いを定める。そうしてその蟻が、自ら判断した結果、動きが生まれ状況を作る。そしてそれは巣全体に及ぶものとなる。

			　こういうものは、ただ教わったからといって、できる事ではない。集団の心理、組織の中の個を観察してきた過去があるのだろうかと、レニアスは推測した。「ああ、なんだ。そんな事は誰でも思いつく」と、後で聞けばこう思える事を、彼は先に仕掛けている。この差は大きいとレニアスは考え、腕を組んだ。

			　だからこそ、懸念がある。

			「陛下……そのナル殿ですが、記憶喪失というのは本当でございますか？　……途中で消えられては困りますが？」

			　イシュリーンは首を傾げて瞬きした後、「ああ」と声を洩らした。

			「ふふふ……都合の悪いところだけ忘れているようだ。だが、大丈夫だ」

			　王の言葉に、どう大丈夫なのかと訝しむレニアスは、微笑むイシュリーンの美しさに磨きがかかったと感嘆した。

			　彼女は、その原因であるナルの事を、老将に話す。

			「心配には及ばぬ。仮に……彼は記憶を取り戻しても、私の為にいるだろう」

			「は？」

			　レニアスが瞬きをした。

			「私は本当の意味で信頼できる者達が少ない。はっきり言えば、貴族達にはまだ本当のところは教えられぬ。共に戦場で寝食を共にしたお前達はそうではない。だから言うが……」

			　イシュリーンは身を翻し、レニアスに背を向けた。彼女はそうする事で、紅潮した顔を彼から隠したのだ。

			「ナルは私の大事な人だ。彼も私を大事に想ってくれている。だから……そういう事だ」

			　レニアスは呼吸すら止め、イシュリーンの背中を見つめていた。白いマントが風に吹かれ、ふわりふわりと宙を泳ぐ。それに劣らず柔らかな声色で秘密を打ち明けた王に、老将はしばらく無言だった。

			「……駄目か？」

			　イシュリーンが彼に振り向く。

			　その顔は、王として美しく気高いものでは無かった。不安に染まった女性の顔が、それでも美しい彼女がそこにいた。

			　レニアスは、ようやく息を吐き出し、幼少の頃から彼女を知る者として、目尻に涙を溜める。

			「陛下……ようございました」

			　レニアスは俯き、両手で顔を擦る。そうして涙を誤魔化すと、笑顔を彼女に向けた。

			「あはっ！　レニアスのくしゃくしゃ顔、久しぶりだ」

			　弾んだ声で笑ったイシュリーンに、老将が髭を揺らして笑った。

			「ようございました。陛下は……陛下は幸せになるに十二分な苦労をなされてます。よかった……よかった」

			　王妃からイシュリーンが受けていた仕打ちを脳裏に蘇らせたレニアスは、それら全てから彼女を守る事ができなかった自分を恥じていた。それでも「レニアス、レニアス」と慕ってくれるイシュリーンの為に、できる範囲で動いてきた。

			　その苦労が、王の言葉で報われた気がすると彼は笑うも、喜ぶだけではいられない事情があった。

			「陛下……恐れながら……」

			「なんだ？　言葉ほどに祝ってくれていないようだな」

			　聡い彼女が気付いてないわけがないと思うも、レニアスはあえて口にする。

			「陛下は……王陛下であられます。いくら信を置く者とはいえ……ナル殿が王配になられる事はございませぬ」

			「レニアス、それでは私が王でなくなれば良いという事か？」

			　慌てたレニアスに、王が笑う。冗談を言ったらしいが、とても冗談では済ませられないと老将は眉を寄せた。その彼に、イシュリーンは笑いを止め、緑玉の瞳を揺らして唇を動かす。

			「分かっている。心配するな……だが、私はナル以外の誰とも一緒にならないと決めた……そんな顔をしても無駄だ。もう決めたのだ」

			　断言した彼女は、誇らしげに微笑む。

			　老将はその笑みに怯む。

			「レニアス、誰であっても私とナルの邪魔をする奴は許さぬ。お前にだけは話しておく。彼と私を引き離そうとする者は敵だ。私は、ナル以外の男性を愛さぬ。彼ほど、尊敬でき、愛しく思える人はこれからも現れないと断言できるからだ。なぜなら、彼は私の為にこの世界に来てくれた人だからだ。不思議とそう思える……だから私は、彼以外の何人も夫に迎えぬ。これは絶対に譲れぬ私の我儘だ」

			　その声は、妥協を許さぬ響きでレニアスに届き、彼はただ一礼する事しかできなかった。

						  

				　　　　　　　

				


			　ダリウス・マキシマムという男をただの剣士だと思う者がいれば、それは大きな間違いで、彼の真価は武器を持って自ら敵を倒すというよりも、軍を率いて敵を討つという事にある。それをこれまで、イシュリーンの護衛であったり、外交の使者であるとかで発揮できていなかったペルシア人は、ここにきて真価を存分に発揮している。

			　ベランガ伯爵の城があるアーセムという都市までマルームは退き、アラゴラ北部のベランガ伯領占領に集中する。ルマニア公爵はこの時、軍を分け、ダリウスにその多くを任せた。これがかえって、良かったのかもしれない。

			　ルマニア公爵マルームから預かった四個大隊一二〇〇と、騎兵連隊二〇〇、そして国軍の一個大隊三〇〇を率いたダリウスはまさに鎖を解かれた猛獣だった。

			　彼はアーセムの防衛と治安維持をマルームに任せると、果敢に野戦で敵を駆逐していく。

			「籠城すれば、アーセム市民達を監視せざるを得ない。内側に不安を抱えたまま敵地での籠城など愚策だ。ここはナルに乗るわけではないが、各個撃破だ」

			　彼はアーセムを中心に軍を動かした。

			　アラゴラ諸侯は続々と北上し、ベランガ伯爵領に到着するも、味方と合流する前にダリウスに襲われる。先日、闇夜での遭遇戦で苦戦を強いられた諸侯の軍とも、ダリウスは再戦し蹴散らしていた。そして現在、彼はアラゴラ諸侯一五〇〇の軍勢と、正面から睨みあっていた。

			　矢戦が戦闘の開始を告げると、ダリウスはまず敵とぶつかった後に、ゆるりと前軍を後退させ、騎兵も後方に隠したまま動かさない。押していると判断したアラゴラ諸侯は、騎兵を出動させ、ルマニア公爵軍中央へと突撃し、陣形を乱したところに歩兵を突っ込ませた。しかし、脆くも崩れたと見えたルマニア公爵軍は、中央部隊が後退するほどに、両翼は動いておらず、逆にそこではアラゴラ諸侯の軍を押している。

			　アラゴラ人達は、中央を突破して包囲すれば勝利は目前とばかりに、それを成す事に集中したが、ダリウス自ら指揮を執るルマニア公爵軍中央がここで後退を止める。

			　アラゴラ騎兵はこの時、完全に停止しており、後方から続く味方歩兵部隊によって離脱も不可能で、気付けば彼等は前進したルマニア公爵軍両翼に左右を塞がれ、そして最悪な事に、後方に現れたグラミア騎兵の突撃にさらされた。

			　前と左右から槍と矢。

			　後方からは、繰り返される騎兵の突撃。

			　アラゴラ諸侯の軍は恐慌状態となり、指揮系統は乱れ、次々と撃ち倒されていった。

			「先日の遭遇戦が実力と勘違いしたか？　あれはこちらがヘバってたんだ」

			　青地の外衣に白いマントを翻したダリウスは、馬上で笑みを浮かべたという。

			　苦戦した相手を、今回は一蹴してみせたグラミア人達はペルシア人の指揮で、まとまりのないままアーセムに急行してくるアラゴラ諸侯の軍勢を各個撃破の餌食にしていた。

			　そうされたアラゴラ人達は愚を悟り、アーセムから南に二万デール（二〇キロメートル）の地点に集結を始めた。そしてここで、アラゴラ王家の軍が現れるのを待つ。

			　それまで態度を明確にしていなかった王家も、これを放置する事はできず、ようやく重い腰を上げた。いや、彼等としてはそうせざるを得ない事態となったのだ。

			　それは、ベランガ伯爵ベンジャミンの訴えが原因である。

			「我が領民達を策謀の道具にしたアッピアーを、陛下はいつまで匿うのか？　自国の貴族、民より異国の王太子であった男が大事なのか？」

			　領民達がどうして、越境までして漁をしたのか調査を進めていた伯爵は、敵軍中にありながらも、両国の為にこれを続けていた。グラミア人達も、次のように彼を支持し、協力していた。

			「感心な態度だ。ならば調査をする事を許す。我らも被害者であるから、真相の究明には協力する」

			　その結果、調査に携わった者達が複数の証言を得て、その信憑性も確かなものであると確認した後、ベンジャミンは国内に発表したのだ。

			「アッピアーが両国の仲を引き裂こうとしたのだ。これは信じたくもないが、陛下は協力、最低でも黙認した可能性が高い。アッピアーの独断によるはずがない。逃亡者である彼が王家の目を盗み、謀略を巡らす事など不可能だからだ。見ろ、諸侯が我が救援要請に応えてくれたにも関わらず、王家は動いていないではないか。これが何よりの証だ！」

			「アッピアーの狙いは、グラミア王に即位して間もないイシュリーン陛下とグラミア貴族の仲を割く事だった。我らアラゴラ人を利用し、ルマニア公爵を刺激する事で、彼の領地経営にイシュリーン陛下が口を出さざるを得ない状況を作り、今、このようになっている。さらに先日のルブリン公爵とイシュリーン陛下の衝突も、真実はこれに近い事ではなかろうか。つまりアッピアーはグラミア貴族と王の関係を壊し、弱体化させた後、アラゴラ王家の支援を受けて母国の王に返り咲く画策をしていたのだ。そしてあわよくば、妹にアラゴラ王家の王子を娶らせる事で、両国の王となる都合の良い未来を描いたのだ！」

			　推論と事実を織り交ぜた訴えは、全てナルがベンジャミンに授けたものである。これにアラゴラ王家も、諸侯もうろたえた。そして誰より、アッピアーがガリーブ二世に泣きつき無実を訴える。

			　だが、ベランガ伯爵ベンジャミンは訴えをこう締めくくる事で、アラゴラ王を糾弾する。

			「民を思いやる王の仮面の下は、目をぎらつかせた野心家の顔があったのだ。アッピアー一人でこれが可能か？　否だ！　彼はなぜ生かされている？　なぜ、グラミアに引き渡されずアラゴラ王家の庇護を受けている？　子供でも真犯人は分かるであろう！」

			　ここまで言われれば、アラゴラ王は反論すべきであっただろう。

			「それは間違い、誤解である。現に今、援軍を出そうとしていところだ」

			　こう公表し、アッピアーを捕らえてグラミアへと送りつける事で解決を図るべきだった。それと同時に、不敬に当たるベランガ伯爵から爵位を奪い、討伐の軍を発する必要があった。

			　しかし、そうはならなかった。優しい王ガリーブ二世は、異国の王太子に宰相付客将という役職を与え、王子の従者二人にも客将付武官という立場を与えた。その目的は、宰相ゾディアクによる北部救援軍にアッピアー達を参加させようというものである。実はこれを望んだのは、アッピアーと二人の従者だった。

			　彼等はこの時、グラミア軍を前にアッピアーが姿を現し、無実を訴えれば収まると信じていた。もちろん、弟王子の殺害容疑と、今回の騒動の主犯容疑の二つがである。これはとんでもない思い違いと、王太子という身分の価値への見誤りであった。アッピアーは自分の立場を理解せず、王族であるから他は従うであろうという傲慢によって未来を見ていた。これまでの自分は、今も、これからも変わらないのだと信じているあたり、彼は間違いなく、あのベアドラの子であると言える。

			　ここでアラゴラ宰相ゾディアクは、王太子と供達のお気楽さに寒気を覚えたが、救援の軍を集め北進せねばならず、胃痛は収まるどころか悪化したが、それでも立ち続けた。彼はまず、舅にベランガ伯爵ベンジャミンから爵位を奪えと訴えた。これは、敵の手に落ち、敵に操られているからだという理由と共に公表するべしと提言した。しかし、ガリーブ二世は、優しさ、甘さを再度、露呈させる。

			　アラゴラ王は、信じられない事にベンジャミンを庇った。

			「グラミア軍中にあって、言いたくもない事を言わされておるのだろう」

			　皮肉なのは、これが真実である事だ。

			　平和な世なら称えられたかもしれないアラゴラ王のベランガ伯爵擁護も、この時代、この国ではただのお人好しに過ぎない。これにはゾディアクも言葉を失い、憤慨する。だが、それでも彼は王と妻と国の為に、軍を率い北上した。

			　この北上中の宰相を、さらに苦しめる報が届く。

			「アラゴラ王家はアッピアーを使って、我が公家だけでなく、ロッシ公家にも接触をした。これはベランガ伯爵の訴えが事実にかなり近いという証であろう」

			　ルブリン公爵アルウィンの言だ。事実、彼にはアッピアーから味方せよという手紙が届いていて、笑うしかないが本物で、これには偽物の手紙を用意していたナルも呆れて言葉を失った。

			　そして、時を同じくしてロッシ公爵ゲオルグも声明を出している。

			「アラゴラ王家、許すまじ。帝国の侵略にさらされている我が国の弱みに付け込み、謀略を巡らすその不埒さを罰してやる必要があるとイシュリーン陛下も申されている。ここにグラミア王国は、正式にアラゴラ王国に対し宣戦布告するものとし、同盟を破棄する。そして自衛の為に軍を南下させる。東部都市国家連合の各都市は、この度の争いの原因がどちらにあるか判断された後、静観されるがよろしかろう」

			　アラゴラ王国を支援する東部都市国家連合を牽制しつつ、アラゴラへの宣戦布告をしたゲオルグは、ブスカシュに滞在しているイシュリーンの許可を得た後、宣戦布告を告げる使者をアラゴラ王国へと向けた。

			　アーセム南で待機するアラゴラ諸侯の軍は大いに揺れ、意見が真っ二つに割れた。

			　軍を退くか、あくまでアラゴラ王家の下で戦うか。

			　その彼等に、ダリウスはナルに指示されていた通りに、使者を送り続けた。

			「誰の為に死ぬつもりか？　お前達を利用しようとしている王家か？　それともアッピアーか？　グラミア王国はただアラゴラ王家を許さぬだけで、貴公らは無関係だ。軍を退け」

			　侵略者に手を取り合い対抗していた彼等は、現在でもアーセムから北を占領下に置くグラミア人達に憤っている。しかし、その発端が自国の王にある。もしくは、全く関係のないアッピアーにあると言われ、怒りの矛先が鈍った。

			　こうして彼等は王の婿たる宰相の弁明を聞き、判断しようという意見でまとまったのだ。

			　これ自体がこの国の病巣の深さを示している。

			　危機にあっても決断できない王の下で、決断をしてこなかった諸侯達も、自ら責任を負う判断をしたくなかったのだ。

			　仲間を守る為に軍を出したが、向けていた剣先が狂った現在、彼らがすべきは剣を収めるか、迷いなく斬るかの二択であったはずだ。

			　アラゴラ王国は、領民達の越境に端を発した騒動によって、帝国軍の侵略にさらされていた時を上回る混乱に陥っていった。

						  

				　　　　　　　

				


			　ルブリン公爵がアラゴラ王国北部に到着するまで、直接的な自分の出番はないと考えているナルは、一個小隊の護衛、そして三人の従者と共に、ルマニア公爵領経由でグラミア地方西部へと向かった。

			　この時、ナルの護衛を務める小隊の隊長はルナイスという二〇代前半の若者で、ルマニア地方モルドバ伯領ジニョ村の出身だった。彼はダリウスの指揮下で帝国軍輜重隊を襲いまくっていた経緯もあり、ダリウスの推薦とマルームの指名を受けて、この役目に就いていた。家名すら持たないルナイスが、努力と結果で士官になっている事から、モルドバ伯領家による統治は開かれたものだと知る事ができる。

			　彼と一個小隊一〇人に守られたナルが、従者に変装しているアブリルと彼女の部下二人を従えて、リュゼ地方の東端、クローシュ渓谷の南端に位置する名もなき村に入る。

			　大地を隠していた雪が、冷たく爽やかな清涼となり始める頃合いで、村の周囲は鳥達が喜び歌う囀りが絶えない。新緑の輝きは鮮やかで、木々は冬に溜め込んだ生命の源を、太陽の許可を得て一気に放出したようであった。

			　しかしながら、そんな晴れやかな午後であるというのに、人間達はそれぞれが生まれた国と、信仰によって、憎しみに満ちた視線をぶつけあっている。

			　神聖スーザ帝国の占領地の端っこでもあるここで、ナルは　聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザ総長代理のミゲル・モストヴォイと名乗り合った。

			　彼等は、お互いの護衛を三人ずつ引き連れ、村長むらおさの家へと入る。外に残された者達は、グラミア人もスーザ人も、剣の柄を握りしめていつでも斬りかかれると歯軋りを発し合った。

			　茶毛短髪の五十歳前半のミゲルは、ナルに席を勧めると、自らも椅子へと近づき囁いた。

			「若いな」

			　それでも、グラミアの要職にあるという若造に笑みを作り、手を差し伸べる度量があった。

			　剣を握って生きてきたミゲルの右手を、剣など握った事のないナルの右手が握る。

			　ナル、ミゲルの順に腰掛けた。

			　ミゲルは母国語の他に、グラミア語、アラゴラ語、アルメニア語と複数の言語をスーザ語並に扱う事ができると言って、グラミア語でナルにアルベルト総長の言を伝え始める。

			「貴公からの申し出を受けるのは、神を裏切る行為か否か迷ったが、教団内部の腐敗を正すに、時に悪魔の手を借りてそれを成す決断をする必要があるのかもしれないと、閣下は申された」

			「分かります。ですが我々は閣下と手を結ぶわけではありません。閣下にとっての利が、我々にとってもそうであるなら、閣下のなさるご判断は、我々にとって望ましいものであろうと思い、協力というより、あくまでも偶然にそうなるよう動くだけです。閣下の御名を汚すものではないと考えております。ゆえに、あくまでもミゲル卿は独り言を言われ、私も独り言を言うに過ぎませぬ」

			　ミゲルはナルのグラミア語に頷き、後ろに立つ部下達を肩越しに見て命じた。

			「独り言を言うのに邪魔だ。しばらく消えておれ」

			　ミゲルの言葉にナルが頷き倣った。スーザ人達とグラミア人達は、睨み合いながら連れだって玄関から外に出て行く。

			　ここで、村の長おさが手ずから香草の茶を運んだ。その顔色は緊張の一色で、ナルは気の毒に感じて笑みを向けて安心させてやろうとする。しかし相手には全く届かず、ぎこちない歩みで家の奥へと隠れた。

			「無理もないか」

			　ナルの呟きに、ミゲルも苦笑する。自分達も緊張しているのだからと総長代理は口にして、ナルは笑みを返すと杯を手に取り、ゴクリと飲む事で相手に信頼を伝えた。村の長おさを使って、グラミア人に毒を盛るという事など考えすらしなかったミゲルだが、こうまで疑われないと気持ちが良かった。

			　聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザ総長代理が、穏やかな声を発する。

			「貴国はアラゴラに兵を向けているようだが……その余裕はあるのか？」

			「余裕云々ではなく、降りかかる火の粉は払わねばなりません。俗世に生きる我々にとって、土地と人と資源は大事です」

			「その間に、我々が攻め寄せたらどう対抗するつもりだ？」

			「スーザ教の布教を認め、民に改宗をさせます」

			　ナルの言葉に、ミゲルが顔をしかめた。

			　グラミアは異教徒の国であるからという理由で、問答無用で侵略をしている神聖スーザ帝国にとって、その大儀が消えるとなると、違う理由を作らねばならない。実のところ、神が異教徒を駆逐せよと言っているなど、教団上層部にあって信じている者などいないが、正義は民にとって大事なのだ。

			　神聖スーザ帝国が、グラミアを攻める理由は、二つあるとナルは話す。

			「貴国は常に民の目を外に向け、一致団結せねばならない内情を抱えておられます。そして、東西横断公道シルクロードの大陸西側諸国の玄関口であるキアフを手中に収める事で、陸路と海路の利権を握りたいとお考えであられるでしょう？　海路は貴国のミュンヘル。キアフが揃えば、アルメニアが相当に慌てるでしょう。ですが、我々にとってキアフは王都でありますし、望まれたからといって差し出す事などできません。が、敵となる事は可能です」

			　ナルは帝国の本音を口にすると同時に、牽制をする。

			「その敵になる事が可能な我々が、スーザ教の布教に精を出せば、敵ですら無くなります。しかし、我が国としてもこれはできればしたくありません」

			「だが、国を守る為ならすると言うか？」

			　ミゲルの問いに、ナルは頷きながらも胸中で吐き捨てた。

			　国の為ではない。イシュリーンの為だ。

			　それを聞くことなどできない総長代理は椅子の背もたれに背中を預け、顎を反らして見せた。

			「はは……確かに困る。が、それを貴国にさせない為にも、閣下には貴公の独り言を伝えよう。で、本題だが、閣下は別に枢機卿猊下とその部下を、背後から襲うつもりはない」

			「存じております。高潔な騎士であられる総長閣下にはふさわしくない方法でございますれば……その方法は我々のような異教徒にこそ相応しいものと存じます」

			　ナルの言葉に、ミゲルは満足気に頷く。その彼の歪曲した唇に視線を固定したまま、ナルが口を開いた。

			「ですが我々としも、貴国の大軍……総長閣下のような優秀な方がおられる場所には手が届きません」

			「であろうな……だが、閣下の能力も無限ではなく、離れた場所まで守る事はできない。異教徒の国を討伐する我が軍の総指揮官はベア猊下だが……戦に慣れぬ猊下と、その猊下に付き合ったカイザル・ボルディアという騎士まがいの若造が、不運にも偶然にも、敵軍に接近しすぎてしまったらどうだろう？」

			　ナルは香草の香りが豊かな茶に頬を弛ませ、いや、実のところはミゲルの言葉に弛ませているが、それを相手に悟らせる事なく、言葉を継いだ。

			「ああ……左様でございますか。偉大な神の祝福を受けた枢機卿猊下と騎士が進むとあれば、我らはただ中央を後退し逃げるしかありませぬ。ただ……両翼はその不利を補うべく前進するでしょう。総長閣下がここでこの両翼に当たられれば、我らは仕方なく後退するでしょうが、気がつけばこれは、猊下と騎士を包囲したとも取れる格好になっているかもしれませんね」

			　ミゲルは、眼前の小男に厳しい視線をぶつける。

			「やれるのか？　時期は？」

			「閣下のご意思次第でございます。我らはアラゴラ方面に手一杯とはいえ、国軍はいつでも出撃可能。この呼吸は偉大な総長閣下に全てお任せ致しますれば、我らはただ従う他ありません」

			　二人の視線がぶつかった。

			　長おさの家は空気が重くなったかのように静まり、この時、初めて外の両国人が何やら罵倒し合っていると二人は知る。

			「静かにしろ！」

			　大音声をあげたミゲルに、ナルが驚く。彼の鼓膜はびりびりと揺れ、落雷に遭遇したかのように固まった。

			　建物の外が静まり、ミゲルが苦笑する。

			「失礼した。声が大きいだけが取り柄で……」

			「いえ……戦場で聞いておれば、私などそれだけで倒れていたでしょう」

			　ミゲルは楽しげに笑い、視線を窓へと転じる。陽光を室内に取りこむそこから、風に混じって小鳥の囀りが聞こえた。

			「貴国がアラゴラと対立している今こそ好機だが、大きな組織は時間がかかっていかんな」

			　視線を窓へと向けたまま、ミゲルは話し、ナルはただ頷く。

			「だが、整えば……やる。連絡はお互いに欠かさぬようにしよう」

			　会見は終わった。

			　ナルは怒気に染まったルナイス達を宥めつつ、村を離れる。

			　彼は従者に変装したアブリルだけを、馬車に乗せた。

			「半分はうまくいった……あと半分は教皇の力を借りよう」

			　アブリルは付け髭を揺らす。

			「仕込みは終わっております」

			　ナルには、これだけで伝わった。

			「人の嫉妬、保身への執着ほどつけ込み易いものはない。それに……この手は今だからこそ効果を発揮する。まず間違いなく帝国軍は動けなくなるよ」

			　ナルは笑みを作り、視線を馬車の窓へと転じた。

			　そこから望めるグラミア西部の風景、美しい森と川、丘陵地帯を脳裏に焼き付ける。川で洗濯をする女達のやつれ具合に、彼は唇を噛んだ。

			　今は貸しておいてやる。だが、利子をつけて返してもらうぞ。

			　ナルの横顔はそう言っていると、アブリルには感じられた。

						  

				　　　　　　　

				


			　教皇フリードリヒ二世は、神のお告げとやらで他国を侵略する権限を持つ男だ。古今東西、信仰が侵略の理由になる事は多々あったが、この国にとってこれは、存在意義であると断言しても差し支えないかもしれない。

			　それほど、神聖スーザ帝国は敵を必要としている。重税、寄付の要求、徴兵、身分制度、これらが民の暮らしを圧迫しているが、神の威光が彼等を平伏させている。しかし、それにも限界はある。民の不満を外に逸らす為に、帝国が帝国であり続けるには、外敵がいるのだ。

			　正義たる帝国の敵が必要なのである。

			　その国にあって最高権力者、神の代理者たる新教皇は今、思わぬところから泥を投げつけられ、憮然としていた。

			「あのシュケル卿を引っ込め、グラミア侵攻をベアに命じた教皇は大丈夫か？」

			「ベアか……あのシュケルより優れているとはとても思えんがな。だいたい、商人あがりの男だぞ？」

			「いや、ズラン・ゴラン卿がおられる」

			「ところがそのズラン・ゴラン卿はベアの幕臣に甘んじられている。つまり、ベアの対グラミア戦略に成否がかかっている」

			「大丈夫か？　教皇といえども、自ら命じた者が……内外に知られたシュケル・クラニツァールから代えてまで事を当たらせた者が失敗をすれば、無事ではすまん。まず民が騒ぎだす。神のお告げが過ちだったとは言えんだろうし……」

			「そうだ……なにせ教皇となって初の侵攻戦だ。ただでさえ注目を浴びるのにあの人事だ……民も注目している事業だ。ベアはどのような対グラミアの戦略を持っているのだろうか？　何も説明ないままグラミアへと行ったが……もしかしたら教皇が自ら指揮を執っているのか？」

			「ならば余計に失敗できん。しかも相手はあの悪魔の娘だぞ」

			「教皇も大変だな。ならなくて良かった」

			　枢機卿会の会合で、このような世間話がされていると、教皇直属で教団内部の監視を専門とする騎士団から報告が齎され、フリードリヒ二世はまず怒り、喚き、机上の書類を投げ飛ばし、そして今、無表情で腕を組み椅子に座っている。

			　彼らの言い分を笑い飛ばせないフリードリヒは、先日まで自分を支持していた枢機卿までもが、その世間話に参加しているとあってなおさら腹立たしい。

			　まだ教皇となって日の浅い男は、畏まる騎士を睥睨した。

			「ルートヴィヒ、彼らを静かにさせろ」

			　ルートヴィヒと呼ばれた四十代前半の騎士は一礼し、謝罪した。彼の目は開いているが、瞳の色が失せていて、それが教皇に気味悪さを与える。

			「申し訳ありませぬ。民草、下々の者達ならいざ知らず、枢機卿会ともなると……監視はできても無理に黙らせることはできませぬ。逆効果になる恐れが……ここは事態の鎮静化の為にも、ベア猊下にご足労頂き、彼自らが説明する場を設けたほうが良いのではないでしょうか？」

			「簡単に言うが……奴は今、グラミアだぞ。これだけの為に呼び戻せと言うか？」

			　ルートヴィヒは、戦場で負傷し盲目となってから、手放す事のない杖を手元に手繰り寄せ、膝をついた。その動作で、伸び放題の黒髪が跳ねる。

			　これだけ？　とんでもないとルートヴィヒは考えていた。

			「恐れながら……」

			「申してみよ」

			「問題は……ベア猊下の成否ではありませぬ。彼の為す事と、教皇猊下の関係は無であると枢機卿会が認識する事であります。そして、シュケル卿にも一肌脱いでもらう必要があります。彼の左遷はつまるところ、ベア猊下の引き立てと関係無いもの、あくまでも自ら望みそうなった。教皇猊下は勲功ある騎士の望みである家族との時間を尊重しつつ、新たに枢機卿に名を連ねた人物に、信仰心の強さを証明する機会を与えた人事をしたに過ぎぬ事。この二つを彼らの口から枢機卿会の皆様に伝えることで、教皇猊下は心穏やかになられると同時に、まだ支配体制の固まらぬ今を、乗り越えることが可能かと思いますが？」

			　教皇は腕を組んだまま、盲目の騎士の言葉をただ聞く。

			「そしてこれは、今、なされなければなりませぬ。ベア猊下がグラミアとぶつかる前に……勝てば問題ないですが、もし苦戦でもすれば……いえ、現に一度、軍を退いております。ここは慎重に動くべきと存じます。さもなくば、噂、妬みは事実となります」

			　フリードリヒ二世は唸り、しばらく悩んだ後に歯軋り混じりの声を絞り出す。

			「分かった……ベアに帰国を命じ、グラミア侵攻を一時、止めるようにさせよう。何、小国などあの大軍であればいつでも滅ぼせる」

			　勢いよく椅子から立ち上がった教皇は、しかし乱暴に卓を拳で叩いた。

			　がたがたと音を鳴らして卓が揺れ、それが静まらぬうちに教皇が怒鳴る。

			「だが、これを言いだした奴は許さん！　調べろ！　吐いた暴言を、一生、後悔させてやる！」

			「承知致しました」

			　フリードリヒ二世に一礼し、杖をつき教皇執務室を辞した中年の騎士は、廊下で待機していた騎士達に囲まれる。

			　教皇直属の騎士団に名はない。彼らは身内を監視し、その不正を暴く役目を与えられた組織だが、いつの間にか、教皇の為に働く存在へと変化している。これはフリードリヒ二世になって始まったわけではない。

			　人が作った仕組みは、人によって変えられる。

			　どれだけ優れた仕組みがあっても、運用する者達が劣化すれば本来の姿を保つのは難しい。

			　その騎士団の総長として、教皇の目、耳となり、教団内を監視するルートヴィヒは、杖で廊下を叩きながら、騎士達に指示を出す。

			「教皇猊下はお怒りだ。枢機卿会にて件くだんの話題が出たのはいつ頃であったか調べ、またそれは誰の口からによるものかを明らかにせよ。それと……これ以上、広まらぬように手配するのだ」

			　指示を受けた騎士達が頷き、盲目の総長から離れる。

			　ルートヴィヒは、体調不良を理由に引退した前教皇を思い出していた。彼も結局、アルメニア侵攻の失敗が原因で、重圧にさらされ、体調を崩したのだ。この時、アルメニア侵攻を担当していた枢機卿の一人が、ズラン・ゴラン・ベリクレス枢機卿でなければ、前教皇もああまでおかしくならなかったのではないかと彼は思う。

			　神に愛されたとまで言われた男の失敗は、民、教団内において驚かれ、原因は違うところにあるとされた。

			　結果として、教皇自ら対アルメニアに口出しをしていた事もあって、アルメニア侵攻の失敗は、神の声を聴く事ができなくなった教皇にあるという風聞が広まった。これを否定すれば、神を否定することに繋がり、一方で認めれば、自らが神の代理者たる資格がないと認めることに繋がると思いこんだ前教皇は精神に異常をきたし、身体をおかしくするまで追い詰められていたのだ。

			　こういう経緯がある為に、ズラン・ゴラン・ベリクレスをフリードリヒ二世は降格させる事ができなかった。民から慕われる彼を排除するほどには、支配体制が固まっていないのである。

			　これらの事情を脳裏に描きながら、杖を頼りに歩くルートヴィヒは、枢機卿会に渦巻く新教皇への不信の原因が、シュケル左遷にあるならば、あまりにも名を広めた騎士というのもまた危険なのだと思った。

			　前回と似たような結果となる前に、手を打たねばならないと彼は判断していた。同じような形で主が変われば、ルートヴィヒの地位は、次の教皇となった人物よって剥奪される可能性が高いのだ。

			　盲目である彼は、戦場に立つ事はできない。

			　下の子は、ようやく祈りの言葉を言えるようになったばかりだ。

			　まだまだ、職を失うわけにはいかないのである。それに、盲目の自分が今の地位を失うと、それは没落を意味すると彼は知っていた。

			　ルートヴィヒは、この悲劇を回避するには、強いようで脆い面のある教皇の立場を、今よりさらに強固なものにすべきだと考えた。それと同時に、シュケル・クラニツァールとズラン・ゴラン・ベリクレスを、このままにしておくのは危険ではないだろうかと思考する。それは彼なりの保身と、教団や教皇への忠心の表れであるが、組織にとって危ういのは、シュケルやズラン・ゴランではなく、権力や立場に固執し、我が身を守る為にそれを行使する者だ。

			　そして、そういう人物を利用し、策謀を巡らす者こそ危険極まりない存在だろう。

			　ナルは、教皇となって間もないフリードリヒ二世の弱みにつけ込み、彼を動かす事でベア・ベルテザッカーを牽制するとした。その為に、彼に教皇の座を奪われた枢機卿達の嫉妬の火種に、風を送り、油を振りかけたのだ。

			　枢機卿会は歌い、フリードリヒ二世は踊った。

			　それに連なる形で、ルートヴィヒという人物も保身の為に動きだそうとしている。

			　ナルは誰も騙していない。

			　彼らが、彼らの考え、価値観、野心、保身で動いた結果、グラミア侵攻を目的とする帝国軍は、リュゼから動けなくなったのである。

			『ベア・ベルテザッカーに帰国命令が出た』

			　この情報を部下からアブリルが受け取ったのは、ナル一行がアラゴラ王国との国境まであと一日というところまで戻って来た頃で、夜営している時である。

			　ここまではナルの計画通りに事が進んでいたが、彼も予見できないこともある。教皇やルートヴィヒ、枢機卿達の動きを眺め、利用しようとしている男が他にもいるということだ。

			　シュケルである。

			　彼は、ミヒャイルから教皇の耳に枢機卿会の件が入ったと聞かされ、左手の平に右拳をぶつけ喜んだ。

			「枢機卿達が俺を推せば、教皇猊下も断るのは難しいだろう。魔女イシュリーンめ、諸侯を制御できぬと装いながらアラゴラを取ろうとする魂胆はお見通しだ」

			　シュケルは夜というのに自宅にやって来たミヒャイルを書斎に招いた。この時間に、彼が来るという事実がシュケルに重要な要件だと悟らせ、それは正解だった。

			　書斎の卓には、ミューリュが淹れたコーヒーが並んでいる。ミヒャイルにはミルクだけ、シュケルには砂糖だけを入れて出した彼女は、何も言わず、聞かず辞している。

			　濃い茶色のガウンを纏ったシュケルは、ミヒャイルに尋ねる。

			「アラゴラの動きはどうか？」

			「ハインリヒ卿によると、ノコノコとアラゴラ王軍が出た模様。そこにアッピアーが参加しているようです。彼等はとても能天気なんでしょう。説明をすれば、解決する、物事が前に進むと信じているようですね」

			　ミヒャイルの言い様にシュケルが薄く笑い、受け皿にカップを置きながら口を開く。

			「グラミアはもともとアラゴラを取る気満々だ。誰が考えたか……イシュリーンではなかろう。あの女の思考は守るに固執していた……王となって変化した可能性もあるが、そうだとしても外的要因だろう。魔女の側近を調べろ」

			　ミヒャイルが頷きコーヒーを啜る。彼は思案するシュケルを邪魔すまいと無言だった。

			　総長は、伸びた髭を撫でながら考える。

			　枢機卿達の教皇批判と同じ時期に、グラミアとアラゴラの争いが勃発した事実によって、帝国内の状況も、アラゴラ騒動も、グラミアによるものであると確信している。

			　グラミア王が諸侯を制御できないまま現在に至り、宣戦布告をした理由は国軍を動かすことなくアラゴラ侵略を成功させるに必要な手順であったと彼は理解している。これによってアラゴラは、戦争か和平かと迷う隙をグラミアに突かれ、散々に敗れてようやく腰をあげたが、王家の求心力は弱まり、士気は低い。

			　シュケルは、アラゴラは敗れるだろうと予測し、だがこれを利用すると決めた。グラミアによって動く情勢に乗り、グラミアを仕留めると彼は断言する。

			「ミヒャイル、ここは後手になるが、しかしそれを利用して蛆虫グラミアンを潰す。俺は復帰する。そして、今は奴等グラミアにある主導権を奪う。騎士達に休みを取らせろ。出征は近いと言え」

			「承知しました。閣下、しかしベアの弁護をしてやるのは癪に障りますね」

			　シュケルは、コーヒーカップを唇に寄せつつ応える。

			「いや、教皇猊下をお助けするものだと考えれば我慢できる。これでフリードリヒ二世猊下も俺を前線に送らねばならなくなる。敵の手を利用し、敵を倒す一歩目だ」

			　彼は言い終えて、コーヒーをゴクリと飲んだ。

						  

				　　　　　　　

				


			　アラゴラ人達の軍勢は、諸侯の軍三〇〇〇と王家の軍三七〇〇。彼等は、ベランガ伯爵の為に王国北部に集まっている。しかし、彼等はただ同じ場所にいるだけと表するに相応しい有り様だった。

			　昨日の夕刻にようやく到着した宰相は、豪華な幕舎の中に籠り、会うのは明日だと貴族達に伝えた。なぜ、すぐに説明を為さないのかと宰相の側近に詰め寄った貴族もいたが、ゾディアクが胃痛で起き上がれないと説明され、仕方ないと諦めたのだ。この時、アッピアーはヴィレームとグスタフに弱音を吐いている。

			「アラゴラ諸侯の風当たりがどうしてこんなに強い？　ガリーブ二世の下、理想的な関係を築いていたのではなかったのか？」

			　二人の従者は、幕舎の中で落ち着かない王太子を宥めたが、事態は好転しないままであった。

			　夜が明けてようやく、貴族達の前に青白い顔の宰相が姿を現した。彼らは野営地の中央に床几を連ね向かいあっている。

			　一連の騒動の発端が、アラゴラ王家の野心と、アッピアーの謀略によってのものであると訴えたベランガ伯爵に対して、王家はどんな主張をするつもりなのかと、貴族達は宰相を前に沈黙を保つ。

			　だが、肝心の宰相は、アッピアーを利用してグラミア王国諸侯への工作を行っていた事を否定する事もできず、アッピアーをグラミアに引き渡す事もせず、軍を率いてやってきた事実と言葉だけで解決を図ろうとしていた。

			「宰相閣下……しかし、ベランガ伯爵の訴えを否定できない王家の何を信用すればよろしい？　アッピアー殿、貴方が弟君おとうとぎみを手にかけていないと主張したい気持ちは理解できますが、現在の論点はそこではありませんでな」

			　アラゴラ王国東南部一帯を支配する有力者シャフタール伯爵スレイマンが、ゾディアクに問う。彼は老境に差し掛かってはいるが、風貌は逞しく、白くなった髭は威厳に満ちていた。その威風堂々とした男に睨まれた宰相と異国の元王太子、そしてグラミア人二人は、自分達に向けられた視線のほとんどが、疑惑の色に染まっている事実に困惑する。

			　ゾディアクは内心の動揺を完璧に隠し、口を開こうとするも、スレイマンがそれを遮る。

			「ルブリン公はアッピアー殿から届いた手紙を公表しております。筆跡は間違いなく本物であるとか……ロッシ公も同じく筆跡がアッピアー殿のものと同一であると証明した後に公表するでしょうな。宰相閣下、どの様な証拠をもって否定なさる？　潔白を証明なさる？」

			　悲しいことに、グラミア側が揃えている証拠は、アッピアーが動いた結果である。ナルはロッシ公やルブリン公と連絡を取り合っていて、状況を動かし利用することで敵の手足をバラバラにしてやろうと凶暴な牙を剥いていた。

			　ナルは、アッピアーから手紙が届いたと両公爵から知らされ、筆跡鑑定の後に公表すべしと助言していた。これにより、グラミア人であるアッピアーの野心がそもそもの原因で、アラゴラ諸侯は何も関係がなくなる。そうであるのに、諸侯はグラミアの侵攻にさらされ、アラゴラ王家はまだアッピアーの味方をしているという歪な構図が完成した。

			　嘘が、事実になったのだ。

			　ゆえに現在、アラゴラ諸侯の面々は、王家とアッピアーの画策にグラミア側が刺激されてしまった結果がこれだと、宰相とアッピアーにじわりと迫った。

			　ゾディアクは、グラミア人達を連れて来た失敗を認めざるを得ない。彼らが宰相と現れた事が、アラゴラ人達の疑惑を深めてしまった。

			　どうしてこうなった!?　と、アラゴラ諸侯からあがる罵倒、罵声、野次、嘲笑に拳を握りしめたゾディアクは、胃の痛みに無言で耐えていたが、いくつもの馬蹄と兵達の声に、何事かと腰を浮かし、そこで腹部を抱えて蹲ってしまった。これには諸侯もさすがに静まり、慌ただしく駆けつけた伝令の報告に意識を向ける。

			「北、一六〇〇〇ガル（八キロメートル・アラゴラの単位）にルマニア公爵軍！　およそ一五〇〇！」

			「北西、二万ガル（一〇キロメートル）にルブリン公爵軍！　およそ二〇〇〇！」

			　ゾディアクは激しく舌打ちし、脂汗を流しながら諸侯達に怒鳴る。

			「敵は愚かにも軍を分けている。各個に潰せば問題ない！」

			　従者達に目配せし、軍を率いる為に立ちあがった宰相は、その場から動こうとしない諸侯に目を見開き動きを止めた。

			「……貴様ら！」

			　ゾディアクの双眸が絶望と怒りに染まり、彼は感情のままに叫んでいた。

			「戦わぬつもりか！」

			「自分らで仕出かした不始末は、自分らで収めるがいい！」

			　宰相の怒声に、怒鳴り声で返したスレイマンによって、迷っていたアラゴラ貴族までも不戦を決めた。

			　床几に座って動かない諸侯に、血走らせた目を向けたままのゾディアクは、頬をぶるぶると震わせると無言で踵を返す。

			　グラミア人達を片づけたら、次は貴様らだ。

			　ゾディアクが抑え込んだ怒りの凄まじさは形相に表れ、彼を囲んだ士官達は皆、一様に動きを止めた。

			「グズグズするな！　北の敵を撃つぞ！　すぐに動けぇ！」

			　腹の底から声を張り上げたゾディアク。だが、次の瞬間には腹部を押さえて蹲る。弾かれたように士官達が駆け寄り、彼の身を案じるが、怒りでそれを撥ね退けた宰相は、喧騒の中を歩き出す。

			　王はお人好し、諸侯は保身と腰抜け揃いと、ゾディアクは胸中で悪態をつき、馬上の人となる。

			「こうなってはグラミア人達を倒し、奴らの目を覚ますしかない。しかし、俺に向けての暴言の責任は取らせるぞ！」

			　主の怒りが馬にも乗り移ったのか、彼の愛馬が嘶いた。

			　従者から胃痛を抑える薬を受け取り、水と共に飲み込んだ宰相は、安静が必要だと訴える従者を睨む。

			「そのような暇はない」

			　アラゴラ王軍三七〇〇は、胃痛に苦しむ男に率いられ、野営地から北へと向かった。

			　この時、ゾディアクは、アッピアーと彼に仕える従者二人にグルラダに還るようにと薦めた。これがその通りにされなかったのは、アラゴラ諸侯が彼らに非協力だったからだ。

			　馬はいるだけでは役に立たない。鐙や鞍、水をやったり餌をやったりと世話人も必要だ。三人と護衛の者達は、馬を使えるようにしてもらうまで、諸侯軍中に留まることを強いられた。

			　ここでもしアッピアーに、イシュリーンほどの戦歴があれば、馬は途中で乗れなくなっても良いとしていただろう。一刻でも早く離れる事を優先できる判断力があったなら、歴史は変わっていたかもしれない。だが現実には、彼と供も、馬の用意が整うまで、諸侯の軍中に留まろうとしたのである。

			　これだけの軍勢が集まっているのであれば大丈夫だという彼らの頭の中を、ダリウスが知ったならば、机上で物事を判断してきた者らしい考えだと笑ったに違いない。

			　ルブリン公爵と、その軍中にいたナルは、アッピアー達とは真逆だった。

			　ナルは斥候によって、アラゴラ人達が軍勢を二つに分け王家と諸侯に割れたと知り、即座に攻撃命令をアルウィンに進言する。そして、この侵攻作戦もほどなく勝利で終わると確信した。

			　彼は、自分で仕向けた事とはいえ、こうまで決定的に対立するとは呆れて言葉も浮かばない。ゆえにこの事から、ナルはアラゴラ諸侯の軍こそ、先に倒すと決めた。そうする事で、彼の目的は完璧に達成できると判断した。

			　ナルの目的。

			　そもそも、ナルがアラゴラを求めたのは、防衛戦略、成長戦略の一環である。これはどちらが先という事はなく、防衛の為に成長があり、成長があるから防衛が成り立つと考えていた。

			　帝国軍を防ぎやすい地形で迎え撃つ為、長引く戦争に耐える国力を得る為、アラゴラの南にある東部都市国家連合を攻める道を得る為などを目的に、彼はアラゴラ侵略を決めた。であるから、ナルにとってアラゴラ侵略は目的ではない。これは目的を達成する為に必要な過程であると彼は考えている。

			　しかし、侵略者という汚名はイシュリーンには相応しくない。

			　これらを企みの根底にして、ナルはまず、アラゴラ王国北部ベランガ伯爵領の民を扇動し、ルマニア公領で漁をさせた。彼はこれで、ルマニア公爵マルームとベランガ伯爵ベンジャミンを争わせ、マルームにアラゴラ北部へ軍を向ける口実を与えた。

			　マルームはナルの指示通り、怒りで軍を発してベランガ伯爵を攻めた。この時、アラゴラ王家が出て来るかと考えていたナルであったが、理由は不明ながら静観された。

			　ここでナルは、アラゴラ王が静観した時の為に用意していた手を打つと決め、捕縛していたベランガ伯爵を使った。これは彼でなくとも、諸侯の誰かであれば問題なかった。肝心なのは、アラゴラ貴族が、その王家を糾弾する図を描く事にあった。

			　実はこの時、ナルにも計算違いはあった。

			　アッピアーが、ロッシ公爵とルブリン公爵に接触してきた事がそれである。

			　ただ庇護を受けて脅えるだけの男ではないと判断したナルは、だがこれは自分にとって好都合だと喜ぶ。というのも、アッピアーが、アラゴラ王家の目を盗みグラミア貴族に接触する事など不可能で、必ず、アラゴラ王、もしくはそれに近い者の意図を含んでいると考えていた。

			　ナルはスーザ人達と会うべく西へと移動しながら、鳩、テュルク族を使って連絡を取り、修正した策をアラゴラ遠征中のグラミア陣営と、ルブリン公爵、ロッシ公爵、イシュリーンへと伝える。こうして、アッピアーが真犯人であるとベランガ伯爵ベンジャミンに訴えさせ、それに関連づけてアラゴラ王家を追い詰めた。ここで相手の行動をさらし、大義とするべく宣戦布告の文中にも入れた。

			　アラゴラ王家はナルによって悪者となり、彼等を支援していた東部都市国家連合も、帝国が敵ではないという理由で、静観を決める。

			　ここまでが、現在に至る大まかな経緯である。

			　もし、アラゴラ王家がグラミア王国にアッピアーを差し出していれば、彼は差し出されたアッピアーを偽者と断じて殺すつもりだった。

			　そしてアラゴラ王家には「まだ陛下が即位する前、キアフ包囲中の軍に幾人ものアッピアー王太子を名乗る偽者が現れ悩まされた過去があるが、今回もそれだった。本物はいずこか？　アラゴラ王家は偽者を仕立てあげ、我らを愚弄するか！」と伝える。

			　もし、アラゴラ王家があくまでもグラミア王家との対立を望まなければ、動揺するアラゴラ諸侯を撃ち破り、グルラダに迫るつもりだった。

			　この他にもナルは、いくつもの可能性と、それへの対応を考えている。彼の考える最悪のものは、アラゴラ王国が神聖スーザ帝国と和を結び、国を挙げてグラミアを挟撃するものであったが、これは神聖スーザ帝国の掲げる大義が邪魔をすると考え、可能性は限りなく低いとした。帝国は異教徒であるアラゴラと公に同盟などできないのだ。だが、仮にそうなったとしても、帝国を動けなくする方法を持つ彼は困らない。時間はよりかかるが、アラゴラ侵略を堂々と行える利点があるとも考えていた。

			　これらは全て、平和なアラゴラを支配下に置く為にある。それを為すにアラゴラ諸侯は、はっきり言えば邪魔なのだ。領土はただ増やせば良いものではないとナルは考えていて、土地と資源と人は欲しいが、利権にしがみつく貴族などいらないと思っていた。

			　東部都市国家連合のオルビアンに侵攻する道、その後はオルビアンとベオルードを結ぶ中継地として、従順で平和なアラゴラが欲しいのだ。

			　仮に、アラゴラ諸侯を残せば、事あるごとにグラミア支配へ反発する可能性が高い。その度に軍を発する手間を考えれば、今、この情勢を利用し一気に潰すべきだと考えていて、アラゴラ王家の軍と割れた彼らは、まさにそれをされるに相応しい状況を、自ら招いたとナルは判断していた。

			　幸い、彼等は軍を退く唯一の時期、ダリウスを介して伝えられたグラミア王国からの撤退要請を無視している。仮に彼等が撤退を選択するならば、ナルはダリウスに、騎兵で後背を突けと言っていた。

			「軍隊を率いて接近しておきながら、休戦を結んでもいないのに、背中を見せたほうが悪い」

			　無関係だから軍を退けと言いながら、和を結ぶとは一言も触れてはいない。この罠が効果を発揮するだけの事だとナルに言われたダリウスは、その意地悪さに笑ったと言われている。

			　そして軍を分ける意味だが、ナルは敵がどう動こうとも、グラミア側の主力はダリウスに率いさせた騎兵だと決めていた。

			　ルマニア公爵軍、ルブリン公爵軍ともに囮で、彼等の目的は敵の軍勢を目的地へと誘導させる事にあった。

			　アラゴラ側が軍を分けるなら、王軍と諸侯の軍に分けるだろうと考えていたナルは、諸侯の軍とぶつかったルブリン公爵軍を囮に使い、本命の騎兵による奇襲で一気にケリをつける算段を立て、全軍でどちらか一方の公爵軍に襲いかかってくるなら、目的地へと誘導しつつ、手の空いた軍でその後背を襲うつもりであった。

			　騎兵による奇襲が最大限の効果を発揮する場所を見つける為に、ルマニア公爵マルームは、ベランガ伯爵領内を隅々まで連隊を遣わし調べていたのだ。何も、占領後の事だけを考えた行動ではない。

			　アラゴラ側の動きを知ったナルは、作戦を修正した。

			「ダリウス卿にすぐに知らせろ。ルマニア公爵閣下には敵をそのまま引き連れ後退しアーセムまで撤退。ルブリン公爵軍とダリウス卿の騎兵連隊でアラゴラ諸侯を殲滅する」

			　こうして、東の空がうっすらと陰り、太陽が西の稜線に触れようとしている現在、アーセム南二〇万デール（二〇キロメートル）の地点で、ルブリン公爵軍とアラゴラ諸侯の軍勢がぶつかり合う。

			　襲いかかろうとしている軍勢の指揮官アルウィンは、涼し気な顔のナルに冗談を放った。

			「ナル殿、貴公は恐い男だ。今のアラゴラ諸侯を見て理解した。グラミア内戦時、ブレストに駆けつけて良かった」

			「ああ……そうですね。でなければ、先生と私で潰してしまっていましたよ」

			　アルウィンがナルの言葉に笑うが、補佐官が真面目な顔を保つので、その笑いも渇いたものとなっていく。

			　その彼等が進む前方には、野営地の外に慌てて布陣するアラゴラ諸侯の軍勢があった。

			「まさか襲われると思っていなかったのだろうな」

			　アルウィンが苦笑し、護衛達が肩を揺すった。その中でナルは厳しい表情のまま、伝令に指示を与える。

			「敵が陣形を整える前に攻勢をかけろ。進みながら矢を放ち、敵を乱し、歩兵を突っ込ませる」

			　走り去る伝令の背中から視線を逸らした王補佐官は、アルウィンへと視線を転じた。

			「ルマニア公爵閣下が、一手にアラゴラ王軍を引き受けて下さっていますゆえ、彼等を討ち、早急に反転しなければなりません」

			　アルウィンは頷き、従者から受け取った紙をナルへと渡す。それは、鳩によって齎された情報で、グラミア王国の中小貴族の軍がゲオルグによって編成を終え、アラゴラ王国との国境を越えたというものであった。

			　この独立軍に与えられた役目は二つある。

			　一つは、アラゴラ諸侯が軍勢を率いて出掛けたことで、空となった彼等の領地を押さえる事。

			　二つ目は、アラゴラ東部の黒洋海沿岸の港町パラナを押さえる事。特にこれは、オデッサ公爵軍が海洋から上陸するのに必要な拠点で、ナルはアラゴラ戦後のことを考えて重視していた。それは、いずれ必ずやって来る帝国との戦闘に、オデッサ公爵軍を参加させるというものだ。ナルにとって、戦略眼に富んだハンニバルが、強いオデッサ公爵軍を率いてアラゴラ経由で対帝国に参戦するという図が大事であった。

			　この辺りの狙いを、アルウィンは聞かされていたが、王補佐官に注意を促す。

			「しかし、お前も意地が悪い。空となっているアラゴラ諸侯の領地を、中小貴族達に襲わせるなど……いつか後ろから斬られるぞ」

			「私が斬られるのであれば問題ありません。陛下がご無事であれば、それで良い」

			　笑ったナルは、半面を夕闇に隠し視線を転じる。その彼がパチンパチンと指を鳴らして、考えがまとまったというように頷いた。

			　伝令がアルウィンに駆け寄る。

			「攻撃準備完了！　展開完了！」

			「やれ」

			　アルウィンの声は静かで、だからこそ重い。

			　ナルは、その声色に、アラゴラ人達の死体で埋まるであろう平原を想像して瞼を閉じた。

			　人を殺し尽くしたその先に、笑える俺はいるか？

			　誰も彼に答えない。彼も答えを見つけられない。

			　戦争が当たり前の世界で、俺はイシュリーンを守ると、先生と彼女に誓った。

			　ナルが瞼を開き、紅い陽光を浴びて煌めく大量の矢を見つめる。

			　この先にある彼女と、彼女が守ろうとするグラミアを守る。俺がいることを許してくれるグラミアを守る。

			　ナルはゆっくりと瞬きをして、ゆっくりと呼吸をした。耳朶を打つ矢の発射音は乱れなく、箏曲のように心地よかった。

			　ルブリン公爵軍から、律動的に放たれる矢の量は多く、二射、三射と次々と空を翔ける。

			　その美しい凶器達が迫る地上を目掛け、ルブリン公爵軍歩兵連隊が隊列を整え前進していく。盾と剣を構え、グラミア語による喚声は地鳴りにも似ていた。

			「前衛歩兵を掩護！　矢を絶やすな！　敵後方を目掛け三連射！」

			　アルウィンの声に、伝令が散る。

			　戦うつもりの無かったアラゴラ諸侯の軍は、問答無用で接近され、攻撃してきたルブリン公爵軍に驚く。陣形を整え迎撃しようと準備をしていたが、それが終わるのをグラミア人達は待つはずも無かった。

			　木々が乱立するも、密集とまでいかない平野部を走るグラミア歩兵達は、鎖帷子を鳴らし、白刃で斜陽を反射させる。その手にした武器を見舞うべき相手方は、放たれた矢に盾を並べるのがやっとという有り様で、歩兵の接近に無防備となった。

			「野営地を引き払う準備をしていたのだな」

			　アルウィンが敵からの応射がないとほくそ笑み、ならばとさらに攻勢を強めると決めた。

			「ナル殿、一気に決めてよいな!?」

			「お任せします。そろそろダリウス卿も到着するでしょう」

			　ナルが敵野営地を睨んだ。

			　ルブリン公爵は護衛達を引き連れ、さらに前線へと進む。小隊ごとに固まり、連隊を構成し前進する兵士達は、立ち止まり矢を放つ部隊を追い越し、次々と敵軍にぶつかっていく。

			「寄せては引き、休みながら戦え。右翼は敵を包むように移動せよ。敵のほうが数は多いが、戦っている者達は少数に過ぎん」

			　ルブリン公爵軍の弓兵達は、用意された火矢をつがえる。鏃の先端に油を染み込ませた布を巻き付けたそれを、空に向かって射出していく。

			　弓弦の響きが連なり、放たれた大量の火矢が空を照らす。

			　空の星達がアラゴラ諸侯軍目がけて落下しているかのような光景は、美しくも凶悪さに満ちていた。

			　アラゴラ人達はうろたえ、彼等の主である貴族達は、それぞれが護衛だけを引き連れ離脱を図るも、馬蹄の轟きに冷や汗を噴き出す。

			　ルマニア公爵軍、ルブリン公爵軍から集めた騎兵四〇〇を率いて、当初の潜伏先からアラゴラ軍野営地へと駆けつけたダリウスは、高々とグラミアの六連星旗を掲げさせる。

			「神よ！　我が祈りが届くならば、彼等にせめて安らかな死を！」

			　ペルシア人が馬上で叫び、騎兵連隊は恐慌状態となったアラゴラ諸侯の軍中に突撃した。

			「殺せぇ！　敵は殺すものだ！」

			　ダリウスは悪鬼となって叫び、暴れまくった。

				

			　一刻後、圧勝したルブリン公爵軍の夜営地では、アルウィンが唸っていた。彼の前で、グラミア紅茶を飲みくつろぐ青年が原因である。

			　青年は茶器から唇を離すと、ルブリン公爵に尋ねた。

			「で、イシュリーンにはいつ、会わせてくれるか？」

			　アルウィンが扱いに困ったという顔で横のナルを見た。見られたほうも、ここで出会うかと腕を組んで口は閉じたままだ。

			　アラゴラ諸侯の野営地を蹂躙したルブリン公爵アルウィンは、ダリウスが捕虜を取ったと報告をしてきた際、「捕虜などいらぬ！　首を寄越せ！」と伝令に怒鳴ったのだが、ペルシア人はその捕虜の首と胴体をくっつけたままひっ捕らえて合流した。

			　アッピアーだ。

			　しかし、彼の従者であったグラミア人達は首だけとなって、元王太子の横に並んでいる。

			　アッピアーの訴えはこうである。

			「私はイシュリーンの戴冠を認める。だから王族としての権利を求める」

			「アラゴラとの騒動を素早く収束させるように。アラゴラ王は私を保護してくれた恩人だ。必要とあらば、私が使者を務めよう」

			　陽が落ちて夜が世界を支配し終えると、アルウィンはアッピアーを幕舎に押し込め監視をつけた。そしてナルとダリウス二人と向かいあって、自らの意見を述べる。

			「今回のアラゴラの動き……彼によって証言させ、さらに貶めるというのはどうだろうか？」

			　ナルは当初の案もあり、逡巡したが、頭かぶりを払った。

			「思わぬところで拾ったので、どうしたものかと悩んでいますが、しかし結局は同じです。これからのグラミアにとって、あの男は存在してはなりません」

			　アルウィンは、これ以上開かないまでに目を大きくしていた。

			　補佐官は無表情で、だからよけいにアルウィンを不安にさせる。

			　ここまで果断な男だったか？

			　ルブリン公爵は、一礼し去る補佐官と、王付き武官たるダリウスの背をただ眺めることしかできなかった。

			　ナルはダリウスと共に、アッピアーの幕舎へと歩く。

			　途中、ダリウスが口を開いた。

			「殺すか？」

			　彼には、ナルの表情は闇夜の下で分からない。

			「アッピアーは……」

			　ナルは進む速度を全く変えず喋った。

			「……自分がどうして死なねばならないかを、知る事くらいは許されるだろう」

			　元王太子の幕舎を固める兵が、一礼して二人を中に通す。

			　グラミア王国の王太子だった青年は、穏やかな目で二人を迎え、自ら彼らの為に飲み物を用意する。それは水だったが、ナルは完璧な作法で感謝を伝えた。

			　左後ろ足を右足の後ろへと隠し、右手を胸に添えて頭こうべを垂れる。それにダリウスも倣い、二人は椅子を勧められても立ったままだ。

			「アラゴラ王への使者を頼みに来たのか？」

			　相手がナルとダリウスであるから、アッピアーとしては当然、口調はこのようなものとなる。それはナルが、薄ら笑いを浮かべるには十分だった。

			　補佐官の不敬に、アッピアーは片眉をあげただけであるが、それは言いたいところをナルに伝えていた。しかし補佐官はそれも無視する。

			「アッピアー……」

			　元王太子を呼び捨てたナルは、椅子から腰を浮かした青年を見据えるだけで威圧した。

			「お前は勘違いをしている。俺も、彼も、イシュリーン陛下お一人にお仕えしているのだ」

			　ダリウスは、右頬を歪めて顎を反らした。それは同意を示すもので、アッピアーは唾を飲み込むことさえ難しく、喉に痛みを覚えて顔をしかめる。

			　ナルが続ける。

			「ウラム公の孫、あの王の子、そしてあの妃の子……これだけでお前を殺す理由が俺とこの男にはある」

			　ダリウスが剣の柄に手をかけた。

			「ま……待て。私はイシュリーンの戴冠を認めるのだ！　叛意はない！　叛意はないぞ！」

			「アッピアー、そうで──」

			「待ってくれ！」

			　ナルにすがりついたアッピアーが、冷や汗で濡れた顔を一度だけ腕で拭い、無表情だからこそ恐ろしい補佐官に頼む。

			「私は王宮にいた時、イシュリーンに何もしていない！　彼女に危害を加えたりしていない！　医者を遣わしてやった事もあるのだ！　彼女に訊いてくれ！　そうしてくれ！」

			「アッピアー」

			　ナルは、元王太子を手で払いのけると、重く沈む声を吐く。

			「お前は、何もできない男だ。目の前の不幸の原因を探ろうともしない男だ。上っ面の善意を示すだけの男だ。善良な……ただの、役にたたない善良な男だが、あの王と妃、ウラム公の血を引くグラミア王家に連なる存在である。ゆえに、生きることは許されない」

			　ダリウスが白刃を抜き放つも、ナルが手を差し出す。それは、自ら始末をつけるという意味で、ペルシア人は年下の友人に剣を手渡し、喘ぐように狼狽えたアッピアーを押さえつける役を買って出た。

			「アッピアー、恨むなら、この時代に生まれた自分と、現れた俺を恨め」

			　ナルは、平伏したように動けないアッピアーの首の裏側に、剣先を垂直に突き刺した。吐き気も、感情も、自責も悩みも全てを飲みこみ、彼はイシュリーンの為に体重を剣にかける。

			　ダリウスは押さえつけていたアッピアーから力が抜けたと認めて手を離すと、ナルの手から剣を奪う。

			　柄を握りしめたナルの指を、剥がすように剣から離したダリウスは、長剣を引き抜くと一瞬後には一閃していた。

			　アッピアーの頭部が、幕舎の中を転がる。ダリウスが血の滴らせる剣を振るって赤い滑りを払うと、立ち尽くすナルの肩を抱いて自分を向かせる。

			「ナル」

			　名を呼ばれ、彼は目を彷徨わせた。

			「ナル、満足か？」

			　それは、アッピアー殺害をダリウスに任せなかった彼への問いである。

			　ナルは、年上の友人に肩を借りて、震える脚で懸命に立った。

			「ダリウスさん、俺は……これでようやく、イシュリーンやあんたと一緒に歩けると思う」

			　ナルの言い様に、ダリウスは唇を歪め、友人の背中を叩く。痛がる相手に、彼は声をかけた。

			「俺は甘いお前がいい。だが、お前は背負わなくてもいいものまで背負おうとする。俺に任せろ、ナル。人殺しは、俺の仕事だ。お前の重荷を寄越せ。年長者は、頼られるために若者の近くにいるものだ」

			　真面目な顔のダリウスに、ナルは言葉を探せない。彼には、このペルシア人がいかほどの人を殺めてきたのか分かるはずもないが、だからナルは彼が戦いの後に祈るのだと思えた。

			　ゆっくりと、倒れて動かないアッピアーに背を向けたナルは、ダリウスから離れて一歩を踏み出し幕舎の外へと向かう。

			「だが、どう公表する？　叛意があったゆえ……とするのか？」

			　続いて進むダリウスの問いに、ナルは幕舎の出口手前で立ち止まり答えた。

			「……この男は偽物だ。本物はアラゴラ王家が匿っている。そして、アラゴラ王家が頼りにならないと知れば、本物はオルビアンに逃げるだろう。その次は……帝国か？　アルメニアか？　トラスベリア？　俺は未来を見る術を持たないから分からないが、これだけは分かる」

			　ナルは、そこで幕を撥ね上げ、外に出て続ける。

			「アッピアーはこれからも、グラミアが戦う理由を作る……我々は、振りかかる火の粉は払わねばならない。これは道理だ……おい！　アッピアーは偽物だった！　死体を片付けろ！」

			　彼の発言は、怒声となって響いた。

						  

				　　　　　　　

				


			　アラゴラ諸侯の軍勢が、その野営地で大敗した。

			　イシュリーンはその報に頬を弛め、薄いストールを首に巻き直しながら、脇に控える片腕の青年に振り返る。夕闇の中でも、彼の青い髪は鮮やかだった。

			「ほら？　何も心配はいらない」

			　ジグルドは、自分がナルという男に懐疑的であるかのような彼女の言葉に苦笑する。しかし、そう取られてもおかしくはないほどに心配をしていたと苦笑を止め、頷いた。

			　二人の周囲には、ずらりとグラミア王家の軍が幕舎を並べ、明日にでもアラゴラ王国へと入る予定であった。この時期に王自ら国境を越えるのは、ナルによって決められていた事で、グラミア貴族達に撃ち破られたアラゴラ王家に、イシュリーンが手を差し伸べる格好を取る為だ。

			「両国がこれ以上、争っても良い事はない。アッピアーを差し出せば、それで全て片付く」

			　イシュリーンはアラゴラ王にこう使者を立てた。

			　だが、まだ返答は為されていない。

			　アラゴラ側から「アッピアーは姿を消した」「アッピアーはいない、が、休戦を求む」もしかしたら「アッピアーを返してほしくば軍を退け」などと返答されるかもしれないと笑うイシュリーンは、ナルによってアッピアーが殺されていることを知っている。

			『陛下の腹違いの兄は、この地上のどこを探しても今や存在致しませんが、存在するものとして扱うことで、彼はグラミアの為に生きるでしょう』

			　ナルからの手紙には、このような内容が暗号で記されてあった。

			　そうであるのに、わざわざ使者を遣わしたのは、手を差し伸べたという事実を残す為だ。これは、終わらせるつもりは毛先ほどにもないが、帝国とは違い慈悲があるぞと見せるためた。

			　グラミア貴族達は、土地を守るべき兵が消えたアラゴラ諸侯の領地を蹂躙している。ただそれは、整然と為されている。

			「アラゴラの土地、人を荒らすな。この戦が終われば、自分達の土地になるのだ。焦らなくとも金品、奴隷は手に入る」

			　イシュリーンは貴族達にそう言い聞かし、蛮行を防いだ。それでも兵達による盗みや暴行が発生したが、数えるほどに少なく、貴族達が自主的にそれを取り締まった結果、大きな問題には発展していない。逆に、貴族達は人気取りとばかりに、薬や物資を貧しい村に分け与え、アラゴラ人達は首を傾げる。

			「はて、俺達は侵略されているのではなかったか？」

			「これではまるで、これまでの領主様のほうが乱暴だった」

			　こう話し合う始末であった。

			　これはイシュリーンの言によるものと、ナルによって貴族達が監視されていたからである。さらに、大貴族であるルマニア公爵とルブリン公爵の両軍が品行方正なので、中小貴族達もこれに倣ったのだった。

			　近衛連隊の従者達が、王の食事を用意し、イシュリーンにそれを伝える。彼女は頷き、ジグルドを誘って自らの幕舎へと歩いた。

			「速やかに統治者を代えるに、効果的な方法は二つある。混乱させる事、させない事だ。今回は後者だ」

			　イシュリーンは歩きながらジグルドに話し、彼は無言で王の言葉を待つ事で同意を示した。

			「民が流民となることなく、今までと同じ暮らしを続ける事が、貴族の為になり、グラミアの為になる」

			「陛下……であるなら、アラゴラ貴族達を従え、支配下に置く方法でも良かったのではないですか？」

			「支配下に置いておくだけでは足りない。同国人同士でも、利が絡めば争うのに、他国人では顕著にそれが現れるだろう」

			　王に続いて幕舎へと入ったジグルドは、これが王の食事かというほどの質素さに動きを止めた。兵達とあまり変わらない内容の食事は、硬いパンと野菜のスープ、豚肉の燻製を焼いたものに数種の野菜を盛ったサラダが全てだった。

			「ん？　ああ、みすぼらしいか？　王宮ではさすがにもっと良い物を食べさせてもらっているぞ。それにこれらは、アレックの手によるものだから、味は数段、上だ」

			　料理長アレクサンドルの腕にかかれば、兵達と食材は同じであっても味は別格となる。イシュリーンは自分の為に戦場までも同行してくれる料理長の為に、彼の料理を食べたいがために王を続けられるとまで言って笑った。

			　屈託ない彼女はどこまでも可愛く、ジグルドは微かな後悔を覚える。それは守るべき対象だったはずのイシュリーンが、実はそうでなく、彼は彼女に依存していたのだと知るに至ったからだ。

			　姫様を守っているつもりが、実は俺こそ守られていたのではないか。今、このように笑う姫様を、俺は見ることができなかった。

			　ジグルドは、内心の動揺を隠して口を開く。

			「陛下……捕縛されているアラゴラ貴族のほうが良い物を食べておるでしょう」

			「私は、ご馳走は好きだが毎日、食べようとは思わない。わざわざ軍中でそれを食べる必要もないしな」

			　椅子に座った彼女は、水で手を洗い硬いパンを千切る。スープにそれをひたし食べながら、水で薄めた葡萄酒で胃へと流しこんだ。

			　呆れたように笑ったジグルドは、薦められ対面に座るとスープを飲んだ。薄い味付けながら、アレクサンドルが調理しただけあって、さすがに美味いと安心した。

			　彼はここでイシュリーンが、らしさを取り戻しているのではなく、隠していた自分をさらしているのなら、そうさせている存在に触れなくてはならないと決め、口を食べる為ではなく、話す目的で開く。

			「陛下、ナル殿に関して申し上げたい事が……」

			　イシュリーンはサラダを咀嚼しながら、ジグルドをじっと見つめた。この時の彼女は、まるで身内に恋人を悪く言われるのではないかと脅える女性のような表情である。

			「いえ……ケチをつけようというのではありません」

			　王が不安を感じていると悟ったジグルドの言葉に、イシュリーンはらしくもないほどに動揺し、フォークを地面に落とした。侍女達を幕舎から追い出していたので、ジグルドが彼女達を呼び戻して、替えのものと取り返させた。

			「彼は結局、このグラミアで生まれ育った者ではありません。いろいろ事情があり、陛下との縁を頼る事でしかまともな生活はできないと考えていたから、今日まで努力を続けられたのでしょう」

			　そう口にしながら、ジグルドは嫉妬に近い感情が湧き起こるのに驚く。しかし、それを強い理性で抑えると、美しい顔を不安で染めたイシュリーンに微笑んだ。

			　しかし、イシュリーンは安堵を許されない。

			　疑問符を大量に浮かばせていた彼女は、信頼する青年が何を言い出すかと困惑している。彼女は、誰よりも目の前の青年から、ナルを批判されたくないと感じていた。

			「詳しい事情は分かりませぬが、記憶を失い彷徨っていた彼が陛下と出会い、縁ができたのは良かったと思います。陛下にとっても、彼にとってもです」

			　イシュリーンは葡萄酒で喉を湿らし、兄のように慕う青年をじっと見つめる。

			「というのも、仮に彼が陛下と出会っていなければ、今頃はどこかで野たれ死んでいるか、奴隷として農園で働かされているかでしょう。彼の今の活躍を考えると、グラミアにとってまさに陛下と出会ったのは奇跡と言ってもよろしいでしょうね。もし、帝国の兵と出会い、あちらで活躍されていてもまた大変でした……」

			「ジグルド、何が言いたいのかさっぱりだ」

			　イシュリーンは我慢できず、彼に結論を急かす。

			　片腕の青年は、躊躇った後に口を開いた。

			「彼はグラミア人ではありません。ですから、グラミア人にする必要があると思います。安易にここを去ることができぬように、彼にしがらみを与えるべきです」

			　イシュリーンが瞼を閉じる。彼女は、ジグルドはやはり自分とナルの事を良く思っていないと感じてしまった。というのも、彼の発言の根底には、ナルは結局、信用するに値しない人間であるという考えがあると悟ったのだ。

			　イシュリーンは、ナルが全てを捨てて逃げ出すような男ではないと知っている。

			　しかし、ジグルドはそれを知らない。

			　二人のすれ違いの原因は、ナルという人物を知っているか否かであるのだが、彼女はこれを親しい間柄にありがちな想い、それくらい分かって欲しい、言わなくても察して欲しいというもので片付けていた。

			「ジグルド……、ナルはそのような男ではない。これまで、危険を冒してまで、彼は私と国の為に戦ってくれたし、これからもきっとそうしてくれる。どうしてそんな事を言う？」

			　ジグルドは匙を置き、まっすぐに王を見た。

			　イシュリーンの顔を正面から見た彼は、不敬であろうが関係ないと断じて彼女を見つめる。その強い瞳の輝きが、彼女を心配しているからこそ、言いたくもない事を言っているのだという想いをイシュリーンに送るも、この時の王には届かなかった。

			　いや、それはもしかしたら、イシュリーンのほうに原因があるのではなく、彼女の身を案じるがゆえに、ナルの事を不安に思うジグルドにあるのかもしれない。

			「陛下……しかし、人は変わるものです。ナル殿の純粋さを信じたい気持ちは分かりますが、信賞必罰を徹する意味でも、彼に褒美として領地と爵位を与え、グラミア貴族にしてしまうべきです。そしてこれは、爵位は王の権限において与えるものだと、国内に広める良い機会ではございませんか？」

			　二人は無言で対峙し、その間に並んだ料理も温度を下げていく。

			　沈黙を嫌ったのは、イシュリーンだった。彼女は無言で呼び鈴を鳴らし侍女達を呼ぶと、料理を下げるように伝えて、立ち上がり言う。

			「疲れた。明日にはアラゴラだ。今日は早く休む」

			　それはジグルドに、出て行けと伝えるに等しい言葉だった。

			　片腕の青年は一礼し、王に背中を向ける。

			　幕舎の外に出た彼は、困惑を浮かべ料理を運ぶ侍女達に笑みを向けた。

			「味は問題ないのだ。陛下はやはり、明日からの事でお疲れなのだ。お叱りを受けることはないだろう。そもそも、陛下はそのような方か？」

			　侍女達が安堵の笑みを連ならせ、青年に一礼した。

			　ジグルドは、言い様のない不安に眉を寄せて自分の幕舎へと向かう。

			　イシュリーンは王族として、今は王として立派な女性だと彼は思っている。これは心から思っている事だ。だが、彼女に恋人ができることは、王としての彼女に悪影響ではないかと危惧する。

			　例えば、ナルが失敗をした時、イシュリーンは彼をどうするだろうかと考え、許すだろうと答えを出した。だがそれは、ナルではない者がそうなった場合でも、同じ決断を彼女は下せるかと問いを重ね、難しいだろうと決めつけた。

			　この時のジグルドの考えは決して間違っていない。イシュリーンがこれまで、兵達、民達、貴族達の前で見せていた彼女の姿は、王族としてのイシュリーンで、それは孤独だからこそできていたことである。自分を守る為に、国を守る為に彼女は誰をも平等に扱い、誰とでも分け隔てなく接した。

			　そのイシュリーンが、執着するものが現れたならどう変わるかとジグルドは唸り、自分の幕舎へと入る。

			　国の為に、彼女の為に、ナルという男の存在は、薬にも毒にもなるかもしれないと、イシュリーンの為に片腕を失った青年は思ってしまった。

			　蝋燭に火を点け、彼は片手で器用にマントを脱ぐ。

			　イシュリーンにとって、ナルという男性はただの臣下ではないと察している彼は、この不安が決して嫉妬ではないと言い切れるかと自分に問う。

			　そして、否定できない自分に動揺したジグルドは、失ったはずの手の先が痛むような感覚に襲われ、苛立ちに頬を震わせた。

						  

				　　　　　　　

				


			「連戦連勝、ナル殿のおかげかな？」

			　アルウィンの言葉に、マルームが笑う。その二人の視線の先には、背の低い男が馬に乗ってのんびりと欠伸をしていた。

			　二日前。

			　アラゴラ諸侯の軍勢を、その野営地で破ったルブリン公爵軍とダリウスの騎兵連隊は、ルマニア公爵軍救援に反転した。

			　アラゴラ王軍三七〇〇はこの時、アーセムへと撤退するルマニア公爵軍と戦闘状態にあったが、後方の野営地が襲われたと知り、これまでの優柔不断さが嘘のような鮮やかな撤退をして見せた。

			　追撃戦となる。しかも、挟撃だった。

			　ルマニア公爵軍は、ルブリン公爵軍の前に敵を追い立てようと意識して追撃する。

			　宰相ゾディアクは血を吐きながらも懸命に指揮を執ったが、ダリウスの騎兵連隊に側面を突かれ、ルブリン公爵軍が三段の迎撃陣形を整えて待つ戦場へと誘導された。

			　それでも、ゾディアクは自ら殿を率いて、被害を抑えつつグルラダ方面への撤退を成功させた。そして現在、ルマニア、ルブリン両公爵の軍勢四五〇〇は、南北縦断公道グランミジュベルを南へと進軍して、グルラダ北の丘陵地帯に現れている。別行動を取る中小貴族の軍勢は、アラゴラ王国内の諸侯の領地を次々と攻撃して、占領を進めた。

			　グラミア人達に捕縛されたアラゴラ貴族達の多くは、身代金を払うから見逃してくれと懇願したが、ナルは首を左右に振った。彼は一時の金が目的ではない。彼が欲しいのは支配権だ。

			　こうして、王がアラゴラとの国境に迫った頃、グラミア人達はグルラダ北に到着した。

			　グルラダの城壁を遠目に眺めながら、ナルは欠伸を噛み殺し、馬を止める。市街地をぐるりと囲む城壁は高いが、キアフ攻城戦を経験している彼には、キアフよりも低いなと感じた。

			　それでも、攻城戦は時間と物資を無駄に使うと嫌い、テュルク族を使って仕込んでいた策を表面化させる。

			　グルラダ北二〇〇〇デール（二キロメートル）の地点で動かなくなったグラミア人達だが、物理的な攻撃だけが戦闘ではないとナルは言い、市民達を扇動し始める。

			　グルラダは五万の人口を抱える城塞都市だが、その市街地において、アッピアーを匿い続ける王家に対しての不満を叫ぶ者達が現れたのだ。

			「グラミア人達が来れば、城門を閉じて籠城だ。そうなれば、俺達はどうなる？　食べ物や水、全て軍隊に取られて餓えるぞ！」

			「そうだ。どうして俺達まで苦労を共にしなきゃならない。王の過ちになぜ、我々が付き合わされるのか!?　異国の王太子など知ったことか！」

			　これを沈める為に、アラゴラ王は兵士を市街地に向け、彼等も懸命に働いたが、グラミア諸侯の軍勢が遠目にも見える場所で野営をしている今、市民達の不安は膨らむばかりで、彼等は王城へと迫った。

			「外で戦え！　我々を巻き込むな！　アッピアーを渡してやれ！」

			　細かい違いはあれど、彼等の訴えはおおよそこの様なものだ。そしてこれは、彼らが自分で考えた事ではない。ナルによって考えられ、テュルク族によって広められたことを、ただ叫んでいるだけだ。

			「民とは、自らに優しい支配者を支持するが、それで痛い目を見ると、簡単に裏切ることができるほどに傲慢だ。そんな民に囲まれては……城に籠るのも勇気がいる」

			　ナルの言葉に、隣で馬に乗っているダリウスが笑う。

			　二人は野営地の南端で並び、籠に入れた食事を口に運んでいる。野営二日目の昼であった。

			「グルラダの守備兵は三〇〇〇だ。こちらは五〇〇〇にも満たない。力攻めでは難しいが、出てくるかな？　それにしても……宰相が全く公の場に姿を見せていないらしい」

			　ダリウスの言に、ナルは昼食の入った籠を開きながら口を開く。

			「何か企んでいるのか……にしては動きがない。市民達を抑える事に必死になっていると解釈してやってもいいが、それにしてもだ。マルーム閣下の追撃を躱し、アルウィン閣下の迎撃からも逃れた鮮やかさがない。まぐれだったのかな？」

			　ナルはベーコンとチーズ、野菜をパンに挟んだものを取り出し、ダリウスに手渡す。彼は「牛のチーズはいらん」と言って、パンの中からそれだけつまんでナルのパンに置いた。

			「……だが、まずいな。陛下が到着してしまう。ダリウスさんは人生の二割を損しているね。牛を食べれないなんて……」

			　ナルは、ダリウスによって乗せられたチーズにベーコンを重ね、パンで挟むと齧り付いた。

			「大きなお世話だ……お前は何でも完璧を求める。気持ちは分かるが遊びを作っていたほうがいいぞ」

			　友人の言葉に、ナルは咀嚼しながら視線を転じた。彼はグルラダを眺めるダリウスの横顔を眺め、そして彼と同じ方向を向く。

			　すっかりと暖かくなってきたのは、季節の移り変わりだけではなく、南へと移動してきたからだろう。

			　ダリウスが思い出したというような顔で言う。

			「そうそう……国軍一個連隊は、王補佐官殿の直属になるらしいな。旗は考えたのか？」

			「六連星旗じゃダメか？」

			　興味なさげなナルの返答に、ダリウスが忠告する。

			「軍旗は重要だ。時に人を導くこともある。六連星旗の真ん中に何を描くか……不死鳥フェニクスは将軍旗だ。他のにしろ」

			　ナルはやはり興味ないという顔だが、待てよ、と考え直した。

			　いつも無茶をきいてくれるアブリルさん達が喜んでくれるものにしよう……。

			　この時の彼は、脳裏にイシュリーンではなくアブリルの笑みを描いていた。それは男女の感情からではなく、素直な感謝の気持ちで、アブリルとテュルク族への敬意を旗に描くと決める。

			「旗はそうだな……決めた。ところで……ダリウスさん、龍は殺せる？」

			　唐突に話題を変えた友人のせいで咳き込んだダリウスが、葡萄酒でパンを胃へと流し込んだ。

			「馬鹿！　殺せるか！　お前、何を言いだすかと思えば、龍？　龍ってのは人がどうこうできるもんじゃないんだぞ。旗、何にするんだ？」

			「まだ秘密だ」

			　ナルは、林檎を掴み、白い歯でそれを齧った。

			　シャクシャクと気持ちの良い音に、ダリウスも林檎を籠から掴みだす。二人で「甘い」と言いながら林檎を食べ終え、ナルはようやく彼に言った。

			「龍を殺せるとしたら、やっぱり竜人族っていう人達じゃないと無理かな？」

			　ダリウスは林檎の芯を宙に放り投げ、蜜のついた指をマントで拭う。それを見てナルは眉をしかめながらも、同じ動作をしてペルシア人に文句を言われた。

			「嫌なら真似するな……龍人族は確かに龍を殺すことを生業としているが、依頼したからと言っても彼等は受けないぞ。彼等は自分達で追っている龍、古龍の中でも人を問答無用で襲う悪いのがいてな。そいつらを狩っているらしい。聞くだけでも『魔龍ドラゴ』だろ？　『邪龍イビル』だろ？　『魔神鬼ベルファウスト』に『邪蛇龍ゴルゴン』……古龍にもいろいろいるんだ」

			「詳しいね？」

			「アルメニアにいたからな。アルメニアのレニン卿は古代文明研究の第一人者だ。ベルベット様も詳しい……前にも言わなかったか？」

			　ナルは、友人の言葉に首を傾げた。

			「ダリウスさん……龍てのは、古代文明と関わりが深い？　あんたも知ってるから言うけど、アブリルさんに尋ねた限りではあまり詳しく分からなくてさ」

			　ダリウスは、あの綺麗な瞳を思い出す。エメラルドのような輝きを発するアブリルの瞳は、こいつだけを見ているのかと改めて思い、罪作りな男めと笑った。

			「何がおかしいのさ？」

			「いや……俺も詳しくはないが、レニン卿やベルベット嬢から教わった限りでいいか？」

			　ナルはグルラダを眺めつつ、友人の言葉に意識を向けていた。

			　ダリウスの話す古代文明と龍の話。

			　龍、この世界で龍と呼ぶのは生物ではない。これにはナルも薄々と気付いていた。というのも、姿は見ていないが、あの音は大きな機械が動く音に似ていると感じていたのだ。

			　その龍は、古代文明時代の兵器で、どういう訳か今でも元気に動いている。その多くは、古代文明の遺跡入り口の警備や、自分の縄張りを守っている。アルメニアのレニン・シェスターは、過去の命令を今も律儀に守っている龍もれいば、希少な動植物の保護をしている龍もいると結論づけていた。

			「ベルベット嬢……レニン卿の娘だが、彼女が言うには、龍も魔導士も古代文明時代の兵器らしい。どうして龍と魔導士が一緒なのか分からないけどな」

			「は？」

			　ナルは耳を疑った。

			「兵器？　待てよ、魔導士ってのは……イシュリーンもそうだが、人間だぞ」

			「だから大陸中の研究者達から異端扱いされている。魔導士連中が作る組合からも除名されている……あの親子だから生きていられると言ってもいい。捕まえようとしたり、殺そうとしたら逆に殺されるからな」

			　ダリウスが白いマントを翻し、野営地へと戻り始めた。それを追うナルは、彼の腕を掴む。

			「ダリウスさん、もっと教えてくれ。魔導士が兵器？　イシュリーンは兵器って事か？」

			「俺に怒るな」

			　自分の腕を掴むナルの手から、彼の怒りの強さを感じたペルシア人が顔をしかめた。慌てて離れたナルに、彼は頬を指でかきながら口を開く。

			「ナル……お前は古代文明の人間かもしれないと考えているからこだわるんだろうが、今はアラゴラの王を外に引っ張り出す事に集中しろ。足元をすくわれても知らんぞ」

			　遠ざかるペルシア人の背中を見つめ、ナルは拳を握りしめていた。

			　兵器？　魔導士が兵器？　

			　だが彼は、レニン・シェスターとその娘が言っている事に過ぎないと思い、頬を平手でぴしゃりと叩く。

			「俺の生きていた世界の人々は、一体、何をしたんだ？　……ていうか、いきなり記録が途絶えるって、何があった？」

			　彼の疑問に答えてくれる者など、この時の彼の周囲にはいなかった。

						  

				　　　　　　　

				


			　アラゴラ王家は、グラミア王国の王補佐官によって悪者に仕立て上げられ、貴族だけではなく、民衆にまで罵声を浴びせられている。これは、ナルがグラミア統治後を睨んで策を実行してきた結果であるが、こうまで上手くいったのは、アラゴラ王家の打つ手の悪さもあるだろう。

			　さらにここにきて、アラゴラ国王の娘婿で宰相のゾディアクが吐血し、起き上がる事もできなくなってしまい、実質的にアラゴラ王家の中に、この混乱を沈められる者がいなくなってしまった。

			　王城をぐるりと民衆に包囲され、兵達までもが恐怖に怯える有り様となり、ガリーブ二世はようやく事の重大さに気付き、自らがアッピアーを庇った結果、このような事態を招いたと戦慄した。

			　これが、グラミア軍がグルラダ北に到着して本日までの五日間だ。

			「兵達が総出で、民達を抑える為に動いておりますが、投石による負傷者が耐えませぬ」

			　武官の言葉に、ガリーブ二世は蒼白な顔に皺を刻ませ呻いた。

			「しかし……民に武器を向けるわけにはいかぬ。なんとかならぬか？」

			　なんともならぬと答えられない武官は、謝罪する事しかできない。

			「鋭意努力致します」

			　彼等にしてみれば、武器を向けねば収まらないと分かっているも、この優しい王がそれを命じる事など不可能だと知っていた。そしてそれは、兵達を苦しめる事に繋がると王は気付いているのかと、疑問を覚える。だが、宰相ならともかく、ただの士官である自分では提言などできるはずがないと諦めていた。

			　ガリーブ二世は、アッピアーを捜索させてはいるが見つからず、逆に東部都市国家連合のオルビアンへと向かった彼らしき人物の目撃情報まで出てくるに至り、力なく玉座に身を沈めた。

			　この目撃情報が、ナルの指示で動くテュルク族によるものだとガリーブ二世には分からない。

			　王都に迫られ、頼りにする諸侯もいなくなった王は、イシュリーンから遣わされた使者に、アッピアーを出せと迫られ困り果てていた。

			「彼は逃亡した」

			　ガリーブ二世は事実であると信じる情報を相手に伝えたが、使者達はそれを信用せず、あくまでも匿うかと憤るのである。ガリーブ二世は怒りよりも疲れを覚え、それでもなんとか解決の糸口を探ろうとした。

			　しかしそれは、不可能だった。

			「アッピアーを引き渡して頂ければ問題ございません」

			　オウムのように繰り返す使者に、これでは埒が明かないと諦め、気付く。

			　彼はグラミア側が平和的解決を望んでいないと悟ったのだ。しかし、ここでグラミア人たちを非難することなどできない。それをすればするだけ、自分たちが苦しくなると、ガリーブ二世の老いた頭脳でも理解できた。

			　ここまで追い詰められた老王は、寝込んだ婿に代わり、武官達を集め城の外に出ると決めた。そうしなければ、民衆が暴動を起こしかねない状況まで切迫していたのだ。

			　こうして、グルラダ北で動かないグラミア軍の前に、お人好しの王に率いられたアラゴラ軍がのこのこと現れた。

			　ガリーブ二世は、王子達に甲冑を着させ、それぞれに部隊を率いさせる。戦慣れしていない息子達であったが、この大事な一戦に姿を現さないとすれば、後に影響を与えると王は考えていた。ガリーブ二世のこの思考は、まだ次があると思っている能天気さの表れで、ナルが知れば笑ったかもしれない。だが、このほうがグラミア王補佐官にとっては都合が良かった。

			　ここでアラゴラ王に、グラミアからの使者を人質にしてはどうかと発言する武官がいたが、ガリーブ二世は彼を諌め、使者を丁重に送り返している。

			「彼らを人質にしたところで変わらぬ。ならば正々堂々と戦おう」

			　アラゴラ王は、グルラダ城壁外に布陣すると、獲物を見つけた虎のように動きだしたグラミア諸侯の軍に目を細めた。

			「ずっと待っておったんだろうのう……」

			　他人事のような言葉も、彼の置かれた状況では憐れですらある。これまで、民や貴族を思いやり、称えられてきた王は、彼らによって追い詰められたとも言える。

			　ルマニア公爵マルームはこの時、アラゴラ王軍が続々と現れるのを待ってやった。アルウィンはさっさと撃ち破ろうと主張したが、マルームの言によって、彼の考えを尊重すると決める。

			「一国の王、最後の戦場です。せめて民達に、堂々と戦う王の姿を見せたいでしょう」

			「おもしろい事を言う。マルーム卿がそのような御仁とは知らなんだ」

			　アルウィンはカラカラと笑った。

			　政務卿は本国、王とも連絡を取りながら、アラゴラ侵略中の中小貴族達を束ねるのに忙しいので、軍権をマルームに任せるといい、本営から離れると口にした。

			　これは、指揮官は二人もいらないとアルウィンが考えたからで、この度のアラゴラ侵略は、マルームの苦労によって成功が目前であると思い、彼に譲ったのだ。

			　これを悟ったマルームは立ち去る政務卿に一礼し、士官達に声を荒げた。

			「いざ戦闘が始まれば別だ。徹底的に倒せ」

			　グラミア王国歴一一六年、新緑月（三月）下旬。

			　グルラダの戦いが始まった。

						  

				　　　　　　　

				


			　陽光が中天に昇りきったとほぼ同時に、グルラダ北一〇〇〇デール（一キロメートル）の地点で両軍はぶつかった。戦術的に目を見張るものは特にないこの戦いの中でも、兵達はいつものように真剣に殺し合う。

			　ただ、この戦闘で初めて、グラミア騎兵が弩を使っている。

			　キリヤ伯爵サヒンが進めていた弩の配備を、ダリウスが騎兵に持たせたのだ。

			　弓というのは、簡単に思えて難しい。

			　例えばナルは、剣は無理だから弓をと考え練習をした事があったが、見た目以上に筋力を使うのだと驚き、早々に諦めた。

			　飛距離と狙いを求めると、素人が簡単に扱える武器ではないのだが、それを騎乗でとなると難易度はさらに上がる。訓練された兵でも難しい。だが、この騎兵に弓を持たせる事、正確には弩であるが、これが非常に有効であるとダリウスによって証明された。

			　彼は騎兵を敵に突撃させると見せかけて、アラゴラ王軍を備えさせると、馬首を巡らし敵軍に並走させた。そこで、走る馬達に乗ったまま、弩の斉射を敵に浴びせたのだ。そして、その弱点である装填時間も、馬の利点を活かして素早く距離を取ることで補う。

			　彼の指揮で、接近しては弩を放ち、すぐに離れて装填するを繰り返すグラミア騎兵によって、アラゴラ王軍は白兵戦に移るより早く、陣形を乱し、浮足立つ。当然、アラゴラ軍からも騎兵が飛び出し、ダリウス率いる騎兵を追うが、直線的に迫るその連隊を、ダリウス指揮下の騎兵連隊は曲線の動きで躱し、弩の矢を浴びせる。

			　アラゴラ軍は歩兵も騎兵も陣形と隊列を乱し、まともな指揮が執れない王子達は、洗練された指揮のダリウスとマルームに翻弄された。

			　グラミア人達が剣、槍をかざしてアラゴラ軍にぶつかり、両翼、中央ともにグラミア軍がアラゴラ軍を薙ぎ倒して行く。

			　勝負はこれでついた。

			　マルームは両翼を広がらせ、ダリウスによって右往左往する敵を包囲すると、完璧に連動する部隊群の攻撃で、アラゴラ軍を包囲の中心に追い立てて行く。

			　この時、ガリーブ二世は士官達に後退を勧められるも、王子を先に逃がせと言い、彼自身はあくまでも戦場に残った。

			　アラゴラ王軍本陣近くでも怒声が飛び交い、護衛達がその度に腰の剣に手を伸ばす。

			　立ち枯れた木のような老王の身体からも、さすがに汗がにじみ出ていた。

			　戦闘開始からずいぶんと時は経ち、アラゴラ軍敗色濃厚となった夕刻、ついにグラミア軍は完全にアラゴラ軍を包囲していた。

			　アラゴラ王の近くで、兵達の悲鳴が連なる。アラゴラ語のそれに、グラミア語の怒声が重なり、護衛達が一斉に立ち上がった。退かない王を守るべく、彼らはここで一人でも多くの敵兵を討ち取ると決めたのだが、アラゴラ軍中を突破したグラミアの剣士を見て、揃って足が竦んでしまった。

			　全身を返り血で赤く染め上げ、褐色の肌も血と汗で滑らし、茶色であったはずの髪は、赤い塗料のような滑った液体を地に滴らせていた。

			　ダリウスは馬から降りて、ナルの望みを叶える為に血路を開いた。彼は、アラゴラ王の護衛達を睨むと、右手の剣を地面に突き刺し、敵から奪っていた左手の剣をぶんと一度だけ振った。その凄まじさは、護衛達の誰もが肉眼で剣の動きを追えなかった速度に全てが凝縮されている。

			　雷神トールアンに続き、ルマニア公爵軍から王補佐官付武官となったルナイスが現れる。こちらも負けず劣らずの勇戦を語らずとも主張していた。その彼らの部下達が、群がるアラゴラ兵達に怒鳴り返し、一瞬だけガリーブ二世の周辺は静寂となる。

			　この時、勇戦した者達が左右に開き、後方に目配せをした。

			　グラミア兵達が道を作り、アラゴラ王の前に背の低い男が現れる。

			　戦場にあって、場違いなほどに汚れの無い白いマントを風に揺らし、青いローブは瑠璃色に澄んでいた。胸に描かれたグラミアの六連星を、彼は誇らし気にさらして歩いた。

			「アラゴラ王ガリーブ二世陛下はこちらかな？」

			　視線を動かし周囲に問うたナルは、アラゴラ王の護衛達に睨まれるも、怯む事なく歩を進め、ダリウスとルナイスが後ろに続く。

			「おられんか？　もう逃げたか？」

			　ナルの発言に、幾人ものアラゴラ人達が剣に手をかけ怒鳴り返した時、老王は彼らを止め、立ち上がった。

			「予が王だ。貴公は？」

			　ナルの視線が、ガリーブ二世で止まる。

			「お初にお目にかかります。グラミア王国で王補佐官を拝命しておりますナル・サトウと申します」

			　ガリーブ二世に一礼したナルの背後で、ダリウスとルナイス、そして彼らの部下達が動いた。

			　白刃が幾本も煌めき、陽光を反射させガリーブ二世に瞼を閉じさせる。その老王の鼻腔は血の濃い匂いに支配され、鼓膜には幾人もの悲鳴が飛び込んできた。

			　瞬く間に血祭りにあげられた護衛達の中にあって、王は腰を抜かす事すらできず、ただ茫然と立っている。

			　ナルが、指をパチンと鳴らした。

			「参りましょうか……最後に大仕事をして頂かねばなりませぬ」

			　問答無用とはこの事であった。

			　ガリーブ二世はグラミア人達に捕えられ、怯える間もなく連れ去られる。

			　戦場では、王を捕まえたと騒ぎ立てるグラミア人達の大声によって、アラゴラ軍がついに潰走を始めた。

			「予……予をどうするつもりだ？　殺すなら殺せ」

			「いえいえ……王子達が皆、戦死した今、貴方にしかできぬ事がありますから」

			　背の低い男によって、息子達が戦死したと知らされた王は、わなわなと震え、深い顔の皺を涙で濡らした。

			「お……王族を殺したのか!?　捕縛もせず斬り捨てるなど、グラミア人は蛮族と変わらぬ事をしたのか!?」

			　怒りと悲しみが老人に力を与え、その細い身体から出たとは思えない声の大きさに、周囲のグラミア人達も驚いてガリーブ二世を見たが、罵声を浴びせられたナルは、肩越しに王を見ただけだった。

			　この時のナルの目を、ダリウスは後にこう言っている。

			『人を軽蔑し、ゴミのように見る目があるとすれば、あの時のナルの目がそれだ』

			　ナルは、引きずられながら喚く王の声にうんざりしながら、もう振り向く事すらしなかった。王の言葉とは思えぬ汚い罵りを彼に浴びせるガリーブ二世は、声が枯れても小男を呪い続ける。

			「ナル殿、黙らせましょうか？」

			　ルナイスの言葉に、王補佐官は首を小さく左右に振った。

			「言わせておけばいい。泣こうが喚こうが息子らは戻らない。それに、あの老人はな……俺を罵っているようで、自分に向けているのさ」

			　ナルは言葉と共に笑った。

			　その笑みの形容しがたい凄みに、ルナイスは喉を鳴らし、歩く速度を落とした。

						  

				　　　　　　　

				


			　アラゴラ王軍がグルラダ城壁外での戦闘で、グラミア諸侯の軍に大敗した。しかしグルラダ市中に侵入しないグラミア人達。

			　彼らは王の到着を待っていたのだ。

			　そして、戦闘終結から二日後の昼前、グラミア王がグルラダに到着する。

			　イシュリーンは銀色の長髪を手で押さえ、風に乱されるのを嫌うように馬車から降りた。

			　近衛連隊の兵達が整列し剣を掲げた間を、彼女は顎先をつんと逸らし、踵で大地を踏むように歩く。

			　その彼女の前方には、ルマニア、ルブリン両公爵の軍兵が悉くひれ伏し、グラミアの六連星旗をずらりと並べ、彼女を出迎えていた。

			　なかなか大袈裟な出迎えだ。

			　苦笑した王は、二人の公爵に歩み寄り口を開く。

			「ルマニア公爵」

			　王の腹に沈む声を受け、マルームは片膝を折り畏まる。

			「私の言を聞かず、軍を動かしたその罪は重いが、釈明できるか？」

			　マルームはただ平伏し沈黙を守った。

			「恐れながら、申し上げます」

			　王補佐官の声に、イシュリーンは顎を引く。

			　王の出迎えに現れた二人の公爵の後方、士官達がずらりと並ぶその中から、会いたくて堪らなかった男が姿を現し、イシュリーンは駆け出しそうになるも、懸命に堪えた。

			　ナルは、マルームのやや後方に跪き、額を地につけ口を開く。

			「恐れながら、マルーム閣下に罪はございません。閣下は此度の発端、アラゴラ北部の民が越境し漁をした事に対し、独自に調査し背後にアラゴラ王家の存在を掴んでおりました。ですが、証拠が無かったがゆえに、陛下のお叱りを覚悟で事を進めたのでございますれば、彼の働き無くして、アラゴラ王家の悪事は暴かれなかったものと存じます」

			　イシュリーンの背後で、新任の書記官が忙しく筆を動かす。それを待つように呼吸をした王は、風になびく六連星旗を見つめていた。

			「陛下、私からもルマニア公を擁護させて頂きたく」

			　アルウィンの芝居がかった声に、笑い声をぶつけて遮ったイシュリーンは、居並ぶ者達が何事かと見守る中で、マルームにただ一言だけを放つ。

			「許す」

			　マルームが勢いよく一礼し、額を地面にこすりつける。

			　アラゴラを蹂躙した大貴族であっても、この王には勝てないのかと兵達でさえ畏敬を覚え、一斉に頭こうべを垂れた時、アルウィンが勢いよく立ち上がり、大音声を発した。

			「王陛下ご到着！　これより、グルラダに入る！」

			　士官達が立ち上がり、兵達がそれに続く。だが、マルームは地面にひれ伏したまま動かない。

			　イシュリーンがその公爵に歩み寄り、膝を折ると彼の肩にそっと手を置いた。

			「大儀であった。したくない役回り、見事に演じてくれたな」

			　マルームは顔をあげ、瞼を閉じると王に続いて立ち上がる。その光景を、書記官が細かく記載するのを眺め、ダリウスがナルを肘で小突いた。

			「おい、悪人。お前はとんでもない悪人だ。後世の人達まで騙すか」

			「それは褒め言葉だ」

			　笑ったナルは、自分の名を呼ぶ王の声に視線を転じた。

			「ナル！　話がある。馬車に乗れ。誰にも聞かれたくない」

			　ナルが一礼し、兵達とすれ違うように馬車に向かう。その彼の前方を歩く王の足取りは、今にも踊りだしそうなほど軽やかなもので、ナルは喜んでもらえて良かったと微笑んだ。苦労して策謀をめぐらし、限られた兵力で成功したからこそ、彼女がこうまで上機嫌なのだと思ったナルは、王に続き、馬車の中に乗り込む。

			　彼が扉を閉じたと同時に、ナルはイシュリーンによって座席に押し倒されていた。

			　驚いて叫ぼうとした彼は、唇の前に人差し指を立て、緑色の瞳をくりくりと輝かせる彼女に見惚れる。

			「ナル、ナルだ……良かった。無事で良かった。ずっと会いたかったぞ、ナル」

			　ナルは、彼女の髪に手を伸ばし、優しく撫でながら力を込めた。

			　イシュリーンは抗いもせず、顔を彼に近づけた。二人は鼻先を触れあわせ、唇を重ねる。

			　馬車が揺れ出し、グルラダに向かっているとナルは感じた。

			「イシュリーン、離れて……グルラダに入るよ」

			「嫌だ。窓を開けなければ問題ない。このままナルとくっついている」

			　王ではなく、恋人になったイシュリーンを抱きしめたまま、ナルは馬車に揺られ、グルラダの城門をくぐった。

			　この時、グラミア軍の先頭にはガリーブ二世の姿があり、彼の呼びかけで城門は抵抗なく開かれ、それは王城の門も同じだったとされる。

			　グラミア王国歴一一六年、新緑月（三月）二十九日。

			　グラミア諸侯と王軍、総勢五五〇〇人がグルラダ市街地に入るも、混乱はなかった。それはグラミア人によるアラゴラ統治が速やかに進められる前触れであったのかもしれない。

			　アラゴラ王ガリーブ二世は、この日に隠居を発表し、王子達の戦死を公にした。さらに、今回の騒動の責任を取るとし、グラミア王イシュリーンに従うと続けた老王。

			　魂が抜けたような彼の姿に、民達は同情を向けなかった。なぜなら、彼が策略を巡らせさえしなければ、これまで通り、誰にも好かれる王のままであったなら、グラミア人達の侵略にさらされる事もなく、王子達も死ぬ必要は無かったと知っているからだ。

			　グルラダの城に入ったイシュリーンは、戦闘で命を失ったグラミア人、アラゴラ人の慰霊祭を執り行い、戦争の終結を宣言した。

			　地方では命からがら逃げ延びた諸侯の抵抗がまだあるが、大勢は決したといえる。なにより、アラゴラの民衆が、安定を彼等に齎そうとするイシュリーンを歓迎した事が大きい。

			　アラゴラ王国は事実上、グラミアに下った。

                			

	








			
			　アルメニア王国軍二万は、完全武装でロゼニア地方に集結した。北はトラスベリア王国選帝公シェブール公とコーレイト王国、南西は南部都市国家連合と敵を抱えるこの国が、精鋭のみを集めて編制されたベルーズド師団とゴルゴア師団を中心に対帝国の前線であるロゼニア半島北部に入った理由は、アルメニア王国軍元帥の言を借りれば分かりやすい。

			「南部都市国家連合を扇動し、我が国の国益を脅かしたその罪は重い。教皇が変わったからといって、消えるものではないと知れ」

			　王国元帥カミュル・トルキア・モリペレント公爵は、王国元老院の出兵賛成を取り付け、神聖スーザ帝国にこう突きつけている。

			　この帝国を罰する軍勢に、ベルベット・シェスターは同行していた。彼女は王宮全体を外敵の魔法から守る宮廷主席魔導士であり、王の護衛を任務とする外人連隊近衛大隊長なのだが、職責を無視している。

			「隕石召喚シューティングスターを王宮に落とされたくなかったら、連れて行ってください！」

			　脅迫と懇願を混ぜた彼女の物言いに、カミュルを説得したのは王ヨハン本人であった。

			「叔父上、憂さ晴らしで死人がでるのはまずい。王宮にはレニン先生もいるし、大丈夫だろう」

			　幼少から少年期まで、レニンはヨハンを師事していたので、王は未だに彼女をこう呼ぶ。

			　かくして、ベルベットは大手を振ってカミュルの軍勢に同行していたのだが、ロゼニアに入るなり別行動を取った。

			「ロゼニー山地に行くのだ。ロゼニーモンタニュという山岳犬は希少種だ。それにロゼニー山地は梟の生息地なのだ」

			　それが目的だったのかと、言われたカミュルは苦笑で別行動を許した。どうせロゼニー山地を通過して帝国領に行くからだが、彼女はそうと気付いて釘を刺すことを忘れない。

			「アルメニアも、帝国も、ロゼニー山地で戦争したら皆殺しにします」

			　実際に、それができるかは別として、魔導士としてずば抜けた力を持つ少女の発言に、カミュルは無表情で、「お前は誰の味方だ？」と問うたが、彼女は可愛らしい顔を微笑へと変化させ答えた。

			「ロゼニー山地に限っていえば、ロゼニーモンタニュと梟、それからカミュル様の順です」

			「わかった、もう行け」

			　三番目で良かったとはカミュルは言わない。

			　このような経緯を経て、ベルベットはロゼニー山地西端にいた。アルメニア王国ロゼニア地方と、神聖スーザ帝国ベルン地方の境であるこの山地は、ロゼニーモンタニュという山岳犬の生息地として有名だ。

			　トリノから馬で駆けに駆けて到着した山道入口の村付近で、ベルベットは母譲りの赤い瞳を輝かせてロゼニーモンタニュと呼ばれる犬達を見ていた。村を囲む森は深いが、犬達が休む場所は小川のほとりで開けた場所であった。その一帯はダンデリオンの群生地で、緑の絨毯に黄の花々が鮮やかである。小川の澄んだせせらぎに小鳥達の囀りが、豊かな自然の営みをベルベットに教えてくれた。彼女は、ロゼニア地方で古くから愛されている山岳犬を前に機嫌が良く、可愛らしい笑みに興奮を加えた表情で、横たわる犬達の中で一際大きな犬にそっと歩み寄る。相手が警戒していると知った彼女は、地面に腹這いになると、犬と視線を合わせないように注意しつつ眺めて、敵意はないと伝わるまで動かない。スカートの裾がめくりあがり、脚がさらされて護衛達が慌てたが、この少女にはどうでも良い事であった。

			「ふふふふぅ……白い毛に白い尻尾だぁ……図鑑で見たのと一緒なのだ。ドゥドラ、ロゼニーモンタニュはな、旅人にくっついて山地を東に西に移動するのだ。人が山の中で迷ったり、獣に襲われないように、案内役をする賢い犬なのだぁ」

			　少女の後ろで、彼女に名を呼ばれた外人連隊の中隊長が「すごいですね」「素敵ですね」と相槌を打つ。

			　ここで犬が少女を眺め、尻尾をゆっくりと左右に振った。

			　ベルベットは喜び、右手をゆっくり犬へと差し出す。犬が彼女の手を嗅ぎ、立ち上がるとベルベットの近くで伏せの体勢を取る。

			「触ってもいいのか？　ありがとう」

			　ベルベットが犬の身体を撫で、耳の付け根を擦った。犬は心地よさそうに舌を出し、耳を倒して少女を見つめる。

			「ベルベット様、そろそろいいですか？」

			「駄目！　しばらく待て」

			　一瞥もされず言い放たれたドゥドラは苦笑する。そして、ダリウスがアルメニアを去った後、後釜に自分を選んでくれた少女の為に待つかと姿勢を崩した。

			「周辺の警戒はしろ。しばらく待機だ」

			　ドゥドラの指示に、髑髏面をつけた傭兵達が頷く。彼等が役割を決めて離れたと同時、命じた中隊長はベルベットに撫でられ尻尾をブンブンと振る犬を眺めた。

			　大きいとしか思わない。

			　アルメニアやゴーダで軍用犬として一般的なゴーダ犬は小さいが、それに見慣れている彼には、同じ犬とは思えないでいる。

			　昨日の午後に出発し、仮眠程度の休憩しか取らず移動してきた彼等であるが、傭兵達は軽妙な動作である。そして彼等を引き連れているベルベットも、疲れなど全く見せない。彼女はロゼニーモンタニュの群れとすっかり打ち解けていて、囲まれて笑顔を咲かせていた。

			「犬はいい。絶対に裏切らない。どんなつらい目に遭わされようとも、信じようとする。それに引き換え人間はどうだ？　金、権力ですぐに転ぶ」

			　少女の口から発せられた言葉に、ドゥドラは手を腰に当てた。金で人を殺す傭兵の彼には、少しばかり耳が痛い。

			「ベル様、そろそろ帰りませんと……」

			「うるさい奴だな。帰りたければ先に帰れ。ダリウスなら好きなだけ付き合ってくれたぞ」

			　今、彼女の口から出た名を持つ男が、アルメニアを訪ねて以来、ベルベットは機嫌が悪い。

			　アルメニア外人連隊の連隊長として、勇名を馳せたペルシア人が故郷に帰ると職を辞した時、ベルベットは一緒にペルシアに行くとまで騒いでいた。それを宥める為に周囲は大陸中から珍しい犬や猫を集めた。また、誰かは分からないが父親の説得もあったらしい経緯を経て、彼女は我慢することにした。

			「我慢する。だがダリウス。妻を娶る時は迎えに来い。ふたつ返事で快諾してやる。私はお前の子を産みたい。強大な魔力を持つ私の卵子と、強い武人のお前の精子がくっつけば、どんな逸材が生まれるのか興味ある」

			　これを少女に言われたダリウスは、目を白黒とさせて退散したが、その彼がペルシアに帰らず──これはベルベットが一方的に思っている事であるが、彼女との約束を破って、グラミアで田舎の女にうつつを抜かしていると知って、ずっと機嫌が悪いのだ。

			「ベル様、ダリウス卿にも事情があります。彼はベル様の僕しもべではありませんよ」

			　大人の意見に、少女は無視で返した。

			　腹を見せ、撫でられるがままになったロゼニーモンタニュの鼻先を撫でる少女に、ドゥドラの言葉が紡がれる。

			「それにベル様はまだ一四歳になったばかり。結婚などできませんよ」

			　アルメニアでは、成人せねば夫婦になれない。つまり男女とも一六歳を超える必要がある。

			「私はダリウスの子が欲しいのだ。ああまで強い男の種なら、それに私の魔力が加われば、どんな逸材が生まれるか興味深い。血統が全てではないが、無視はできない。それに私は初潮をとっくに迎えているから、いつでも子供が産めるぞ」

			　これが少女の言う事かとドゥドラは困り果て、近くにいた護衛の一人も釣られて苦笑いをした。レニン・シェスターは子育てを間違ったと断じたドゥドラの視線の先で、ベルベットが深紅のローブを揺すって立ち上がる。犬達が彼女の隣に立ち、主を見るかのような視線を彼女に送ることで、少女を喜ばせた。

			「さて、村に戻って仔犬を見よう。そうして夜まで過ごして……ふっふっふ……梟はいいぞぉ。ポポポって鳴くのだぁ」

			　嫌な予感に、ドゥドラは注意する。

			「仔犬……まさか欲しいとおっしゃるのではないでしょうね？」

			　彼の言葉に、少女はカラカラと笑い答えた。

			「ロゼニーモンタニュが生きる場所はここなのだ。でも……ついて来たいという子がいれば、連れて帰るのだ」

			　始まったかと、ドゥドラが溜め息を吐く。

			「既に王宮ではベルベット様の犬の世話の為に、年間一〇〇〇万フラム近くの予算が使われていますよ。職権乱用だと野党から責められたばかりでしょう？　それだけの金があれば、生活困窮者達を何人、救える事か……」

			「努力せず、努力をしても何も成せない能無し達、それでいて要求だけは一人前にする愚かしい人間がいくら死のうが、動植物達と私には関係のない事であるのだ」

			　説教を暴論で黙らせた少女は、歩き出そうとして動きを止めた。

			　ロゼニーモンタニュ達が、一斉に耳をピンと立て、森の方向に唸る。

			「龍！　隊長！　龍です！」

			　部下の悲鳴に、ドゥドラが身構える。

			　木々が伸ばした枝葉の先から、腹に沈むような低音の唸り声が大きくなる。

			　草木がざわつき、それが現れた。

			　全身を黒一色に染めた二デール（二メートル）の人間だとドゥドラが見た化け物は、滑ったような肌をさらし、筋肉質な身体をベルベットと傭兵達の前にさらした。

			　頭部からはねじり曲がった角が二本生え、赤い目が二つだけある顔は、間違いなく人間達に向けられていた。

			　ドゥドラが、刺激するなと集まる部下達に動作で命じたが、ベルベットが珍しく緊張した声を出す。

			「魔龍ドラゴだ！　この龍は襲ってくるのだ！」

			　ベルベットは叫び、犬達を守るように展開しろと護衛達に命じる。

			「戦わねばなりませんか!?」

			　彼の声に、少女は怒鳴った。

			「魔龍ドラゴは問答無用で人を襲う。だから魔龍ドラゴと呼ばれているのだ。死にたくなければ戦え！」

			　だから早く帰ろうと言ったのだと、愚痴を溜めこんだドゥドラは長剣を右手に、短剣を左手に持つ。彼の周囲でも髑髏面達がそれぞれの武器を手に身構えた。魔龍ドラゴは目を一瞬だけ赤く点滅させると、残光を残して横に動く。一瞬で接近された傭兵の一人が、鋭い殴打を盾で受けたが弾き飛ばされた。地面を転がり膝立ちに構えた傭兵が、仲間たちに注意を促す。

			「恐ろしく速いぞ！」

			　ドゥドラは前進した。だらりと下げた二つの剣と、緊張感のない歩みは隙だらけに見えたが、魔龍ドラゴは彼を睨むように立ち動かない。

			　ベルベットはここで、右手を頭上に突き出した。瞬時に現れた巨大な火球に、彼女の魔力と熟練が計れるというもので、傭兵達は味方とはいえ末恐ろしさを覚える。

			　彼女が発した火球が魔龍ドラゴに迫る。しかし化け物は右手で炎を受け止め、違う方向へと払い飛ばした。そこにいた傭兵達が横転し逃げる。土埃に爆炎が混じり、轟音は鳥達の悲鳴を掻き消す。

			　魔龍ドラゴが、ひどく耳障りな声を発した。それは擦りガラスに爪を立てて滑らしたような音が混じるもので、聞く者に不快感を与える。

			『メイジタイプヒューマノイド一体。その他不明、新型と認識。データ転送』

			「戦闘中にゴチャゴチャと！」

			　ドゥドラは叫び地面を蹴ると魔龍ドラゴに突進した。彼は長剣を水平に払い、左の短剣を突いた。魔龍ドラゴは腕で剣を受け止め、後退しつつ屈む。跳躍したドゥドラは、魔龍ドラゴの体当たりから逃れた。空中で回転して長剣と短剣を魔龍ドラゴの背に打ち込み、折れた剣を投げ捨てたドゥドラが着地と同時に走る。彼を掩護すべく傭兵達が動くと、魔龍ドラゴは白刃の煌めきの中心で吠える。

			　獣にも人にも似つかぬ咆哮は、どうやって発音しているのか不明な程で、外人連隊の猛者たちは気味悪さから距離を取った。しかし一人が一瞬で捕まり、肩を掴まれたと同時に骨を砕かれた。苦痛の叫びをあげるより早く、彼は魔龍ドラゴの顔が変化したのを眼前で見て固まる。

			　パクリと割れて現れた口は、人でたとえるならば耳まで裂けたようなと形容されるだろう。そして鮫のような牙が生え揃っていると書くに違いない。

			　魔龍ドラゴが、捕まえた傭兵の顔面を一瞬で噛み千切った。顔の半分を失った男が、脳漿と血液を噴き出しながら崩れ落ちる。

			「化け物め！」

			　ドゥドラは、死んだ仲間の長剣を拾うと同時に一閃していた。

			　魔龍ドラゴの腹に入った一撃は、だが掠り傷さえ負わせられない。甲高い音は、剣が折れた音である。

			　半分程になった剣で、ドラゴの蹴りを防いだドゥドラは、ベルベットが指先に光を点しているのを見た。反転し、側転して敵の追撃から逃れた彼は、部下達の援護で叫ぶことが許された。

			「ベル様！　召喚魔法は駄目です」

			「違う！　古代魔法だ！　犬達が死んじゃうのだ！」

			　俺達の為じゃないのか！

			　ドゥドラの思考が声になる余裕などない。

			　傭兵達の攻撃を悉く受け止めた魔龍ドラゴが、右腕を振るい一人を跳ね飛ばし、左足を蹴り上げ、二人目を宙に浮かした。殴打、蹴りを受けた瞬間、人の身体はこうまで脆いのかと驚くほどに破壊されていた。骨とは簡単に折れるのだと人間達に知らしめていた。

			　腹部を蹴られた傭兵は、破裂した背中から内臓と骨を噴き出して絶命していた。

			　顔面を殴られた男は、首から上が爆発したように弾けて無くなっていた。

			　赤く汚れた身体のままで、魔龍ドラゴが立つ。その目が再び赤く光り、次の瞬間、ドゥドラは勘で後ろに飛んだ。

			　正解だった。

			　一瞬前まで自分がいた地点に、魔龍ドラゴが拳を突き出した格好で止まっていた。

			「巨大な玉座に相応しき王、偉大な力は万物の源、気高き王を讃えし……」

			　ベルベットが、呪文を詠唱しながら空中に浮かぶ。彼女の指先に点る光が、宙に幾層にも及ぶ積層型の立体魔法陣を描いている。

			「時間を稼げ！」

			　ドゥドラの怒声に、部下達が動く。そして彼も果敢に前に出た。ダリウスの下で、数多の戦場を潜り抜けて来た彼が、時間稼ぎに徹するほどの相手は、人間達の攻撃を嘲笑うかの如く奇声を発して受け止め続ける。そして斬撃と斬撃の隙間の空白で、魔龍ドラゴにしか認識できないほどの一瞬で、鋭く強い反撃を繰り出す。

			　ドゥドラは死体から奪った剣をまた折られ、彼の部下達も盾、武器を失った。

			　魔龍ドラゴが勝利を確信したかのように、不気味な口を醜く歪める。

			　ドゥドラは、ベルベットだけでも逃がすと肩越しに少女を見た。

			　彼女は、空中でくるくると舞い、左手を前方に突き出す。

			　光る魔法陣が高速で回転、点滅し、半瞬後には凄まじい光を放射した。眩い放射は一点に凝縮され、爆発するかのように膨れ弾ける。光の強さに誰もが動けず、目を閉じつつ腕で顔を庇った。

			　静寂。

			　煌めきは大気に溶けるように消えた。

			　そして、誰もがそれを見る。魔龍ドラゴでさえ、動くことを忘れたように立った。

			　何も存在していなかった空間に、ドゥドラと魔龍ドラゴの中間に、それは現れた。

			　巨大な翼で身体を隠した美しい女性。ふわりと広げられた翼は、鳩に似ていた。白い羽毛が眩く輝き散り乱れ、白く艶のある柔肌の彼女は裸身であった。

			「女!?」

			　ドゥドラの声に、ベルベットの鋭い一声が重なる。

			「ベルゼビュート！　我わの敵を撃て！」

			　ベルゼビュートと呼ばれた裸身の女性が、抑揚のない言語を発する。

			「西暦七〇四五年。四月一日一三時二五分三二秒。北緯四六度二七分〇秒。東経一一度五一分〇秒。宙対地攻撃衛生通信確認。六基健在。建御雷神タケミカヅチ待機スタンバイ」

			　ベルゼビュートが、陽光を反射して黄金に輝く翼を勢いよく動かす。その度に金粉を舞わせると両手を頭上にかざした。

			「目標視認。目標捕縛。建御雷神タケミカヅチ照準固定」

			　ベルベットの古代魔法によって現れた女性が、居並ぶ者達には何語か分からない言葉で喋る。もし、この場にナルがいれば、それが日本語であると知って驚いているに違いない。

			　ベルゼビュートが両手を素早く振り下ろす。

			「発射」

			　見えない鎖で縛られたように動かなかった魔龍ドラゴが、怒りからか、恐怖からか、空を仰いだ。

			　空の雲が割れ、そこから地上に光が走る。見えた時には地面に到達していた程の速度だった。

			　天空から降った細く鋭い光線に、左肩から右わき腹を貫かれた魔龍ドラゴは、大量の液体をその穴から噴き出し、おぞましい悲鳴をあげ倒れる。

			　光線は魔龍ドラゴを貫いた後もさらに進み、地中深くまで到達していて、その穴へと化け物の身体から溢れる液体が注がれていた。

			「目標沈黙。壱星重工製Ｍ二七六タイプの殲滅作戦用対人兵器と」

			　ベルゼビュートが言葉を続けていたが、ベルベットはそれを遮る。

			「意味の分からぬ言葉をべらべらと……うるさい。消えろ」

			　ベルベットの言葉に、微笑んだ翼を持つ女性の身体が崩れていく。光の砂が風にさらわれるように、さらさらと頭部から足先まで瞬く間に消えた。

			「ベル様……助かりましたが、召喚魔法は駄目ですぞ」

			　ドゥドラが安堵と共に言った。

			「古代魔法なのだ」

			「禁呪ではないので？」

			「禁呪なのだ。お前達も助けてやったのだ。文句言うな」

			　犬のついでだと、彼女は言わない。

			　びくびくと痙攣する化け物を眺め、ドゥドラが彼女に問う。

			「ベルゼビュート？　でしたか？」

			「そうだ……古代文明時代の魔法なのだ……復活させたのは私が賢いからだ。ま、仕組みを教えてやろうにも時間がもったいない。しかし、まだまだだな……呪文をいちいち唱えないと完成できないようでは、母上を殺す事などできない」

			　恐ろしい事をさらりと言った少女は、動揺で固まった男達を睥睨する。

			「何をしている？　さっさと龍を運べ」

			「運ぶ!?　あれを運ぶのですか!?」

			　ドゥドラの叫びに、生き残った部下達も我が意を得たりと頷き、ベルベットを見た。その視線を受けた少女が首を傾げる。その仕草だけを見れば、美しく可憐な少女にしか見えない。

			「当たり前だ。こんな貴重な研究対象が目の前にあるというのに運ばない手はないのだ。運べ」

			　悩む大人達をその場に残し、彼女は口笛を吹いて犬達を呼ぶと、さっさと村の方向へと歩く。そして考える。

			　龍でさえ倒せる強大な力を持ちながら、愚かな人間を殺す自由さえない自分は、何の為に産まれて来たのだろうかと。

			　母親の知的好奇心の為に、世にも珍しい男と、絶大な魔力を秘めた母の間にできた自分が、同じ理由でダリウスの子供が欲しいと思うのは異常かと自嘲した。なぜなら、それで生を受けた自分が苦しんでいるが、まだ見ぬ我が子にもそれを強いようとしている矛盾に、ベルベットは気付いているからだ。

			　だが、こうして人であるからこそ、傲慢な生き方が許されると考えている彼女は、自分を守るように歩く犬達に微笑みを向ける。大きなロゼニーモンテニュ達が、彼女の周囲を跳ねるように歩いた。

			「さっさと運べ！　解剖するのだ！」

			　少しだけ機嫌を直した少女は、いつまでも魔龍ドラゴの死骸を囲んで動かない大人達を見て笑った。

						  

				　　　　　　　

				


			　ロゼニー山地の西側玄関口たる村で、梟の観察をするために夜まで待機していたベルベットだが、ただ待っていたのではない。彼女は村長に許可を得て──というより無理矢理にだが、旅人に貸し与える小屋の一つを借りて、龍の死体を解剖しようと試みた。

			　しかし、彼女は魔龍ドラゴの皮膚に難儀している。

			　全く切れないのだ……ベルゼビュートが空けた穴から内臓を取り出すか？　いや、形が崩れるのだ……。

			　軽く響いた舌打ちは、小さな室内で大きく響いた。

			　彼女は、卓の上に横たわる魔龍ドラゴの胸を、コツコツと指先で叩いてみた。

			　これだけ硬い皮膚を持つ魔龍ドラゴを、一撃で貫いた空からの光線はいかほどの強さなのかと腕を組んだ。赤い瞳で魔龍ドラゴの傷口を捉える。肩から脇腹へと抜けている空洞は、綺麗な円形の筒だと彼女は思った。骨であろうと思われる金属片が傷口から覗くが、その切断面は滑らかで、研磨されたかのようである。臓器と思われる器官も、綺麗に抉られていた。彼女は手を突っ込み、柔らかく冷たいそこを触る。引き抜き、手についた黒い液体を鼻に近づけた。

			「……ふぅぇええ……くしゃい」

			　ベルベットは己の行いを後悔しつつ水桶に手を突っ込み洗うと、部屋の隅で大人しくしているロゼニーモンタニュに振り返る。ダルと犬を名付けた彼女は、その名を呼び、近くに招いた。

			　少女の横に座った犬は、それでも彼女の胸あたりまで達する大きさだ。彼女は結局、群れの中で最も自分に懐いた一頭を、近くに置いて可愛がっている。

			「ダル、母上の言う古代文明時代の兵器が、今の魔導士の先祖であるという説……どう思う？」

			　犬はただ鼻を鳴らしただけだった。

			「ふむぅ……しかしこの身体、どう考えてもこの世界のものではないのだ。鉄でもない……」

			　悩む彼女の左手に、ダルが頭を摺り寄せ甘える。

			　それが嬉しいベルベットは、犬の頭を撫で、耳の付け根を擦る。そうしながら、昨年の失敗を思い出していた。

			　昨年、夏も終わる頃、彼女は自宅地下の研究室で、その召喚魔法を使った。それは彼女が研究の末に考案した新しい召喚魔法だった。通常の召喚魔法で用いられる召喚陣において、異世界を指していると思われる座標は固定されたままである。この異世界をベルベットは外宇宙と仮称していた。というのも座標軸は縦、横、奥行きの三次元では説明できないほどに複雑だったからだ。五歳の時から八年間の歳月を要して到達した研究成果は、しかし彼女の望む答えではなかった。

			　解答に至る鍵である。

			　彼女は転送魔法を使うことができる。この魔法の転送陣は、召喚陣と酷似しているが、決定的に違う箇所は、転送陣の座標は三次元で説明できる点である。

			　同世界内で、指定の転送陣に人物を一瞬で送る魔法が転送魔法。呼び出すことはできない。あくまでも送るだけだ。

			　一方で、発動者の場所まで何者かを呼び出すものが召喚魔法。ただし、その座標は複雑で、少なくとも五次元であり、現在においては古代文明時代に造られた召喚陣を理解できないまま、これはそういうものだという常識として扱っているに過ぎない。

			　ベルベットは、転送陣は同世界内の距離をゼロとする通路を作る魔法で、召喚陣は外宇宙からこの世界への入口を創り出し、指定の存在を連れてくる扉だと仮定していた。こちらから外宇宙に行く魔法がないのは、意図的に隠されていると彼女は考える。とすれば、向こう側にいる者達こそ、古代文明時代に、魔法を人に授けた存在ではないのかと彼女は推理を繋げていた。

			　ベルベットは古代文明崩壊と、禁呪の謎を解きたい。これは、自分という化け物のような存在を許す世界の謎を解く手がかりになると思っていた。そして、強大な力を持つ母親を殺す力を得ることができるかもしれないと期待していた。身勝手に、興味から、ベルベットを産んだ母親を、彼女は愛した後に憎んでいる。

			　古代文明時代の研究者達は、研究成果がどのような使われ方をされるかなど考えず、己の倫理で世を計り突き進んだ結果、文明を滅ぼすまでの傲慢な研究の延長線上に私がいるのだと彼女は思う。

			　ベルベットは外宇宙に行くのが手っ取り早い解決方法だと考えたが、その方法は困難を極める。段階的に研究を進める必要があると認めて、まずは三次元に時間を加えた魔法陣を作ってみた。そして、自らが古代文明時代に飛ぶ前に、安全性を確かめる意味で発動実験を行う。それは、行くのではなく呼ぶというもので試された。通路がちゃんと通っているかを彼女は知りたかったのだ。

			　魔法は確かに発動した。

			　魔法陣は光の渦となり弾けた。しかし、逃げられたのだ。ベルベットの目の前で、凄まじい輝きを放ち散った魔法陣は、光の粒子となって地下室を彷徨い、排気口から外へと逃げて行った。もちろん、彼女は研究室から飛び出し、光の後を追う。

			　彼女の魔法は、流星のように空を飛び、東の方向に飛び去った。

			　ベルベットはダルの頭を撫でながら、記憶を辿りつつ、目の前の魔龍ドラゴの死体を眺めている。

			　流星が東に落ちても何も騒がれなかったから、山の中へでも落ちたと思いロゼニアまで来てみたが、異変はない。ペルウス星の真下に落ちたから、そう北にはズレてないはず……もっと東かな？

			　ベルベットは、心地よい犬の毛に表情を穏やかなものへと変化させる。そして魔龍ドラゴの死体に背を向けると、扉を押し開けた。

			　建物の廊下を歩くベルベットは、自分の歩みに速度を合わせる犬に喜ぶ。

			「鋭い牙を持っていても、お前はそれで私を害そうと思わないのだな？　人間とは大違いなのだ」

			　ダルは耳を少しだけ動かした。

			　少女は赤い瞳の色を濃くする。体内に流れる血液が、魔力の源である事を示すそれが、彼女の興奮で駆け巡っていた。

			「人は鋭い牙も、爪もない。だが、この地上で最も危険だ。世界を壊す程までに文明を発展させ、実際に壊した今であっても、再び危険な道を進むのだ」

			　ベルベットは外に出て、村から山の方向へと歩き出す。

			　帝国に入るのは難しいのだ……東の調査をするついでに、アラゴラのベルベスト山の古代遺跡を調査しようか……。

			　山の麓は森で、村からそこに続く細道を進む彼女は、外人連隊の傭兵達が梟の巣を地図に落とし込んでいる様子に笑う。

			「どうだ？　やはり多いか？」

			　彼女の問いに、ドゥドラが答える。

			「お喜びください。ざっと一〇の番つがいがこの辺りにいます」

			　ベルベットは大きく頷き、彼等が作った地図を覗き込む。それでいて、違う事を口にした。

			「ドゥドラ、昨年の夏……終夏の月も終わるという頃、私が失敗した魔法を覚えているな？」

			「……私はその時、貴女様の言い付けで屋敷の外で周囲を見張っておりました」

			「流星が東に駆けて、落ちたが……あれはもっと東だったようだ」

			「では、あの魔法はある意味、成功していた……ですね？」

			　ベルベットは俯き、自嘲の笑みを彼から隠した。犬が彼女を見上げ、ドゥドラが窺うように首を傾げる。

			「成功……ではない。制御できないものは意味がない……魔法陣そのものが失敗だった場合もあるが……最近、東で大きな事件は起きていないか？　化け物が現れたとか……古代文明時代の兵器が降ってきたとか……」

			「いえ……あ、そういえば、その頃に東で起きた大きな事件といえば、グラミアの内乱でしょうね。事件、事変ばかりの帝国より東一帯で、これは最も大きいと言えます」

			　ベルベットは「ふぅん」と言っただけで関心を示さない。彼女にとって情勢は興味の外である。

			「今夜と明日は梟の観測をする。それから一度、カミュル様に会いにトリノに帰る」

			　ホっとする大人達を尻目に、彼女は続ける。

			「アラゴラの双頭龍……ベルベスト山の遺跡調査をしたい。さすがにカミュル様には断りを入れておかないと駄目なのだ」

			「……元帥閣下は、戦争を前にご許可くださるでしょうか？」

			「戦争？　勝手に殺し合って死んでろなのだ。ご許可を頂くのとは違う。断りを入れると言った……お！　ここの梟の巣にはミミズクモドキが入っているのか!?」

			　彼女の弾んだ声に、それを調査した傭兵が微笑み答える。

			「はい。梟の巣に紛れ込んでいるようです。これでベルベット様の説が証明できそうですね」

			「よくやったのだ！　特別報酬を取らせるのだ！　よしよぉし！　楽しくなってきたのだぁ！」

			　ベルベットは、若い葡萄酒のように鮮やかな色の髪を舞わせて機嫌よく歩き出した。

						  

				　　　　　　　

				


			　グラミア軍がグルラダに侵入してから三日後。

			　グルラダの城に、アラゴラ国内の占領を進めているグラミア貴族達も集まっている。彼等の前で、アラゴラ王ガリーブ二世がイシュリーンに権限の譲渡を宣言し、戦争は終結した。

			　アラゴラ南部諸侯の一部が、いまだに抵抗を続けているが、イシュリーンはこれを討伐するに大軍は必要ないとし、アルウィンをアラゴラ総督に任じて、彼にアラゴラ貴族討伐も命じた。

			　新しい政務卿には、モルドバ伯爵アルキームが就くと発表された戦勝会には、中小貴族の多くも参加し、華々しさは星空の如くとなる。そしてこの夜、イシュリーンによってグルラダ市民達にも酒が振る舞われた。民達はそれを飲み、酔い、歌い踊った。つい先日まで、優しい王陛下だとガリーブ二世を称えていた事など忘れたかの如く、彼を批判し罵倒する。

			　グラミア軍で、治安維持にあたっていた国軍の指揮官ジグルドは、その様子に呆れていた。

			「これまで、民を大事にしてきた王に対し、よくもそんな事を言える……ナル殿がそれだけ見事なのかもしれないが、俺は許せん」

			　国軍の実力者の隣で、同じく治安維持に精を出していたルナイスが同意を示す。

			「彼らが夢から醒めたら驚くでしょうね」

			　二人の背後、城の大広間へと続く廊下から笑い声が漏れてくる。

			「宴に出られたらどうです？」

			　ルナイスの言葉に、ジグルドは首を左右に振った。

			「いや……俺には煌びやかな場所は似合わん。陛下の陰に立ち、お守りするのが俺の役目だ」

			　真面目な青年に、ルナイスが笑う。何がおかしいと片腕の青年が口を噤んだ時、大広間から盛大な歓声があがり、二人は背後に振り返った。

			　この時、二人の士官を振りむかせた歓声の原因は、宴に登場したイシュリーンだった。

			　銀色の長髪を結いあげ、花柄の縁取りが美しい白いドレスを身にまとった彼女は、エメラルドの耳飾りを揺らして会場に現れた。そのドレス姿であっても白いマントを羽織った王は、いつ何時も戦場に駆けつける覚悟かと諸侯を驚かせる。

			　実のところ、彼女がそれをしているのは、背中の火傷を隠す為だ。彼女はドレスが嫌いだ。それは、背中をさらす形態だからで、熱湯によって爛れた痕があるからだが、彼女がドレスを纏ったのは、ナルに着飾った自分を見せたいと悩み、妥協点を見出したゆえのことだ。

			　マントの羽根飾りが、王が歩く度に揺れる。それは、雪で染めたかのように白く美しい吹雪姫鳥アウィス・イブ・ブリュンヒルドの羽毛で作られたものだったが、王の気品をぼかすものではなかった。

			　イシュリーンは、諸侯達を労いながら、恋人の姿を探す。

			　いない。

			　ナルはそこにはいなかった。

			　彼は一人、王城の見張り塔の天辺に立ち、そこから見えるグルラダの夜景を、葡萄酒片手に眺めていたのだ。

			　貴族達の宴に、貴族ではない自分が姿を出す必要はないと思い、また、賑やかな場所は苦手だと避けた彼は、杯を満たしていた葡萄酒を既に半分ほど飲み干していた。

			　キアフの夜景に比べて明るさが少ないのは都市の規模というよりも、暗くなっても活動する機会が乏しいために外灯が少ないという理由だろう。それでもナルは、そこで生活をしている者達がいるのだと胸に刻む。策謀を巡らす時、つい忘れてしまう対象を、彼は自らの胸に刻印するかの如く、じっとグルラダ市街地を見つめていた。

			　アラゴラ併合はこれから本番を迎えるが、民の協力を得る事ができれば、そう難しくないと思えた。それよりも、東部都市国家連合への謀略が難しいと考えている。それに、帝国もいつまでも黙っていない。ベアは戦いたがっているし、アルベルトも違う理由でそうだ。

			　そしてトラスベリア。

			　グレイグ公爵が軍兵を集めているとアブリルから聞いた。こちらは対ドラガンへの軍だが、万が一にも蜥蜴とかげが選帝公に負けないようにしてやる必要がある。

			　このような事を考えていた彼だったが、疲労から頭痛を覚え、こめかみを押さえた。グルラダを陥おとして以降、頭痛に悩まされている彼だったが、この時のものは今までのものよりひどく、彼は見張り塔の手すりに凭もたれかかり身体を支える。貧血のような症状となり、座りこんで呼吸を深く、ゆっくりと繰り返した。

			　暗転した視界の中で、彼は手探りで杯を引き寄せ安堵する。この高さから下に落として、地上の誰かに当たれば、その者は無事では済まないからだ。

			　寒気に膝を抱き丸まった時、誰かに抱きしめられた。

			　こういう時、現れる人をナルはアブリルの他に知らない。

			「ナル殿、大丈夫ですか？」

			　耳に心地よいアブリルの声がナルを包み、彼は安堵し頷いた。

			「大丈夫……目眩が……」

			「お疲れなのに、お休みにならないからでございますよ」

			　彼女に、無様なところを見られたと恥じたナルは立ち上がろうとするも、それは無茶な行為だった。よろめき、彼女に支えられ、再び地べたにへたり込んだ彼は、アブリルに抱きしめられたまましばらく動かない。

			　ナルは彼女の手で髪を撫でられ、頬を撫でられ、首を撫でられた。その心地よさに、瞼を閉じたまま顔をあげる。

			　変な気持ちになる前に止めて欲しいと言うつもりだったが、開きかけた彼の唇は、アブリルの声で閉じたままとなる。

			「ナル殿……お休みになって下さい。冷たい汗……よくありません」

			　耳元で声を発せられ、ナルは瞼を開いた。

			　視力を完全に取り戻した彼は、ニカーヴで顔を隠した彼女の瞳に映る自分を見た。

			「大丈夫……ただの貧血だ。疲れているだけだよ」

			「……心配です」

			　ナルは、アブリルに抱きしめられたまま動かなかったが、視線だけを彼女から逸らした。だが、柔らかな彼女の温もりに包まれ、こうしていたいと願う自分に驚き、再度、彼女の顔を見ようとする。

			　ニカーヴに隠された素顔を見るべく、ナルは彼女の笑みを隠した薄絹を奪う。半面に火傷の痕が残る女性は、しかし、とても美しかった。いや、彼は聖人君子ではないから、例えばこれが日本で彼女と出会っていたならば、世の男性と同じく、酷い火傷に目がいき、気味悪がっていたかもしれない。彼女の事を知らずして見たなら、目を背けていたかもしれない。

			　ナルは、自分がアブリルを美しいと思うのは、つまるところ、彼女への理解と、置かれた状況によるものだとした。知らない世界で、限られた人達との拙い関係性にすがろうとする己の脆さだと彼は断じた。

			　イシュリーンにこだわったのも、思えば最初はそうだった。それがいつからか恋心に変わったのも、すがる想いがきっかけだったに過ぎない。そして、今度は恋人を守ることで己を守ろうと必死になっているだけだと自嘲する。

			　それを分かっているナルは、自分を抱き締めて温めようとしてくれるアブリルから離れると決める。そうしなければ、彼女に女性を求めてしまいそうだったからである。

			　ナルにとって幸いだったのは、体調不良で欲求が弱かったからで、彼はアブリルに「立ち上がりたい」と伝える事ができた。彼女は、緑玉の瞳を揺らし、躊躇いながらも彼から離れる。

			　ナルは、アブリルに助けられて立つと、冷や汗で濡れた背中に笑う。それにしても男のくせに情けないと、杯の中に残っていた葡萄酒を一気に飲んだ。

			　アブリルは、そんな彼を見て頬を膨らませ、次に微笑むと優しい声色で咎める。

			「そんな飲み方をしてはなりません」

			　ナルを支えようと、彼へと伸びるアブリルの手。

			　だが、ナルは優しく微笑み抗うと、動揺した彼女に伝える。

			「下りよう……俺はもう寝る。アブリルさんもゆっくり寝なよ。今夜はこれだけ兵達が歩きまわっているから安心だ」

			　階段へと足を踏み出したナルは、唐突に手を握られ立ち止まる。ゆっくりと彼が振り返った時、俯くアブリルから伸びた白い手が、剣蛸だらけでも可愛らしい手が、ナルの右手をしっかりと握っていた。

			　抗われても、彼女は懸命に彼の手を握った。

			「ナ……ナル殿、あの……」

			　ナルは、彼女が何を伝えたいかと訝しむ。

			　アブリルは、俯く事で彼から顔を隠し、声を失ったかのように口を開いては閉じと、繰り返した。

			「アブリルさん、おやすみ。いつも、ありがとうね」

			　ナルが、彼女の手を振りほどく。それは拒むというより、躊躇いを残す程に柔らかな動きであったから、アブリルは顔をあげた。

			　ナルが半身で口を開く。

			「市街地外の、諸侯の夜営地に俺の幕舎もあるからさ。そこを使って休むといいよ。俺は城の、豪華な寝台を借りて寝たいから」

			　ナルは一人で笑い、彼女に背中をさらす。アブリルは、離れる彼に駆け寄りたい気持ちを殺して、その場に残った。

			　塔から城へと続く階段を下りていくナルの背中を眺め、彼女は唇を震わせる。

			　違う。

			　アブリルは、ナルが城の寝台など望んでいないと分かっている。

			　彼は今夜も、どこかで悩むのだと知っている。

			　だから彼女は、テュルク族の神に祈る。

			「どうか、ナル殿が安らかに眠る事のできる夜を……神様……どうか、彼の為に、どうか」

			　彼女は、その場で両膝を床につけ、瞼を閉じて心から神に祈った。そして、抑えが利かなくなってきた自分の想いを必死に封じる努力をする。

			　しかし、それは無理というものだった。

			　アブリルは瞼を開き、溜め息で澄んだ空気を揺らす。

			　あの優しい人が、優しいままでいられる未来を。

			　彼女は、神に届けと顔をあげる。

			　純黒と薄闇が混ざり合う空に、数多の星々が、それぞれ違う色の輝きを発する。大きなもの、小さなものが幾千幾万と混在しつつ瞬いて薄い雲を照らす事で、淡い光の幕が彼女の頭上にかかっていた。

                			

	








			
 			　アブリルは瞼を閉じ、空気を吸う事で、騒ぐ心を静めようと努めた。

						  

				　　　　　　　

				

 			　シュケルは枢機卿会の面々を前に、ベアの為に弁護するという屈辱に耐えた。フリードリヒ二世の為と自らに言い聞かして、やりたくもない事もした彼だったが、彼の復帰が枢機卿会から提案されたのは歓迎すべき結果と言える。

			　シュケルは、ミヒャイルを筆頭とする幕僚達を集めて、リュゼへ発つ準備を始めろと命じた。そして一人、教皇庁の廊下を歩きながら考える。

			　グラミアのアラゴラ侵攻と時期を同じくしての、帝国内で発生した教皇への不信は、グラミアの手によるものと判断してまず間違いがない。それを易々と許した帝国側であるが、彼の知るハインリヒ・リッターラームが、果たして策無しであっただろうかと歩みを止めた。

			　十二の騎士団を誇る帝国にあって、最大の規模を誇る聖皇騎士団ハイトパプスト・オルディーンの真骨頂は諜報戦だ。教皇直下の内部監視を目的としたものとは違い、帝国成立から現在に至るまで、外の敵と戦い続けている聖皇騎士団ハイトパプスト・オルディーンは、グラミアの動きを知りながら、利用したのだとシュケルは判断した。

			　つまり、俺と同じか。

			　彼は薄く笑う。

			　フリードリヒ二世の帝国にあって、左遷させられた枢機卿達の意図が、聖皇騎士団ハイトパプスト・オルディーン総長を動かしていると彼は決めた。そうすれば、今の状況が説明できる。

			　そしてそれを利用する自分は、彼らを批判などできないと再び廊下を歩く。磨き上げられた大理石を踏み、進行方向左手に並ぶ窓ガラスから差し込む陽光を浴び、彼は自然と早まる鼓動に、復讐戦だと双眸を危険に光らせた。

			　シュケルはグラミアに負けたわけではないが、彼の心理としては、こうなのである。

			　ギリギリと歯軋りをした彼は、アラゴラ支配を進めるグラミアを考えた。

			　アラゴラは、戦争をしていると自覚ないまま敗れた……王が引きずり出されるまで、そうと気付いていなかったのではないか？　交渉で問題を解決できるのではないかと期待していたアラゴラ側を尻目に、グラミアは一気に詰めたのだ。

			　そして今度は、堂々とアラゴラを併合か……我らと戦うための土地を得たということか？　グラミア中央まで戦火が達しても、南から物資を北に運ぶことで戦争を維持するか？

			　彼はこれを考えたに違いないイシュリーンの側近の名前を口にしていた。

			「ナル……サトウか。ふざけた名前だ」

			　グラミア内戦時に、突然に現れたナルという男が、イシュリーンの幕下に加わった時期と、彼女の飛躍は重なっている。この事実がシュケルをして、こいつに違いないと確信させている。

			　記憶喪失でクローシュ渓谷を彷徨っていたところをイシュリーンに拾われた……か。もしかしたら、俺が二人を会わせたのかもしれんな。

			　含み笑いをしたシュケルは、すれ違う司祭や修道士の怪訝な視線にさらされたが、無視をして進み、陽光を建物内へと取りこむ窓を眺めつつ、表情を消して急ぐ。聖紅騎士団ハイローダー・オルディーンの騎士団本部へと向かっているのだ。

			　十二の騎士団は、その本部を教皇庁内に置いている。戦闘に参加していないとはいえ、枢機卿の下で国家運営の補佐をする彼らは暇ではない。

			　逆に、ベアがグラミアに必死である今こそ忙しい。

			　その急ぐ彼を呼び止める者がいた。

			「シュケル閣下……お久しぶりです」

			　背後から声をかけられ、シュケルは黒茶色の髪を揺らして振り返る。

			　艶やかな茶の長髪が美しい女性が、司祭を表すローブをまとい佇んでいた。

			「ああ、エリザどのか。負傷し帰国したと聞いたが大事ないようだな。良かった。貴女に何かあれば、天上のお父上がさぞお嘆きになられるだろう」

			　エリザの父ワーグナー・グロスクロイツは優れた枢機卿であった。ただ、有能であるがゆえに他者を見くびる弱点があり、それが仇となり戦死している。

			　まだロゼニア半島が王国として存在していた時、彼女の父は万を超える軍勢を率い、アルメニア王国東部ベルーズド公爵領へと侵攻した。そこで、当時のベルーズド公爵であったフェリエス大公によって、帝国と旧ロゼニア王国の連合軍は敗北し、エリザの父も戦死したのだ。

			　あの頃はまだ騎士でもなかった自分が、今では総長かと思ったシュケルは、微笑み歩み寄って来る女性を眺め、時が経つのは早いと感じた。

			「神と父が守って下さりました。それで……」

			「ベア猊下の事か？」

			　グロスクロイツ家は帝国内で代々、枢機卿を出す名門であったが、ワーグナーの死後、没落し多額の借金を作り、ベアの助けなくては破算していたと言われている。

			　教団内において、妹をベアに差し出し家を守った不埒な女と呼ばれながら、懸命に家を守ろうと努力するエリザを、シュケルは評価していた。

			　覚悟が無ければできない事だからだ。

			「歩きながら話そうか。ちと急いでいてな」

			　二人で並んで廊下を歩く。教団での階級は同じ司祭であった。

			「ベア猊下を補佐すべく、俺はリュゼに向かう」

			「ようございました」

			　長い睫毛を揺らして、目を伏せたエリザの横顔を眺めたシュケルは「ふむ」と頷き、視線を逸らす。

			「しかし、これではっきりしたが、グラミアはどうやら我が帝国の枢機卿会に手を伸ばしている。物事が重なり過ぎている。そうは思わぬか？」

			　シュケルの言葉に、エリザは顔をあげた。

			　総長としてみれば、エリザを介してベアに伝える事で、上役に注意を呼び掛けるつもりだったのだが、この女性はしばらく無言となった後、歩みを止める事なくシュケルに言う。

			「閣下……今晩、お食事をご一緒にいかがです？」

			　唐突な誘いに、シュケルは頬を歪めた。

			「エリザ殿……いくら妻を亡くしているからといって、俺は軽々しく女性の誘いを受ける男ではない」

			　シュケルの言葉に、彼女は頬を朱色に染めて誤解だと訴える。

			「いえ……ご相談したい事がございまして……このようなところでする事でもありませんでしたし」

			　エリザの動揺に、苦笑した総長は彼女の相談の内容を推測した。

			「ははぁ……騎士団に入りたいと申されるか？」

			　エリザの目が大きく見開かれた。

			「まあ、貴女であれば条件は満たしておられるゆえ問題はないし、いちいち面接や試験をして試す必要もないが……理由をお聞かせ願おうか」

			　二人は歩みを止めた。

			　シュケルは、ベアの指図でこの女性が騎士団に入りたいと言ってきたのかと考えたが、すぐにそれを捨てた。もし、そうであるならベアはもっと信頼できる者を仕立てるはずで、グロスクロイツ家に出資し破算を防いだという名誉が欲しかっただけの彼は、エリザを妾の姉くらいにしか見ていないとシュケルは知っていた。では、どうしてこの女性はベアの不興を被る恐れを無視して、自分の幕下に加わることを望むのかと首を捻る。

			「閣下……私は異教徒を根絶やしにする為に、この身を投じたいと願っております。シュケル閣下が、対グラミアに復帰するのであれば、そこでこそ私は戦いたいのです」

			　つまり、貴女は今のままでは帝国軍が負けると思っているのだな？

			　シュケルはエリザに目で問い、彼女はそれを受けて唇を噛みしめた。

			　聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザと、ベアの軍がうまくいくわけがないと考えているシュケルは、内に問題を抱えたまま敵と戦う愚かさを知っている。さらに新任のベア・ベルテザッカーが抱くズラン・ゴラン・ベリクレスへの対抗心がそこに加味されれば、結果は見るまでもないと判断していて、それと同じ結論に至ったエリザに感心した。

			「ベア猊下のお許しがいるが……俺が申し上げるよりも貴女からの方がいいな」

			　エリザは一礼したが、頷き離れようとした男に慌てた。

			「か……閣下」

			　何事かと立ち止まったシュケルは、感謝するエリザを見た。

			「あの……ありがとうございます」

			「まだ礼を言うのは早い。ベア猊下の許可を得る事ができねば、入れないからな。それに……傷は癒えたのかな？」

			「はい。ですが心は癒えませぬ。異教徒の血こそが、私の心を癒す薬になってくれるでしょう」

			　言ったエリザに、シュケルは目を見開く。

			　この女……先の戦闘で地獄を見たか。

			　総長は顎を引き、承知したとばかりに片手を挙げて去る。

			　歩き出した彼の後ろで、エリザが頭こうべを垂れた。

			　彼女にしてみれば、愚かではないにしても自分を良く思っていないカイザルの下で戦い続けるのは難しい。かといって、それをそのままベアに伝えたところで叱責を受け、これまで以上にやりにくくなるのは目に見えている。

			　騎士団に所属していない騎士である彼女は、そうなれば戦闘に参加する事すら難しくなり、異教徒を倒すどころか、家が傾きかねない。

			　枢機卿の幕下にありながら、それでいて独自に動く権限を持つ騎士団に入りたいと、負傷で自宅療養をしていた彼女は考え続けていた。

			　帝国において騎士とは、帝国の武官であると同時に、教団の修道士以上の位階でもある。そうでありながら戦働きがないと、武官を取りあげられ、騎士ではなくなる。

			　それはエリザの望むところでは無かった。

			　騎士であるからこそ、グロスクロイツ家は様々な恩恵、返済猶予や利息免除といったものを受けていられるのだ。

			　立ち去る聖紅騎士団ハイローダー・オルディーンの総長を見送りながら、エリザは妹からベアに頼んでもらおうと考えていた。

						  

				　　　　　　　

				


			　アラゴラにルマニア公とルブリン公の軍勢を残して、グラミア軍の一部は本国への帰路についた。グラミアの王都キアフでは、雪が消え、東西横断公道シルクロードの流通も夏にかけて増えてくるとあり、都市全体が活気を漲らせている。

			　そこに此度の戦勝と、アラゴラ王国臣従でさらに湧いた。

			　帰還する王の姿を一目見ようと、市民達が熱狂的にイシュリーンの名を叫び街道に群がる。

			「しかし、アラゴラ王家の血族を悉く黙らせたのはすごいな」

			「実質、宰相あっての王家だったのだろう。聞けば宰相は血を吐き、長くはないらしいぞ」

			「だが、アラゴラ王国はここまでされる罪を犯したのか？」

			「馬鹿か？　被害者であるグラミアが、どうして加害者の心配をしてやらねばならない？」

			　この市民達のやり取りも、キアフの外門を軍が通過すると知らされて止まり、歓声へと変わった。

			　グラミアの六連星旗を掲げた騎兵連隊を先頭に、アラゴラ王国を討ち倒したグラミア貴族達の軍勢が長蛇の列を成してキアフへと入る。

			　煌びやかな甲冑の列を誇る軍勢は、軍旗をずらりと掲げ、その隙間に諸侯それぞれの旗が並び立つ。そして六連星の中央にスイレンが描かれた王旗が現れると、民衆の歓喜が爆発する。

			　イシュリーンの名を連呼する民衆の興奮は、波のように王宮へと続く。

			　大通りを挟む建物達はいずれも、二階からグラミアの垂れ旗を外に向けている。そして大量の花弁が宙に巻かれ、女神ヴィラを称える音曲は止まない。

			　人々の熱狂と崇敬を受けるべきイシュリーンは、この時、馬車の中にいた。

			　誰からも、民の前に姿をさらし、手を振るようにと勧められたが、彼女は感情でそれを拒んだ。隣国を攻め滅ぼしたことで感傷的になっているのではない。彼女はそのような弱さを、ナルを守ると誓った際に捨てている。しかし、だからこそ彼女は今、悲しんでいた。

			　イシュリーンは、見てしまったのだ。

			　グルラダの城で、ナルを探して彷徨った彼女は、侍女達の同行さえ許さなかった。

			　イシュリーンは豪華なドレスを纏ったまま、愛しい人を探して城内をうろつき、同国人だけでなく、アラゴラ人達までも驚かせた。

			　そしてようやく、彼女は彼の背中を城の図書室で見つけた。

			　駆け寄ろうとした彼女は、ナルが激しく肩を震わせて、椅子から立ち上がり叫ぶところを目撃する。

			　グラミア語と、何語かわからない言葉を混ぜて叫ぶ彼は、立ちすくんだ彼女の前でしばらく暴れると、荒い呼吸を整えながら、再び、椅子に座る。

			「あと何人殺せばいいんだ！　俺は！」

			　ナルは、グラミア語でそう言った。

			　結局、彼女は声をかける事などできず、彼の背後で静かに扉を閉めた。

			　イシュリーンはそれから考え続けている。そして、分かっているようで、分かっていなかった自分を責め続けている。

			　ナルは、過去の自分のように、役回りを演じ続ける事で、彼女と自分の居場所を守っているのだ。そして、それに苦しんでいる事を悟った。

			　民衆の歓声も、今の彼女にはうるさいばかりで、苛立ち座席を拳で殴った。

			　全てを捨て、ナルの為だけにいたいと思うも、それをした後、彼が消えてしまったらどうするのだとも考えた彼女は、己の嫌らしさに溜め息すら出ない。

			　だが、ナルをこんなにも愛おしく思う自分の想いを、殺すなどできるはずもなく、ただただ彼に負担を強いる現在の状況でしか、二人は二人でいられないのかと悩んだ。

			　脳裏にルヒティの笑顔が蘇る。

			　彼は結局、イシュリーンに与えただけでこの世を去った。これに、彼女はこう思っている。

			「私は……ナルにも同じ事を強いているのかもしれない」

			　想いが言葉となって口から洩れ、到着を知らされても、彼女は馬車の中に留まった。

			「陛下？」

			　ナルの声で我に帰ったイシュリーンは、躊躇いがちに馬車の扉を叩く音に応じる。

			「出る」

			　扉が開かれ、馬車の外に出た彼女は、そこにナルの笑顔を見つけた。

			　イシュリーンの視界が、ぐにゃりと歪む。

			　涙が溢れそうになるのを俯き隠した王が、足早に王宮へと進んだ。

			　近衛連隊と共に王を守っていたジグルドでさえ、イシュリーンが取った行動の理由が分からず、ただ機嫌は良くないのだと思うに留まる。そして、その原因はナルとの間にあると悟った。

			　彼は、呆けたように立つ王補佐官へと歩み寄る。

			「ナル殿、行って差し上げよ」

			　ナルは、ジグルドを見た。名乗り合ったのは数日前で、お互いに無表情を装っての対面は、彼らも周囲も居心地が良いものでは無かったが、今のジグルドは微笑んでいた。

			「そのような顔をなさるな。俺は陛下と長い。貴方との事はそうと聞かされなくても分かる。早く行かぬか……陛下の涙を拭う役目を、寝台に取られてしまうぞ」

			　ナルが頷き、イシュリーンの後を追う。

			　それを見送るジグルドは、我ながら格好つけ過ぎたと後悔するも、背後から声をかけられ苦笑を止めた。

			「貴公も若いのに苦労するな」

			　ダリウスの声に、片腕の青年は口端を歪めて笑う。

			「はは……貴公ほどではありませんよ」

			　どういう意味かとダリウスが問うより早く、ジグルドは歩き出し声を張り上げていた。

			「解散だ！　陛下はお疲れである！」

			　マントを翻し進むジグルドの背後で、王宮の方向へと視線を転じたペルシア人が、微かに喉を鳴らした。

			　彼は思う。

			　大切に想う相手と寄り添える事が、どれだけ幸せかと。

			　ダリウスはアルメニアで愛した女性の笑顔を脳裏に描く。戦死した兄の妻を愛してしまった彼は、夫を失い途方に暮れる女性の弱みに付け込んだ。

			　いや、彼はそう思っている。

			　ラティア──ダリウスの恋人だった女性は、きっとそれを否定するだろうが、死んでしまった今となっては確かめる術もない。

			　戦争がある限り人は家族、恋人、友人を失う。

			　これをダリウスが知ったのは、皮肉にも恋人の死を経験してようやくだった。それまではただ、敵をいくら殺したとか、どれほどの戦果をあげたということに必死となっていた彼だったが、恋人の死を経験し、見方、考え方が変わった。そして、何気ない日常こそ、何よりも大切なのだと考えている。イシュリーンとナルが、そういう日々を共に過ごす日がくるだろうかと自問し、例えば、二人がそれを望むなら、友人として助けたいと彼は思う。そうする事で、アルメニアで姉弟を助けた時のように、彼は過去に犯した自分の過ちを償えると考えている。

			　縁あってその姉弟を助けた時、年長者として、人生の後輩を助けるべきだと面倒な理由をこじつけ自分を納得させた。それを人に話しもした。だが、本当のところは贖罪のつもりだった。

			　イシュリーンとナルにも、彼はその時と同じものを感じている。いや、微妙に違うかと自らの思考に笑みを浮かべ、ダリウスは大きく息を吐き出した。

			　ダリウスは、イシュリーンとナルが好きなのだ。

			　彼は二人に感謝している。

			　自分を傭兵ではなく、人として扱ってくれる二人の存在は、戦いの中に生きてきたダリウスの心に、清涼な風を吹かせてくれるのだ。この感覚は、アルメニアで親しい間柄の人達と接する中でも得られなかったものだ。彼等はダリウスを大事にしてくれるが、その根には傭兵である彼の価値がある。だが、イシュリーンとナルは、初めこそそうであったかもしれないが、今は彼を傭兵だと思っていない。なぜなら、決して彼に命じないからだ。

			　彼等はダリウスに友人として頼む。

			　彼も友人として受ける。

			　この関係は、イシュリーンとナル。二人とだから成り立っていると彼は分かっている。

			　だから、彼は二人の為に戦う。

			　恋人を追うナルと、彼の背を押した青年を見守る中年の戦士は、らしくないと笑われそうな自分の想いに苦笑した。

			「俺は……いつもふざけて人を殺しているほうが似合っている」

			　ダリウスは、自分を貶める発言をした後、茶色の髪を手でクシャクシャとかき回した。

						  

				　　　　　　　

				


			　翌日の昼過ぎ。

			　ダリウスは工廠で、職人達にいくつか注文をつけた。

			「でかい。もっと軽くしてくれ。ただし、威力が落ちるのは駄目だ。貫通力は大事だ。後、装填時間をもっと短縮できないか？　装填作業そのものも、今より簡単にしてくれ」

			　無理難題をふっかけられ、職人達は頭を抱える。

			　弩の改良に関してだ。

			　アラゴラ王軍を翻弄した騎射に注目したダリウスは、アルメニアではフェリエス・ベロア・ベルーズドの軍務卿であったハザル・ドログバが、これを好んで用いていたと思いだした。

			　ハザルは騎兵に弩を持たせ、斉射した後、突っ込ませていた。

			　これを、ダリウスは複数回、行えるようにしたいと考えている。

			　唸る職人達から離れたダリウスは、歩きながら騎兵の役割分担を考える。射撃する騎兵と、突撃する騎兵を分けておき、それを同時に投入すれば、アルメニアで有名を馳せたベルーズド公爵軍騎兵を再現できると目論んだ。

			「弓で撃てば良いのではないか？」

			　ゲオルグなどはそう彼に言ったが、ダリウスは即座に否定している。騎馬に慣れ親しんだ民族であれば可能かもしれないが、馬に乗り、弓矢で狙いをつけて射るというのは非常に難しい。一方で弩であれば、狙いが逸れても貫通力があるから、盾や甲冑を貫いて敵兵を負傷させる事ができる。訓練を重ねなくとも、弩を撃つ事さえできれば可能となる。

			　もちろん中長距離での弓の効果は理解している。だが、騎兵による射撃を考えた時、接近、斉射、離脱が良いと判断した。

			　かくして弩の改良は必須だと考えたダリウスは、職人達を悩ませた後、今度はアルキームを悩ませる。

			　いまだに役職は王付き武官でしかないダリウスだったが、その名を知らない者はグラミアにいなくなり、雷神トールアンという二つ名と共に、グラミア兵の間で瞬く間に有名な武人となっていた。

			　アルキームを約束無しで訪ねても、兵達はすぐに彼を政務卿執務室へと通す。

			　何事かと顔をあげたアルキームに、ダリウスが開口一番、こう言った。

			「閣下、騎兵の比率をあげたいので、軍馬をもっと増やしてください」

			「簡単に言う……育てるところから始めねばならん。明日には用意できたなどあり得ないぞ」

			　脚が不自由な男は、それでも立ち上がりペルシア人に椅子を勧めた。

			「育てるのはもちろんですが、いつ戦闘が発生するか分からない現在、買い集める必要があります」

			「……馬を買って訓練するとしても、すぐに揃わないぞ」

			「はい、ですから早く着手すべきです」

			　アルキームが頭を抱える。

			　彼は政務卿となり、グラミアの財政を管理する立場にあるが、関税によって潤っている現在においても、不安を覚えている。その原因はキアフを通過する物品量の落ち込みだ。無理もない。帝国との戦争が長期化し、東西横断公道シルクロード経由の交易ではなく、海を経由する商売へと各国の商会が舵をきっているからだ。昨年と比べたら微々たるものだが、一〇年前と比べると大きな差となった。軍務卿から、南部侵攻の狙いを聞いているアルキームは、ナルを見直すと同時に、確かに急がねばならないとも思っている。

			　そうであるから、いつでも軍事行動を開始できるように、金を王家の金庫に多く抱えておきたいと彼は考えている。軍備の必要性は理解しているものの、大幅な軍事費増加に繋がるダリウスの言に困っていた。

			「ダリウス卿……馬の相場をご存知か？」

			「閣下……こう考えてはどうです？　馬を一頭買う事で、兵士二人が助かるとすれば、遺族への恩給を払う必要がなくなり得をすると。言い方を変えれば、ここで馬を買わなければ、将来に発生する恩給の額が増える可能性があります」

			「難しい事を言う……だが分からないでもない。だが、どうして騎兵なのだ？　こちらの損害を減らそうと思えば、飛び道具のほうが理に適っていないか？」

			　アルキームは手元の書類を眺めた。

			　古代文明時代に広く使われていた数を表す文字は、歴史学者ニコラ・ステラウスによって数字であると解読された事で、またその使い勝手の良さから、ニコラ数字と名付けられた。その数字達がびっしりと記された頁に、政務卿は視線を走らせ頬杖をつく。

			「陛下のお考えを伺いたいところだが……一体、陛下はどうなさったのだろうか」

			　アルキームの言葉に、ダリウスは無表情となった。そのペルシア人の表情の変化に、勘の鋭い男が気付く。

			「心当たりがおありなのか？」

			「……ないと答えれば嘘になりますが、私なんぞがお答えするべき事ではありません」

			　ダリウスが俯いた。

			　それまで賑やかだった政務卿の執務室に、突然の沈黙が訪れた。部屋の主はそれを嫌い、わざと関係のない話題を振る。

			「そういえば、ダリウス卿は屋敷を買わぬのか？　いつまでも兵舎暮らしではいかんだろう」

			「傭兵風情が屋敷など……家族もおりませんし」

			　アルキームは、ダリウスが遠い目をしたのを見逃さなかった。だが、目の前の剣豪にいかなる過去があったのかと詮索しようとは思わなかった。

			　人には誰しも過去があり現在がある。人に知られたくない過去がない人間など皆無だろう。

			　アルキームであっても、父の目を盗んでは平民の娘と逢瀬を重ねていた過去があり、それは未だに隠し通している。あの父であれば、理解を示してくれたかもしれないとも悩んだが、結局、彼はその娘を捨てた。

			　モルドバ伯爵の嫡男として、自ら判断したのだ。

			　思えば、落馬して脚を怪我し不自由になったのは、その罰なのかもしれないと考え、アルキームは頬杖をついている片方の頬だけを歪めた。

			「貴公もナル……殿も慎ましい暮らしが好きなのか？　例えばダリウス卿、兵舎であれば妾も囲えないであろう？　それとも、剣しか興味ないと申すか？」

			　政務卿の冗談にダリウスはようやく笑った。

			「ま、そのあたりは適当に……金を払えばこんな冴えない中年男でも相手をしてくれる女はおりますからね」

			　ダリウスは、アルキームに冗談を返し立ち上がる。ナルのところに行こうと思っての事だったが、目の前の政務卿にそれを悟られた。

			「ダリウス卿、ナル殿に伝えてくれ。陛下が早く、いつもの陛下に戻って下さるように知恵を絞れ……とね」

			　政務卿はそう言って視線を書類に落とす。そこには、先ほど冗談を言っていた者の顔は無かった。

			　ダリウスは一礼し彼の部屋を辞すと、内宮の庭園へと向かう。

			　廊下の窓から見える小屋に、彼は苦笑する。

			「たしかに……国の要職にある人間があのような小屋に住んでいるのは間違いだ。金を持っている者が使わないと、金は回らないからな」

			　彼は友人を誘い、キアフの土地や建物を扱う商会を訪ねようかと考え始めていた。

			　だが、王の侍女に呼び止められる。

			「ダリウス卿、ご相談が……」

			　ダリウスは立ち止り、彼女の相談とやらを聞き、困った。

			「補佐官や、軍務卿と政務卿の両閣下が無理であった事が、俺にできるとは思わんが……」

			　侍女は譲らず、ペルシア人は目的地を変える。

			　彼は、イシュリーンの居室へと向かうべく、磨き上げられた大理石の上を歩いた。

						  

				　　　　　　　

				


			　イシュリーンが王の居室、といっても寝室、書斎、応接間、手洗い、風呂が扉ひとつで往来できる空間を総じて指すそれに籠って出て来ない。それが丸一日ともなれば、周囲が騒ぎだす。

			　軍務卿ゲオルグが訪ねても体調不良を理由に面会を拒否。政務卿も同じ。補佐官に至っては、声すら返ってこない有り様だった。

			　侍女達が不敬を承知で部屋に押し入り、食事を運んでいるのだが、いずれも少しだけしか手がつけられておらず、もしかしたらと、王の好物である牛の脳みそのシチューやら、ニジマスの香草焼き、果物を凍らせたシャーベット等を料理長に作らせ運ぶも、結果は変わらなかった。

			　侍女は、ダリウスにこう訴える。

			「ダリウス卿であれば、もしかしたら会ってくださるかもしれません」

			　ダリウスは痴話喧嘩の尻拭いをするのかと唸りながら、王の居室のうち、廊下に近い応接間の扉の前に立つ。

			　背後には、五人の侍女達がずらりと並び、成功を祈るような視線を彼に送っていた。

			「陛下！　ダリウス・マキシマム！　入ります！」

			　戦場のように大音声をあげた彼は、そこでしばらく王の返答を待つ。通常、世話役の侍女が王と訪問者の間を取り持つが、彼女は世話役すら追い出してしまっているのだ。

			　沈黙。

			　ダリウスは扉を叩いた。

			　再び、沈黙。

			　しかたなく、彼は無理やりに押し入ろうとする。しかし、これはさすがに侍女達が反対した。

			「ええい！　俺を頼ったのであろう？　だったら最後まで頼れ」

			「なりませぬ。陛下のお許しなく中に入るなどもってのほか！」

			「お前達だって、食事や湯を運ぶのに許し無く入っているのだろ？」

			「それとこれとは事情が違います。それに陛下は女性にあられますゆえ、男性であるダリ……」

			　侍女が言葉を止めたのは、扉がうっすらと開いたからだ。

			　ダリウスは、ゴクリと喉を鳴らして扉を開いた。

			「ダリウスだけ……許す」

			　昼間だというのに、窓を全て閉じているせいで夜のように暗い応接間から、か細いイシュリーンの声が一同に届いた。

			　ダリウスは侍女達に振り返り頷いて見せると、中に入る。彼は扉を閉じて、暗闇の中を書斎へと進むイシュリーンの背中を追った。闇の中でも、銀色の髪が美しく輝いている。

			「陛下、皆が心配しております」

			「……私が王だから心配しているに過ぎない」

			　書斎に入ったダリウスは、ソファに座った王の近くに立った。俯いたままで顔を見せないイシュリーンが、手の動きで彼に対面の椅子を勧める。

			「ダリウス……お前だから言うが、私とナル」

			「存じております。ようございまし」

			「よくない！」

			　王の言葉を遮った彼は、同じことをされて口を閉じた。

			　目が闇に慣れてきて、イシュリーンの頬が濡れていると気付いたダリウスは、ナルは一体、王に何をしたのだと怒りを覚える。

			　もしかして、無理やりに押し倒しでもしたのか？　だったらあいつは大馬鹿だ！　もっと丁寧に優しく扱う術を教えてやらんと駄目だな。これはキアフに館を見に出たついでに、娼館に寄ろう。先輩として教えてやらねば……。

			　このような事を勝手に考えていた彼は、イシュリーンの声で思考を止めた。

			「ダリウス……私は、ルヒティを自分のせいで殺したのに、ナルにも同じ事を強いている。彼の想いを利用して、私は彼にしたくもない事をさせている……でも、彼から離れることもできなければ、王であることを辞める決断もできない卑怯な私は……どうすればナルを守ってあげられる？　私は、どうすればナルの近くにいる資格を手に入れる事ができる？」

			　彼は、ナルに心から謝罪した。そして、困る。

			　重傷だ。

			　ダリウスは唸り、イシュリーンにどうしてそう思ったのかを尋ねる。

			　彼女はグルラダの城で見たナルの様子、策謀を練りながら、叫び暴れ、人を殺す事に慣れない自分を呪う言葉を吐いていたナルの後ろ姿を、彼に話した。

			　それは、ダリウスでさえ知らなかった。

			　思えば、ナルの変わり様に不安を覚えていたダリウスだったが、まさか友人が、そこまで苦しんでいるとは思ってもみなかった。

			　隠していたナルが見事かもしれないが、気付かなかった俺は愚かだと、彼は友人の為に自分を叱り、しかし穏やかな声でイシュリーンに問う。

			「陛下は……ナルとどうしたいですか？」

			「一緒にいたい……ナルとずっと一緒にいたい。でも……ナルが苦しむのは見たくない」

			　ダリウスは、瞼を閉じた。

			　イシュリーンは確かに並の権力者ではない。若くして人、物事を見る目は確かだし、彼女がそうなった過去のせいで苦労もしてきた。だから、人の弱さを知りながらも、厳しく接する術も心得ている。

			　しかし、そうであっても彼女は若い。

			　王族の娘として、二十歳を過ぎて若いとは言えないかもしれないが、王としては若いし、人間としてもまだまだ折り返していない。だからかもしれないが、ダリウスから見て彼女は気負い過ぎなのだ。世の不幸の原因が全て自分であると思いこみ、可愛そうな自分に酔う癖があると断じた。しかし、イシュリーンの生い立ち、現在の状況から仕方ないとも思うが、彼女は自分を許そうとしない悪い癖がある。卑怯で、怠惰で、傲慢で、疑い、羨み、妬むという事から逃れられない人という生き物であるイシュリーンは、それを否定したがっている。完全無欠な人などいないのに、彼女はそうでなくては許されないと思っている。であるから、他人の不幸の原因が自分であると勝手に思い、それを誰かに否定してほしいと願っていて、それを自分でも分かっている。故に、現在のように話せる相手の登場を待つのだが、彼はその相手に自分が選ばれたと嬉しく思った。

			　だから彼は、あえて厳しい態度を取る。同時に、彼女が望んでいる事もしてやった。

			「陛下、敢えて申し上げます。陛下の仰っておられる事は、所詮は綺麗事に過ぎませぬ。人は誰でも苦しむもの。自分が原因で大事な者が苦しんでいるのなら、その人としっかり向き合い、話し合うことで解決を図るべきでございます。ここで一人、うじうじと悩むのはよろしい事ではありませぬ」

			　イシュリーンが、緑色の瞳をダリウスに向けた。

			　ペルシア人は言葉こそ王へのものだが、友人に対する想いをイシュリーンにぶつける。

			「そして、陛下の仰っておられる事は傲慢です。ナルは自ら選び、今の道を歩いています。陛下が強いたものでもなければ、誰かがそれを彼にさせているわけでもありません。彼が自ら選び進むと決めた道です。だいたい、人が生きていくうえで、苦しまないわけがありません。苦しみ悩み足掻くからこそ、笑えます。不幸があるから、何気ない日常に感謝できます。ですから、陛下は王としてではなく、彼の恋人としてナルを支えてやる事こそ、彼の助けになると私は思います。彼が日常の中で笑える日まで、陛下はそうなさるべきかと私は思いますが……そう思いませんか？」

			　王は、手を動かし頬を拭った。

			　ダリウスは言葉を紡ぐ。

			「仮にナルが苦しんでいる原因を作った者を怨むなら、それは陛下ご自身ではなく、私でございます」

			「ダリウスが？　そんな馬鹿な事はない」

			「いえ、私です。私が陛下にナルを推薦し、また時にナルと陛下の間に立ち入るような事をしたから、ナルも陛下も苦しんでおられるのです。責めるならどうぞ、私めを責めてください」

			　イシュリーンが、闇の中で激しく首を左右に振った。彼女の銀髪が乱れ、ダリウスは立ちあがり王に歩み寄ると、彼女の近くで膝をつき、その髪の乱れを指で直す。

			　彼女は頬を弛めた。

			「ダリウス……私は触れることを許しておらんぞ」

			「失礼しました」

			「ダリウス……私の許しなく、私の髪に触れても良いのは、この世界に一人しかいないんだぞ」

			「存じております」

			　イシュリーンは、ダリウスの手を握った。

			「でも、ありがとう、ダリウス」

			「いえ、おせっかいが好きなだけです」

			　ダリウスの言葉に、彼女は楽しげに笑った。

			「陛下、ナルに会って差し上げなさい。陛下の笑みと温もりが、何より彼を慰めるのですよ」

			　ダリウスの言葉は、年長者としてのものとなっていた。

			　濡れた頬を拭うイシュリーンは、立ち上がると床にペタリと座る。それは、ダリウスと視線を合わせる為で、彼は不敬も無視して、正面からそれを受けた。

			「ダリウス、ありがとう。私は、ナルと貴方に会えて……感謝してる」

			　彼女はたじろぐダリウスの右手を、左手で握る。そして右手を、彼の左手の上に置いた。

			　イシュリーンは、照れるダリウスの顔を覗きこみ、言う。

			「だから、私とナルで貴方を守る。貴方が私達の為に無理をしないように、きっと守る。主神オルヒディンとイラ神、そしてルヒティに誓う」

			　ダリウスは、感謝で頭こうべを垂れた。そして、らしくもないほどに神妙な顔つきを作ってしまう。彼女に決して見られないようにと、彼は這いつくばって平伏する格好で誤魔化した。

			　二人を守る。それまで、死ねない。ラティア、まだ待って欲しい。謝りに行くのは、二人が日常を取り戻した時だ。それまで、俺は君に会いには行けない。

			　彼はそう決め、微笑む美女に答えた。

			「いえ、どうか頼ってください。年長者は、若者に頼られてこそと存じますゆえ……」

			　ダリウスの言で、イシュリーンは小さく頷くことができた

			「ダリウス……私は渓谷で敗れ、逃れた過去に感謝している。ナルと、貴方のおかげで、そう思えるの」

			　彼女の感謝に、彼は照れたような顔を再度の一礼で隠した。

			　ダリウスがイシュリーンの居室を訪ねた日の夜、ナルは小屋の中で唸っていた。

			　トラスベリアの選帝公グレイグ公爵の動きが活発となり、ドラガンもそれに対抗して防備を固めている。

			　帝国では、予想したよりもベアのリュゼ帰還が早かった。休みがあまり取れないままの連戦に不安を覚える。

			　彼は地図を睨む。

			　アラゴラの次はさらに南。

			　東部都市国家連合のオルビアンに狙いを定めた補佐官は、帝国の動きを封じながら、これを陥おとせるかと頭を回転させる。しかし、ベアがリュゼに戻れば、彼もアルベルトも戦いたがっている事実から戦闘は避けられないと判断した。

			　どうせやるなら、先にやるか……。

			　ナルはここまで考えたが、濃い疲労で頭が働かないと諦め、仮眠を取ろうと椅子から腰を浮かした。

			　この時、小屋の外で物音がして、彼は扉に振り返る。

			　イシュリーンが現れた。彼女は薄いワンピースのような寝着の上に、厚手のマントを羽織っただけの格好だった。その姿に驚き、次に顔を見せてくれたと感謝したナルは、躊躇いがちに微笑む彼女から視線を逸らせなかった。

			「イ……イシュリーン。具合はいいの？　……そこは寒いからここに座りなよ」

			　暖炉近くの椅子を譲ろうとナルは立ちあがったが、入口から動かない彼女に首を傾げる。

			　ナルは、イシュリーンに歩み寄り、彼女の背後で開いたままの扉を閉めた。

			　その彼の手に、彼女の手が触れる。

			　冷たかった。

			　ナルは、その手を温めようと両手で包み握ると尋ねる。

			「……どうした？」

			　春といっても夜はまだ寒い。

			　見れば彼女は微かに震えていて、ナルは彼女の背を押し、椅子へと誘うと座らせようとした。

			　だが、イシュリーンは椅子には向かわず、振り返り、ナルの首へと頬をつける。彼女の両手が彼の背中へと回され、温もりを求めるかのように彼女の身体はナルに密着した。

			「寒い……」

			　耳元で囁かれた恋人の声に、ナルは苦笑を洩らす。

			「当たり前だろ……震えてるじゃないか。また体調を崩すよ」

			「ナル……私はナルを苦しめているな？」

			　質問をしているようで、断言に近いイシュリーンに、ナルは動きを止める。

			　彼の耳に、彼女の声がかかる。

			「見た……夜も眠らず、私の為に苦しんでいるな？」

			「……イシュリーン、でも俺は、決めたんだ。君を守るって決めたんだ」

			　暖炉の中で薪が弾け、二人の鼓膜を揺すった。

			　ナルは、とりあえず彼女を座らせようと、もう一度、力を込めてイシュリーンを椅子へと押しやる。今度は素直に従った彼女だったが、彼の手を握ったまま離そうとしない。

			「ナル、私は貴方を苦しめながらも、隣にいたいと願っています。こんな私でも、貴方は隣にいさせてくれますか？」

			　神妙な面持ちでナルを見つめるイシュリーンから、彼は目を逸らせない。彼女の長い睫毛が揺れるのは瞬きのせいで、それは彼女の不安をナルに伝えた。彼は胸の高鳴りに息を吸い、吐き出しているが、自覚ないままに彼女を見つめる。

			　イシュリーンの柔らかく白い頬が、ゆっくりと赤みを帯びるにつれ、ナルはそこを撫でたくなる。

			「イシュ……リーン」

			　彼の口から、溜まらず彼女の名が零れ落ちた。

			「ナル……隣にいさせて下さい。貴方の隣で、貴方との未来を祈らせて下さい」

			　ナルは無言で彼女を立ち上がらせると、腰に腕を回し引き寄せる。そして、椅子に座り、膝の上に彼女を乗せた。

			　恋人の顔を覗きこんだ彼は、涙を流していたはずの充血している彼女の目を見た。イシュリーンは体調不良などではなく、ただ自分との関係に悩み、居室に籠っていたのだと知った彼の声は、王でも権力者でもない一人の女性に向けられる。

			「嬉しいよ……嬉しいけど、俺はこの世界の人間でもなければ、王族でも貴族でもなんでもないただの男で、だから俺は必死なんだ。それが……君を苦しめていた？」

			　イシュリーンは子供のように首を激しく左右に振る。ダリウスがしたように、ナルは彼女の髪の乱れを優しく整えながら、唇を震わせる女性の顔をじっと見つめた。

			　アーモンド型の二重の目は、涙を流していたせいで充血しているが、緑玉の瞳は彼を魅了するかのように輝いている。整った鼻梁は細く女性らしく、瑞々しい唇は彼に口づけされる事を望んでいるかのように薄く開かれていた。

			　ナルは、自分を見つめるイシュリーンを抱きかかえた。

			　彼女は、彼の首にしがみついた。

			　寝台の上にそっと恋人を寝かした彼は、改めてその髪を撫で、この世界に来たからこそ出会えた愛しい人に問う。

			「逆に聞くけど……俺に、君を愛する資格はありますか？」

			「ある……私がそう望んでいるの」

			　イシュリーンは、ナルの茶色混じりの黒い瞳に映る自分の顔を見つめていた。

			　なんて顔をしているのだろうと彼女が驚くほどに、喜びに満ちた女性の顔がそこにはあった。

			「イシュリーン、口づけしてもいい？」

			　顔を真っ赤にした男女が笑い合う。そして、イシュリーンの鼻先に、ナルの鼻先が触れた。

			「いちいち聞くな……馬鹿ナル」

			　普段の口調に戻った彼女が、ナルの頭に手を伸ばした。

			　彼女の手に力が込められ、ナルは彼女へと引き寄せられる。

			　二人は唇を重ね、荒々しくお互いを抱き締めた。

			　どちらからというわけでもなく、二人の舌が触れ合い、絡み合う。

			　ナルの手が、彼女の寝着の下に滑り込み、腰から背中へと這いあがる。この時、彼は滑らかでしっとりとした、手に吸いつくような彼女の肌の感触が、突然、ざらついたものへと変わったと思った。

			　火傷の痕だと感じたナルは、身体を強張らせた彼女を無視して、そこを撫でる。

			　イシュリーンが、抗うように身をよじる。

			　ナルは愛しむ想いを込めて、彼女の背中を優しく撫で続けた。

			　彼女の身体から強張りが抜けるまで、それを続けた。

			　遠慮がちだった彼女の舌が、彼の唇から離れる。

			　イシュリーンは小さく呼吸を繰り返し、緑玉の瞳でナルを見つめた。

			「……気持ち悪くない？　嫌じゃない？」

			「馬鹿だなイシュリーン。本気でそう思っているなら、君はとってもお馬鹿さんだよ」

			　いつものナルの笑みを見ることができたイシュリーンは、彼の顔にそっと手を伸ばし、その目の下に刻まれた隈を撫でた。

			　この時、ナルは己の立場、事情、境遇、そういうものを無視してイシュリーンを求める一方、同じ思考の起点がそれに異議を主張し、悩ましい温もりと柔らかさに包まれたまま動けずにいた。そうして、心地よさで瞼を閉じてしまう。愛する女性に包まれて、緊張の糸を弛めてもらえた彼は、疲労の濃さと彼女が齎す安らぎで眠りへと誘われた。そんな彼を、こんな状態で寝てしまった恋人を、イシュリーンは労わるように抱きしめ、髪を撫で続ける。

                			

	








			
			　寝ちゃうなんて……馬鹿。

			　彼女は、悪戯をするかのように、ナルの唇をペロリと舐めた。

			　少しだけ身じろぎした恋人を、彼女は可愛らしいと思う。自分の胸に抱いた彼の頭を撫で、イシュリーンもまた瞼を閉じる。

			　国が平和になったら……いや、平和にして、彼だけのために生きたい。

			　彼女は、自らの想いを身勝手だと思う反面、それほどまでに強い自分の気持ちを認める。どうしようもないと諦める。それほどまでに、愛おしく誇らしい。

			「だからナル……愛していますと、言わせて……」

			　イシュリーンは、ナルの髪を撫で、頬に口づけして動かなくなる。

			　しばらくして、暖炉の薪が先ほどよりも大きな音を立て、弾けた。

			　二人には届かない。

			　ナルとイシュリーンは、お互いの存在を守り合うかのように、抱き合い眠っていた。

				

			　ダリウスは兵舎の士官室で、一人の女性と向かい合っている。

			　アブリルだ。

			　彼は、王が居室をこっそりと抜けだし、ナルの部屋を訪ねると予測していて、事前に小屋に先回りし、友人の近くにいるだろうアブリルを探した。

			　やはり、彼女はいた。

			　小屋の外、木々と小屋の陰に気配を消して立つ彼女を見つけるのは苦労したが、いると分かって探せば見つかるものだとダリウスは笑った。そして、自室に軟禁している。

			　友人達と、アブリルの為だ。

			　誰でも、恋人との時間を邪魔されたくないだろうと、またそれを見たくないだろうと気を遣ったのだ。

			「そろそろ……戻ってもよろしいですか？」

			　うんざりとした口調のアブリルに、ダリウスは首を左右に振る。

			「駄目だ。朝までここにいろ」

			「ナル殿に呼ばれるかもしれません」

			「陛下が訪ねておいでのはずだ。呼ばれるわけがない」

			　二人は無言で向かい合う。

			　瞬きすら最小限に止めるダリウスは、アブリルから見て逃げにくい相手だった。しかも、一歩で届く範囲が広いであろう彼の瞬発力を、その体格から判断した彼女は、こんな事ならおとなしくついて来なければ良かったと後悔している。

			　ナルの事で相談があるから来いと言われ、躊躇いながらも何事かと従った彼女は、ナルの為となると無防備になる自分に呆れてもいた。

			　ダリウスが笑う。

			「お前は知っているから言うが……ナルはおそらく、陛下以外の女性を愛そうなどと思っていないだろう。というのも、どこかあいつは潔癖なところがある……だが、身体の関係だけならなれるかもしれないぞ。妾になったらどうだ？」

			　アブリルはニカーヴを外した。

			「この顔の私を、わざわざそれを目的で抱こうとする男などいないでしょう」

			「質問に答えてないな……恐いのか？　ナルに拒否される事が」

			　アブリルはペルシア人から顔を背け、ナルの笑みを脳裏に描く。

			　確かに、この男の言う通りだと彼女は思った。

			「まあ、何にせよ……これから陛下がナルを訪ねる時、お前はここにいろ、お前だって、見たくはないだろ」

			　抗議しようとダリウスを見た彼女だったが、毒気のない彼の表情に戸惑う。それは、彼の発言は二人の為であり、自分の為でもあると理解できたからだ。

			　アブリルは、沈黙を嫌うように口を開いた。

			「……貴方は、なぜ？」

			「ああ？　ああ……罪滅ぼしさ。いや……単純にあの二人が好きだからだ」

			　ペルシア人の言葉に、彼女は笑った。

			　とんでもないお人好しがいるものだと、彼女は可笑しくて笑いを堪える事ができなくなる。

			　ダリウスが、憮然とした表情で頬杖をつき呟く。

			「悪かったな」

			　アブリルはそれでも笑い続けた。

						  

				　　　　　　　

				


			　イシュリーンが卓上の地図を眺め、薄く唇を開く。彼女は今、ナルと出会えた事を心から感謝すると共に、彼を鍛えてくれたルヒティの為にしばし祈った。

			　ナルによる対帝国戦の策は単純な防衛ではないと、説明を受けた一同は理解している。

			　円卓を囲むのは五人である。

			　軍務卿のロッシ公爵ゲオルグ、政務卿のモルドバ伯爵アルキーム、そして王付武官のダリウス・マキシマムと、王補佐官のナル。彼等は瞼を閉じて、唇も結んだ王を揃って見つめ、この作戦が了承されるだろうと予感した。

			　彼女が微笑んでいるからだ。

			　ナルは改めて彼女の美しさに目を奪われていた。銀糸のような髪を後頭部で一つに結び動きやすさを求めた髪型にしている彼女は、インクで汚れた袖もそのままに彼等の前にいる。重臣たちを集める直前まで、王の務めにあたっていたであろうイシュリーンを想い、ナルは彼女が、このしがらみから解かれる日まで守ると顎を引いた。

			　補佐官の目が、強烈な意志を持ったとダリウスが評した時、扉が叩かれジグルドが姿を現す。彼は一礼し皆の視線を受けると、国軍は悉く準備が整っていると告げた。

			「ナル」

			　イシュリーンが厳かに声を発し、補佐官は目を伏せ、彼女の声を待つ。

			「グラミアを守る……それを成すに、お前は私にこれを薦めるのか？」

			「はい……グラミアを守るに、これは必要な戦争です。外交戦に入る前に、まず勝っておかねば舐められるだけです。そして、帝国戦……だけではありません。この国が末永く平和を得るには、平和を願う、祈る、叫ぶだけでは不可能です。平和とは、緊張の中に訪れます。それを成すに、まずはリュゼの帝国軍を相手にせねばなりません」

			　彼は隻腕の青年に席を譲り、ジグルドとダリウスの間に立つ。

			「彼等は必ず攻めて来ます。それを利用し、討ちます。通常、防衛側は敵の動きを見定めるもの……しかしこれは間違いです。物事は主導権を握ったほうが有利です。アラゴラでそれを再確認しました。これまで帝国を前に我々は受け身でした。しかし、仕掛けることで主導権を握ります」

			　口を閉じたナルに、ゲオルグが頷く。軍務卿として、補佐官の策に賛同したという意味であり、個人としても彼を信頼しているという証を示した。しかるに彼は難しい顔を保つアルキームの肩を叩いて笑う。

			「アルキーム、心配せんでもモルドバ地方を荒らさせはしない。万が一の為に、俺も息子に兵を率いさせてガラツィに入れておく。いよいよの時は、それで民が逃げる時間を稼ぐ」

			　アルキームは力無く笑い、だが反対なのではないと答えた。

			「ナルの策だと、ブスカシュが危ない。ここを敵に奪われては、昨年の二の舞にならないか？」

			「いえ、実は敵がブスカシュを取るのは、妙手のようで悪手です」

			　ナルは微笑み、イシュリーンの頷きを見て続ける。

			「昨年と状況が違います。そして我々の動きも違います。帝国軍がブスカシュを取れば、詰みます。それは孤立するからで……我々がそうさせるからです」

			「ナルの言う通りだ」

			　イシュリーンが力強く声を発する。

			「補佐官の策にて、リュゼの帝国軍を駆逐する。ハンニバルにも動けと命じよう」

			　彼女が唇を結び、一同は席を立つと直立した。彼等はただ王に頭こうべを垂れる。

			　待つこと一呼吸。

			　王は気負いもなく、短い言葉を発する。

			「戦いの先に、グラミアの未来がある」

			　イシュリーンは断言した。

				

			　その日の夕刻。

			　王はナルとダリウスを誘って城から出た。三人は市街地を馬で駆け抜け、キアフの外へと出る。とびきりの美女が馬を駆けさせて疾走する光景に、キアフ市民達は貴族のご令嬢が馬とは珍しいと喝采を送ったが、「グラミアの王だ」と言われても信じなかっただろう。

			　キアフの周辺は、農園や宿場町が多くある。その一つであるラベッシ村は、王家直営の農場で、王家の分家にあたるラベッシ子爵家が経営していた。広く鮮やかな農場の中を、幾本ものあぜ道が走っていて、彼等はそれを馬で進み、小高い丘の上へと出る。

			「ナル、上手くなったな」

			　ダリウスの褒め言葉に、馬上で照れたナルは馬から飛び降りると、イシュリーンの下馬を助けた。

			　彼女はナルに寄り添ったまま、紅玉のような太陽を眺め佇む。

			　春に麦を撒くこの辺りでは、今の季節は美しい鶸色の大地を望むことができる。夜が迫り、冷たさを取り戻した風が、東から西へと吹き、三人と大地を撫でる。麦畑の向こう、草原を撫でる風の軽やかさが、緑の大地にさざ波が走ることで明らかとなる。それを目で追ったイシュリーンは、遠い山々の連なりに目を細めた。

			　この地を、守る。

			　短くも強い決意を胸に秘めた彼女が斜陽を正面に浴びて立つ。そして隣にナルが並び、やや後方に二人を見守るダリウスが立った。

			「あの時の三人だからこそ、言っておきたいことがある」

			　イシュリーンは、視線を前に定めて口を開く。ナルは彼女の横顔を眺め、ダリウスは二人の距離感がたしかに以前よりも近いと感じていた。

			「私は、王だ。皆、口にこそ出さないが、実は勧めたくてうずうずしているに違いない」

			　彼女は夕陽を背に浴びて振り返ると、ナルに右手を差し出した。自然と、左手で彼女の手を握ったナルは、彼女に誘われその場で座る。ダリウスは二人の前であぐらをかいた。

			「アラゴラから王太子をという申し出があった時、誰もが思った、いや、思い出しただろう……そう、私は王のままいれば、夫を取らねばならない」

			　彼女の硬い笑みが、悲しみと寂しさをナルに伝える。そして、ダリウスをこの場に居合わせたのは、彼ならば自分達の味方をしてくれるに違いなく、その立場から助言をしてくれるだろうという信頼だった。

			「でも、私は王の前に、イシュリーンという女で……女の私は、ナルを愛している」

			　赤面したナルに、イシュリーンも頬を朱色に染めた。

			　ダリウスが小石を拾ってナルにぶつけた。

			「イテ……」

			「男前、お前はどうする？　こんな美人に言われて、王配を取れなんてダサい事を言うなよ。お前は補佐官の前に男だろ？　一応は」

			「ちゃんと男だ、アホ」

			　ナルの反論にダリウスが笑い、イシュリーンも釣られて頬をほころばせた。そして彼女は、ダリウスのおかげで楽になれたと感謝し続けた。

			「ナル……でも王である私は、補佐官で、異国人で、貴族ですらないナルとは一緒にはなれない……どうしたらいい？」

			　ナルは無言で、だから若い二人が見つめ合ったが、彼が先に視線を逸らした。

			　彼は気負いもなく言う。

			「俺が、この国で君にふさわしい人間になればいいだけだ。簡単だよ。他の男には渡さないんだ」

			　イシュリーンは微笑み、でも、と前置きをして答えた。

			「あんまり待たせたら、許さないから……」

			「……本当に？」

			　ナルがイシュリーンを見る。動揺が、表情に露わとなっていた。

			「本当」

			　彼女がクスリと笑って答え、ナルの右手を左手で握る。

			　ナルが、困った顔で頼む。

			「じゃあ……一年、いや、二年ください」

			　破顔した王が、後方のダリウスに尋ねる。

			「証人になってくれるな？」

			　ダリウスは笑い、二人に近づくとナルの肩を抱くようにして並んだ。イシュリーン、ナル、ダリウスの順で、彼等は同じ方向を眺める。

			　夜の侵食に抗う太陽が、最後のあがきで西の空を赤く照らしている。

			「ま、陛下にフられたら、ヤケ酒に付き合ってやるよ」

			　ダリウスの台詞に、ナルがふざけて嘆いてみせ、イシュリーンが笑った。

						  

				　　　　　　　

				


			　グラミアの王都はキアフだが、軍都はベオルードだと誰もが認めている。東西横断公道シルクロードと、南北縦断公道グランミジュベルが交差する要衝は、過去から現在においても重要な都市である。東西南北に軍を動かすには便利な場所だ。そして、公道の支道もいれれば、国内のあらゆる場所に軍を移動させることが容易である。

			　イシュリーンは、人前に現れなかった二日間を取り戻す勢いで軍勢を率いて発つと、二日後にはこの軍都に入っていた。もともと、帝国への備えとして残されていた国軍は悉く戦う準備ができていながら、アラゴラ侵攻を眺めていたので、次は俺達だと刃を研いでいたに違いない。ナルが諸侯の軍勢を主力にアラゴラを攻撃したのも、対帝国戦で主力を担う国軍を休ませる為でもあった。

			　ブスカシュのレニアス将軍は旗下の一五〇〇と共に帝国の動きを監視しつつ、王軍の動きに合わせるべく準備を急ぐ。

			　オデッサ公爵ハンニバルは、軍勢二〇〇〇を率いて黒洋海上へと艦艇で出た。アラゴラに上陸し、南回りでグラミアでの合流を目指す。

			　これらの動きを、同僚から得ているシュケルは、グラミアの狙いをこう読む。

			「一戦する気満々だな……渓谷か、はたまた南の丘陵地帯か……どちらにしても起伏に富んだ地形だ。伏兵などを用いて兵力差を補うか」

			　シュケルはリュゼの城壁上に立っている。彼のリュゼ到着は極秘とされていて、味方であっても一部の者達しか知らないことであった。それでいて、堂々と姿をさらすのは、神経が図太いというより、知られても、自分には関係ないことだと彼は断じていたからで、彼がここにいることを隠したいのはベアの方である。それは、自らが左遷させた者を、呼び寄せる格好となった現実への抗いであった。だが、このベアの小ささは、ズラン・ゴランやアルベルトにすらシュケル到着を伝えないという愚行となれば、窘める必要がシュケルにはあるはずだ。それでも彼が、それをしていないのは、利用しようと決めていたからである。

			　ゆえにシュケルは、「馬鹿らしい」と思いつつも、騎士団そのものも通常の騎士と変わらない軍装で揃えていて、自らの髪の色も、本来の茶色のままに保ち、聖紅騎士団ハイローダー・オルディーンの存在を隠そうと努めていた。

			　笑うしかないと、シュケルは頬の傷痕を歪め、東を眺めている。穏やかな風が緑の大地を撫でる光景は、見惚れるほどに鮮やかであったが、彼は険しい目つきであった。

			「守るほうが戦場を指定するか？」

			　隣の男の問いに、シュケルは苦笑した。

			「どちらかになる。大軍がぶつかるには場所も限られる。小競り合いの連続もまた戦闘の形ではあるが、俺達の良さが出せぬし、向こうも兵を集めたということは、そういう事だろう……それに、アルベルトの事もある。あの馬鹿タレ共……情けなし」

			　リュゼに到着した彼は、ベア・ベルテザッカーと、ズラン・ゴラン・ベリクレスの両派がやはりうまくいっていない事実に、危惧が現実になっていると憤りを禁じ得ない。

			　同じスーザ人であるというのに、敵を前にして内部で牽制し合う……つまるところ人とは、争いを捨てることなどできず、他者を貶めて上に立とうという欲求に抗えず、己こそがと主張したい欲望を制御できないのだ。

			　彼は過去、魔力が弱いことを理由に蔑みの対象とされていた。同年代の者達から侮蔑され、笑い者にされていたが、そこに人の本性が現れていたと回顧する。人を攻撃することでしか、自分の価値を主張できない者達と、帝国という組織もまた同列かと可笑しくなる。そして、そうであるのに、攻撃するべき対象を前にして、さらに細分化された派閥に依って論理の隠れ蓑で隠した感情をぶつけ合う味方に、病巣は深いのだと知る。しかしながら、彼とて完璧な人間ではないから、彼が愚か者共と評する人達と似たような言動をする時もある。しかるにシュケルは、グラミアもきっと同じであろうと考えることができた。

			「奴らも内では不満を抱える者達がいるはずだ」

			　シュケルが、隣の同僚に同意を求める苦笑を向けた。

			「愚か者達は、他人の足を引っ張れば己の不遇が癒されると信じている。それはどこにでもいる。どんな時代にもいるものだ。俺やお前も……油断すればそういう奴らの位置まで落ちる」

			　返答にシュケルは薄く笑い、長身でしなやかな体躯の男に頷きを返す。

			　聖皇騎士団ハイトパプスト・オルディーン総長のハインリヒ・リッターラーム。

			　彼は士官姿で、本来の白髪も白い眉も黒く染めてここに立っている。騎士団の長二人が、わざわざ身分を隠してここにいるのは異常であった。ただ、ハインリヒのほうは、シュケルが頼んだわけではない。彼の背後には、現教皇によって失脚させられた元枢機卿が控えていて、その人物の意思であった。元枢機卿の名はローター・ショル。ハインリヒが、シュケルに協力していることを、この元枢機卿はフリードリヒ二世に知られたくない。

			　ハインリヒはシュケルを一瞥もせず、クローシュ渓谷の方向を眺めている。城だけでなく市街地にも収まらない大軍は、都市の外に幕舎を連ねていて、それは川、山に囲まれたリュゼ盆地を埋めるほどの数であった。まさに大地を埋め尽くすほどの軍勢を眺めるシュケルは、数で決まるならば帝国は無敗のはずだと薄く笑う。

			　聖皇騎士団ハイトパプスト・オルディーン総長が口を開く。

			「しかしながら、現在のグラミアにおいて愚か者達は隠れることしかできていない。中小貴族共が抱える不満を糾合する者がいないからだ……通常はウラム公あたりがまとめ役に落ち着きそうだが、そうはなっていないな」

			　ウラム公爵バザールは、自分の息子に殺されている。新当主となったドラガンはグラミア王の軍勢と戦ったが、決着はついていない。彼とグラミア王は敵対関係にあるだろうが、不気味な沈黙をドラガンが保っているとハインリヒはシュケルに伝え、続けて自分の考えを述べた。

			「ドラガンという男は、グラミア王を刺激せずだ。落としどころを探っているのではないかと考える。現実路線だな……」

			　目玉だけをギョロリと動かしたシュケルは、ハインリヒの横顔を見て問うた。

			「グラミア王側がどう思っているかが問題だな……で、ナル・サトウの事はどこまで調べがついた？」

			　実はこれこそ、シュケルが知りたい情報であった。彼は突然に現れたグラミア王補佐官が、どのような生い立ちで、どうしてグラミア王に従っているのかを知りたい。

			　彼はナルを、取り込めないかと考えていた。

			　シュケルは、グラミア人ではないらしいナルという男が、グラミア王に仕えているのは金品もしくは出世欲であろうと推測している。そして、そうであろうと思っていたが、苦笑を浮かべる聖皇騎士団ハイトパプスト・オルディーン総長の横顔で唇を結ぶ。

			　ハインリヒは言う。

			「全く分からん。クローシュ渓谷で逃亡していた魔女イシュリーンを助けたという事、彼女の近くにあって補佐をしているという事、年齢は二〇代半ばであるという事……くらいだな」

			　シュケルは顎を引き、クローシュ渓谷へと視線を転じる。二人して同じ方向を見つめる総長達は、それぞれに思考していた。

			　俺がイシュリーンを敗走させたから出会った……それが帝国の脅威となるなら、俺の手で片付けなければならないか……ナルとかいう男がグラミアに仕えている理由さえ分かれば、君臣の間に激を生じさせることができるのだが……。

			　シュケルは、果たしてどのような事情がグラミア王補佐官にあるのかと悩む。その隣で、ハインリヒは腕を組み考えていた。

			　ナルという男を調べるのは困難極まる……情報がほとんど出て来ていない。それに最近のキアフはどういう事だ？　やけに手強い者達がいる……東方異民族のひとつがグラミアについているとだけ判明しているが……それがどうしていきなりグラミア王に協力をしているのか……。

			　ハインリヒが先に口を開いた。

			「シュケル、どちらにしても戦端は開かれる。グラミアの者達と接触しているアルベルトを排除しておいたほうがいいのではないか？」

			　自らの思考を中断したシュケルは、薄く笑い答えた。

			「いや……アルベルトがいなくなれば、敵を釣る餌が無くなる」

			「大層な餌だな」

			　ハインリヒの言に、シュケルは「まさか」と失笑していた。

			「ハッ！　あの老害は餌役で十分だ。あいつが敵と通じているかぎり、グラミアは当初の予定を変えまいよ」

			　シュケルに老害と評されたアルベルトは老人ではないが、聖紅騎士団ハイローダー・オルディーン総長には、戦歴があるだけで能力的には疑問符がつく相手など老害と評して構わないという辛辣さがあった。グラミアに一月ひとつきほどで敗れたアラゴラ相手に、アルベルトが浪費していた月日と金を考えれば、シュケルの批判も妥当であるだろう。しかしこれは、アルベルトにとって気の毒かもしれない。あのアラゴラの体たらくは、ナルによって誘われたものだからだ。もしグラミアがアラゴラに、帝国がしているように正面から「攻めるぞ」と侵攻していれば、アラゴラ王家も、諸侯も、あれよりはマシな戦い方をしたはずである。シュケルとてそれを無視しているわけではないが、それにしてもだらしないというのが彼のアルベルト評であった。そして聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザ総長にとって皮肉なのは、戦場でベアを殺そうとしていた彼自身も、それと変わらない最後をシュケルによって望まれていることだろう。

			「アルベルトとグラミアが通じているのは、共通の利益があるからだ。それはベアの他にない。俺は奴を嫌いだが、しかし個人と国家の問題は分けて考えるだけの分別はある」

			　シュケルは続ける。

			「戦場において、グラミアにベアを差し出すのがアルベルトの算段だろう。それから、戦い疲れたグラミア軍に襲いかかろうとでも夢を見ているのだろうさ……グラミアもグラミアで、奴らなりに計算がある。つまり両軍はぶつかるというのが今回の演劇だ。もちろんだが、俺は脚本を変えるがね」

			　聖紅騎士団ハイローダー・オルディーン総長はそこで黙り双眸を細めると、風に乗って運ばれた草の匂いに鼻を鳴らした。

			　ハインリヒがシュケルを誘うように歩き出し、二人は城壁上から城の内庭へと移動した。居住館や兵舎は帝国様式への改装がされているが、主塔はグラミア様式のままである。そして二人が歩く内庭には、スーザ神への祈りを捧げる聖堂が建てられていて、その地下には建設中の事故で死亡したリュゼ住民達が埋められていると二人は知っているから、聖堂を横切る際、異教徒が天上に召されることがないようにと祈る。シュケルは身体に沁みついた癖に苦笑し、ハインリヒは異教徒にとって死とはさらに苦しむものだと口内で呟いた。

			　それぞれに祈りを終えた時、シュケルはやや後方に続くハインリヒに尋ねる。

			「俺に協力するなど……お前の上も承知済みか？」

			　シュケルに、ハインリヒは皺ひとつない顔を笑みに変えた。年齢はシュケルよりも上であるが、お互いに総長となった時期が同じであるため同期意識がある。二人の口調も、本音を言い合う関係も、そこに起因していた。

			「ローター猊下……俺はあくまでも枢機卿として立てる……猊下と一派におかれては意見がまとまっている」

			　フリードリヒ二世によって左遷させられてしまった彼は、革新的な枢機卿であったが為に、権力を握りたいと考える現教皇から疎んじられ、地方の司祭へと階位を落とされている。

			　ハインリヒは言う。

			「フリードリヒがどんな男であろうとも、教皇である事実は事実だ。つまりフリードリヒには、それらしく振舞ってもらわねばならない。でなければ国が傾く。大きくなった教団を守る箱が壊れると、信徒は再び信仰を脅かされるだろう……お前の主と違ってローター猊下は視野が広い。だから俺がお前を手伝うのも了となされた」

			　枢機卿時代のローターは、帝国は拡大戦略を改めるべきだと主張していた。彼は、外へと膨張を続ける帝国は限界に近いと見ている。確かに領土は広く資源も豊かであるが、民の生活を圧迫し続ける現状を継続できるはずがないと知っていた。侵略し併合した先の民の生活や信仰を蔑ろにする国が、栄え続けるはずがないとも分かっていた。前例は、歴史がいくつも用意してくれている。そして、併合先で反乱が発生する度に軍で黙らせているが、外へ中へと忙しい軍の維持費は膨大なもので、帝国財政は決して余裕があるわけではないという事情もある。悪循環は誰かが断たねばならないと考え、それは自分の使命であると、ローターは信じていた。

			「ゆえに、猊下におかれてはお前を助けるのも、その一手だ。フリードリヒを助けるのも同じ理由だ。だから俺はお仕えしている」

			　ハインリヒの言に、シュケルは外の敵に当たる為に内は歪な形でまとまりつつあるかもしれないという感想を持つも、口外せずただ進む。それを歓迎と受け取ったハインリヒもまた無言で、二人は居住館へと足を踏み入れた。

			「俺の復帰を枢機卿会にねじ込んでくれたのも、広い視野によるものだと願おうか。ハインリヒ、帝都に帰ったらローター猊下に、俺が御礼を申し上げていたと伝えてくれ」

			　離れ際のシュケルによる発言に、ハインリヒは左目だけを僅かに細める。聖皇騎士団ハイトパプスト・オルディーン総長から見て、危険な空気を纏うシュケルの背が離れていく。

			　お前は価値がある。グラミアに勝つ為に必要だからだ……それを間違えないことだ。

			　ハインリヒはマントを翻すと、素早く歩み寄って来た男に意識を向けた。

			「閣下、アルベルト卿と蛆虫グラミアンが交わす書簡を手に入れ、写しました」

			　聖皇騎士団ハイトパプスト・オルディーン総長は、差し出された紙を広げた。

			『軍勢はブスカシュ方面経由でクローシュ渓谷南の丘陵地帯に入ります。閣下がクローシュ渓谷南に進出された際、まずルマニア地方の残存軍が現れる予定です。これと戦い、気をよくしたベアは国軍との戦闘において、ますます前に出るというものです』

			　これは、グラミアからアルベルトに向けられた文面である。

			「シュケルに渡してやれ」

			　彼はそれだけ言い、立ち去る部下を一瞥もせず進む。帝都に戻り、これからの仕掛けをしなければならないと思い、その詳細を考えていたが、ふいに、愚か者達を思い出してしまった。

			「……ふん。ズラン・ゴランも、ベアも……蛆虫ごときの駒にされて……」　

			　ハインリヒは薄く唇を開き、感情のままに歪めた。

						  

				　　　　　　　

				


			　先に動いたのがグラミアであるという図が、今回の戦が特殊であるという前触れであったのかもしれない。ただ、帝国側もそれに付き合う義理はないはずだが、軍を発した。

			　両軍はクローシュ渓谷を避けた。いや、アラゴラを併合しつつあるグラミアという国を地図で見れば、クローシュ渓谷南からルマニア地方に至る空白での攻防が頻発するだろうと教えてくれる。

			　アラゴラ地方との連携を断ちつつグラミア中央へと進出を図りたい帝国と、それを防ぐグラミアという変化が、戦場の移動を自然と発生させている。しかしながら、グラミアがブスカシュを押さえていて、ここに軍勢を置くことで、帝国はクローシュ渓谷南からルマニア地方へと進出できたとしても、ブスカシュを放置して先には進めない。

			　クローシュ渓谷からブスカシュを狙う軍と、ルマニア地方をクローシュ渓谷南回りで狙う軍に分けるかという議論は、帝国軍内において為されたが、アルベルトの強い反対があり、ズラン・ゴランも彼を指示したので、ベアは折れた。これはシュケルとカイザルから事前に「向こうは軍を一つにしておきたい理由があります。しかし、こちらにとってもそれが都合よい」と説明をされていた。

			　シュケルだけに言われたのではベアは頷かないが、カイザルからも説得されて承知した。

			　これで帝国軍は、ズラン・ゴラン軍と、ベア軍が合同でクローシュ渓谷南の丘陵地帯に入ったが、ここで軍が割れることになる。

			　きっかけはベア側で、ズラン・ゴラン側にとっては腹立たしさと苛立ちの極みであった。

			「今さら、軍を分けるとはどういうつもりだ？」

			　アルベルトは激昂した。

			　ベア側から一方的に言い渡され、ベアの使者として眼前で畏まるカイザルを睨む。その目は若造めという罵りに満ちていて、説明できるならしてみろという挑発が輝きとなって放たれた。

			「猊下におかれましては、そもそも大軍である我が軍において、その利点をより活かすべく軍を分けて運用すべきと改めるに至りました。この軍にズラン・ゴラン猊下と聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザ総長閣下がおわします現在、グラミア軍は後退を重ねるのは必定でしょう。ここは我々が、ブスカシュ方面へと進出することで、猊下と閣下の背後を守るほうが良い。この……二つの軍を前に異教徒共は為す術もございませんでしょう」

			　彼の発言は、松明の炎が弾ける音が重なり聴き取りにくい箇所があった。これがアルベルトの苛立ちをさらに強める。

			　聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザ総長は怒鳴っていた。

			「それがどうして！　今なのだ！　すでにクローシュ渓谷の南！　丘陵地帯の西端だぞ！」

			　クローシュ渓谷南に広がる丘陵地帯には名がない。スージリアンボニャード丘陵地帯と呼ばれるようになるが、それはしばらく先である。

			　聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザの騎士達が居並ぶ夜営地において、一人で敵視の中心に佇むカイザルは、無表情で恐れも脅えもなく、それがアルベルト一同を余計に腹立たしくさせる。

			　ベア猊下を陥れようとしていたクズ共め。

			　カイザルは胸中で吐き、アルベルトには頭こうべを垂れたままで顔を隠した。そして努めて平静な声を発する。

			「グラミアは、ルマニア地方の残存軍のみが丘陵地帯に入ったようですが、国軍本隊の行方が掴めません。ブスカシュに向かったという斥候の情報ですが、あえて遠回りをすると見せかけ、こちらに急転して来る可能性もあります。ゆえにベア猊下自ら北上しつつ警戒し、敵の動きを監視するという狙いもございます」

			「斥候を放てばよかろう！」

			　これは聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザ総長代理のミゲルが叫んだものである。

			　カイザルは、身動ぎしてミゲルを正面に見ると、一礼して問う。

			「ですので、大軍の利を活かす動きもございます……ブスカシュも結局は無効化せねばならず、ならば、敵の動きもあり今動くべしとのベア猊下のご判断でございますが……問題がございますか？」

			　あるのだ、馬鹿者！

			　ミゲルは顔を赤くして黙る。胸の内を吐き出せば、問題とやらを説明してやらねばならず、彼は拳を握りしめたまま唇を閉じるという行為を意識した。

			「よかろう」

			　アルベルトだった。

			「では、猊下はクローシュ渓谷へと向かわれるがよろしかろう。我々は当初の予定通り、手薄となったルマニア地方を襲い、グラミア本国とアラゴラの連携を断った後にベオルードを目指す」

			　これで決定となった。

			　別行動はさっそく、夜が明けてからとなる。

			　カイザルが去った夜営地で、ミゲルをはじめとする聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザの主だった騎士達が総長を囲む。口々にベアを罵り、だがどうするかという一点においては、誰もが口を閉ざした。

			「ミゲル」

			　総長に名前を呼ばれ、代理は畏まる。

			「グラミアに、ベアの動きを全て教えてやれ」

			「は……しかし、グラミア人だけで奴に勝てますか？　軍勢は万に近いのですぞ」

			「戦いは数では決まらない面がある。あの素人が率いれば、万の狼も、羊の群れを前に逃げ出すだろうよ。だが、より確実にするべく、ベアの奴らが敵と相対する頃合いで、我々は北上する。なに、南は片付いたゆえに助太刀するとでも言えばよかろう。さしあたって、モルドバ州を押さえておけば格好がつくだろう」

			　アルベルトは、ベア軍とグラミア軍がブスカシュ周辺でぶつかる頃合いで、ベア軍の背後に現れようと言ったが、間違いなく助けではない。ベア軍の退路を絶ち、敵へと押し込む目論見である。

			　彼は、どうあってもベアを戦場で殺したいのだ。

			　このアルベルトの魂胆を、自軍陣地へと帰るカイザルは読んでいて笑みを浮かべていた。どうせ、ご丁寧に斥候を放ってベア枢機卿軍の位置を探りつつ、全てをグラミアに流すのだろうと彼は考え、その通りにベアとシュケル、そしてミヒャイルに報告をした。

			　ベアは歯軋りをして、脇に控えるシュケルを見る。

			「カイザルの推測、お前はどう考える？」

			「ほぼ間違いございませんでしょう」

			　シュケルは一礼し、付け加えた。

			「クローシュ渓谷東端を北上し、ブスカシュを狙う動きは実のところ、アルベルトの毒牙と、蛆虫グラミアンが放つ臭気から猊下をお離しするものです。敵を討つのは、私にお任せ下されば問題ございません。ただ、ベア猊下の戦歴も重要ですから、南の方角で戦闘が始まればいつでも南進できるように、ご準備は滞りなく願います。私めが崩したグラミア軍を、猊下の手で仕留めて頂きます」

			　ベアは嘲るような笑みをシュケルに放ったが、正面から受ける聖紅騎士団ハイローダー・オルディーン総長にたじろぐ。

			「軍の指揮であれば、小娘イシュリーンが生まれた頃からしております。規模こそ大きくなりましたが……だからこそ如何様にもできるというものです」

			　やや大げさであったが、シュケルの自信に嘘はない。

			　カイザルが忠言する。

			「閣下、しかしながら魔女イシュリーンの指揮下でグラミア人達は力を増します。奴ら……馬鹿みたいに強くなります」

			「閣下を見縊みくびっているのか？」

			　カイザルに、ミヒャイルが問いをぶつける。それは返答次第では許さんという意思が込められていた。

			「とんでもない……シュケル・クラニツァール総長閣下だからこそ、申し上げる次第でございます。でなければ、これはただの不敬となって私は怒鳴り散らされるでしょうな」

			　お前は狭量なのだと言われた気がしたミヒャイルが、秀麗な顔を怒気に染めるより早く動いていた。その素早さは、その場にいた者達の目に負えない速度で、カイザルは白刃の切っ先を喉元に突きつけられて初めて、ミヒャイル・ロアの凄まじさを知らされた。

			「俺は優しい男だ……一度の失言は許してやる。しかし二度はないぞ」

			　カイザルは頷き、右手指先でミヒャイルの剣先をそっと押し離した。

			　シュケルは、グラミア相手に戦意漲り溢れるほどの友人に、苦笑を向けて諌める。

			「ミヒャイル、どうせ斬るならグラミア人にしておけ。もうすぐ、いくらでも斬り殺せる。カイザル……貴様はベア猊下をお守りすることに集中しろ。クローシュ渓谷での経緯は、記録を読み知っている。お前は軍を率いるに値する男だ……では、猊下、失礼します」

			　彼がマントを翻し立つと、ミヒャイルが続く。颯爽と離れて行く二人は、力強い足取りで騎士達が集まる場所へと向かった。

			「猊下……シュケル卿のこと、信用しても良いのではありませんか？」

			　カイザルの諫言に、耳の痛いベアはくしゃみをすると腹心の笑みを誘う。

			「ふん……それは奴次第だ」

			　ベアは頬杖をつき、脚を組むと不機嫌さを隠さない顔で黙り込んだ。

			　一方、二人から離れたシュケルとミヒャイルは、聖紅騎士団ハイローダー・オルディーンの騎士達を前に早朝の出発を告げる。

			「我らは一度離れる。ズラン・ゴラン枢機卿猊下の軍勢と戦うグラミアの背後を取る」

			　騎士達が一斉に気合いの声を発して、それぞれの部隊へと向かう。

			　聖紅騎士団ハイローダー・オルディーンの騎士は五〇五名。その内、四〇〇名がこの場にいて、部隊を指揮する士官級が二五三、総長の護衛である重装騎兵が一〇〇、他は気象予報士、勲功管理士、財産管理士、通訳、軍医、書記、測量士、建築士などなどであった。

			　彼等は役目こそ違うが、皆がシュケルの指揮下で働けることを誇りに思っている。ゆえに彼が昨年に撤退した過去を、失敗だと批判されるのは我慢ならない。

			　聖紅騎士団ハイローダー・オルディーン騎士達は誰もが、此度の戦いはシュケルの復帰戦というだけでなく、彼の評価を改めて正しいものへと戻す目的もあるのだと強く念じていた。

			　そして、その中にエリザもいる。彼女は大隊長として迎えられていて、それは家柄、実績ともに妥当だが、よく思わない者達もやはりいた。ゆえに彼女は、誰よりも戦意が旺盛で、勝利に飢えている。そして、異教徒を憎んでいた。

			　異教徒め……渓谷で死んだ同胞の仇だ。お前らの生きる場所など、神の恵みが溢れるこの地上のどこにもないと思い知らせてやる！

			　美しい顔を狂気に染めた彼女は、グラミア人を蹴散らす自分を想像して、妖艶な笑みと共に馬上となった。

						  

				　　　　　　　

				


			　帝国軍ズラン・ゴラン軍は、聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザを中心にクローシュ渓谷南の丘陵地帯を東進した。そして現れたルマニア公爵軍を前に、戦闘隊形を取るべく広がる。ルマニア公爵旗を連ねて掲げたグラミア人の数は四〇〇から五〇〇といった数で、これはグラミア側の情報にもあったように、領内の残存兵であるとアルベルトは理解する。

			　ベアと別行動を取るアルベルトは、ルマニア地方のモルドバ州を約束通り頂こうと考えていた。

			「あれを潰せば、後はモルドバ州を奪うだけだ。クローシュ渓谷の南東に占領地を得ることで、グラミアの動きを牽制することができる。アラゴラ地方と、本国の連携を難しくしてやることができる。グラミア中央部への橋頭堡きょうとうほとなる地を押さえ、あとはベア軍の後方に出て掩護する」

			　アルベルトは迷うことなく攻撃命令を発した。

			　この軍の後方で、ズラン・ゴラン・ベリクレス枢機卿は一抹の不安を覚えていた。大軍の前に現れた寡兵に対して、不気味な違和感を覚えていたのだが、戦闘に関しては一切をアルベルトに任せると決めている彼は沈黙する。それは信頼とは少し違う。彼はこれまで、アルメニア王国とゴーダ騎士団領国相手に戦争の指揮を執り失敗している。そして、その責は彼の左遷に近い現場への異動を齎している。次はないと知っているズラン・ゴランは、戦闘での指揮をアルベルトに託すことで、一切の責任を彼に負わせるつもりであった。

			　勝利した時は、アルベルトを信頼し任せた自分の手柄であり、敗れた時はアルベルトの失敗とするのである。

			　少ないだけなら……蹴散らしてしまえばいいが……。

			　ズラン・ゴランは護衛に囲まれた馬車の中で自らを納得させた。だが、ルマニア残存軍は戦う前から逃げ出す。一応は隊列を整えているようには見えるものの、それは明らかに逃げ出すという表現が相応しい有り様だった。

			　追撃するスーザ兵達から嘲笑があがった。

			「戦う前から逃げ出しおって！」

			「アラゴラ人でも戦ったぞ！」

			　しかしながら、グラミア人達はただ逃げ、東へどんどんと両軍は移動するばかりだった。時たま、思い出したように矢を放つ敵に、アルベルトは呆れを通り越して飽きた。夜となって、彼は集まった騎士達に明日は騎兵で追うと伝える。

			「いつまでも付き合っては埒が明かない。騎兵によって敵を砕き、本軍で敗残兵を皆殺しにする。このまま奴らが東に進めば、モルドバのガラツィだ。都市に籠られるとさすがに時間がかかるし、ガラツィが傷つく。頂く都市は綺麗なほうがいい」

			　アルベルトの言は、既にガラツィを占領したものと思い込んでいることからのものだった。だが、彼の思考で物事を量ると、グラミアは彼が流した情報でベア追撃へと軍を向けており、ルマニア地方には本当に残存兵しかいない事となる。よって、五〇〇前後の兵が、どう足掻いても指揮下軍勢に勝てるはずもなかった。これは籠城戦を敵が選択しても一緒である。

			「最初からそのつもりで逃げているなら、どうして出て来たのでしょうか？」

			　騎士の一人が怪訝な顔で総長に問うが、アルベルトは鼻で笑った。

			「領民に対するカッコつけだろうよ」

			　一同から、遠慮のない笑い声があがる。

			　こうして、翌日の朝にはズラン・ゴラン軍は騎兵を準備万端で前に出した。夜襲さえかけてこなかったグラミア人達に罵声を浴びせ、指差し笑ったスーザ人達が、士官の指示で配置につく。その布陣は、中央に歩兵五個連隊二六〇〇、左翼に歩兵四個連隊一九〇〇、右翼に騎兵一個大隊四〇〇に歩兵六個連隊三〇〇〇という配置で、右翼で攻勢をかけつつ騎兵を敵後方へと進出させたのちに包囲という意図があった。寡兵に対して大袈裟かもしれないが、だがアルベルトも伊達に戦場で長く生きておらず、敵は少数だと侮る危険をよくよく理解していた。普通に戦えばまず勝てる相手を前に、彼は普通に戦うことを選んだのだ。そして、これ以上の無駄な追撃戦はしたくなかった。

			　だが、普通に戦うつもりのない相手を前にして、これは悪手であった。

			　この時のルマニア残存兵達は、まさにこれだったのである。

			　戦闘開始を告げるかのようにズラン・ゴラン軍から角笛が鳴り響き、左翼、中央、そして右翼が前進を開始した。騎兵がゆるやかに助走を始め、馬上の槍を構えた騎兵達が大地を揺るがし歩兵の前に出る。

			　ルマニア公爵旗が風ではためき、バタバタと鳴る中でグラミア人達は弓矢を構え、一斉に放った。それは放物線ではなく、直線で敵騎兵を狙うものだったが、ズラン・ゴラン軍騎兵は半円を描くように迂回する動きで躱す。

			　ルマニア残存軍は、矢を放った直後には後退を始めていた。隊列を整え、敵歩兵の前進速度に合わせた後退は見事な手際で、アルベルトは敵の正体にここで気付くべきだったかもしれない。しかし、人は見えているものを信じる。時に期待を信じる。彼は今、ルマニア公爵旗の連なりと、寡兵であるという事実のみで、敵を量った。

			「後退を始めたか！　またか！　愚か者共め！」

			　追えと命じる聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザ総長の号令に、伝令達が自軍内を駆け回り、角笛に太鼓が激しく騒ぐ。

			　ズラン・ゴラン軍騎兵が、速度にのった状態でグラミア人達の集団に突っ込もうと戦意を高めた。

			　グラミア人達は、隊列を解き、散開して騎兵をやり過ごそうと動く。四〇〇の騎兵が、ルマニア公爵旗を掲げたグラミア人達の群れへと突っ込んだ。隊列を組み防ぐのではなく、散開したグラミア人達は被害の最小化に努めると、駆け抜けた騎兵に後方から矢を放ち、魔法を発動させた。

			　火球の魔法が派手に飛び、馬の嘶きが馬蹄を乱した。騎兵は旋回すべく進路を取っていたが、その進行方向上へと打ち込まれた魔法と矢の連打に向きを変えざるをえない。

			　グラミア人達は、ここで一斉に駆け出す。

			　丘陵地帯のうねる地形を利用して、乱立する木々を活かして、彼等は騎兵の追撃を防ぎつつ引きずり出し、敵本隊と騎兵の距離を離すことに成功する。そして同時に、目的地点に到着していた。

			「よし、到着した。軍旗を変えろ！」

			　ルマニア公爵旗の下で、ナルが汗に濡れた額を拭う。

			「周辺の味方に合図！　三連発！」

			　ルナイスが怒鳴る。

			　ルマニア公爵旗を地に突き立てた彼等は、丘陵地帯の草や土で隠していた本来の軍旗を拾う。それは青地に黄で六連の星が描かれたグラミアの六連星旗であった。そして、六連星旗の真ん中には、雪豹ニクスパルドゥスが描かれた旗が翻る。

			　王補佐官旗を囲み連なる六連星旗の群れが、反撃開始を知らせる角笛に合わせて、力強くはためいた。

			　この一個連隊は、ルマニア地方の残存兵などではない。アラゴラ侵攻時にナルとダリウスの指揮下に入っていた兵達で、今はナルの直下軍となっている。補佐官付武官のルナイスが副官としてナルの隣に佇み、やや後方には補佐官付庶務官の中年男性が立っている。

			　この男性は、イシュリーンがクローシュ渓谷から逃亡した際に、宿場町で宿と医者と食事を支度した伝令でコズン・ギラだ。コズンはオデッサ地方へ彼女の手紙を届け、その後もやはり国軍兵士として働いたが、第二次クローシュ渓谷で右腕を負傷して握力が弱くなり、裏方へと回されていた。その彼をイシュリーンは覚えていて、軍部庶務官として働いていたコズンを王宮で見つけた。懐かしさと感謝で声をかけたイシュリーンは、現場に復帰したいと握力を取り戻す訓練を続けている彼の意向を知り、それならばとナルにつけている。

			　コズンは早速、役に立っている。

			　この丘陵地帯を戦場にするとナルが決めた後、すぐさま周辺の領民を集め、平面である地図を立体で把握すべくあれこれと聞き回り、調査をして回った。これでナルは、クローシュ渓谷南端から丘陵地帯の隅々までの地形を、小さな小川や池、窪みや高みも含めて立体で把握できている。これがあるから彼は、イシュリーンに自信をもって軍勢の移動と配置を進言できた。

			　こうして、ナル率いる王補佐官連隊の戦闘員四五〇は、グラミア本隊の為にズラン・ゴラン軍を本来の戦場に誘導した。

			　魔導士が、蒼穹に向かって火球の魔法を三発放つ。

			　炎の塊が、空中で爆発し火の粉の雨を地上に降らした。

			　それは、追撃していたズラン・ゴラン軍もはっきりと見えた。そして、指揮官であるアルベルトも同じく、空を見上げ、次に追っていた敵を見据え、怒鳴っていた。

			「六連星旗！」

			　軍後方で、これを聞かされたズラン・ゴランが叫ぶ。

			「グラミア国軍か！」

			　動揺が生まれる。

			　ナルの指示で、グラミア人達は隠していた弩を手に取る。そして迫る騎兵に向かって、狙いを定めた。

			「弩、矢、弩だ！　敵前方に火球魔法！　補佐官殿の悪知恵を現実のものとしろ！」

			　前線でルナイスが怒鳴り、猛り狂う敵騎兵の集団に向かって火球の魔法をいくつも放った。それは敵に向ければ結界で防がれるが、手前に落としてやれば爆発する。そして土煙と草を舞いあげ、敵から前方の光景を隠した。

			　ズラン・ゴラン軍騎兵は、ちょこざいなと嘲り突き進んだ。どうせ散開してやり過ごすつもりだろうが、今度は容赦せぬとばかりに構わず馬を加速させる。密集隊形で敵を蹂躙しようと、騎兵と騎兵の距離は近い。

			　その彼等に向かって、王補佐官連隊は弩の斉射を行った。凄まじい初速で放たれた鉄の矢が、馬の首を貫き、騎兵の甲冑を破り、人体を破壊し、背中から後ろへと抜ける。これが一瞬で多発し、集団の先頭がバタバタと倒れるところへ、止まれない後続が突っ込む。

			　グラミア軍から矢が放たれた。

			　嘶き暴れる馬と、起き上がろうともがくスーザ人達は、後続の味方に踏みつぶされる。それをした側も、突撃を邪魔され速度を落とした。そこに、矢が降り注ぐ。

			「騎兵など、止まってしまえば意味がない」

			　ナルの笑みに、ルナイスが前に出る。

			「弩！　装填したら放て！　前後二列！　交互に放ち前進！　弓矢で掩護！　魔導士、敵の魔法を警戒！」

			　ルナイスの指示は素早く実行された。連戦、連戦、またしても戦闘の補佐官連隊は皆が戦い慣れていて、技量も気力も敵を凌駕していた。そしてルナイス自身も、弓を手に連射する。弩で撃ち漏らした敵騎兵の中で、こちらに届きそうな相手を選んで、その馬を狙った。

			　許せよ。お前達は良い馬だった。

			　彼は部下から矢を受け取り、つがえて狙い放つ。才能と努力でモルドバ伯爵軍士官となっていた彼は、ダリウスと帝国軍後方を脅かした経験で成長し、ナルと共に行動する現在、十分に期待できる指揮の手腕と武力を発揮している。

			　敵の弱いところを狙うという考えのもと、ルナイスは徹底的に動けぬ相手に矢戦を仕掛けた。そして、あらかた討ち倒したという頃、ズラン・ゴラン軍本隊がようやく接近してくる。これは彼等が遅かったのではなく、グラミア人達による騎兵殲滅が鮮やかで早過ぎたからだ。

			　スーザ人達は、騎兵一個大隊が、バタバタと殺される光景を前に、急ぎ追いつけと駆け付けてきたが、そこに見たのは地獄であった。

			　アルベルトは怒り狂う。

			「おのれ！　蛆虫グラミアン！　約束が違うではないか！　ミゲル！　どうなっている!?」

			　怒鳴り散らす総長の隣で、ミゲルは自分こそ信じられないと首を左右に振る。しかし、今の状況を立て直すべく、グラミアと手を組めと進言した責任を取るべく、自らの馬に駆け寄り飛び乗ると、前衛へと加速した。

			　ズラン・ゴラン軍は、騎兵のほとんどを失ったとはいえ大軍であり、グラミア軍はあくまでも戦の序盤を見事に戦ってみせただけであると、ミゲルは最前線で歩兵を叱咤する。

			「敵の後退速度が落ちている。右翼、左翼は同時に上がれ！　伝令を出せ！　閣下にもだ！」

			　忙しく動く伝令達が、ズラン・ゴラン軍の陣形に変化を齎した。右翼が前に出ていたが、左翼も速度をあげることで、両翼が前に出て中央が下がるという形となる。大きく広げた翼で、少数の敵を包み込もうと進むスーザ人達だったが、グラミア軍は敵の速度に合わせて後退をする。

			　矢戦の距離で、届くか否かという際で、両軍はしばらく東へと移動した。それは奇妙な光景であった。戦っているのに、矢も剣も、魔法ですら交わされないのだ。

			　だが、それも一時的なものでしかない。

			　これから始まる殺戮の前の静けさでしかなかった。

			　ナルは、何も五〇〇に満たない部隊で大軍の相手を最初から最後までするつもりなどない。そして、彼の狙いはベアでもない。しかるに彼は、国軍をこの丘陵地帯に集結させていた。

			　最初に、戦場に現れたグラミア国軍は、レニアス率いるブスカシュ軍一五〇〇で、それはズラン・ゴラン軍の右翼右方向、つまり南から敵に襲いかかった。次に横撃を加えたのは、ジグルドが指揮する軍一五〇〇である。

			「どうやって!?」

			　急襲を受けたと知ったアルベルトは思わず口にしたが、よくよく考えれば、敵の情報を信じていた己こそが迂闊であった。彼は、グラミア軍が最初から、ここに集まる予定だったかと戦慄を覚えたと同時に、彼等が倒したい相手は自分であると理解し冷や汗で背中を流した。

			　それは正解だったと、すぐに知ることになる。

			　グラミア軍は、ブスカシュに向かってはいなかった。ブスカシュには守備兵すら残してはいなかった。敵とここでぶつかると決めた時点で、ナルはブスカシュを空にすると決めていた。それは、彼の描く戦場が広大であるがゆえに、一点の拠点を守る必要性が無かったという理由もあるが、数の多い敵を叩くにあたって、軍兵をかき集めたいという意図もあった。また、あえてブスカシュを空にしてさらすことで、敵がここに入れば、リュゼとの兵站を断つ動きをする予定が効くはずであった。

			　グラミア軍は、帝国軍がアラゴラ西部へと逃げこまない様に、丘陵地帯の南側に回り込み待ち構えていたのだが、この位置取りによって、アルベルト率いるズラン・ゴラン軍は、敵が来るはずもないと思い込んでいた南方向からの横撃によって大いに崩れる。そして、彼等の後方やや南寄りに現れたグラミア軍は、王が率いる本隊だった。

			「スーザ人ども……この丘陵地帯にお前達が入った時点で詰みだ」

			　イシュリーンは吐き捨てる。

			　彼女はナルの連隊が敵を引きずったが為に、帝国軍は前掛かりの上に間延びしていると見て、突撃を即断した。

			　弓矢の援護で、グラミア軍が前進を加速させる。

			　六連星旗が帝国軍の東、南、西へと半月形に連ねられ、アルベルトは奇襲と側面攻撃の連続にさらされ、自軍の陣形が崩壊したと膝を折った。

			　グラミア軍による反包囲は苛烈を極めた。特に弩による斉射はスーザ人の命を奪い続ける。至近距離で矢を撃ちこまれ、人血が大地を濡らしたところへ槍先を揃えたグラミア人達が突進した。そして剣と盾を手に、グラミアの突撃兵がスーザ人に襲いかかる。

			　これまでの数年間、一方的に侵略されていた者達は、受けるのではなく攻めるという行為に感情を乗せる。

			　彼等の怒声は、スーザ人達の悲鳴、命乞いを蹴散らす。

			　アラゴラ地方で戦い、弱い敵に慣れていたズラン・ゴラン軍兵にとって、グラミア兵の強さは異常だった。彼等は一方的に虐殺され、反撃の糸口すら見つけられない攻撃の連続にさらされ、立て続けに部隊指揮官を失っていく。

			「ミゲル卿！　戦死！」

			「デルトア卿！　戦死！」

			　次々と有力な騎士が討ち取られる中で、アルベルトは歯軋りと共に後退を命じた。

			　イシュリーンは、前衛を後列と次々と交代させる。彼女の見極めは、反包囲を取るグラミアにあって際立っていた。西から攻撃する彼女の軍が最も敵を押し崩し、ついに前衛がその視界に、総長旗と、その奥に枢機卿旗を捉えた。

			　だが、ここで慌てふためいた斥候が、王本陣に駆けつけ叫んだ。

			「馬上から失礼いたします！　後方に敵の大軍！　先行した騎兵が向かって来ます！」

			　イシュリーンは馬上で背筋を伸ばす。そして、今にも潰走しそうな前方の敵に背を向けるように馬を操り、丘陵地帯の西方を眺めた。

			　そこには、まだ小さい敵影と砂塵があった。

			　イシュリーンは戦場にあっても瑞々しい唇を震わせ、ベア軍がズラン・ゴラン軍と別れ北上した情報は、半分だけが正解だったと悟る。

			　敵は北上すると見せかけ、クローシュ渓谷南端を西に進み、我々の後方に位置取っていたのか……。

			　グラミア軍の背後に現れたのは、シュケル率いる軍勢である。

			　ベア軍を実質的に操るシュケルは、軍を二つに分けた。一つはベアの側近であるカイザルに任せ、本当に北上させた。そして、反転し南下するようにと伝えている。さらに自らは軍を率いてクローシュ渓谷を西に進み、斥候を丘陵地帯に潜ませ、グラミアの出方を窺っていた。

			　これは、シュケルに確信があったからである。

			　グラミアは、ズラン・ゴランとアルベルトを丘陵地帯で潰す。

			　それは、自分がグラミアであれば絶対にそうするというものからだった。

			　シュケルは、グラミアの意図を見抜いていた。

			　グラミア人がアルベルトに接近したのは、アラゴラ侵攻の時間を稼ぐという目的もあるが、ベアよりも実戦経験に富む指揮官である彼を嵌めて殺せば、帝国軍グラミア方面軍は素人に指揮されたに過ぎない軍勢に成り果てる。

			　グラミアは、アルベルトと協力してベアを倒す演技をして、戦場にアルベルトを油断させた状態で釣り出し、そこを討つ。

			　ゆえにシュケルは、アルベルトを餌に使い、騙された相手を倒すべく現れたグラミア軍を襲うと決めていたのだ。

			　罠に嵌められたアルベルトを利用して、イシュリーン率いる軍後方に現れたシュケル軍の騎兵一個連隊三〇〇は、まさにその尖兵となってグラミア軍にぐんぐんと接近する。

			　イシュリーンには、迷う暇などなかった。いや、彼女だからこそ、即決していた。

			「ジグルド、レニアス、ナルに伝令。我が軍は戦闘から離脱。後背に敵。南に一旦退く」

			　ズラン・ゴラン軍を攻撃していたイシュリーンの軍は、攻撃を止めて隊列を整える。イシュリーンは、ズラン・ゴラン軍に援軍現るとの報と、自軍離脱が伝わらないように細心の注意を払った。しかしながら、彼女の慎重さを逆手に取った男がいる。

			　ミヒャイル・ロアは、騎兵三〇〇の先頭で弓を手にしていた。

			「このまま突っ込む！　敵を退かせるな！」

			　本隊から放たれた矢となったシュケル軍騎兵一個連隊は、おかまいなしに敵へと迫った。これは敵に接近を知られても、動けぬようにしてやれというシュケルの指示である。

			　ミヒャイルは、アルベルトの軍を襲うグラミア軍のどこかにイシュリーンがいると双眸を細める。六連星旗の連なりのいずこかに、グラミア王はいるはずだと満面の笑みを作った。

			　イシュリーンであれば、必ず出て来ているはずだ。どこにいる!?

			「小娘を振り向かせるのは！　甘い台詞セリフよりも強引さだ！」

			　ミヒャイルは嬉々として叫び、全速で駆ける馬を脚の締め付けだけで操ると、馬上で弓に矢をつがえた。そして、遠目にも鮮やかなグラミア軍の青い甲冑の群れを狙って放つ。

			　クローシュ渓谷南に広がる丘陵地帯での戦いは、夕暮れが迫る頃合いで第二幕があがった。

                			

	








			
			　ミヒャイル・ロアは、騎兵の先頭で弓を投げ捨てた。そして長剣を握り、最高速度でグラミア軍の軍列に突っ込む。工夫などない単純な突撃だったが、彼と彼の騎兵は勝ち戦に沸いていたグラミア兵達を一瞬で黙らせるだけの圧力があった。

			「神の娘とやらを出せ！　美女かどうか確かめてやる！」

			　ミヒャイルの怒声は鋭く、そのスーザ語を理解できないグラミア兵達であったが、侮辱、挑発されたのだと理解はできた。怒り喚いた彼らだったが、シュケル軍騎兵の破壊力は凄まじく、イシュリーン軍後方、つまりシュケル軍に向かっての最前列はたちまち崩壊した。

			「後方！　歩兵一個中隊もちません！　敵！　突破してきます！」

			　伝令の叫びに、イシュリーンは次々と部隊を軍後方へと向かわせる。

			「矢で馬を射殺せ！　敵の左右から挟み、潰せ！」

			　指揮官を先頭に突っ込んで来た敵騎兵の前に歩兵の壁をいくつも作りつつ、左右からの挟撃によって敵の推進力を奪うと決めた彼女は、ズラン・ゴラン軍への攻撃を完全に止めさせた。

			　この時、アルベルトはベア軍騎兵が現れたことを知らず、どうして敵の攻勢が弛まったのか理解できなかったが、それでも相変わらず南と東からは激しく攻められ、敗色が濃厚であるのは変わりなかった。数だけであれば優位は変わりないが、数を活かすことができない。まさに烏合の衆という有り様である。

			　一方でナル、ジグルド、レニアスは、イシュリーンからの伝令で事の重大さを知ったが、今、目の前のズラン・ゴラン軍への攻勢を止めて、王の救援に行くのは愚策であるという共通認識があった。それは、攻撃されなくなったズラン・ゴラン軍は、高い確率で味方騎兵と連携して王の一軍に牙を向けるものと考えてのことである。

			　グラミア王国軍のナル連隊が東から、レニアスとジグルドの軍が南から攻撃をかけることで、ズラン・ゴラン軍は防戦一方となっていた。これを撃ち破る矛を、どう使うかとナルが迷っているのは、イシュリーンが苦戦をしているからだ。ただ彼女がさすがだったのは、後方から攻撃されてもすぐさま立て直して持ち堪えていることだろう。しかしながら、ズラン・ゴラン軍が救援に気付いて、攻勢をイシュリーン軍に向けると危ない。

			　考えろ。思い通りにならなかったのは、これが初めての事じゃないだろ……。

			　しかし、それでもナルは忌々しいと胸中で敵を罵り、ベアを侮っていたと反省したが、ここで疑惑に喉を鳴らした。

			　これはベアがした事か？

			　彼は戦闘の最中にあって、王の後背に現れた敵軍勢は、どう考えてもベアには取れない選択であろうと読む。それは、アルベルトを騙したグラミアの意図を見抜かなければ、こちらが丘陵地帯で何を狙っているか読まなければ、打てない手だからである。

			　策に慣れた者……こちらの動きを利用するだけの決断力がある者……。

			　ナルは昨年の、帝国軍撤退を脳裏に蘇らせる。

			　シュケルか！

			　強引さと柔軟さを匂わせる敵は、まさしくあの撤退を選択したシュケルだとナルは気付いた。

			　彼は前線で指揮を執るルナイスに、「このまま」という指示を出すと、後ろに控えるコズンを呼ぶ。

			「ダリウスの騎兵に合図を出せ。彼に陛下を助けさせる。陛下の背後を襲った敵指揮官はシュケルの可能性が高いと全軍に伝令！」

			　コズンは頷き、兵に命じて鳩を放たせた。白い翼が羽ばたき、瞬く間に空へと駆けた白い鳩を目で追ったナルは、鈴を鳴らす。そしてすぐに驚いた。

			　すぐ隣に立っていた士官が、一礼して初めてアブリルだと気付いたからである。

			「ずっとそこに？」

			「はい」

			　目を丸くした彼の眼前で、アブリルが甲冑を脱ぎ長髪を躍らせた。彼女は髪を掴み、素早くまとめてくるくると束ねる。その動作を眺めつつナルは口を開いた。

			「敵はシュケルだろう。となると、彼だけが来たのか？」

			　自問した彼は、瞼を閉じて思案する。

			　違う。ベアは間違いなく出て来ていた。アブリルさんの情報ではベアはグラミアに入った。だが、冒険的な役目を持つ軍にはいないはずだ。後背からの奇襲は、だが一方で発見されれば危うい。耐えられた後も戦える強さがいる。つまり軍を分けたベアは、シュケルに奇襲を任せ、自らは安全圏で戦況を確認した後、決戦時に現れる算段ではないか？　

			　どこにいる？　さらに西は考えられない。北か？　南か？　だが南に現れるのは不可能だ。それならば、俺達に動きを察知されていたはずだ。北か？　北にはたしかに帝国軍の一軍がいる。だから安心してしまった……正しい情報で俺を騙したな？

			　ナルは、北の一軍がベアだと考えたが、決断するには一瞬の逡巡を要した。

			「アブリルさん」

			　目を開き言ったナルに、アブリルは一礼し命令を待つ。

			「戦場の北……ベアだ。ベアの本陣を探してくれ」

			「承知しました」

			　アブリルは、歩き出したと同時に黒装束姿となっていた。

			　彼女は足早に進みながら口を開く。いつの間にか現れて、彼女に続いていたテュルク族の女達は、誰もが緊張と誇らしさで力強く、だがしなやかに歩く。

			　アブリルを中心に、円で並んだ部下達は揃って膝を折った。

			「北に放て。枢機卿の寝床を見つけなさい。自らの旗に雪豹ニクスパルドゥスを選んでくださったナル殿の期待に応えるのだ」

			　雪豹ニクスパルドゥスはテュルク族にとって、とても神聖な生き物である。

			　それを自分の旗にしたナルに、アブリルは当然ながら、彼女の部下達も総じて感謝し、改めてナルへの忠誠を誓っていた。

			「周辺国の動きを探りながら、こうして戦場でも働くのは大変だ。人手もギリギリのところで、お前達には苦労をかける。だからこそ、この未来に、我々の喜びがあるのだと私は信じている。ナル殿がグラミアにあり、私達が彼に協力すれば、テュルクはグラミアの庇護を受けることができるだろう。我々の存在の為にも、いつものように働いて欲しい」

			　らしくないほどに言葉を紡いだアブリルに、部下達は微笑み一礼した。

			　アブリル様はルヒティ様にお仕えし、ナル殿にお仕えし……お二人に出会えて、本当に良かった。

			　アブリルの腹心ともいえるユーノは、人形の如く務めに没頭していたアブリルが、ここにきて良い変化を見せてくれていると感じて、それを齎した二人の為にと、皆を束ね離れた。そして、自分達を見送るように動かないアブリルの為に、この戦闘が終われば自分から族長に手紙を出すと決めた。

						  

				　　　　　　　

				


			　イシュリーンは軍勢を南へと後退させつつ、東方向のズラン・ゴラン軍への攻勢を弛め、兵力を西へと向けた。彼女はこの時、現れた帝国軍はベア率いる軍勢だと思っていて、凌げると判断していたのだが、騎兵が彼女の軍勢を足止めさせているうちに、敵本隊が一気に距離を詰めてきたと知って戦慄する。

			「ベアの戦歴は浅いどころか無かったはずだ。こうも果敢な手が打てるか？　それとも考えなしだからこうなのか？」

			　王は呻き、瞬時に判断を下す。

			「後退を急ぐ。ジグルドの西につける。敵騎兵はどうか!?」

			「後退しては突撃を繰り返して来ます！　こちらの隊列の構築が間に合いません！」

			　伝令の報告に、イシュリーンは声を大きくした。

			「騎兵は加速して初めて効果を発揮する。敵に直線で迫らせるな！　矢を使え！　隊列は斜しゃだ。退がる。正面から受けるな！」

			　彼女の指示は速やかに実行され、イシュリーン軍は歩兵連隊を前衛に並べたが、それは敵に向かって水平ではなかった。その後方に弓矢を構えた兵達が並び、矢を放っては後退するといった動作を繰り返す。律動的に吐き出される大量の矢は、ミヒャイルに舌打ちを発せさせた。彼は、どうせならより深くまで突っ込みたいと考え、それによってグラミア人の心胆を寒がらせることで恐怖を植え付けたいと願った。

			「騎兵を見る度に脅えるようにしてやる！」

			　ミヒャイルは加速を命じる。矢の降り注ぐ地上を駆け抜ける彼等は、頭上に盾を掲げて疾走する。しかし無傷とはいかず、一騎、二騎、そして次々と倒れた。それでもグラミア人に肉薄した騎兵連隊は、ミヒャイルを先頭にイシュリーン軍にぶつかる。

			　イシュリーンは衝突された瞬間、角笛を鳴らした。

			　グラミア人達は無理に抗わず、敵騎兵の突撃をいなすように後退する。そして反撃は徹底的に矢で行う。

			　弩が放たれた。

			　兵と兵の隙間から、弩によって射出された矢が騎兵を襲う。バタバタと倒れる敵騎兵を前に、グラミア人達は凌げると確信した。

			　イシュリーンもそれは同じだった。彼女はアビダルに、この隙に距離を取ると伝えるべく口を開きかけたが、目を見開いて固まる。

			　ミヒャイルは、多くの犠牲を無視すると、距離を取るどころか馬に鞭打つ。

			「弩は連射できん！」

			　彼は怒鳴り、馬でグラミア兵を蹴飛ばすと、長剣でさらに一人を仕留めた。血潮が噴き上がった瞬間、彼は次の敵兵に剣を突きたてる。喉を貫かれたグラミア兵が、口から血を吐く。ミヒャイルは抜くのではなく剣を払い、グラミア兵は血飛沫の螺旋を宙に描いて倒れた。

			　馬が嘶く。

			　馬蹄が轟く。

			　スーザ語の喚声が湧き起こる。

			　騎兵は悉くミヒャイルに続き、自分達の指揮官が返り血で赤く染まる様に戦意を高める。

			　一塊となったスーザ人達は、グラミアの陣形の南端を突き破り、弓を構える一団に襲い掛かる。

			「アビダル！　まずい！　助けよ！」

			　蒼白となったイシュリーンが命じ、アビダルは馬に飛び乗った。彼は近衛連隊騎兵一個中隊を引き連れ、歩兵部隊群を斬り刻む敵騎兵に突進する。先頭を駆ける近衛連隊長は、戦場に立つ主君の為に、目を充血させて咆哮をあげる。

			　興奮と、焦燥で、彼は敵を一喝した。

			「溝鼠スージリアンがぁ！」

			　アビダルの大音声は、救援の到着を前衛に知らせた。そして、その部隊が近衛連隊であるとグラミア兵達は知ることで、改めて自分達の後方にいるのは誰であるかと自覚する。

			「女神ヴィラの娘を守れ！」

			「溝鼠スージリアンを殺せ！」

			　混戦は激戦となり、近衛連隊の到着でミヒャイルは限界を悟る。だが、彼は分かってしまった。

			　現れたグラミア騎兵が、黒い甲冑に黒い六連星旗を掲げる近衛だからだ。

			「この奥に小娘イシュリーンがいるな！　退く！　閣下にこれ以上ない報告だ！」

			　既に返り血で真っ赤のミヒャイルだが、己の血は一滴も流していない。

			　彼は半減した騎兵をまとめ、自らは最後尾を駆けた。

			　アビダルがそれを追う。彼は直感で、最後尾のミヒャイルを帰してはならないと知った。

			「異教徒に背中を見せて逃げるかぁ！　腰抜け！」

			　強烈な罵声に、ミヒャイルは怒気で表情を一変させたが、周囲を睥睨して諦める。弩は装填され、いつでも放てる状況である今、速度を落とせば狙われると判断した。

			「貴様！　次に会うまで生きていろよ！　俺の手で殺す！」

			　怒声を返したミヒャイルは、ぐんと馬を加速させる。

			　アビダルは弩兵の脇を駆け抜ける瞬間、弩を奪うようにして手にすると、それを逃げるミヒャイルに放った。

			　聖紅騎士団ハイローダー・オルディーン総長代理は、肩越しに弩で狙われていると見て、駆ける馬の背で身体を横に倒す。見事な体裁きで矢を躱し、マントをはためかせ離脱する彼は後ろに向かって一度だけ嘲笑を放った。

			　アビダルが憤怒で怒鳴る。

			「くそムカつく溝鼠スージリアンめ！　お前の死体は串刺しにしてさらしてやる！」

			　アビダルは感情の熱を叫び外に出すと、素早く周囲を視認して速度を落とした。これ以上は無駄な追撃だと判断した彼は、周囲に防御陣形を整えろと指示を発する。

			「陣形を整えろ。敵本隊がすぐに来るぞ！」

			　グラミア兵達は、士官達に従い素早く移動する。この反応の速さは、レニアスによる組織行動の徹底と命令伝達速度をあげるべく工夫された結果であった。戦場の至るところを、伝令達が駆け回り、伝令犬も吠え走り回る。犬は首輪に指示書を縫い付けられていた。グラミアハウンド、ゴーダ犬が戦う人間達のわずかな隙間を全力で駆け、主と認める士官へと飛びつき指示を届ける。それは聞き間違い、聞き逃しが発生しがちな戦場の喚声の中で確かに効果があった。

			　ミヒャイルの騎兵に乱された陣形をたちまち修復してみせたイシュリーン軍は、陣容の厚みを東から西側へと移しつつ盾による壁を作り上げる。ズラン・ゴラン軍に背後をさらす格好となったが、イシュリーンは構わず後退を命じる。

			「ジグルドとレニアスがいる。彼等が攻勢をかけている限り、背後は狙われない」

			　彼女の信頼に、二人の良将は応えるべくズラン・ゴラン軍への攻勢を強めた。しかしながら、圧力が弱まったことでズラン・ゴラン軍は一息つく事ができていて、彼等はアルベルトの懸命な指揮で崩壊を免れる。

			　ここでアルベルトは、戦況を好転すべく、混乱している部隊を切り離す決断をした。

			「逃げていく味方は無視しろ。声をあげろ！　逃亡者達は後で処罰すれば良い！　今は戦える部隊の集結を急げ！」

			　騎士達が必死に呼びかけ、前線で指揮を執り、多くの離脱者を出しながらもズラン・ゴラン軍は固まり陣形を整えつつあった。それでもグラミア側の攻勢は激しく、反撃せねば押しきられるまでに戦況は悪化しているとアルベルトは汗を拭い、声を荒げる。

			「応射！　南からの攻勢が強い！　応射だ！」

			　聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザ総長は、唾を飛ばして叫び続ける。

			「敵はこちらよりも少ないのだ！　噛みつかれたくらいで騒ぐな！」

			　ここに至り、敵にいいように操られていたと知る己の動揺も、罵声で払ったアルベルトは、まずは生意気な小細工をした東方向の敵だと決める。それはナル率いる連隊であった。

			　ズラン・ゴラン軍の一翼が、グラミア王補佐官率いる連隊へと前進する。

			　ナルは、補佐官旗の下で薄く笑った。

			「そうだろうな。お前はそういう男だ、アルベルト。見た目、分かりやすさ、己の価値観が全てだ」

			　ナルは頷き吐き捨てて、コズンに角笛を鳴らさせる。これに合わせてナルの連隊が速やかに後退を始めた。彼はこの丘陵地帯の地形を完璧に覚えていて、瞼を閉じなくとも鮮明な立体図を脳裏に描いている。ゆえに高低差、遮蔽物を徹底的に利用した。

			　後退しつつ、谷間を移動させた部隊で釣り出した敵に横撃を加える。

			　敵が後退すれば、高みから矢を一斉に浴びせる。

			　寡兵が大軍を翻弄する姿は、戦術の教本に格好の材料であった。スーザ人達は、どうしてこちらばかりがやられるのかと戦意も萎む。

			　見事な反撃でズラン・ゴラン軍の攻勢を無力化したナルは、伝令が駆け寄ってくるのを横目で見る。彼は左手で招くような動作をして、報告を急かした。

			「報告！　騎兵、出撃しました」

			　ナルは頷き頬を歪める。そして情けない敵を笑い、部下達に怒鳴る。

			「味方騎兵が動いた！　敵は崩れるだろう！　レニアス卿、ジグルド卿の前進を支援する。両卿に伝令！　合図と共に後方の騎兵を出すように進言！」

			　伝令達が、気合いの声と共に離れた。

			　ナルはアルベルトを笑う。

			　混乱する部隊を切り離したのは失敗だったな。そいつらを盾にして離脱すれば良かったのだ。

			　彼の嘲笑は、悩み苦しんだ先の清々しさと、敵を殺すことを望む軍師としての禍々しさを同時に放つ。その彼の背後に、アブリルが立った。

			「ナル殿、北で待機する帝国軍夜営地を見つけました。数四〇〇〇以上……ベアがいます」

			　ナルは薄く笑う。

			「よし、アルベルトの軍を蹴散らして、次はそいつらだ」

			　おっさん、イシュリーンを頼む。

			　彼は迷いを払うかのように、一度だけ右頬を叩いた。

						  

				　　　　　　　

				


			　夕陽を正面に整列する騎兵は、グラミア国軍騎兵の精鋭三〇〇だ。

			　彼等は誰もが無言であり、恐ろしく静かで、とても戦闘に参加しようとしている印象は受けない。丘陵地帯の窪みに隠れて配置された彼らはナルの言う矛で、アルベルトを仕留める一撃を担っていたが、伝令によって運ばれた指示に、指揮官のダリウスは右頬を歪めていた。

			　馬が嘶くも、彼に首を撫でられ静まる。

			「そろそろ……頃合いだ」

			　夜が来る手前、昼が去る間際、潮時だと雷神トールアンは双眸を細めた。

			　北に向かったはずの軍が、陛下の背後に進出してきた。これは間違いなく、こちらの動きを見透かした上で、アルベルトを餌にして陛下を狙う意図があった……こういう危険な馬鹿は始末しておいたほうがいい。

			　ダリウスが右拳をあげる。

			　背後に整列していた騎兵達が、微かに余韻を残す夕暮れの空を睨む。

			「ズラン・ゴラン軍の背後を通過し！　王陛下の後方に進出してきた敵に突っ込む！」

			　ダリウスはそこで呼吸をすると、力強く宣言した。

			「スーザ人を殺せぇ！　親！　友！　女！　子の為に敵を殺せ！　俺が許可する！」

			　ダリウスの騎兵連隊が動き出す。

			　兵達は誰もが、侵略者への怒りと、守るべき者達の為に馬を加速させた。丘陵地帯の草花を蹴り散らし進む馬達が、大地を揺らすほどの轟きを発する。その背に跨るグラミア人達は、先頭を譲らないペルシア人の背を追った。

			　わざわざ、アルベルトの後ろを通過しろとは、ナルも危険な馬鹿だな。

			　彼は喜びで笑みを浮かべたが、しかし戦闘を前にそれは禍々しく、殺戮を前に荒ぶる彼の心境を強烈に放っている。

			　新たな伝令が、ダリウス騎兵連隊に接近する。

			　止まらないダリウスに、懸命に並んだ伝令が叫んだ。

			「馬上から失礼いたします！　陛下の軍！　後背の敵主力と交戦！　苦戦！」

			「任せろ！」

			　怒鳴ったダリウスから、伝令が限界だと離れた。馬を労わるように減速する伝令を、ダリウス騎兵連隊は鮮やかに追い越す。一糸乱れぬ疾走の波は、律動的だが荒々しい馬蹄の響きを残して伝令の視界から消えた。

			　丘陵地帯の戦場で、アルベルトはそれを知る。

			「騎兵！　敵の騎兵が来るぞ！」

			　どこからだと、アルベルトの周囲で騎士、兵達が慌てる。彼等は枢機卿を守るべく角笛を鳴らしたが、それがレニアス軍とジグルド軍の攻勢を支えていた前衛に動揺を生んだ。

			　敵の角笛に、ナルが右手を振り下ろす。

			「全軍！　目の前の敵を討て！　騎兵が敵後方に出た！　ここが攻めどころだ！」

			　レニアスが、ジグルドが、ナルの連隊から放たれた大量の矢を目に、これが合図だと声をあげる。

			「歩兵連隊はそのまま前へ！　後方の騎兵を出せ！　一気に決める！」

			　確かに敵の陣形が乱れた。これを狙うか！

			　レニアスは興奮で目を見開く。

			「敵の左方向へと流れるように前進！　王陛下の軍を支援しつつ、騎兵に道を空けよ！」

			　補佐官……やはりお前はグラミア人になるべきだ……正直、恐ろしい。

			　ジグルドは固く唇を結んだ。

			　レニアス軍が敵を押し上げ、ジグルド軍がズラン・ゴラン軍とイシュリーン軍の隙間に進出する。そして生まれた空白へと、温存されていた騎兵一個連隊三〇〇が突進した。彼等の突撃は、ズラン・ゴラン軍の堅守に楔を打ち込む。陣形は再び乱れ、スーザ人達は後ろと前から騎兵に襲われると恐怖に慄いた。

			　そこに、赤一色で統一された騎兵一〇〇が突っ込む。

			　赤い波はグラミア最強を誇るオデッサ公爵軍で、その先頭にはパイプを咥えた壮年の貴族の姿があった。

			「ルヒティ様の弟子は無茶を言う」

			　オデッサ公爵家の家老たるザウクト子爵アルシャビンは、敵に迫りパイプを投げ捨てると無表情で突っ込んだ。彼が率いるオデッサ公爵軍騎兵一〇〇は、ズラン・ゴラン軍の恐慌の中を駆け抜け、敵兵の命を迷うことなく散らしていく。

			　アラゴラに入ったハンニバル本隊と分かれたアルシャビンの使命は、二つあった。その一つ目を果たすべく、彼は部下達の手際に満足した表情で鐙に備え付けられた長剣を右手に取る。前方には、派手な聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザ総長旗と、枢機卿旗があり、アルシャビンはそれを視認して部下達に命じる。

			「あの下品な旗のところである！」

			　彼の動きによってアルベルトは窮地に立たされる。そしてズラン・ゴランは冷や汗でびしょ濡れになり、逃げようにも前と後ろに騎兵と聞いて叫ぶしかなかった。

			「神あなたは、私をお見捨てになられるおつもりか!?」

			　味方には騎兵がおらず、歩兵は逃げ惑い背中を斬られ、突かれ、倒される。弓矢による反撃も動き回られ空振りに終わる。さらに横から、前から、次々とグラミア人達が遠慮なく攻勢をぶつけてくる。

			　離脱だ……離脱しかない。

			　アルベルトの思考は、逃げるという単語を避けて行われた。しかし彼は、後方に迫る敵騎兵の存在でそれができない。斥候を放てど、後方にいるはずの敵騎兵の場所が掴めないのだ。

			「閣下！　閣下！」

			　部下に肩を掴まれ、アルベルトは自分が狼狽えていたと気付く。

			「ベア軍が！　ベア軍が救援に参っております！」

			　部下の指差す方向は西で、いるだけという有り様の自軍兵士の向こう、それを無遠慮に蹂躙するグラミア人達のさらに向こうで、アルベルトは帝国旗の連なりを発見した。

			　西側から……俺がこうなると分かっていたのか!?

			　これ以上ない屈辱に、アルベルトはぶるぶると震えた。

			　ダリウスはズラン・ゴラン軍の北を、細工も無しに西へと駆けただけだが、これだけの事でズラン・ゴラン軍が崩れたのには訳がある。指揮官である聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザ総長は既に何度もグラミア人に騙されていて、丘陵地帯では気づかぬうちに敵に反包囲されていた。そして北側だけが攻勢にさらされない状況で、自分を北に逃がしたい敵の意図を察し、必ずそこに部隊が配置されていると確信していた。事実、ダリウスの騎兵連隊はいた。彼等がナルの指示で、イシュリーンを助けるべく戦場を疾走した際、アルベルトはやはりと動くに動けなくなった。しかしながら、敵に後方を狙われたとなると対処せずにはおれず、攻撃を凌いでいた南方向から、北方向へと部隊の分配を急がねばならない。

			　戦闘中に、ようやく動揺が収まりつつあった時に、反対方向にも敵が現れたという急報は、ズラン・ゴラン軍兵に、それはもう周囲は敵だらけであるという見立てをさせる。

			　帝国軍の陣形と士気の乱れが同時に発生した瞬間を、グラミア軍は攻めに攻めた。

			　その結果をアルベルトは誰に言われるまでもなく理解している。ゆえに、彼から見て素人であるベアに助けられようとしている自分、蛆虫グラミアンに翻弄されている自分に、彼は感情のまま叫んでいた。

			「蛆虫グラミアンめ！　蛆虫グラミアン！　不潔！　汚し！　臭い息のくせに！　糞を食う野蛮人のくせに！　俺が負けるはずがない！　糞に群がる奴らに負けるはずがない！　俺のほうが優れているはずだ！　これは間違いだ！　間違いに決まっている！」

			　アルベルトの自己擁護は、聞くに堪えない喚きでしかなく、騎士達は驚き、騒然となった空間で彼等はお互いを見た。

			「女に！　女ごときに俺が負けるはずがない！　女が男に勝つなどあり得ぬ！　感情的で！　喚くしか能のない小娘に！　戦が分かるはずがない！　俺が負けるはずがないのだ！　女のくせに！　女のくせに俺を走らせるか！」

			　地団太を踏んだアルベルトは、驚きを通り越して引いた騎士達の中を乱暴に進むと、一言だけ吐き捨てた。

			「負けではない！　油断しただけだ！」

			　騎士達が見守る中、聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザ総長がひらりと馬に乗る。そして何も命じないまま、駆け始めた。

			　彼が西へと馬を走らせる光景に、居合わせた誰もが慌てた。

			「閣下！」

			「閣下ぁ！　どちらへ!?」

			　次々に総長を追う騎士達。

			　彼らは、自己弁護の為にあえて惚けた。それは、アルベルトが逃げ出したと分かっていながら、ズラン・ゴラン・ベリクレスを見捨てたと理解していながら、命欲しさに彼に続いて逃げようと判断した己を誤魔化すためだ。「我々は閣下が敵に突撃するものと思っておりました」と、後で証言しようとでも思ったのか、一部の騎士達は一目散に戦場から離れる。一方、事態を飲み込めず彼らを見送った騎士達は、オデッサ公爵軍騎兵の侵入に、抜剣してズラン・ゴランの馬車を守れと叫ぶ。

			　アルシャビンは容赦しなかった。彼は、ズラン・ゴランが馬車から飛び出し逃げようとする背中へと突っ込む。

			「枢機卿も、戦場ではただの人だ」

			　オデッサ公爵家家老の一閃は、ズラン・ゴランの身体を斜めに斬り裂き、聖人セントウルスの肩から胸に至る。

			　周囲のスーザ人達が絶望で泣き喚き、彼らをオデッサ公爵軍騎兵連隊一〇〇が蹂躙した。

			　甲冑の中で折れた骨が肉を裂き、噴き出した血が鎖帷子を濡らす。

			　背骨を折られたスーザ人が、顔面を蹄で吹き飛ばされた。

			　アルシャビンは馬を減速させ、一度通り過ぎたズラン・ゴランへと再び近づき下馬すると、枢機卿の首を斬り落とし、剣先を突き出す。ズラン・ゴラン・ベリクレスの頭を刺したまま掲げた彼は、相変わらずの無表情で馬に戻り、騎乗となると撤収に移った。

			　

			　ダリウスは暗色の空の下を西へと抜けて、夜を前に戦いながらも剣を収める呼吸を量る二つの軍勢を見つける。北東からそこへと迫る彼から見て、左手前に六連星旗の連なりと青い甲冑の波があり、右手奥に黒字に赤い円が炎を纏う神聖スーザ帝国旗が並んでいた。

			　ナルの幕下で、庶務を任されるコズンが作成した地図をダリウスも覚えており、尾根に隠れて谷間を進む進路を経て現れたダリウスの騎兵連隊は、誇張でもなんでもなく、ただ突然に現れたと表するに値した。

			　イシュリーン軍からグラミア語の歓声があがり、帝国軍兵からは驚きと恐怖の喚声があがる。

			　ダリウスは迷う事なく、先頭のまま敵軍中に突進すると、右手の長槍で一人を串刺しにした。

			　腹を鎖帷子ごと貫かれたスーザ人は、槍を引き抜かれると同時に血と内臓を溢して倒れる。その男が大地に伏すより早く、ダリウスは槍を投げていた。

			　男二人が貫かれ、槍で繋がったまま揃って倒れる。

			　グラミア騎兵は雪崩を打ってスーザ人の群れに襲いかかった。

			「殺し飽きても殺せぇ！」

			　吠えた雷神トールアン。

			　槍で、矛で、戦棍で殺される帝国軍兵の数は瞬き毎に増していき、濃い血の匂いが暗闇迫る丘陵地帯を支配した。

			　ダリウスは長剣を抜き放っていて、馬は彼を前へと運ぶべく跳躍する。猛獣のような雄叫びをあげた彼は、イシュリーンやナルの前で冗談を言っている男と同一人物には思えないほどに危険で、彼に指揮された騎兵の集団は、雑草でも刈るかのような容易さでスーザ人達を薙ぎ払い突き進んだ。

			　血煙に肉片が飛び散り混じり、悲鳴の連続、血潮の螺旋の連なりが、人の心を麻痺させる。

			　この騎兵に、後退していたミヒャイルが迫る。だが味方に邪魔され進むに進めず、ならば退路を断つかと後方に回り込む動きをしたが、考えがないかのようなグラミア騎兵の突進が、一直線にシュケル目掛けて突き進んでいると気付き慌てる。

			「本陣狙いか！　いくらなんでも図々しい！」

			　ミヒャイルは味方歩兵に怒鳴る。

			「どけぇ！」

			　ほぼ同時に、ダリウスも叫んでいた。

			「邪魔だ！」

			　彼の一閃が、スーザ人の肩から腰まで切断せしめた。だがこれで彼の剣も駄目になる。ダリウスは迫る敵の槍先を払い、剣を投げつけ怯ませると、鐙の剣を手にしてさらに一人を斬り殺した。絶叫と怒声を戦場に溢れさせるグラミア騎兵は精強そのもので、スーザ人達は突然の横撃を受けたという以上に慌て、部隊は乱れ、陣形は崩れ、イシュリーン軍へと向けていた攻勢は薄弱となる。

			　これでイシュリーンは自軍前衛の再構築をする時間を得て、素早く部隊の交代と武器の補充、魔導士の配置転換を実行した。攻めから守りへと、戦闘隊形を一転させた彼女を前に、ダリウスの騎兵に食らいつかれたシュケル軍は優勢を維持できるはずもなく、両軍は交戦しながらもお互いに後退を始める。

			　戦局を一変させたダリウスは、だがまだ足りぬと前方を睨む。彼は軍勢の指揮を執るに最も適した場所にシュケルはいると推測し、それは進む先に見える尾根の上だと決めつけた。

			　あそこであれば、敵も味方も一望できる！

			　彼の馬が敵兵を蹴り飛ばし、折れた肋骨が肺に刺さって悶絶するスーザ人が地を転がったが、後続の騎兵に頭部を踏み砕かれ苦しみから開放された。

			　抵抗が激しくなろうとも、敵の数が増そうとも、ダリウスとグラミア騎兵を止める理由にはならなかった。彼はこの突撃で敵指揮官を殺すと決めていて、その為に自分はいると信じていた。

			　尾根に騎兵が踊り出る。

			　槍が突き出された上へと跳んだダリウスの馬は、着地と同時に主人の武勇を助けるべく嘶く。それに続く騎兵の集団は、シュケル軍のただ中を虐殺と表するにも生ぬるい苛烈さで突進した。

			　この猛攻に、シュケル軍は為す術もなかった。敵が現れてから、本陣に突入するまで信じられないくらいに早く、シュケルでさえ指示を出す暇がなかったのだ。

			「どこの馬鹿だ!?」

			　本陣で、床几から腰を浮かした聖紅騎士団ハイローダー・オルディーン総長は怒鳴り、攻勢を強めようと前に出過ぎていたと舌打ちしたが、すぐさま部隊をまとめさせると、迫る敵騎兵の前に盾の壁を作らせ、槍先と弓矢をずらりと並べた。さらに、周囲の部隊に伝令を走らせ、グラミア騎兵を左右から挟めと命じた。

			「閣下！　ズラン・ゴラン軍、完全に潰走！」

			　伝令の報告にシュケルは嘲笑する。

			「敗残兵を拾ってやる。騎兵を排除したら前に出る。それから夜営」

			　指示を出していたシュケルは、嫌な予感で視線を転じる。

			　現れたばかりの騎兵が、一瞬で歩兵の壁を突破していた。

			　驚愕と怒気で言葉にならない声を放ったシュケルの目は、先頭の男が剣を投げるのを見た。聖紅騎士団ハイローダー・オルディーン総長は腰の長剣を抜き放つと同時に払っていて、それで敵の剣を弾き防ぐ。だが、次の瞬間に横に飛んだ。

			　立ち上がったシュケルは、自分の身体があった空間に突っ込んだ敵騎兵の軍馬に驚く。

			　シュケルは後退し剣を構えつつ、馬に蹴り殺された伝令を見て、すぐさま周囲の歩兵を集めて指示を出す。そして騎兵の進路に対して直角に逃れた彼は、敵が旋回する時間を利用して迎撃態勢を整える算段だったが、ダリウスはお見通しであった。

			　彼は駆ける馬から飛び降りると、敵の死体から剣を奪って走る。

			　シュケルは信じられない状況に汗を噴き出し、「こいつは馬鹿か！」と叫んでいた。

			　二人の剣がぶつかり合い、火花を散らした。お互いの顔が見える距離で、喚声の渦の中でも相手の声が聞こえる距離で、周囲の戦闘を無視した二人の決闘が始まる。

			　ダリウスの剣は鋭く、シュケルの剣は剛だった。

			　一閃、一撃ともに互角で、直線と曲線でぶつかり合う白刃の応酬に双方が驚く。

			　ダリウスの打ちこみを弾き返すシュケルは、衝撃を利用して回転する。マントが翻り、それすら利用して水平に剣を払った聖紅騎士団ハイローダー・オルディーン総長は、剣で受けとめた敵の顔を間近で見る。

			「貴様、ペルシア人か？　ペルシア傭兵か!?」

			「そうさ。金で雇われ人を殺す高尚な職業だ！」

			　ダリウスが自虐と共に渾身の力でシュケルを押し、右脚の蹴りで敵の脇腹を狙った。左膝をあげ、左腕を畳み膝で受けたシュケルは、右手の剣を外から内へと払う。屈み躱したダリウスの斬撃がシュケルの軸足を狙うが、聖紅騎士団ハイローダー・オルディーン総長は後方に跳んで避けると、追撃を防ぐために長剣の先で地面を掘り、跳ね飛ばした。

                			

	








			
			　パッと散った土と草で、ダリウスは視界を邪魔され加速を止める。だが静止はせず、右に滑るように移動することで、草花が散り舞う空間を裂いたシュケルの一撃を無効化した。

			「閣下ぁ！」

			　ミヒャイルの声に、シュケルはダリウスを睨んだ。

			「お前はここで死ね。黒犬アスワカプ！」

			　ペルシア人を侮辱する言葉をわざと吐いたシュケルに、ダリウスは笑った。だが、足で地面を蹴り、敵に目晦ましのお返しをすると振り上げた剣を叩き落とす。

			　シュケルが頭上に剣を出し防ぐが、片膝を大地につくほどの重さであった。そこに振り下ろした剣を斬り上げるダリウスの追撃が加わり、再び剣で受けたシュケルだったが長剣は悲鳴をあげ彼の手から離れる。常人であれば、ここで一目散に逃げるはずだが、シュケルは腰の短剣を抜き放つと立ち上がる勢いを利用してダリウスに体当たりする。ぶつかった衝撃で離れる二人は、お互いに一閃を相手に喰らわせていた。

			　ダリウスは、左腕を掠ったシュケルの短剣に感心する。

			　シュケルは、右腕に傷を負わせたペルシア人の笑みを睨んだ。

			　グラミア騎兵の集団が歩兵を蹴散らし、帝国兵は騎兵に弓矢を向けて応戦すべしと急ぐ。

			　シュケルはミヒャイルの接近を、彼の喚く声の大きさで知ることができたが、ダリウスもそれは同じであった。

			「明日、お前の首をもらいに来るさ」

			　ダリウスは限界と見て後退する。

			　彼は追おうとしたシュケルに剣を投げつけ距離を稼ぐと、戦う部下達に撤退と叫んだ。そして自分の馬を口笛で呼び、走り飛びつくとたちまち馬上となり周囲に命じる。

			「薄い箇所を突破して逃げるぞ！」

			　鮮やかな後退を見せつけられたシュケルは、冑を脱ぎ捨て叩きつけると、頬の傷痕を指で撫でる。

			　到着したミヒャイルに、シュケルは命じた。

			「あいつ、今夜にも来るぞ。俺達を眠らせないつもりだ……どうせなら、このまま敵主力に攻撃を続ける」

			　ミヒャイルが、敵騎兵が逃げた方向へ「逃がすな！」と叫び、馬から降りてシュケルの右腕を見た。

			「消毒して包帯を巻きましょう。閣下……目の前の一軍にイシュリーンがいます」

			　シュケルは兵達が負傷兵を後方に運ぶのを眺めながら、東の方向へと視線を転じて薄く笑う。

			「ミヒャイル、騎兵を再編成して突っ込め。温存の騎兵を出す。全軍、前衛を速やかに後衛と入れ替える。戦い疲れた者達に食事と休憩を与えろ。他の者は倒れるまで戦えと命じろ。伝令！」

			　シュケルはミヒャイルから離れると、伝令を呼んだ。その背に副官の一礼が向けられ、総長は片手をあげて応えつつ伝令に命じる。

			「北のベア猊下に南下を要請しろ……イシュリーンを縊り殺す！」

			　シュケルの瞳が強烈な光を放った。

						  

				　　　　　　　

				


			　夜となっても苛烈な攻撃をイシュリーン軍にぶつける帝国軍のせいで、イシュリーンは休む暇もなく立ち続け、声は掠れた。この時、ジグルドとレニアスは王との合流を図ったが、ズラン・ゴラン軍は指揮官を失った状態で統制が利かず、混乱する部隊同士でもつれ合い、逃げる為に争っていて、これがグラミア軍を邪魔した。結果として、イシュリーンはシュケル軍の攻勢を自らの軍勢のみで受け続けていて、部隊の交代を根気よく続けながら後退を試みている。しかしシュケル軍の猛攻は鋭く、騎兵と歩兵の連動した動きでイシュリーン軍の前衛を削り続けていた。

			　矢が夜の空を駆け、交差して双方の軍勢へと落ちる。

			　美しく残酷な煌めきを浴びて、グラミア語とスーザ語の悲鳴、絶叫、断末魔が数か所で同時に、それも数えきれないほどにあがる。倒れた仲間の死体を引きずり後列へと運び、穴を埋めるべく後列の兵が前に出る。

			　グラミア人とスーザ人は、盾と盾、剣と剣、罵声と怒声をぶつけ合い、罵り合い、殺し合う。この中でミヒャイルの騎兵は間違いなくグラミア人達の脅威となっており、スーザ人達の前進を助けた。彼は直線で敵に迫れば弩の餌食になると理解していて、曲線の動きでイシュリーン軍に突撃する。突っ込むというより抉るように敵に斬り込み暴れて離れる騎兵連隊は、一糸乱れぬ動きを見せた。その中でもエリザ・グロスクロイツの率いる一個中隊の戦いぶりは圧巻で、過激と残酷の極みをグラミア人相手に描いた。

			　イシュリーンは苦しい戦況に兵達を鼓舞し続け、矢と魔法の反撃で防戦一方となるのを防ぎ続けた。気の遠くなるような作業を、彼女は食事も休みも取らずに維持している。同時に後方に退けた部隊には休みを取らせつつ、負傷兵を部隊から外して再編を急ぐという作業もする。

			　ダリウスは騎兵のみを率いて、夜襲を行うべく呼吸を計っていたが、このままではイシュリーン軍がもたないと判断した。

			「王陛下の軍に合流する！」

			　彼はここで、ついでに敵騎兵を蹴散らすと決める。丘陵地帯の谷間を縫うように駆ける彼の騎兵は、そのまま敵横方向から現れる予定であり、夕刻時の奇襲と同じく一撃離脱を図っていた。

			　しかし、シュケルはその動きを読んでいた。

			　彼は、ペルシア人が率いる騎兵が自分を狙って夜襲をしてくるだろうと推測すると共に、それを防ぐ為に夜戦を決行した場合、苦戦するイシュリーンを助ける動きを敵騎兵がするはずだとも分かっていた。騎兵を派手に暴れさせれば、グラミア騎兵はこれを叩いて王軍に合流すると仮定した。

			　シュケルは、エリザに敵騎兵を見つけて討てと命じた。これによって彼女は、暴れに暴れた後、兵達を休める名目で一度ミヒャイルの騎兵連隊から離れて後方へと退くが、それは現れるであろう敵を撃つ為の離脱である。白馬に跨り星空の煌めきを受けたエリザは、赤が強い茶色の髪を撫でる夜風に、戦闘の匂いを嗅いで頬を弛める。血を吸って異臭を発する大地に苛立った馬を静めるべく、彼女は鬣たてがみに一度触れた。

			　聖紅騎士団ハイローダー・オルディーンの騎士を中心とした騎兵五〇が、ゆるやかに加速する。

			　地響きが、戦場から南で発生したと感じた時、エリザはそこだと決めつけた。グラミア騎兵の横っ腹に一撃を喰らわし離脱すると決めている彼女は、そのひと斬りで敵指揮官を仕留めると誓っていた。

			　ミヒャイルの騎兵連隊が、もう何度目かの突撃をイシュリーン軍にぶつけるべく加速する。

			　彼女は南の方向へと一気に速度をあげ、尾根を登り切った後、谷間を縫うように進むグラミア騎兵を発見する。

			「いたな！　異教徒！」

			　エリザは叫ぶなり、馬の腹を蹴り、さらに速度をあげた。

			　ダリウスの騎兵連隊は、谷間を選び走っていて、ミヒャイルの騎兵がイシュリーン軍に突っ込んだ直後、速度が落ちたところを横から突くと決めていたが、その彼等が横撃を浴びせられることになる。

			　敵の接近に直前まで気付かなかったダリウスは、尾根を駆け下ってくる敵騎兵を視認して己の愚かさを呪った。

			「俺は大馬鹿だ！　狙っていたな!?　味方騎兵を餌にするか！」

			　彼はすぐさま進行方向を変えた。ここは被害を最小限にして王軍に駆けこむと決め、自らは速度を落としながら、部下達を先に行かせると敵の接近を間近に感じる最後尾に出た。

			　ダリウスは敵との距離を測りつつ、王軍へと最短の道を進めと叫ぶ。そして後方の部隊は小隊規模単位で分離させ、別方向へ逃げろと命じて自らもその一つに入った。

			　エリザは舌打ちをして、細切れになって散り去った敵の鮮やかさに良くないものを感じ取る。

			「判断が早い。部隊の反応も早い。馬の速度もまた速い……グラミアめ！」

			　エリザが馬の速度を落とせと命じる。

			　騎士の一人が、不服そうに意見した。

			「しかし追えば倒せたのではありませんか？」

			「敵騎兵を追うのが目的ではない。我々は指揮官を倒そうと狙った。しかしどの群れに紛れ込んだか分からない。また、あれを追った結果、グラミア軍の眼前に釣り出されでもすれば目も当てられない。ここは奴らの土地だ」

			　彼女の説明に、騎士は唇を結び後退命令に従って馬首を巡らせる。

			　エリザはここで、ミヒャイルの猛撃に耐え、さらに弩と弓矢と魔法で反撃するグラミア軍前衛を見て、「魔女イシュリーンめ」と唸り、馬に加速を命じる。

			「よく戦う。ある意味……帝国が育てた娘なのかもしれない」

			　彼女は皮肉に薄く笑い、騎兵に撤退を命じた。

				

			　一方、エリザ・グロスクロイツの奇襲を振り切ったダリウスは、半刻もかからずイシュリーンの前に立つ。彼から見て疲労で青い顔の王は、今にも倒れかねないほどで、ダリウスは一礼し述べた。

			「陛下、指揮をアビダル卿にお任せになられませ。双方ともに小細工が尽き、ジグルド卿とレニアス卿の軍との合流も進みますれば、戦況は膠着するでしょう」

			　イシュリーンは汗に濡れた髪を、冑を脱ぐことで風にさらした。生温かい空気の流れが、彼女に戦場の兵達がどれほどに倒れたかを連想させる。今も続く絶叫と悲鳴、だが、王は頭かぶりを払い、口を開いた。

			「戦闘はまだ初日。ズラン・ゴラン軍を反日で壊滅させたナルが異常というだけだ。戦いは長くなるのが当たり前……であるならか。休む。アビダル、ジグルドの軍に接近する動きを継続しつつ敵をいなせ」

			　近衛連隊長が頷きをもって承知を伝え、彼はダリウスに感謝を目で伝えた。

			　イシュリーンはここで、天蓋付きの馬車に乗りこむ。六頭立ての馬車は広く、近衛連隊所属の侍女が彼女の為に湯の桶を用意していた。素早く甲冑を外されたイシュリーンは、外で発せられるアビダルの鋭い声を聞きながら、下着のシャツは自ら脱いだ。さらしを外して解放された胸を片腕で包んだ彼女は、侍女に湯で身体を洗われる。

			「陛下、どれほどでお目覚めになられますか？」

			　湯で身体を洗われる王は、半刻と答えようとして止め、悩み口を開いた。

			「一刻で起こして欲しい」

			「承知いたしました」

			　侍女は頷き、丁寧に王の身体を洗うと、彼女に着替えをさせる。狭い寝台に横たわった王に一礼した侍女は馬車から出て、伝令達に命令を下すアビダルに一礼した。

			「おい」

			　侍女に声をかけたのはダリウスだ。彼女は過日、このペルシア人に引き籠ったイシュリーンを案じて相談した者であり、ダリウスもそうと分かって話かけていた。

			「王陛下は、いかほどお休みになられるとおっしゃっておったか？」

			「一刻と、仰せつかりました」

			　どこかで爆炎の魔法が発動され、結界で防がれても巨大な爆発が発生した。熱風で二人は同時に揺れ、だがダリウスが踏ん張り、吹き飛ばされそうになった侍女を抱える。グラミア王本陣付近でこの有り様であるから、前衛はどれだけ大変かとペルシア人は唇を噛むと侍女を立たせ命じた。

			「二刻、お休み頂く。俺の指示だと言い訳しろ」

			　ダリウスは言い放ち、侍女から離れた。

			　彼はすぐさまアビダルに駆け寄り、被害状況を確認する近衛連隊長に告げる。

			「敵の魔法への反応が遅い。魔導士の結界が弱くなっている。戦いっぱなしで疲れている。攻撃魔法を止めて、防御に専念させるべきだ」

			「それでは敵に、こちらの魔導士が限界に近いとばれるぞ」

			　アビダルの主張は尤もで、ダリウスは頷くも説明した。

			「通常であればそれはまずいが、今は問題にならない。最も近いジグルド卿の軍が合流するまでの辛抱だ」

			　彼の意見に、アビダルは納得し、同意を伝令達に発した指示で表した。

			「魔導士は防御に専念させろ！　魔法の打ち合いは戦闘経過時間が長いこちらが不利だ。弩は敵騎兵が現れるまで取っておけ」

			　彼は離れて行く伝令達と、放たれる軍用犬の群れを眺めダリウスに頼む。

			「前衛を頼めるか？　兵達の士気を高めたい。ダリウス卿ならばと思う次第」

			「承知しました。俺は戦うことしかできぬ愚か者ですので、戦って兵達の助けとなりましょう」

			　ダリウスは一人の兵士に命じる。

			「剣を抱えてついて来い」

			　命じられた男は、アビダルを見たが頷きを返されダリウスに従う。

			　ペルシア人は、剣ばかりを十本ほど抱えた兵士を見て、近衛連隊兵だと気付き尋ねた。

			「名は？」

			「セーヒムです」

			「よし、セーヒム。俺の後ろをついて来い」

			　ダリウスは、まだ若い近衛兵を連れて前線に出た。グラミア人達は、剣を抱える近衛兵を引き連れ現れたペルシア人が、満面の笑みで敵へと進むので驚く。それは散歩にでも出かけるような気軽さで、今にも鼻歌を歌いだしかねないほどの足取りである。

			　だが、誰もが次の瞬間には雄叫びをあげた。

			　ダリウスは、最前線に出るなり、一撃で敵前衛の兵を斬り殺していた。そして右手の剣でいくつもの半円を描きながら舞うように進み、次々にスーザ人の血飛沫と絶叫を撒き散らした。

			　グラミア人達が彼に続けと、腹の底から声と殺気を外に吐きだす。士官達が怒鳴り声をあげ、ダリウスを先頭にグラミアの突撃兵による逆襲がシュケル軍前衛を襲った。

			　ダリウスは眼前の敵を斬り殺した瞬間、もう斬れぬとばかりに血に濡れた剣を投げ、それは別の敵の顔面を貫く。周囲のスーザ人達は、ダリウスが次の剣をセーヒムから差し出されるのを見て、喉を鳴らし、気付かず後退していた。

			「前に出ろ！　怯むな！」

			　前線にいた聖紅騎士団ハイローダー・オルディーン騎士の一人が、兵達に怒鳴り自らもダリウスに向かう。彼は多数で斬りかかれば惨殺できると目論んだが、雷神トールアンと異名を持つペルシア人の餌食となっただけであった。ダリウスは騎士の剣を半身で躱し、同時に斬撃を下から上へと斬り上げた。それは騎士の剣を持った右手付け根から肩へと至り、彼の悲鳴より早く腕が宙に飛んだ。

			「ぎゃぁあああああ！」

			　遅れた悲鳴に、ダリウスの一閃が続き、騎士は開いた口の位置で、上と下に切断されていた。そして圧巻であるのは、ダリウスの一撃はそれで止まらず、騎士を助けようとした敵歩兵の首もその一閃で斬り飛ばしていたことである。

			　両軍の境界線、波打ち際のように押したり引いたりを繰り返していたそこに、不思議な空白が一か所だけ生まれる。この原因となったダリウスは、両手に剣を持つと返り血で濡れた顔を歪めた。

			　右の剣を振りおろし、左の剣を前に突き出す。一瞬で二つの死体を作った男は、敵で埋まった前方にも怯まず突っ込んだ。

			　スーザ語の喚声の中で、無言のダリウスは次々と敵を蹴散らす。払い斬り上げ振り下ろす一閃の一つひとつが、血に濡れた剣で為され赤い流線となり、時に鋭く走りスーザ人の命を絶った。

			　グラミア人達は、大音声と共に彼に続いた。それぞれが、目の前の敵へと突っ込む。

			　衝動を、戦意を、勇気を口から吐き出したイシュリーン軍兵達の鯨波はダリウスを中心に外へと広まり、殺戮の中にも不思議な一体感が生まれる。

			　ダリウスのイシュリーン軍合流が、シュケルの目論見であるズラン・ゴラン軍を餌に現れた敵の一翼を突き崩すというものを成就させなかった。そしてこれは、後退し続けるイシュリーン軍にとっては負けかもしれないが、広い戦場の中で見ると勝ちに等しい粘りに値した。さらに、なんといってもイシュリーンが無事であるという事実が、イシュリーン軍側は局地的敗北をしたが全体では勝ちだと証明している。

			　シュケルはこれを理解しているがゆえに、本陣を置く丘の上で困惑している。彼の知るグラミア軍兵はたしかによく戦う者達だった。だが、今の敵は昨年よりも強いという印象を受ける。

			　カイザルの提言を思い出した彼は呻く。

			「イシュリーン……お前はグラミア人達にどんな魔法を使ったのだ……」

			　彼は、万感を込めて吐き出していた。

						  

				　　　　　　　

				


			　ナルは身震いをした。

			　見つけた敵の一軍は、無防備に夜営中である。星空の下、肌寒い空気の中で、彼は興奮と確信で高ぶる感情を鎮めようと、冷えた空気を吸いこんだ。そして、顎を反らして目を細めると、再び敵軍をしっかりと見据える。彼の連隊は、ズラン・ゴラン軍の敗残兵に紛れて戦場を北へと移動し、ベア・ベルテザッカー枢機卿本陣を捉えた。ナルは静かな敵軍を前に、敵がこちらに気付いていない今こそ急襲の時だと決め、明日のグラミア軍を救うのは今夜の夜襲であると頬を引き締め歩き出す。

			　尾根を静かに下りながら、敵の背後から迫るグラミア人達の中で、ナルは満面の笑みでルナイスに声をかける。

			「がら空きだな」

			　副官が右頬だけを歪めて笑う。

			「遠慮はいりませんね？」

			「当然だ」

			　ナルは、敵の意図を理解している。

			　一軍でクローシュ渓谷南端を西へと移動し、ズラン・ゴラン軍を反包囲するグラミア軍後方に現れると、後背からの一撃で敵を崩す。次に、北からの軍を南下させて西と北からグラミア軍を叩く。北の軍をグラミア軍の後背に進出させる方法もあるかもしれない。

			　こちらの意図を利用しての手は見事だ。これが机上であれば負けていたかもな。

			　ナルは余裕の笑みを作り、ベアの夜営地を発見した女性達の頭かしらに感謝を述べた。

			「アブリルさん達のおかげで防げる」

			　隣を歩く黒装束の女性を照れさせた彼から、ルナイスが攻撃の指揮を執るべく離れていく。その背中にナルの声がぶつかった。

			「ベアを探して殺せ」

			　補佐官の迷いない指示に、片手をあげて応えた出っ歯の副官は、夜に溶け込むように進む連隊の先頭に立つと、弓矢を手に帝国軍歩哨を狙う。

			　一呼吸後、彼の指が矢を離した。

			　それを合図に、夜戦をベア軍に仕掛けるナルの連隊が前掛かりとなる。夜襲だとスーザ人達が気付き騒ぎ出した時には、グラミア人達はベア軍夜営地に突入していた。

			「火をつけろ！」

			「魔法！　ぶちかませ！」

			　爆炎、雷、風刃、氷槍。これらが乱れて飛び回り宙を駆け無防備なスーザ人達を一瞬で薙ぎ倒し、吹き飛ばす。血肉と化した人体のおぞましさは、地面や草木に滑った赤い泥を撒き散らかしたかの如くで、身体の部位が判別できるのはマシだと言えるかもしれないが、よけいに不気味であるかもしれない。瞬く間に大混乱となった夜営地の中で、ナルは結界魔法で守られている箇所を遠目に眺める。野営中でも魔導士が交代で結界を張って守るとなると、そこにはもう誰がいるか明白であった。

			　彼は顎を反り、目を細め、両頬を吊りあげるように歪めると、唇を薄く開き喉を鳴らした。

			「あれだ。やれ」

			　グラミア兵達の攻撃は暴風雨を連想させる凄まじさでベア軍夜営地を襲う。一部を結界で守っていたとしても、多くの箇所はそうではなく、それはもう虐殺ではないかという有り様となる。奇襲での魔法攻撃がこれほどまでに有効であると、ナルは五感全てで理解し記憶した。

			　彼の隣から、アブリルが一礼して離れる。彼女と部下達が、混乱に乗じてベアの首をあげようと動いたのは、手柄を立てたいというものではなく、働きたいという欲求によるものである。

			　テュルク族のアブリル旗下精鋭二〇名も、兵達と競うようにスーザ人達の中へと溶けこんでいった。

			　雄叫びと罵りがグラミア語で吐かれ、スーザ人達は武器を探しながら逃げ惑った。火球、稲妻の魔法で幕舎を焼かれ、誰もが神に叫び助けを求める。混乱は夜営地全体に波及しており、敵だ、夜襲だとスーザ人達は慌てるが、暗闇の中では出会う者全てが敵に見えてしまう。

			　誰かが、スーザ語で裏切りだと叫んだ。

			　同士討ちが始まる。

			　ベアの幕舎の近くにいたカイザルは、突然の大混乱と猛攻撃に飛びあがり対応に忙しかったが、こちらが敵の策を利用しているという思い込みを突かれた格好の現実を前に、己への呪詛を繰り返した。それでも彼は、ベアを逃がす事だけを目的に剣を取ると、鎖帷子のみといった姿でベアへと駆け寄り、枢機卿の外衣とマントを奪い着る。

			「猊下、クローシュ渓谷を抜けてお逃げください」

			　脅えた表情のベアは、矢を受けて倒れる男を見つけてビクリとする。

			「猊下！　猊下！」

			　肩を掴まれたベアは、蒼白な表情で何度も頷いた。馬車を複数用意したカイザルは、それぞれに違う方向に逃げろと命じて、本命はリュゼにも立ち寄るなと言い付ける。

			「ひたすら本国まで駆けろ。リュゼに向かう他の馬車を囮に」

			　喚声と絶叫が付近で発生多発し、カイザルは発言を終えないまま唇を閉ざすと、ベアの護衛に背を向けた。離れて行く彼らと馬車を一瞥もしない彼は、クローシュ渓谷での死闘を思い出し、祈る。

			　神よ、神よ……我に主を守る力をお与えください。

			　印をきり、剣を握ったカイザルは周辺の兵達を勇気づけるためにも前に出る。だが混乱を二乗したかのような恐慌状態の中では、彼一人の勇気で何かが変わるものではなかった。

			　それでも彼は、ベアの為に叫ぶ。少しでも、枢機卿がまだここにいると敵に思わせておかねばならないと声を張り上げた。

			「お前らに俺の首が取れるか!?　帝国の！　枢機卿の首は安くないぞ！」

			　一瞬の静寂。

			　そして、グラミア人達がわっとカイザルを目指す。

			　彼はその数に驚きと後悔で後退した。カイザルを助けるべく、近くにいた部隊が集まり、たちまち乱戦となるが、この局所だけを見ればグラミア人達は圧倒的多数で、スーザ語の悲鳴ばかりがカイザルの鼓膜を揺さぶる。

			「俺を守れ！　枢機卿を守れ！」

			　カイザルは叫びながら走り、自らも囮になろうと馬へと駆け寄る。

			「逃がすか！」

			　突然の斬撃に、カイザルは考えるよりも早く剣を払っていた。二つの刃が火花を散らし、グラミア兵の一閃を防いだカイザルは追撃を屈み躱すと、剣先を敵兵の足に突き刺した。呻きを発したグラミア人に、カイザルは腰の短剣を抜き放ち浴びせる。血がぱっと飛び散り、返り血で顔を汚したカイザルは叫んだ。

			「固まれ！　スーザ語を聞き分けろ！　味方同士で斬り合う」

			　彼は咄嗟に口をつぐみ、暗闇の中から放たれた斬撃を剣で受けた。

			　黒装束姿が、闇から一瞬だけ存在を明かすと、溶けるように消える。

			　彼は兵達に怒鳴る。

			「火を消すな！　まずは戦え！」

			　カイザルは馬を諦め、留まると決めた。戦う味方へと駆け寄る彼は、焼ける幕舎の煙で咳込む。黒い煙が星空を汚し、スーザ人達の断末魔があちらこちらで発生していた。

			「カイザル卿！」

			　騎士の一人が駆け寄る。

			「敵！　我々の軍装を奪っていますぞ！　見分けがつきません！」

			「死体から剥がしたか！　不埒な蛆虫グラミアンどもめ！」

			　悪態も負け惜しみでしかなく、散りぢりとなって逃げ惑う兵達に舌打ちを発して彼は呻く。

			「敵は少数のはず！　大軍であれば気付くはずだ！　数は多くない、慌てずとも良いのだ！」

			　彼は走り、喚き、途中で士官達の襟をつかんで指示と唾を飛ばすとまた駆ける。

			　だが、ここで頭上を覆ったかのような明るさに顔をあげた彼は、星空を隠す紅蓮の炎と黒煙の渦を見て、物資を燃やされたと知る。

			「あれだけの物資を燃やしたのか!?」

			　普通は奪おうとするだろうとカイザルは戦慄する。だがナルは、物資よりもベアの首と、グラミア軍本隊を脅かすこの一軍の壊滅こそを大事としていて、また運ぶにも大変な物資など不要だと切って捨てていた。

			　カイザルは敵の指揮官はとんでもない気狂いか、化け物じみた執念に染まった奴だと汗と呻きを漏らしていた。その一瞬で、目の前に、突然に現れた黒装束によって、彼は考えるよりも早く後ろに跳んでいた。

			　彼の前髪がはらりと宙を舞った。

			　カイザルの額に水平の刀傷がつけられ、ぱくりと割れた皮膚から血がするすると流れる。乱暴に拳で拭った彼は、わらわらと現れる黒装束達が女ばかりだと身体つきで気付いた。

			　喚声の中で、彼を中心に静寂が訪れる。

			「お前、枢機卿ではないな？」

			　女達の背後から、その声は発せられた。

			　カイザルは、半面に火傷の痕が残る女性の出現で喉を鳴らす。

			「上役を逃がすために、騙ったか？」

			　アブリルは、枢機卿発見という部下の報告で来てみたが、それは違う相手だったと知って笑うしかなく、微笑みを相手に投げかけた。美しい半面と、火傷痕の残る半面の変化は対照的で、カイザルは不気味な女めと眉を顰める。

			　こいつらが猊下を追うのは危険だ。ならば時間を稼ぐか。

			　彼は嘲笑と共に言い放つ。

			「お前！　顔半分が動いてないぞ！　火傷で皮膚が固まっているのか!?　隠すぐらいしろ！　化け物！」

			　黒装束達が一斉に白刃を煌めかせ、カイザルは己の発言が予想以上に敵を挑発したのだと叫び声をあげた。突き出された剣を、剣で弾いた彼であったが、背後からの斬撃で左腕は付け根から切断された。衝撃で独楽のように回った彼は、次の敵が繰り出した一閃で右膝から下を斬り飛ばされ、均衡を失い倒れる。

			　地に這いつくばり、右手で草を掴んだカイザルは血の味しかしない唾を吐く。視界に足が映り、彼が顔を上げると、黒装束の一人が目の前に立っていた。

			　誰もが目だけをさらすニカーヴで顔を隠している。その中で、顔をさらすのは頭かしらかと彼は判断し、どうにかして近くまで行けないかと激痛の中で懸命に思考を繋げたが、アブリルにはお見通しであった。

			　彼女は彼に背を向けて、残念な報告をナルにしなければならないと歩き出す。その背に、カイザルの断末魔が届いたが、彼女の傷心が癒されることはなかった。

				

			　ナルは炎上する夜営地と物資、逃げ惑うスーザ人達の嘆きと祈りを前に、背後に立つコズンを手招く。彼の所作は、振り向きもせずに行われ、それは一瞬でも目の前の光景から目を背けないというものだった。

			　彼はルナイスが寄越した伝令の報告に頷きつつ、周囲の護衛達にも聞こえる声でコズンに命じる。

			「陛下に伝令。明日、午後から夜に帝国軍が混乱に陥るがゆえ、見逃すことなかれ。全面攻勢をおかけくださいますように。以上だ」

			　コズンは一言一句、ナルの言葉通りに羽根ペンを走らせ、暗号で記すと小さな紙切れを折りたたみ、グラミアハウンドの首輪に縫い付ける。彼は五頭の犬に同じ事をして、それぞれの頭を軽く撫でると放した。この時、ゴーダ犬が一匹だけいて、尻尾を振ってコズンを見上げる。自分は使ってくれないのかと訴えるような眼差しを受けた彼は、黒茶の毛並の小さな犬の首輪にも暗号文を縫い付けてやり、頭を撫でて走らせてやった。大きなグラミアハウンドが消えた南の方向へと、小さなゴーダ犬が尻尾を機嫌よく振って駆けて行く様は滑稽で、コズンは苦笑を浮かべ見送る。犬の調教師である若い女が、それでもあの中ではゴーダ犬が最も成績が良かったと庇ったので、コズンはおかしくて笑いそうになるのを堪えながらナルの後ろに控えた。

			　犬達は、駆けに駆けた。

			　彼らが目指すのは王の近くに侍る近衛連隊で、伝令を使えない状況や鳥を飛ばせない夜にはこうして犬が使われるのだが、これはグラミア特有であろう。他の国では探索や追撃に使うことはあっても、伝令に従事する犬はいない。

			　グラミアハウンド達とゴーダ犬は、ベア軍やズラン・ゴラン軍の兵士達が累々と屍をさらす草原を走り、死にきれない人間達の呻き声に時たま意識を転じることはあったが、それでもまっすぐにグラミア王の近衛連隊がいる方向へと駆けた。

			　大きな月と星々が浮かぶ夜空へと手を突き出し、呻く動けない人々。

			　出血で血圧が下がり、薄れていく意識の中で恋人の名を呼び続ける兵士。

			　激痛で震えが止まらず、破れた腹を抱え母親に謝罪を繰り返す青年。

			　多くの不幸を撒き散らした戦闘は南へと移っており、大量の人が蠢く気配と匂いを風が運ぶ。

			　犬達は一度だけ速度を落とした。

			　呼吸を整えるように、仲間たちを確かめるように、犬達はお互いの距離を見合い、うっすらと明るくなりつつ東の空を左手に進む。ここで帝国軍斥候三騎が、犬達を見つけた。

			　弓を手に、彼らは一斉に放つ。

			　犬達は軽やかに飛ぶと、散開して速度をあげる。

			　馬蹄が賑やかとなり、帝国軍斥候達は犬達を追う。グラミア軍が伝令で犬を使う事を存知の彼らは、暗号文を解読できないとしても、その情報が敵に届くのを遅らせるために犬を仕留めようというのだ。

			　追われたグラミアハウンド達の中で、反転した犬がいる。追いつかれると判断するや否や、仲間を逃がすために斥候へと向かって走ると、馬へと飛びつきその顎に噛みついた。暴れた馬の嘶きと、斥候に斬り殺された犬の悲鳴で、グラミア軍斥候も駆け付ける事態となり、遭遇戦となる。

			　人間達の殺し合いから全速力で離れた犬達は、ついにグラミア軍陣地へと到達する。舌を出し、激しい息遣いの彼らは、道を譲る人間達の励ましを受けて懸命に進んだ。水や食料を従事中の犬に差し出さないという決まりから、人間達は黙って見守る。

			　五頭となった犬達は、一番元気だったゴーダ犬が真っ先に近衛連隊の陣地へと駆けこんだ。

			　調教師が受け取った暗号文は、伝令兵を介してイシュリーンに伝わる。

			「明日の午後から夜にかけてが正念場だ。いつでも攻勢をかける事ができるように備えよ。我が頭脳が申している」

			　彼女はアビダル、ダリウスにこう命じて、レニアスとジグルドにも伝令が向けられた。

				

			　クローシュ渓谷南の丘陵地帯で発生した神聖スーザ帝国軍とグラミア軍の戦いは二日目の朝を迎えた。この日午前の戦闘は、レニアスとジグルドの軍が合流したグラミア軍側が盛り返すことになる。総勢六五〇〇を超えた兵力は、ベアの軍を分けたシュケルに拮抗しており、ついにシュケルはグラミア相手に初めて後退した。通常、追うところであるが、イシュリーンは追撃を命じなかった。それは二つの理由がある。まず一つは経験と直感から、これは自軍を釣り出す罠だと見破った事、そして二つ目は、ナルからの伝令が理由である。彼女は二日目の午後から夜こそが決戦時であると信じており、早い段階からの消耗を避けたのである。

			　聖紅騎士団ハイローダー・オルディーン総長は、敵を釣り出した後に騎兵で仕留めると考えていたのだが、グラミア軍は追ってこず、シュケルを失望させた。だが、彼はすぐに手を打つ。ベア軍南下で敵の息の根を止める計画であるが、それに頼らないところはシュケルの武人たる矜持であった。彼は有力騎士であり信頼するレーヴとロイス、そして復讐心に猛るエリザ、腹心のミヒャイルを叱咤した。

			「ベア猊下の軍が南下して来るが、ただ待つだけの愚は犯すな。目の前の敵を叩き潰すのが戦闘であろうが！」

			　シュケルは、ベア軍壊滅を未だ知らない。

			　これで再び、両軍はぶつかる。

			　こうまで人は殺し合うかと、後世の歴史家、詩人たちは眉を顰めるに違いない光景がここにはあった。矢も剣も槍も槌も赤く濡れ汚れて、魔法の応酬は結界による防御が間に合っていないのではないかと疑う程に華々しい。金属音の連なりは、両軍の狭間で咲き乱れ、響き連なり陽光を乱反射させた。律動的に放たれる矢の群れは、大量の煌めきを一波、二波と、大海の海面を走る波のように空を翔ける。

			「歩兵大隊！　前ぇ！　眼前の味方を助ける！　溝鼠スージリアンを殺せ！」

			「前衛と交代！　蛆虫グラミアンを殺せるぞ！　神に感謝しろ！」

			　グラミア語とスーザ語は、どちらも相手を殺せと放たれた。

			　数千の軍勢同士がぶつかる戦場は、国家、信仰を前に、人の命など軽いものだと叫んでいる。

			　壮絶な戦闘は終わりが見えない。

			　膠着状態となれば、双方ともに軍を退き態勢を整えて呼吸を計ろうとするだろうが、この場所でそれがないのは、シュケルの意図である。彼は接近戦重視の用兵を選択していた。これは指揮下兵力のみで倒したいという願望が半分、いずれ南進してくるベアの為に、敵を疲労困憊にしておいてやろうと企んでのものが半分である。シュケル軍は部隊を巧みに入れ替えさせつつ、連続して敵に打撃を与える。

			　これには、戦い慣れたグラミア側でさえも対応に苦慮した。

			　グラミア軍としては、兵力的に互角になったと喜んでいたのだが、矢と騎兵の援護で突撃してくるスーザ人の波状攻撃は、イシュリーンをして異常だと言わしめる。

			　彼女は、ダリウス、レニアス、ジグルド、アビダルを前にして告げた。

			「シュケルは攻撃型の用兵家ではない。その本領は柔軟さである。その彼がこうして猪突猛進を徹底するには何か理由がありそうだ。後退する」

			　王の決定によって、グラミア軍は矢戦へと移行した。しかしシュケル軍も負けじと矢を撃ち返す。ずるずると両軍の狭間は東へと移動し、スーザ人達は両軍兵の死体を踏んでグラミア軍を追う。異教徒め、悪魔の手先めと息巻き、成敗してやらねばと怒気に目を充血させ、グラミア人の血で顔を洗い、信仰の強さを主張した。

			　ダリウスはイシュリーンの隣で戦況を眺めていたが、意を決して王に進言した。

			「陛下、攻め時があると同じように、退き時もあると存じます。ここは敵の攻勢をいなすだけではなく、遮断し呼吸を整えなければこのまま押されてしまいましょう。前線にて兵達の尻を叩きますので、一気に後退を……」

			　イシュリーンは仕方なしと諦め、これ以上は戦況を悪化させるかとダリウスに頷く。彼女はゆるやかな後退ではなく、素早く後退と指示を替え、グラミア軍は弓矢を収めて、盾に隠れて整然と東に退いた。

			　朝から昼まで戦い続けた両軍の戦闘は、グラミア軍の大胆な後退と、シュケルにとって最悪の事態が発生したことで幕を下ろした。

			　ベア軍が戦場の北に現れたが、それは敗残兵そのものであった。負傷者が大多数で、彼らの収容にシュケルは追われると同時に、敵側面を突く軍は壊滅したのだと認めるしかなかった。

			　グラミア軍の前衛が、逃げ延びたベア軍へと矢を放つ。バタバタと倒れる味方を前に、シュケルは助けろと命じていた。反対したミヒャイルに、聖紅騎士団ハイローダー・オルディーン総長は一言だけ、

			「ボルニアを覚えているか？」

			　と言い、副官は黙して命令に従う。

			　両軍はここで矢戦をしばらくしたが、半刻も続かなかった。

			　こうして、両軍は対峙することになる。丘陵地帯の動植物達は、いつまで居座るのかと人間達に迷惑していたが、彼等は真剣に殺し合いをしている真っ最中であり、まだまだ立ち去るつもりなどなかった。穏やかな春風がそよぐ場所には似つかわしくない血生臭い空気が、ひと撫での風で戦場一帯から払われていく。累々と倒れた両軍の兵達の死体を、漁ろうと烏達が飛び回るが、降り立つ呼吸を計れず旋回するばかりであった。

			　点在する林の一つで、接近し合った斥候同士の争いが発展し、小規模な戦闘が発生したが、両軍ともに自然と剣を収める。

			　グラミア軍は本軍を中心に南北に長く布陣していて、それは敵が出てくれば包み込もうという意図がある。一方の神聖スーザ帝国軍は攻撃的な布陣で、騎兵を先頭に歩兵部隊の群れが東を頂点として西に広がるように並んでいた。烏達から見れば、帝国のシュケル軍は巨大な三角形に見えるはずだ。

			　敗残兵を収容しつつ、どう決着をつけるかと悩むシュケルは、赤く染めた髪を撫で上げ、濃い死臭を運ぶ風に鼻を鳴らした。一人の騎士として、騎士団の総長として、三人の娘達の父親として、彼は大地に転がる死体の多さに眉を寄せつつ、こちらが攻撃せねば敵は戦おうとしないこの現状は何だと考えた。

			　急がねばならないのは、実はグラミアのはずだ。なぜ仕掛けてこない？　

			　シュケルは、他者による彼への評価よりも、自己評価が低かった。ミヒャイルは、シュケルの用兵ぶりにグラミア軍が慎重にならざるを得ないからこその今であると考えているが、当の本人であるシュケルは、違う理由から今の状態の理由を探った。

			　アラゴラ地方併合に、まだまだ軍の力は必要だ。アラゴラと同盟を結んでいた東部都市国家連合のこともあるし……だが時間がかかっても良いというグラミアの戦いぶりは何を意味している？

			　シュケルは振り向き、従者の一人に地図を持って来いと命じた。円卓が運ばれ、水と軽食と地図が置かれる。床几に座った彼は、現れたミヒャイルを誘い食事をとる。トマトを輪切りにした間にチーズを挟んだ軽食を口にしつつ、二人はグラミア周辺の地図を眺めていた。

			　無言を破ったのはシュケルで、娘達が喜びそうな味だと感想を述べて副官を笑わせる。

			「問題なのは、葡萄酒が欲しくなるという点です」

			　ミヒャイルの台詞に、シュケルは頷き、確かに下の二人には早いと言った。そしてミヒャイルの笑みを誘い、自らは地図を眺める。

			　この戦場を選んだのは奴らで、俺はそれに乗った。

			　奴らにとって、この戦場はブスカシュよりもアラゴラに近く、アラゴラ地方の諸侯と合流が容易いからだと思っていたが、しかし現れたのはオデッサ公のみか……にしてはおとなしい。噂に聞くほどではない。

			　シュケルは、ミヒャイルに問う。

			「オデッサ公爵軍が敵軍中にいると聞いたが、いかほどの数だ？」

			「……一〇〇〇は超えます」

			「ぶつかったか？　軍容はどうだ？　精鋭か？」

			　問いを重ねるシュケルに、ミヒャイルが首を傾げ答える。

			「分かりません」

			「分からん？　騎兵で敵陣に突撃したのだろ？　俺よりも敵に近いところにいるお前が分からんとはどういうことだ？　本当に一〇〇〇か？」

			「軍後方にて動きませんので……旗の数から計算して一〇〇〇はおります」

			　副官の返答に総長は俯き、息を吸い、鼻と口から吐き出した彼は傷痕を歪め、双眸を細めた。

			「偽装……か、ちっ！」

			　シュケルは舌打ちを発して地図を平手で叩く。皿に盛られていたトマトとチーズが、はらりと卓上に散らばった。彼は、グラミア軍中のオデッサ公爵軍の旗数は軍勢の規模を偽る目的だと断じると、それがどうしてされているかと瞬時に悟った。そして、敵の策を利用したようで、完璧に裏をかかれていた自分に歯軋りをする。彼の表情は険しさを増し、比例して屈辱と忌々しさも強くなった。

			　敵は、我々をこの戦場に誘き出して、諸侯の軍でリュゼを狙ったな？　

			　彼の目が地図を睨み、アラゴラ西部を映す。

			　ズラン・ゴランの軍がいないアラゴラ西部は、ルキフォール公国とは休戦、アラゴラは弱腰だったからこそ空白にできていた。しかし今は違う。

			　小娘イシュリーンめ、アラゴラ西部の帝国占領地を、諸侯共に通過させてリュゼを狙わせたか！

			「リュゼだ！」

			　シュケルは叫んでいた。

			　グラミアにとっての、此度の戦闘の目的はリュゼ奪還であると。

			「我々がルマニア地方に侵入した頃合いで、回り込んだ一軍でリュゼを突く。この一軍はアラゴラを併合した諸侯の軍とオデッサ公爵軍だ。奴ら、アラゴラ西部……ズラン・ゴランとアルベルトがリュゼに入った事で空となった帝国占領地を通過して、南からリュゼを突くつもりだ」

			　シュケルの指が、地図上に半円を描いた。それはアラゴラ東部、中央部、西部と這ってリュゼに至る。そして次に、現在地より北西に位置する箇所に指先で触れた。

			　リュゼに引き返して間に合うか？　いや、敵がそれをさせてくれんだろう。後退戦で疲弊したままリュゼでの籠城など愚かだ。リュゼの民が門を開く。皆殺しにする手間をかけるほどの時間もなかろう。どうする？

			　シュケルは思考する。そして、イシュリーンを背後からの急襲で倒せなかった時点で詰みだと気付いた。彼の声は歯軋りで乱れる。

			「ミヒャイル。北に退く。クローシュ渓谷に入り、リュゼ方面へと撤退するが、本国へと急ぐ」

			「ブスカシュを奪っては？」

			　ブスカシュは空であると斥候の情報で明らかであり、これに籠り本国からの救援を待てばどうかと進言した副官に、総長は逡巡も必要なく断言した。

			「駄目だ。あれは餌だ。ここで討ち漏らしたとしても、我々がブスカシュに入れば、ぐるりと包囲できる。空のブスカシュには物資はなく……包囲されて飢えると最悪だ。ここは戦えるうちに退く。素早く軍を再編し、再侵攻をかけるのが被害の最小化だろう。遮二無二進んでもリュゼを取られては意味がない」

			「リュゼが陥ちていなければ戦えます」

			「ミヒャイル。この一連を考えた敵相手に楽観は駄目だ。仕切り直す。が、失敗を重ねる俺にそれが許されればいいがな……」

			　シュケルは自嘲し、ミヒャイルの表情を沈痛なものへと変えさせた。

			　聖紅騎士団ハイローダー・オルディーン総長は、頬の傷痕を撫でると続ける。

			「俺が今、すべき事は軍兵の多くを国内に生還させることだ。戦える軍容を保ち退くことだ。たとえ俺が本当に、今度こそ左遷させられても、次の指揮官の為に兵力の浪費は駄目だ……エリザはグロスクロイツの娘だ。死なせるわけにはいかん。レーヴとロイスには撤退を任せる。お前の助けがいる。ミヒャイル、残って俺を助けてくれ」

			　ミヒャイルは破顔し、シュケルの肩を拳で殴った。痛みで呻いた総長に、副官が言う。

			「私が殿しんがりを指揮いたしますよ。独り身で、泣く女はたくさんいますが、迷惑をかける家族はおりませんから」

			　副官の言い様にシュケルが笑い、ミヒャイルの肩に拳をぶつけ返した。

			「聖紅騎士団ハイローダー・オルディーンは偉い奴が後から逃げる決まりだろ？　いざとなったらお前も逃げろ。その時は娘達を頼むよ」

			　突然に神妙な顔つきとなったシュケルを、ミヒャイルは激励するつもりで言葉を選び、言う。

			「お任せください。ミューリュどのは俺という最良の夫を得ますし、ジェジェどのもジュリどのも喜ぶでしょうね」

			「お前！　ミューリュを狙ってるのか!?　駄目だ！　それは許さん！」

			「ハッハッハ！　軍を再編して参りますので！」

			　ミヒャイルは笑い声を残し、本気で怒るシュケルから逃げるように離れる。収容した敗残兵の中には負傷した者達もいて、彼らを連れて帰る気でいるシュケルの為に、物資を減らして荷馬車に兵を乗せるかと考えた。同時に、精鋭騎兵を率いるべく脳内で人員選抜をしていた彼は、ベア軍の敗残兵が続々と駆けこむ光景に沈痛な面持ちを作ってしまった。

			　シュケル様に、自由に権限を与える度量ある枢機卿はいないものか……この撤退後、下手をすれば職を失いかねないが、なんとか根回しして……。

			　ここでミヒャイルは、半面が強烈な光に照らされたと眉を顰め、手で顔を庇った。

			　魔法による閃光だと瞬時に悟った彼は叫ぶ。

			「どうした!?　魔導士！」

			　眩しさで視力を侵され、それでも長剣を抜き放った彼は、視界を侵食した白い影を払うように瞬きを繰り返し、やがて蘇った光景に息を呑んだが、刹那で身体を翻していた。

			　赤い塊が、シュケル軍後方で爆発した。

			　それは突風を周囲に発散し、高熱を伴った衝撃が人々を吹き飛ばす。弾かれたように飛ばされた人数は数えることができないほどに多く、生きながらに焼かれる兵達の絶叫は地獄の蓋を開いたようにミヒャイルを襲う。

			　彼は本陣へと振り返り、魔導士達の結界で常に守られていた場所は被害がないと安堵したが、次々と炸裂する轟音がすぐにそれを奪い、ミヒャイルは、見えない空気の刃で斬り裂かれた人達の残滓が、火球の魔法で吹き飛び地上に降り注ぐ光景に叫んでいた。

			「神よ！」

			　見開かれたミヒャイルの目は、突然に掲げられた青地の旗が、その数を一気に増すのを見た。

			　青い地に、黄の円が六つ。爆風を浴びて、力強く翻る。

			「六連星旗！　蛆虫グラミアンかぁ！」

			　ミヒャイルは腹の底から声をあげ、敵を呪った。

						  

				　　　　　　　

				


			　同時刻。

			　リュゼ。

			　グラミア王国西部の要衝は、帝国によるグラミア侵攻の拠点になってしまっている。クローシュ渓谷越えと、渓谷南回りの進路を取る二つの起点であるここは、グラミアへと入った軍勢が必要とする物資を定期的に送り続けていた。

			　この都市へと、東から向かう騎兵の一団がある。

			　枢機卿を見捨てて逃げ出したアルベルトと彼の部下達だ。休みも取らず、馬を乗り潰す勢いで駆ける彼らは、後ろめたさと、助かりたい気持ちで、速度を全く落とさない。途中、一騎、二騎と脱落するのは、馬が倒れるからである。甲冑を着た人間を背負い、休みも取らずに走り続けられる馬など、地上のどこにも存在しない。

			　だが、アルベルトは止まらなかった。

			　リュゼに入り、軍を立て直す為に奔走した事実を作らねばならないと急ぐ彼は、だがそんな言い訳が通用するだろうかという疑問を思考停止で封じ込めた。

			　都合の悪いことは、もう考えたくないというところである。

			　しかしアルベルトと逃げ出した騎士達は、進む方向で黒煙があがっていると見て、ようやく速度を落とした。馬達は気の毒なほどに疲弊していて、汗で濡れて熱い鼻息を吐き出し、忙しなく空気を吸い込む。ここでついに倒れた馬もあった。骨を折って涙を流し死んでいく彼らを、スーザ人達は役立たずめと罵り、亡骸は獣の餌になれと放置すると決める。

			「閣下、あれはリュゼが攻撃されているのではありませんか？」

			　騎士の問いに、馬から降りて冑を脱いだアルベルトは無言だ。

			　そんな事は言われなくとも百も承知である彼は、ではどこの誰がと考え、悩み、次に自分はどうするかと迷った。馬はもう限界で、しばらく休ませないと駄目だろう。手入れもしてやらねばならないが、彼らにはそんな道具も餌も水もない。

			　アルベルトは部下に地図を用意させ、眺めながら口を開く。

			「仕方ない。アラゴラ西部のボロティフに向かう」

			　それは、帝国によるアラゴラ西部占領の拠点都市である。ほぼ空のアラゴラ西部一帯だが、この都市には一〇〇〇程が残っており、逃げ込み先を考える余裕を得られるとアルベルトは答えを出した。

			　しかしながら、残った馬達の回復を待って南へと出発しようというスーザ人達は、自分達が悉く神から嫌われたのだと教えられることになる。

			　一騎の騎兵が、アルベルト達を遠目に見つけ、西へと反転した。

			　オデッサ公爵軍斥候である。

			　リュゼを攻撃していたのは、アラゴラ西部を通過してリュゼに現れた諸侯混成軍で、オデッサ公爵軍を中心に三〇〇〇の軍容だった。ルマニア公爵マルームの姿もあり、彼とハンニバルは斥候からの情報を得ると、即座に判断する。

			「リュゼは陥落寸前。民が門を開いてくれたおかげで苦労がない。オデッサ公、リュゼの状況が敵方に漏れぬようにしてもらえぬだろうか」

			　マルームの頼みに、ハンニバルは頷き騎兵三〇〇を引き連れリュゼ攻撃中の諸侯混成軍から離れる。

			　彼らの背で、スーザ人達の悲劇はまだまだ続いていた。

			　子供を奴隷として連れ去られた親達、恋人を弄り殺された男達は、市街地に突入した諸侯の軍兵から武器を受け取り、怒りと復讐で帝国兵に襲い掛かる。女達まで槍や剣を持ち、自分達を犯したスーザ兵達を殺し、捕え、生きながら局部を斬り裂き溜飲を下げる。虐げられた者達の苦しみは、余すことなく攻撃性へと転化され、スーザ語の懇願、謝罪など意味をもたない。

			　恋人を奪われた男は、帝国軍兵の剣で腹を裂かれてもひるまず飛びかかると、相手の鼻を噛み千切り、咆哮と共に指でスーザ人の眼球を潰す。

			　喉を絞るような悲鳴。

			　絶命した二人の死体は、誰に見られるともなく道端に転がる。

			　スーザ人め、スーザ人め、溝鼠スージリアンめと、リュゼのグラミア人達は合言葉のように繰り返し唱え、敵の降伏すら無視して徹底的に殺し尽くす。

			　スーザ人との間に、子供をもうけた女がいた。彼女は、望まぬとはいえこうなった。産まれた子は、生命を懸けて自分を頼る。そんな我が子を守ろうと、スーザ人を出せと怒る同胞に平伏し頼んだが、我が子もろとも殺されてしまった。

			　城に籠った帝国軍兵達は、復讐の凄まじさに脅える。外と連絡を取ることができないまま、援軍を期待できない絶望で自害する者達が多くいた。

			　市街地に入ったマルームは、民の暴れっぷりを報告されて眉をひそめたが、止めなかった。

			「俺達にその権利はない。彼らの苦しみを他人事のように眺めていた過去がある。皆、見よ……これが虐げられた者達の怒りだ。悲しみである。敵に都市を奪われた……重要な拠点ではない……違う。同胞がそこにはいる。それを、我々は忘れてはならないのだ。諸侯よ、これはグラミアの怒りの凝縮だ。民の悲しみの果てだ。忘れてはならない」

			　それでも、戦略的に捨てねばならない時は来る……その責を取る覚悟が権力者には要るのだ。

			　マルームは強く胸中に刻み、伝令を呼ぶと命じた。

			「城を一気に落とす！　魔導士、火矢、爆薬、ありったけ注ぎ込め！」

			　ルマニア公爵の怒声で、諸侯混成軍の城攻めが始まった。

				

			　オデッサ公爵ハンニバルは、リュゼに接近しようとしていた帝国軍装の一行が騎士達であると知り、これは只者ではないなと悟った。数十人の集団が悉く騎士であるのは、つまり大事な人物の供だと知っているからだ。

			　ゆえに、逃がすわけがなかった。

			　一方のアルベルトは、逃げなければならなかった。

			　彼は部下達に「防げ！」と叫び、休ませていた自らの馬に飛び乗り、南へと逃げ出そうとしたが、部下達はもう誰も彼の命令を守るものはいなかった。

			　ハンニバルは騎乗したまま弓を持ち、矢をつがえた瞬間には放つ。

			　呼吸をするように放たれた矢は、アルベルトの首を貫いていた。何が起きたか分からないまま、聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザ総長は絶命し、落馬していた。

			　降伏したスーザ人達を並べたハンニバルは、逃げようとして射殺された男は誰だと、下手なスーザ語で騎士達に尋ねた。

			「聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザ総長のアルベルト・ラメロウ」

			　閣下とはつけない返答が、死んだアルベルトの最後を分かりやすく伝えていた。

			　オデッサ公爵は、総長も総長ならば、こいつらもこいつらだと呆れる。

			「プレドヤク」

			　主君に名を呼ばれ、側近が一礼する。

			「掃除をしておけ」

			　オデッサ公爵軍騎兵連隊から、二〇〇が離れる。

			　乱れなく駆け、馬蹄の連鎖も淀みがない。

			　聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザ騎士達は、真っ赤な軍装のグラミア人達が恐ろしく強いと知り、何者かと残ったプレドヤクと騎兵一〇〇を眺めた。ここで、白刃が向けられていると知り、騎士達は皆、声を失う。

			　ハンニバルはスーザ語の断末魔が聞こえたと頬を弛緩させ、部下達に命じる。

			「一帯を封鎖する。敵の斥候、伝令は見つけ次第、殺せ」

			　徹底して情報を封鎖することで、帝国軍の判断を鈍くしてやろうと企むハンニバルは、騎兵をリュゼ周辺に等間隔で配置すると決めた。

			　彼は部下達をそれぞれに指示した場所へと向かわせながら、自らもクローシュ渓谷に近い場所に移動する。そうしながら悩む。

			　それが囮なのか本命なのか……誘いなのか、本気なのか……ナル殿の頭の中はどうなっている？　

			　彼は、例えば戦場でナルと敵同士として会った場合、勝つ自信は十分にあると考える。だが、その戦闘そのものがナルの手の内であるのではないかと、此度の作戦全体を知っているがゆえに考えてしまう。

			　アラゴラでは、敵に戦争状態であるという認識をさせないまま押しきり、対帝国では、敵の攻めたい事情を利用して軍を引き込み、これか……。

			　炎王イフリルは頭かぶりを払うことで、敵に同情すら覚えた自らの甘さを消した。

						  

				　　　　　　　

				


			「敗残兵に紛れ込んでいたのか!?」

			　シュケルは怒鳴る。

			「グラミア軍がこの騒ぎを見逃すはずがない！　前衛は全面の敵に備え！　部隊を集めろ！　魔導士！　結界を」

			　彼の指示が終わらぬ間に、爆発と爆風がシュケル軍後方で発生して、逃げ惑う兵の混乱は、対応すべく動こうとする者達の邪魔をする。それを睨んだシュケルは拳で自分の脚を殴り、部隊行動を妨げる者は斬れと厳命すると共に、伝令と従者に命じる。

			「防御陣形！　矢を撃ち続けろ！　正面の敵を近寄らせるな！」

			　一騎の伝令が、本陣へと駆けこんでくるやいなや叫ぶ。

			「報告！　グラミア軍！　前進！　正面！　右翼！　左翼！　全て前進！」

			　冷や汗が噴き出るとはまさにこれだとシュケルは笑い、戦場に立っていればこその緊迫感と恐怖を禍々しい笑みで表す。

			　彼は後方に収容した部隊の混乱が、グラミア軍相手に戦う味方に伝播してはまずいと考え、切り離すべく指示を出すが、いざ部隊を動かし始めた時、次々と前線から伝令が到着した。

			「報告！　前衛！　ロイス卿が奮闘中！　増援を求めております！」

			「報告！　報告！　レーヴ卿の左翼苦戦！　救援要請！」

			「右翼連隊、敵攻勢にさらされ後退！」

			　中央前衛のロイス、左翼のレーヴ、右翼のエリザが悉く敵攻勢の前に苦戦とあって、シュケルは苦汁を舐めたようにしかめっ面を作った。さすがの彼も思考が追いつかず、指示を出すべき口は動かない。

			　もう今しかないか。

			　彼は決心した。

			　押し返して、堂々と撤退をしたいところであるが、それには後方を攪乱する敵の部隊が邪魔であるし、これを片付けようとすれば、結局は挟まれて終わりとなりかねない勢いが今の敵にはある。

			「北に後退！　クローシュ渓谷を越えてリュゼ地方を一気に抜ける。ザンクト・ドルトムントに早馬をやれ！」

			　帝国領にあり、東方侵攻の拠点となっている都市ザンクト・ドルトムントまでの撤退を指示したシュケルに、周囲の伝令、従者、騎士達が固まり、各々が隣の者と顔を見合う。

			「お前らの聞き間違いではない！　やれぇ！」

			　聖紅騎士団ハイローダー・オルディーン総長の大音声で、彼らは硬直を解かれたように走り、散り、それぞれの役目を果たすべく動いた。

			　一方で、イシュリーンも必死であった。

			　彼女は帝国軍後方で魔法が炸裂したと斥候と伝令から聞かされ、それはもうナルの他に考えられないと顔面を蒼白にする。大胆なのか、馬鹿なのかと恋人を案じた彼女だが、混乱する敵を前に躊躇なく攻撃命令を出していた。

			　完膚なきまで敵を叩き潰す為に。

			　敵軍中に侵入を果たした味方を助ける為に。

			　事前に相談されていれば、イシュリーンはナルを止めていたかもしれない。危険な役目を、他人に任せない彼を叱ったかもしれない。だが、彼女は自分と彼は似ていると感じ、まずは自らが立つという選択をする恋人が、兵達に認めてもらいたがっているのだと感じ取った。それは、自分も周囲に認めてもらいたかったからこそ、戦場に立ち続け、今もそうなのだから。

			　しかし、これは完璧に女性としての感情と想いで、イシュリーンはナルに腹を立てた。全て話してくれさえすれば、万全の備えをして送り出してあげるのにと、後から知った今だからできる責めをナルに向け、それを原動力に変えることで、眼前のシュケル軍に猛攻を浴びせた。

			　いつでも駆け出せるようにと、彼女は馬上となって戦況を見守る。

			　シュケル軍後方の混乱は、大混乱といった様子で、手前の敵は戦っているが、後方はもう全く組織として体を成していない。

			　それにしても、攻勢に耐える敵が固いとイシュリーンは口にする。

			「敵は崩れないな」

			「……踏ん張ってますな。驚異的です。普通はもう終わっております」

			　近衛連隊長の言は、罵るわけでもなく、感嘆するでもなく、淡々としたもので、彼の動揺の度合がそこには含まれている。自軍背後を急襲されてなお、軍としての動きをする敵と、それを成している敵指揮官の胆力と判断の早さに舌を巻くと共に、そのような敵を相手にして戦い、さらに翻弄している自軍にこそ彼は驚いていた。

			　午後の強い陽光を浴びて、グラミア軍の甲冑、剣、槍、矢が強く獰猛に光を反射した。

			　力強い緑の大地と、薄い雲を突き抜け輝く空の青さは、この上なく美しい。生命を育む奇跡の自然が、国、信仰、文化、言語、肌の色など関係なしとばかりに世界には溢れているが、人間達はそれを認めない。

			　敵を殺せと、グラミア人達は果敢に前へと出て、手に持つ武器を振るい、憎い侵略者達を追いたてる。しかし、帝国軍前衛は信じらないほどに固い。後方が混乱しているにも関わらず、粛々と後退を続け、グラミア人の突破を許さない。

			　早く敵前衛を抜かねば、逆にナルが危ない。

			　イシュリーンには、それが分かっていた。仮にこの大攻勢に敵が耐えてしまった場合、シュケル軍後背を突いたナルの連隊は敵軍に孤立する格好となるからだ。この心配を彼女がするほどに、敵は忍耐強く抗っている。

			　この時、王本陣に一騎の騎兵が入って来た。

			　ダリウスだ。

			　彼は前衛中央で指揮を執っていたが、敵への打撃力を高めるべく王に進言する。

			「陛下、騎兵を率いさせてください。シュケルの首を取って参ります」

			　イシュリーンは、下馬した瞬間に片膝をついたダリウスの進言を聞き、その真意を読み取ったからこそ無言を返す。

			　彼は、彼女と同じ危惧をしたからこそ、騎兵で敵に突っ込むことで、ナルの助けにもなると考えているに違いなかった。ただ、これは少し違った。

			　ダリウスはイシュリーンが察した通りの理由、ナルを助ける為というものと、敵をここで倒してしまいたいという目的の為に、この進言をしていた。

			　戦歴豊かな雷神トールアンから見て、両軍ともに疲労困憊に近い現在、しかし兵の補充力という点では帝国とグラミアには天地の開きがある。

			　彼は、グラミアがここで勝利はしたが満身創痍になるのは良くないと考えていた。

			「陛下、騎兵の本質は肉を切らせて骨を断つです。突撃のご許可をください」

			　この時、王軍本陣に控えていたオデッサ公爵アルシャビンが進み出る。彼は兵と同数のオデッサ公爵軍旗を掲げることで、いかにも公爵本人が軍を控えて参加しているように見せかけ、オデッサ公爵軍がリュゼを攻める諸侯と行動を供にしていることを隠していた。だが、そうはいっても戦闘が目の前で激しく行われているというのに、後ろに控え続けているのはオデッサ公爵家の者として、退屈だと感じていたのである。

			　アルシャビンは、無言の王に頭を垂れ、申し出た。

			「ダリウス卿の突撃を成功させるべく、騎兵突入後、その後方で敵を防ぎましょう。陛下、オデッサ公爵兵は戦闘でこそ力を発揮しますれば、ぜひ使ってください」

			　イシュリーンは、瞬きをして膝を折ると、ダリウスの顔を窺うようにして見つめた。恐縮する雷神トールアンに、王の声が届く。

			「ダリウス、約束して……帰って来てくれるって」

			　それは彼にだけ届く声量で発せられ、彼は思わず彼女を見つめた。

			「ダリウス、帰って来て」

			　ラティア……！

			　イシュリーンの言葉で、死んだ恋人を脳裏に描いたダリウスが喉を鳴らす。

			　王が彼を立たせ、皆に聞こえるようにと鋭い声を発する。

			「ダリウス、騎兵を率いて敵を討て！」

			　雷神トールアンは、直立不動で応え、短く声を発する。

			「は！」

			　騎兵を率いるべく離れる友人の背を一度だけ見たイシュリーンは、アルシャビンに命じた。

			「オデッサ公軍騎兵は、騎兵最後尾にて騎兵突撃を支援。敵軍中に留まり戦った後、味方の斉射を合図に撤退せよ」

			「承知いたしました」

			　アルシャビンが、嬉々として離れて行く。

			　王は、騎兵突撃を成功させるべく、アビダルに指示を出した。

			「騎兵の突撃を直前まで敵に知られたくない。全軍をさらに前に出す。肉薄する！」

			　近衛連隊長が一礼し、伝令達が忙しく離れた。

				

			　グラミア軍の大攻勢によって、シュケル軍は後退を余儀なくされていたが、しかし信じられないことに、崩壊はしていなかった。ナルの連隊が後背に食らいつき、グラミア本軍が前から激しく攻め立てているにも関わらず、シュケルの指揮は素早く正確で、ミヒャイルの指揮は冴え、騎士達の奮闘と勇気もあり、兵達は厚い信仰心で異教徒と戦う。

			　イシュリーンは、騎兵の準備が整ったと報告を受けたと同時に、突撃を命じていた。

			　角笛が鳴る。

			　太く、低く、三度。そして続く弓矢の三連射。

			　騎兵を掩護すべく空を駆けた大量の矢は、敵の血を流し続けるとばかりに絶え間がない。

			　ダリウスは短く祈る。

			「神よ、我わに友を助ける力を与えたもう」

			　雷神トールアンが括目し、槍を前方に突き出す。

			「やれ！」

			　グラミア騎兵三〇〇と、オデッサ公爵騎兵一〇〇が、グラミア軍左翼の後方から飛び出す。

			　シュケル軍右翼を指揮していたエリザが、崩壊寸前の味方部隊に迫る敵騎兵を視認して、汗に濡れた顔を青くした。

			「救援はまだか!?　やられるぞ！」

			　馬蹄の轟きと人間の雄叫びが、巨大な暴力の発生を宣言した。

			「突撃チャージ！」

			　グラミア語で発せられた勇ましい声が連なり、騎兵先頭を駆けるダリウスは敵を殺したいという渇望で両眼を赤く充血させた。迷いない今の彼は、まさに帝国軍にとって悪魔である。

			　グラミア騎兵の集団が、シュケル軍左翼にぶつかった瞬間、スーザ人達の血肉が空中に散った。赤い霧が発生したのかと思えるほどにはっきりと、だが薄く大気を汚した死の証は、阿鼻叫喚の戦場を包む。

			　グラミア軍左翼を指揮していた老将レニアスは、騎兵連隊に続いて全軍を突撃させた。突撃兵を先頭に、弓矢を進みながら撃つ凄まじさは、彼らの練度が高いことを意味していて、エリザは味方被害の大きさに震える声で叫んでいた。

			「後退！　後退しろぉ！」

			　シュケル軍の右翼が崩れた。

			　イシュリーンは中央を構成する七個連隊のうち、勝負どころで投入しようと温存していた二個連隊に命じる。

			「敵右翼だ！　アビダル！　近衛も前に！　ケリをつける！」

			　彼女は、離れるアビダルを一瞥もせず、伝令に怒鳴った。

			「弩！　敵中央と右翼の間に集中！　魔導士にも総攻撃を命じよ！」

			　角笛が鳴り、伝令が走り、犬達が駆け、部隊が動く。

			　グラミア軍は神聖スーザ帝国軍を前に、これまでにない圧倒的優位に沸いた。兵達の声も力強く、疲労も勇気で払うほどに気力を漲らせていた。

			　進む部隊の中で、ある者が味方に問う。

			「敵後方を急襲したのは誰だ？」

			「王補佐官殿らしい」

			　周囲の兵士が加わる。

			「一個連隊でか？」

			「よく接近できたな」

			「すげぇな……」

			　彼らは、完全に崩壊した敵左翼を前に、攻撃に加わるべく駆け出した。

			「補佐官殿は、クローシュ渓谷で王陛下に見つけられ仕えたのだったな？」

			「そう……言われてるな」

			「邪教徒の侵攻を前に、智神オルヒディンが遣わしてくださったのではあるまいか」

			「ああ……女神ヴィラの娘を守れと？　たしかに、陛下が飛躍したのは、補佐官殿の仕官があったからだ」

			「おい！　ごちゃごちゃとうるさい！　突撃だぞ！」

			　部隊指揮官の怒声に、兵達は口をつぐみ、武器と盾を手に逃げる敵の背を追う。

						  

				　　　　　　　

				


			「閣下、私が残ります。閣下はお逃げください」

			　レーヴ・ラキティッチの懇願を一瞥で払ったシュケルは、ロイス・ゲッチェとエリザ・グロスクロイツを交互に眺め、最後に視線をグラミア軍に向けた。

			　青地に黄の六連星が高々と掲げられ、矢と魔法の連打は打楽器の律動の如く止まない。組織だった部隊行動は冷徹に、しかし激しい。南方向から迫る騎兵の突撃は、ミヒャイルがかろうじて防ぐといった有り様となっている。

			「上が責任を取らねば、誰が取るのだ？」

			　感情の一切を排した総長の言に、三人の幕僚は唇を噛んだ。こういう人を、死なせてはならないという共通認識が彼らにはあったが、シュケルは笑みで彼らの強張りを解す。

			「勝利は皆のもの。敗北は俺の責任である。行け！」

			　マントを翻し歩き出した総長に、直下の騎士達が続く。皆、輝くほどに磨かれた甲冑をまとい、死地へ向かう者達とは思えない足取りで、残された三人は、ならばと相談をした。

			「エリザ、お前は先に行け。ザンクト・ドルトムントまでの退路を開け」

			　年長者であるロイスが発言し、若い二人に言い聞かせる。

			「レーヴは、退路を確保。俺はクローシュ渓谷にて閣下を待つ。追撃してくるだろう敵を蹴散らし、閣下をお守りしてお前達を追う」

			　エリザは、新参の自分こそが残ると主張したが、ロイスはしかめっ面で拒否し、だが冗談で返した。

			「お前の役目は簡単ではないぞ……それに先に帰って風呂でも入って磨いておけ。俺が帰ったら添い寝しろ」

			　苦笑した彼女は、添い寝では終えないくせにと文句を返して、先にと会釈をして離れた。

			「レーヴ、行け。ミヒャイル卿もいる。それに閣下は龍殺しベオウォルフだ。蛆虫グラミアンに殺されるわけがない」

			　帝国内で知られるシュケルの異名を言った同僚に、レーヴは顎をひいた。相変わらず無口だとロイスが彼の肩を叩き、押し出すように歩かせると、自らは周囲の伝令に命じた。

			「クローシュ渓谷内で閣下を待つ部隊を編制する。志願者を集めろ。さっさとせねば、殺されて誰もいなくなるぞ」

			　ロイスの言い様は冗談ではなく、それほどにグラミア軍の攻撃は凄まじいものであるという表れであった。

			　ダリウスはずらりと並んだ敵の盾と突き出された槍先を前にしても、騎兵の速度を落とさないどころか、突っ込めと怒鳴る。騎兵の突撃を掩護すべく、歩兵部隊からは次々と矢が射出され、魔法攻撃も激しいものとなった。矢と爆炎と突風にさらされた戦場に立つ人間達は、冬風が蘇ったのかと疑うほどに鋭く失踪するグラミア騎兵の加速に驚き、味方は驚嘆の歓声をあげ、敵であるシュケル軍からは悲鳴が絶えない。

			　弩での斉射を命じたダリウスによって、グラミア騎兵は騎乗から敵目掛けて一斉射撃を行った。盾に穴が空き、人体の一部を吹き飛ばした鉄の矢の威力は、一瞬で人が壊れたという程であり、ミヒャイルは掠れた声で叫び、自らも弓矢を構えた。

			「馬を狙え！」

			　グラミア騎兵の弩による斉射を免れたシュケル軍の歩兵達が、反撃とばかりに矢を放つ。直線で狙われたダリウス指揮下騎兵は、被害を出しながらも敵軍中に突っ込んでいた。

			　雷神トールアンの目は、進む前方の先に翻る総長旗を捉えていた。この期に及んで逃げない敵指揮官を褒め称えつつも嘲笑う。

			「その度胸と自信は立派だが、こうまで崩れた自軍の中ではただの強がりだろうが！」

			　彼の馬が跳躍し、騎兵の波が続く。

			　ミヒャイルは突破させるなと騒ぎ、自らも馬に乗ろうとした。しかし青い軍装のグラミア騎兵から赤で統一された騎兵の一団が別れ、ミヒャイルと周囲の歩兵部隊群の前に立ちはだかる。あえて止まった騎兵達は、だが皆が恐ろしく強く、スーザ人達は近寄れば斬られ突かれ、距離を取れば魔法で攻撃されるとあって大変な騒ぎとなった。

			「先代の孫殿は無茶を仰る」

			　アルシャビンが愚痴を吐き、オデッサ公爵騎兵一〇〇はその場でスーザ人達相手にさらに暴れる。

			　彼の言う孫殿とは、ハンニバルではなく、イシュリーンを指していて、彼は彼女からダリウスの突撃を成功させるように、あえて敵軍中に留まり戦えと命じられていた。そして矢の援護と共に逃げろとも。

			　オデッサ公爵家家老の周囲で、騎兵達が笑い声をあげてスーザ人達を蹴散らしていく。異民族であるフン族やヒッタイト人相手に戦い慣れた彼らにとって、スーザ兵を相手するのは訓練ですらない。組織であればともかくとして、個の技量においてオデッサ公爵軍兵はシュケル軍兵を問題としなかった。しかるに乱戦状態であるここで、彼らは各々武勇を存分に発揮する。

			　しかし、ここにはミヒャイルがいて、彼は苦戦するスーザ人の中で一人気を吐く。

			「爺！　許さぬ！」

			　アルシャビンに肉薄した彼は怒鳴り、凄まじい剣勢での斬撃を放った。

			「まだ爺じゃない！」

			　怒鳴り返したアルシャビンは、剣で防ぐも手から武器が離れ、腰の短剣を抜き放つと同時に相手の追撃を受け止めた。だが衝撃は凄まじく、落馬した彼が地面を転がる。

			　ミヒャイルはアルシャビンの馬を奪うと、シュケル目掛けて失踪するグラミア騎兵を追うべく馬腹を蹴る。

			「おい！　俺の馬だぞ！」

			　叫んだアルシャビンは、斜陽を受けて煌めく大量の矢を空に見た。

			　凶器の雨がシュケル軍殿しんがりに降り注ぎ、またその矢の中でアルシャビンは盾を翳して溜息をついた。

			　矢の援護で逃げろとは……味方もろとも。良い覚悟だが……

			「なんでだ!?」

			　彼は叫び、部下達の笑いを誘う。

			　盾で矢を防ぎながら笑うオデッサ騎兵達は、たいそう不気味だったと記録されている。

				

			　この時、ナル率いる連隊は、散々に敵を撃ち崩し、混乱と逃走の二択となった敵軍の中にまだいた。これまで味方の攻勢を助けるべく、広範囲に魔法攻撃を繰り返して彼は、殿しんがりに総長旗が掲げられているとテュルク族から知らされ、総長目掛けて進撃しろと連隊に指示している。ここでナルは、敵右翼、南方向から突撃を敢行したグラミア騎兵が、一気果敢に敵の中心に突撃する凄まじさを見て、あれはダリウスに違いないと認めた。

			「ルナイス！　ルナーイス！」

			　副官の名前を怒鳴ったナルに、出っ歯の青年が返り血だらけの赤い顔で現れる。

			「味方騎兵を掩護する。走るぞ」

			　補佐官の命令に、人使いが荒いと愚痴ったルナイスが部下達に叫ぶ。

			「おい！　走れ！　前だ！　前！」

			　ナルの連隊は、中心の魔導士を歩兵が守る隊列で一塊となり敵中を進む。テュルク族が次々と戦況をナルに伝え、迅速果断な部隊行動を成す。

			「アブリルさん！　魔導士が流れ矢に当たらないように守ってくれ！」

			「承知しました」

			　彼女は部下達に素早く指示を出し、自らはナルの隣を走り、彼を守る。彼女からして、度胸があるのか焦りからか判断つかないナルの果敢さは、兵達の士気をこれ以上ないほどに高めていた。

			　官僚でありながら戦場を走るナルは、兵達に彼を守らねば、共に戦わねばと思わせるほどに無防備で、懸命で、猛々しかった。自分では剣も弓も操れないナルであるが、指示を出し続け、兵達を励ますための声を発し続けていた。声は掠れ、時に血の混じった唾を地面に吐きつつ、それでも口を閉じないナルの下で、兵達は彼の手となり足となるべく、補佐官の声を聞き逃すまいと集中を乱さない。

			　王補佐官連隊が進む先一〇〇デール（一〇〇メートル）程で、グラミア騎兵が帝国重装騎兵とぶつかった。双方ともに一瞬で砕け散ったと思うような荒々しい衝突は、立ちあがった者達の少なさで知ることができる。

			「味方は何をしている!?　攻め上がりが遅い！　騎兵が犬死になるぞ！」

			　ナルが怒鳴り、自分達だけでも駆け付けろとルナイスに叫ぶ。その声はひどく掠れ、咳混じりで聞き取りにくかったが、副官は補佐官の形相と身振り手振りから兵達に命じる。

			「走れ！　騎兵を助けるぞ！」

				

			　シュケル軍の殿しんがりは一〇〇〇に満たなかったが、総長旗の近くには騎士達が多くいて、部隊の強さでいえば、これまでの敵とは一線を画していた。

			　アブリルから受け取った水筒に、ナルが口をつけようとした時、彼は物々しく立ちはだかる敵の向こう、馬達や人間達が倒れた地点にぽつぽつと立つ人を見て、その中にグラミア軍装の者達を視認する。そして彼らが果敢にも敵に挑むのを見た瞬間、その先頭にダリウスを見つけた。

			　遠目からでも、ナルには彼だとはっきり分かった。

			　しかし、厚い甲冑をまとった敵のほうが、局所的には数が多いと鼓動を早める。

			　ドクンと跳ねた心臓が、口から飛び出すのではないかと思うほどの焦燥で、ナルは叫ぶ。

			「！」

			　掠れて声が出ない。

			　ルナイスが、進む先を邪魔する敵の一隊へと突入し、そこに兵達が続く。魔導士達が周辺に魔法を放ち、ナルの連隊はグラミア騎兵を助けるべく速度を落とさない。

			　ダリウスは、立ちあがるなり敵に囲まれるも、彼は強く、素早く動いて一人、二人と斬り殺したが、彼に負けず劣らず素早い斬り込みをした敵によって、剣を流され後方に回転して逃れた。

			　ダリウスを退けたのはシュケルで、聖紅騎士団ハイローダー・オルディーン総長はさらに進むと、ダリウスと長剣をぶつけ合い、火花と殺意を散らし合った。

			　凄まじい戦いぶりに、ナルは焦燥に駆られて叫ぶ。

			「……！」

			　やはり声が出ない。

			「閣下ぁ！　蛆虫グラミアンどもぉ！」

			　ナルの耳にスーザ語が飛び込む。金髪の男が、シュケルとダリウスの間に割って入り、総長を守ろうと長剣を振るう。

			　グラミア騎兵は悉く徒歩となっていて、帝国重装騎兵も同じであり、そこに現れた一騎の騎兵は目立ち、さらに強かった。

			　ダリウスを助けようと駆け寄ったグラミア兵が、現れた敵騎兵一騎に瞬殺される。

			　ナルは懸命に走る。彼の連隊は、邪魔する敵を突破して、あとはもう五〇デール（五〇メートル）で苦戦するダリウス達に届くまで迫った。

			　だが、ナルの前方で、ダリウスは敵の剣を弾き返すのがやっとである。囲まれそうになりながらも、一人を倒したのは流石であったが、それで彼の剣が折れた。

			　ナルの脳裏に、年上の友人が言っていた言葉が蘇った。

			　戦争だ、ナル。必ず死ぬ者が現れる。それが俺やお前じゃないと言い切る事など俺にはできん。

			「……は、今じゃねぇんだ！」

			　ナルは日本語で怒鳴っていた。

			　声が、蘇った。

			「ルナイス！　弓でおっさんを助けろ！」

			　グラミア語で叫んだナルに、副官は「おっさんとは誰!?」と訊き返していた。不敬を気にする余裕ない慌ただしさで、ルナイスは部下から弓と矢を奪う。

			「ダリウスだ！　あそこだ！　後続の味方が遅い！　騎兵が孤立してる！」

			　魔導士達が、ナルの声に反応した。彼らはそれぞれ、命じられていないにも関わらず、ルナイスが狙う先へと魔法を放った。

			「おっさん！　後ろに倒れろぉお！」

			　ナルは、ありったけの声で叫んでいた。

			　シュケル軍殿しんがりは固く、ダリウスの騎兵による突撃も、重装騎兵とぶつかり停止を余技なくされた。軍兵が蠢く戦場の中で、グラミア兵の包囲に抗うシュケル軍殿しんがりの中で、ダリウスは折れた剣で敵の斬撃を防いだ。

			　ミヒャイル・ロアは、禍々しい笑みを浮かべて言い放つ。

			「黒犬アスワカプ！　死ね！」

			　だが、斬撃を繰り出せない。ナルの連隊から放たれた魔法が、帝国軍魔導士の結界で防がれ、それで生じた衝撃が戦場に突風となって吹き荒れたからだ。

			　舌打ちをしたミヒャイルは、だが次の瞬間、目を見張った。

			　自分の脇を追い越し、ダリウスに斬撃を放つシュケルの背を見たからだ。

			　ダリウスは腰の短剣を抜き放ち、シュケルの攻撃を防いだ。だが手は痺れ、次は防げないと覚悟する。

			　ラティア！

			　声にならない叫びをあげたダリウスは、この瞬間に友人の声をはっきりと捉えた。

			「おっさん！　後ろに倒れろぉお！」

			　ダリウスは後ろに跳び、転がるように地面に這いつくばる。

			　一瞬で、彼の頭上を走り抜けた矢が、シュケルの胸当てを貫き、右胸に突き立つ。

			　グラリと揺れた聖紅騎士団ハイローダー・オルディーン総長は、地面に転がるより早くミヒャイルによって抱き留められていた。

			「後退！　歩兵は盾を並べろ！　敵を防げ！」

			　聖紅騎士団ハイローダー・オルディーン総長代理の掠れた怒声に、周囲の兵達が懸命に応えた。しかしそれよりも早く、立ちあがったダリウスがミヒャイルに飛びかかる。

			　シュケルを庇ったミヒャイルは、かろうじてダリウスの剣の軌道を逸らしただけとなり、雷神トールアンの剣先が、ミヒャイルの左腕を裂いた。鎖帷子が千切れ、肉を斬られた総長代理は、血を噴き出した傷口を無視して、反撃の一閃をダリウスに見舞った。そして、相手のどこかを斬ったというだけの感触で良しとして、総長を抱えて兵達の後ろに逃げ込む。

			　彼は、一心不乱に後退した。

			「シュケル様！　死んでは駄目です！　貴方は死んでは駄目だ！」

			　喋らない総長は、微かな呼吸音で答える。

			「閣下を守れ！　盾ぇ！」

			　誰かの叫びに、ミヒャイルが肩越しに後ろを見た。

			　幾百の矢が、煌めいている。

			　蛆虫グラミアン！

			　彼はシュケルに覆いかぶさるように前に倒れた。兵達の喚声、スーザ語の祈り、絶叫と怒号の中、ミヒャイルは激痛を背中に覚える。

			「運べ！　閣下をお運びしろ！」

			「ここで防げ！　お逃げ頂くまで、死んでも相手を殺せ！」

			　誰かが必死に声を荒げていると、ミヒャイルは他人事のように聞いていた。薄れていく意識の中で、彼は兵達に担がれたと感じる。

			「俺はいい……閣下を先に……シュケル様を先に！」

			　渾身の力で叫んだ彼は、そこで意識を失った。

						  

				　　　　　　　

				


			　クローシュ渓谷南の丘陵地帯で発生した戦闘は、クローシュ渓谷へと逃げ込んだ帝国軍を、一方的にグラミア軍が追撃するという最終章を経て幕を閉じることになる。

			　グラミア人は多くの血を流したが、それ以上にスーザ人の死体の多さは凄まじいものだった。数えるのも嫌になるほどの骸を前に、イシュリーンは生きている者を優先せよと命じ、追撃をジグルドとレニアスに任せ、自らは負傷兵達を見舞う。

			　夜を前に追撃戦へと移ったグラミア軍は、夜となってもまだ帝国軍を追った。聖紅騎士団ハイローダー・オルディーン総長負傷という一報で、倒すなら今だという執念が彼らを押したが、総長を守る聖紅騎士団ハイローダー・オルディーンの騎士達は、文字通り死兵となってグラミア軍の追撃を払い続けた。

			　この追撃戦の最中、ダリウスは意識を取り戻し、また生き残ったかと簡易寝台から這い出す。シュケルを殺せず、負傷した自分はどれだけ役立たずかと自責しつつ腹部の包帯を撫でる。

			　ミヒャイルがシュケルを抱えていたこと、腕の力だけで剣を振ったこと、ナルの連隊がすぐに到着したこと、斬られたところが鎖帷子で守られていた箇所だったこと、などなど複数の理由でダリウスは生命を拾った。

			　彼は鈍く痛む腹部を気にしながら戦場となった丘陵地帯を進む。鼻をつく悪臭は、汚物と死体と血液の匂いだ。それを総じて人は死臭と呼ぶが、淀んだ風のせいで一帯に充満している。

			　死者の国の匂い……か。

			　彼は両膝をつき、頭上を見上げる。

			　星明かりに照らされた雲達が淡く輝き、その隙間から星々が瞬きを覗かせた。迫る程に圧倒的な宙の下で、ダリウスは視線を大地に落とす。スーザ人達の死体で埋め尽くされ、その血で濡れた大地で彼は、震える身体も心もそのままに、懸命に祈りの言葉を紡いだ。

			　滑る大地は人血と肉片に溢れ、ダリウスの鼻を麻痺させてしまった。

			「神よ……この者達に安らかな眠りを。彼らの親、妻、子の悲しみを癒し賜わん……どうか……罰ならば愚かな俺にお与えくださいますように」

			　彼の言葉に自責が混じる。

			「ダリウス！」

			　名前を呼ばれ、ゆっくりと視線を転じた彼は、ナルを連れたイシュリーンを見た。薄明りの下で輝くように美しい彼女は笑みを浮かべていた。

			　近衛連隊長アビダルが、部下達と共に遠目に見守っているとダリウスは見て、皆から好かれる王は、こういう人だからだと改めて思う。

			　大望を抱きつつ、目の前の不幸に心を痛める。兵に死ねと命じつつ、友人の危機に不安がる……だから放っておけない。だから、守って差し上げたい。

			　ダリウスは、イシュリーンを一礼で迎えた。彼女は汚れた大地に膝をつけて彼に抱きつき、彼の目を見開かせた。

			　彼女の声は、安堵に満ちていた。

			「いなくなったから心配した……ダリウス、良かった……帰って来てくれて、ありがとう」

			　彼女はそこで唇を結び微笑み、ナルを手招き、自分の隣に誘った。「汚れる」と愚痴を吐く恋人を無理に跪かせ、イシュリーンは祈る。

			「女神ヴィラよ……国の為に戦い死んだグラミアの英雄達に安らかな眠りを……彼らの家族、そして我が友の苦しみを癒し賜わん……女神ヴィラよ……」

			　彼女はこの戦場で命を落とした兵と彼らの家族、そしてダリウスの為に祈った。それを耳にして、ダリウスは唇を軽く噛むと俯く。

			　彼は恋人を失って以来の、大切な存在を失う恐怖を強くした。

			　彼女とナルを失いたくない。誰の為でもない。俺は俺の為にそう思う。

			　彼は瞼を閉じ、声には出さず再び祈る。

			　神よ、どうかこの二人をお守りください。そして、全身全霊をかけ、彼らの為に戦う我に加護を賜わらん……彼等の命を奪う時は、どうか我の命をもってお許し下さいますよう……。

			　祈り続ける二人の背後で、ナルは頭上が明るさを増したと感じ、視線を空へと転じた。

			　雲の切れ間から降り注ぐ柔らかな星達の煌めきが、それを見上げるナルには眩しく感じられる。この時、東から西へと、いくつもの光が夜空を駆けていく。雲に隠れては現れ、強く儚く輝く流星を、ナルは目で追い、瞬きを繰り返した後、溜め息を吐いた。

			「……残酷だけど、この世界は美しいんだ」

			　ナルが囁く。

			　空から雲を避けて地上に届く優しい光柱のひとつが、寄り添うような三人の影を薄く大地に描いていた。

			　イシュリーンとダリウスが、流星群を見上げ立ち上がり、ナルの微笑みを受けた。

			　星降る空は明るさを増し、同じ方向へと歩きだした三人の影は鮮明さを増す。

			「ナル、ダリウス」

			　イシュリーンが声を発し、二人が立ち止まった彼女に続き、止まる。

			「リュゼ地方制圧はまだこれからだ。行こう」

			　両手を差し出したイシュリーン。

                			

	








			
			　ナルは彼女の左手を握り、ダリウスは右手にそっと触れた。

			　彼らは再び歩き出す。安らぐにはまだ早いと、彼らの足取りが重く早いことで知ることができる。

			　三人の影が、血で濡れた大地で重なった。

			　生きる者達は進み、死んだ者達はその場に残る。

			　それを、分け隔てなく星達が見守っていた。

			　この戦いにおいて、神聖スーザ帝国の軍兵五〇〇〇人が死亡し、二〇〇〇人を超える捕虜が生まれた。怪我人も入れれば、軍はまさに壊滅状態である。そしてズラン・ゴラン・ベリクレス枢機卿とアルベルト・ラメロウ総長戦死、聖国騎士団オルディーン・ダ・ハイトスーザの壊滅は帝国に衝撃を与える。さらに、聖紅騎士団ハイローダー・オルディーンのシュケル・クラニツァールまでも敗北し負傷とあって、大陸西部はこの一大事に激震する。周辺国は揃って、神聖スーザ帝国の大軍を二度も続けて撃退し、失地回復まで果たしたイシュリーン・グラム・グラミアを知ることになる。

			　インペリアル・フェミリア女皇・イシュリーン。

			　誰もが、彼女をそう呼ぶことになる。

			　彼女は、帝国の侵略に悩まされる小国達の光となった。

			　そして、彼女を支える補佐官ナル・サトウは、女皇の参謀として名を広めることになる。

			　世界が、二人を知る。

			〈第一部　完〉

                			

	








			
			　大陸西部最大の都市は、花の都と称される。

			　大国アルメニアの王都で、フォンテルンブローという名は、他大陸の者でも知っている。その都市の中心にある広大な王宮では今宵、周辺国との友好を確かめ合う舞踏会が開催されていた。

			　この会場を警備するのは、近衛大隊長のベルベット・シェスターと、元帥付参謀であり魔導士のレミール・メネズである。

			「レミール、具合はいいのか？」

			　ベルベットの問いに、丘疹だらけの顔をフードで隠している青年が答える。

			「問題、ない。ベルの、薬、効いてる」

			　彼は、魔星ベズィルという異名が各国に知れ渡っている魔導士であり海洋学者である。

			　才能に溢れたレミールであるが、抗酸菌の一種が末端神経細胞や血液細胞に寄生することで引き起こされる感染症に侵されていた。この病は難病で治療法は確立しておらず、醜い丘疹ができることや軟骨の変形による身体の変化などから、患者は差別に苦しんでいる。彼もまた同様で、フードとローブで身体をすっぽりと隠している出で立ちは、不気味な容貌を見られて気味悪がられたくないという気持ちからであった。実際、彼はこれまで何度も悲しい現実に直面している。仮に王国元帥カミュル・トルキア・モリペレント公爵が、レミールを見いだせずにいたとしたら、偉大な才能は埋もれていたままだろう。

			　だからレミールは、好きでもない軍務にも真面目に取り組むし、カミュルの敵とは本気で戦う。そして、自分を友達だと言ってくれるベルベットの為にもそうするつもりである。

			　この魔星ベズィルレミールと、天才魔導士ベルベットの二人が警備にあたるほどに、今宵の舞踏会に招かれた人々というのは、社会的、政治的に地位の高い人々ばかりであった。そして、アルメニア王国の内情は安定しているわけではないと知ることができる。

			　アルメニアは立憲君主制であるが、それは過去の内戦で国内の諸侯が疲弊し、ベルーズド公爵によって統一された後に解体されたからだ。諸侯の残党が目指すのは古き良き時代の復活で、それは貴族による支配である。貴族連合と称する彼等は、国内のいたるところで破壊活動を行い、社会を混乱させるべく動いていて、周辺国家とも繋がっていると言われている。また彼等に同情的な世論もあり、アルメニアでは無視できない勢力となっていた。

			　その彼等が、舞踏会会場を襲うかもしれず、レミールはいつものように、ベルベットは珍しく真面目に働いていた。

			　二人は舞踏会会場を中心に外宮全体を巨大な結界魔法で覆った。これで外からの魔法攻撃は遮断できるので、警戒すべきは侵入されて暴れられることだ。王宮の警備は厳重であるが、今夜だけは絶対に何も起きてはならないと、兵達の数は多い。そしてさらに、レミールは宝玉ジュエルという自らが作った魔法を発動させていた。これは光球の魔法に似ているが、決定的に違うのは、放った宝玉を中心にした球状の空間を術者が認識できることである。

			　彼は潮流の観測をしたいがために作り出した魔法を、今は巨大な建築物を警備する目的で発動させていた。これによって彼はどこで異変が生じても、宝玉によって一瞬で知ることができる。異変が生じないのは良い事であるが、ベルベットの悪いところは、自分が退屈しないように悪者が現れないかと期待してしまうことである。

			「魔法の練習台ぃ、現れろぉなのだぁ」

			　鼻歌混じりに会場周辺の庭園を歩きまわる少女は、警備の兵達を失笑させる。レミールは苦笑し、周囲を警戒しつつベルベットに尋ねる。

			「召喚陣、どうだ？」

			「お？　なかなかに難しいのだ」

			　彼女の研究を彼も知っている。ベルベットは古代文明の調査をしたいがあまり、転送陣と召喚陣を合成して過去に跳ぼうと企んでいる。

			「座標がな……どういう規則性をもっているのか、いまいちつかめないのだ」

			「危ない、実験、駄目だぞ」

			「大丈夫なのだ。私に自殺願望はないのだ」

			「ちがう、世界、法則、乱す、よくない」

			「どういう意味だ？」

			　レミールは、穏やかな瞳で少女を映す。

			「世界、決まり、ある。乱れる、世界、変化する。僕、古代文明、滅びた、理由……これだと……思う」

			「……レミールの考えとしては、古代文明の人々は世界の法則を乱したから、文明は崩壊した……ということか？」

			「そう、古代の人、神、怒らせた。表現、困る、神、これしか、言えない」

			　ベルベットは信仰を馬鹿にしてはいない。彼女も、大陸に古くから根付くラグーラの神々に対する崇敬を感じていて、それは信仰と言えるのではないかと考えている。

			　しかしながら、それはあくまでも現実に起こる事象現象とは関係ない。太陽が東から西に移動するのは、この惑星が自転しているからで、季節があるのは公転をしているからだ。

			　世界と神は、別物であるとベルベットは区別している。そしてそれは、博識で研究熱心で海洋学者であるレミールも同じであろうと彼女は感じて、彼の言い様に違和感を覚えたが、興味も持つ。

			「どうして、そう思うのだ？」

			　レミールが唇を舐め答えようとしたが、左目だけを細め、鋭く短く声を発した。

			「敵」

			　彼は、外宮裏口に放った宝玉ジュエルからの警告で、複数人が地下倉庫に現れたことを知った。

			「僕、行く。ベル、残れ」

			「いやいや、暇潰しをしてくるのだぁ」

			　敵の登場に喜々として歩き出したベルベットは、すぐに駆け足となり、次に走っていた。その彼女に、外人連隊の部隊が続く。

			　ベルベットは、自分に並んだ男の横顔を見て口を開く。

			「ドゥドラ！」

			「お供します！」

			　気の知れた部下と共に、彼女は地下倉庫へと急いだ。

						  

				　　　　　　　

				


			　一方、ベルベットを見送ったレミールは、病の症状ではない皮膚のざわめきを感じていた。この気持ち悪さは何かと考え、仮に自分が襲撃者であれば、わざと離れたところで騒ぎを起こし、そちらに集中させておいて本命を狙うと思考した。そしてこれは、まさに今ではないかと舞踏会会場を振り返り、しかし華やかな音楽と笑い声溢れるそこに安堵するが、カっと熱くなるような血流で、彼は勢いよく身を翻していた。

			　先程まで誰もいなかったはずの庭に、妙齢の女が一人、裸でこちらに向かってくる。白い肌には黒い血管が蛇のように浮かび上がり脈打ち、黒い長髪は意思を持っているかのごとく蠢く。美しい顔立ちであったが、耳まで口を裂き笑ったことで、一瞬で邪悪となった。

			　兵達が抜剣し、誰かが鋭く叫ぶ。彼等の怒声が、舞踏会を中断させ、紳士淑女達の悲鳴が不気味な女を満足させた。

			　レミールは問う必要などないとばかりに、左手に燃え盛る炎の鞭を一瞬で作りだすと、右手からいくつもの光球ルベンを作り出し、周囲に放った。光球ルベン達は敵意剥き出しに女へと向かい、彼女を射程距離に捉えるとピタリと止まる。

			「炎鞭クウェレヴレと……これだけ多くの光球ルベンを同時……下等生物にしてはおもしろいね」

			　女は長い舌を出して自らの頬を舐め、一瞬で強力な魔法を発動する。

			　哭龍舞ダンテという魔法だった。

			　この魔法は、黒い炎が蛇のような形となって目標を襲う。結界さえも突き破って進み暗黒の炎で対象を焼き尽くす禁呪を前に、レミールは自分ではなく舞踏会会場を狙われたと察知し、放たれる前にと左手の炎鞭クウェレヴレを振るっていた。炎の鞭がしなり、地面を焦がして女へと向かう。同時に攻撃命令をレミールから受け取った光球ルベン達が、一斉に光弾を女に目掛けて撃ちまくる。輝きと灼熱の爆発が発生し、兵達は女の排除を確信したが、彼女は凄まじい魔法攻撃を浴びながらも哭龍舞ダンテを放っていた。

			　その魔法は、レミールの後方、舞踏会会場に向かって飛ぶ。

			　空中を高速で疾走する黒い炎の蛇に、レミールは叫んでいた。

			「間に合え！」

			　彼は、右手を後方の地面に向かって突き出す。

			　庭の地面が盛り上がり、土の巨人が赤い目を光らせ咆哮をあげる。

			　刹那で、哭龍舞ダンテとぶつかった巨人は、黒い蛇を受け止め、地につけた足で地面を削るようにして後方に滑る。巨躯の化け物が迫って来たと舞踏会会場は大混乱となり、避難を叫ぶ兵達の絶叫はレミールにもはっきりと聞こえた。同時に、彼と同じく女と相対していた兵達が、驚愕のどよめきを発する。

			　黒煙をくゆらせ、光の渦を払い、女が焼けただれた身体にも冷めた表情で歩み現れたからだ。

			「結界では防げぬとみて、禁呪に魔法をぶつけて防ぐか……おもしろい奴」

			　女が口に手をあて艶やかな笑みを浮かべ、跳躍する。

			「来る！」

			　レミールは後方に跳ぶ。地面を滑るように後退した彼は、兵の一人が投げてよこした剣を左手で受け取る。同時に右手人差し指の先を光らせ、それで刃の腹をなぞった。

			　女は、着地すると四つん這いの格好となり、だがすぐに走る。一瞬で兵士一人に接近し、その首に噛みつくとこぼれた血を啜りながら笑う。

			「カカカカ……」

			　光剣を左手に、レミールは素早く右手を動かした。残弾がある光球ルベンが、兵達を狙う女に光弾を放つも、回転と側転で躱し低姿勢で駆ける女に当たらない。彼女は魔法攻撃を避けながら兵を次々と八つ裂きにしていく。武器を持たぬ彼女であるが、両手の爪は鋭く長く変化していた。しかし女は、光弾の攻撃で自分の動きを誘導したレミールの斬撃を肩から浴びた。彼は振り下ろし、さらに斬り上げる動きで女の身体を胸のあたりで上下に斬り裂く。

			　倒したと魔星ベズィルが確信した時、爪による攻撃を浴びて右肩をやられる。ローブの下に着込んだ鎖帷子のおかげで裂傷で済んだが、彼は死なない女に底知れぬ恐怖を感じることになった。

			　女は、身体を斜めに裂かれ、かろうじて繋がっているような状態でも笑っていた。

			　逃げ惑う客達の悲鳴が、舞踏会会場で絶えない。

			　哭龍舞ダンテと、レミールの巨人兵ゴーレムが咆哮をあげて押し合い、同時に弾け飛んで消えた。

			　二つの魔法がぶつかり合って消えたことで、泥と閃光が放射する。その中で、兵達が不気味な女に挑み、レミールは後退しつつ魔法を放った。氷、雷撃と、結界を張らない女に放ちまくるも、不気味な女はかまわず前進し、鋭い爪で兵達を斬り裂き、噛みついて肉を食いちぎり殺す。

			　舞踏会会場の外にある庭園には、八〇名もの兵士がいたが、女一人に次々と殺され続けた。

			　レミールは結界魔法すら用いない不気味な女が、肉体を修復することで死なないのだと理解する。

			　彼は覚悟し、特大の魔法で消し去ると決めた。

			「皆！　時間！　くれ！」

			　レミールが魔法発動の準備にかかる。

			「かかかかか！　もっど喰わぜろぉおお！」

			　女が兵士の顔面を噛み千切り、頬の肉を食い破られた男が絶叫をあげた。そして爪で喉を裂かれ血を溢れさせる。不気味な女は吸いつき、下品な音を立てて血を啜った。身の毛もよだつような光景を前にしても誰も逃げ出そうとせず、レミールは懸命に、魔法完成へと意識を集中させていく。

			　彼は結界ですら防げないほどの強力な魔法で、女を倒すと決めていた。だがそれは難しく、彼ですら瞼を閉じて、集中を極限にまで高めないと完成しない禁呪だ。

			　兵達の断末魔が絶えず、戦いの音が次第に小さくなっていく中、レミールは魔法発動と共に瞼を開いた。

				

			　地下倉庫に入ったベルベットは、侵入者が人間ではないと知って目を見開く。

			　首のない騎士が三体。黒い甲冑は濡れたように輝き、長大な剣は錆びていて斬るというより叩き割るためであろう。松明の炎が照らす倉庫に現れた異世界の化け物を見て、ベルベットは貴族連合によるものではないと知る。

			「召喚魔法なのだ。召喚陣をここに用意しておき、舞踏会が始まってから発動させた。内部の犯行であるのだ！」

			　彼女の声を追い越す勢いで、ドゥドラは前に出ると首のない化け物目掛けて突進した。彼に続く外人連隊の猛者たちが、首無し騎士デュラハーンと肉薄する。兵達が敵の突進を阻み、彼女は練習台にちょうど良いと研究中の魔法を使った。

			「証拠を残すのだ。氷漬けにしてやるのだぁ！」

			　指先に点した魔法の光が空中に魔法陣を描き、それはつまり高度な古代魔法であると主張していた。

			　ベルベットは呪文を唱えることなく、一瞬で集中を高め魔法完成を脳内で鮮明に描く。同時に、現実世界においても、彼女の氷花結合クリューセースは首無し騎士デュラハーンだけを見事に氷結させていた。白い霜で覆われた化け物達は微動だにせず、外人連隊の傭兵達はなんだか拍子抜けした感覚で立ち尽くす。

			「召喚魔法……誰だ？」

			　ベルベットは、動かない化け物を眺め思考する。だが、会場の方向から多くの悲鳴が地下倉庫へも届き、彼女は「しまった」と声を出していた。

			「ひっかかったのだぁ！　囮だ！」

			　珍しく本気となった彼女は、ドゥドラに命じる。

			「参加者達ザコどもを逃がせ。私は敵を倒すのだ！」

			「レミール様がおられるのでは？」

			　ドゥドラの問いに、「それもそうか」と思った少女であるが、それではどうして会場から人が逃げ出しているのかと思考を繋げ、それはとてもまずいと感じて叫ぶ。

			「い……急ぐのだぁ！」

			　ベルベットは走った。

						  

				　　　　　　　

				


			　ベルベットが大慌てで会場外の庭へと駆け戻った時、兵達は皆倒れ、レミールは片膝をついていた。フードもローブもボロボロで、彼は口から血を吐き喘いだ。

			「レミール！」

			　ベルベットはレミールを助けようと加速すると同時に、不気味な女を視認する。

			　星空を隠していた雲が重く唸り、雨を落とし始めた。

			　ベルベットは赤い瞳を怒りで濃くし、一瞬で魔法を発動させていた。不気味な女の周囲で、張り詰めた弦が切れた時のような鈍く高い音が響く。

			　次の瞬間。

			　空気の刃で女は細切れにされていた。

			　血肉が赤い霧となり、空が吐きだす雨に混じる。血生臭く赤い滴が、レミールに駆け寄ったベルベットのローブを汚し、それを見た魔星ベズィルが苦しそうに言葉を紡いだ。

			「ベル、敵、死なない。身体、自分で、修復」

			　どういう意味かと、少女が視線を彷徨わせた時、風神踊刃プラトーンイデュアによって寸単位に刻まれていたはずの女が復活しつつあった。まるで磁石で砂鉄を集めるように、肉片、血液、粘液などなど、肉体を構成するものがさらさらと女の形に集まり繋がり、できあがっていく。

			　ドゥドラと部下達が到着し、来客には死傷者が出ていないとベルベットは知らされたが、そんなものはムシカゴの虫の数を心配する程度のものだと吐いて捨てた。

			　レミールは深手を負っていないとみて、ベルベットが余裕を少し取り戻す。

			「レミールを虐めた奴はな……たっぷりといたぶってから殺してやるのだ。殺してくださいとお願いされても、許してやらんのだ」

			「ベルベットか……お前が来たなら遊びは終わりだ。我にも恐い方がいるでな」

			　不気味な女がくるりと背を見せる。

			「行かせるか、馬鹿！」

			　ベルベットは一瞬で女の前に回り込んでいた。だがそれは分身で、女は後ろからの衝撃に驚く。延髄に蹴りをくらった女は、ベルベットの指で眼球を潰された。叫んだ口に氷の槍を突き刺され、目に指を突っ込まれたまま、地面に後頭部を叩き落とされる。

			　ぴくぴくと地面で痙攣する女に、ベルベットは指先に光を集約させ、放つ。放つ。放ち続ける。ガクン、ビクンと、その度に倒れた女の身体が反応した。立ち上がったレミールが近寄り、ベルベットを止める。

			「ベル、もうすぐ、落ちてくる」

			　魔星ベズィルの言葉の意味をベルベットは分かったから、不気味な女を逃がさないようにと、彼女の両手足を氷の槍で地面に突き刺し、光球ルベンをいくつも宙に放つ。それらは離れるベルベットとレミールの背後で、地面に串刺しにされて動けない女に光弾を撃ち続けた。

			「レミール──」

			　その声は、舞踏会会場の方向から聞こえてきた。

			　ベルベットはその声に、不機嫌を隠さない。

			　レミールは、自分が発動していた隕石召喚シューティングスターが、現れた声の主によって空で消されたと感じた。

			「──王宮を消す気か？　愚か者め。ベルベット！」

			　レニン・シェスターが深紅のローブを揺らして怒鳴る。フードから顔をさらし、ベルベットとそっくりの目元と唇が二人の血縁を主張していた。

			　ベルベットは、母親を睨みつける。

			「舞踏会に出もせず、警備も満足にできない──」

			　レニンは双眸を細めて娘を見据えて喋ると、周囲で倒れる兵達を睥睨しつつ言葉はベルベットへと掛ける。

			「──お前は、誰に許されるのか？　侵入を許した時点で失敗だ、馬鹿者。よくよく反省しなさい」

			　アルメニア王国首相は、素早く指示を出しながらベルベットから離れる。

			　ドゥドラが、レミールに肩を貸して連れて行く背後で、レニンが不気味な女へと歩きながら兵達に命じる。

			「取り調べるゆえ、この者を運べ」

			　ベルベットは、地下倉庫に召喚陣を用意した犯人が誰であるか、分かってしまう。

			　この世界で、召喚魔法を使う……王宮内で自由に動ける……あの女を運ぶといって、助けたな？

			　ベルベットは自分の推測で動けず、その場で雨に打たれた。

						  

				　　　　　　　

				


			「母上が犯人なのだ。召喚魔法を使えて、王宮のいたるところに自由に出入りできて……それはもう母上だけなのだ。そして私が現れると、変態裸女は去ろうとした。つまりあいつは母上の部下である可能性が高い。問題は、どうして母上が舞踏会を狙ったかだ……もしかしたら、貴族連合の仕業に見せかけた事件を起こして、世論を操ろうとしていたのかもしれない……それにしては、過激であるが……ま、動機は推測の域を出ないのだ」

			　寝台の脇で、林檎の皮を剥きながら喋るベルベット、寝台には横たわるレミールがいる。彼は戦いの後、ベルベットの居宅に運ばれ治療されている。だが怪我は重くなく、吐血も大量の魔力を短時間で使った反動であることから、安静にしていれば問題なかった。

			　レミールが年長者として少女に注意する。

			「しばらく、おとなしく、して。事件、裏、僕、調べる」

			「分かってるのだぁ……謹慎処分一〇日なのだ。望むところなのだ。これで地下に籠って召喚魔法を実験できるのだ……」

			　ベルベットは目を輝かせ、切り分けた林檎の欠片をレミールに食べさせてやる。

			「シャク……ベル、実験、するのか？」

			　ベルベットは微笑み、答える。

			「とりあえず、時間を繋ぐ道を作る実験をするのだ。行くのはさすがに危ないから、あっちから何か呼ぶのだ」

			「……ベル、世界、乱す、よくな──」

			　レミールは、口に林檎を押し込まれ口を噤む。

			「もう十分に乱れまくってるのだぁ。裸で王宮に忍び込んだあの女みたいな変態が、母上の部下である可能性が高い今、そう思うのだ。違うか？」

			　微笑み問われたレミールは、少女の可愛さに戸惑い、林檎を咀嚼することで誤魔化すしかなかった。

			　謹慎に機嫌良いベルベットが、レミールのために水を汲もうと立つ。

			　彼は瞼を閉じ、林檎の甘味を感じつつ、あの女を思い出していた。

			　魔法が効かないのではなく、破壊された肉体を再生させていたと彼は感じていた。そして肉体への執着がないので、彼の魔法に対して無防備になると分かっていながら、哭龍舞ダンテを放ったのだと結ぶ。

			　レミールは、優しい少女が言う通り、世界はもう十分に乱れているのかもしれないと思う。

			　例えば、あの侵入者が本気であれば、結界魔法を使ってこちらの魔法を防ぎつつ、肉弾戦を徹底したのではないだろうかと考える。それをしなかったのは、もしかしたら、騒ぎを起こせば成功としていたのかもしれない。

			　彼は、ベルベットの考えが答えに近いのではないかと瞼を閉じた。

			「こらぁ！　レミールの水を飲むなぁ！」

			　外からベルベットの大きな声が届いた。

			　彼女の家は、王宮内の動物保護区の真ん中にある。外の井戸でレミールの為に水汲みをしていたが、それを動物達が飲んでしまったのだろう。

			　楽しそうなベルベットの笑い声が、レミールの耳に届く。

			　彼はしばらく眠ろうと思ったが、レニン・シェスター犯人説が本当であるなら、首相はあの不気味な女を支配下に置いているということであり、つまり、人智を超えた領域へと踏み越えてしまっているのではないかと危惧した。

			「あははははは！　水をかけてやるのだぁ！」

			　ベルベットが、動物達と遊び始めた。

			　レミールは、うるさくて眠れないと、寝台の上で笑った。

			〈了〉

                			

	
			
				あとがき

				

			　三巻を読んでくださいまして、ありがとうございます。

			　この巻でようやく、ナルが主人公らしくなりました。お待たせしました……。彼の名前ですがモデルがいまして、二人の知人です。その一人の誕生日が、この三巻発売日である三月十五日でして、奇跡のようなタイミングに恐ろしささえ覚えたものです。

			　さて、三巻の『光と影』というサブタイトルは、コントラストを表そうと思っていろいろと考えた結果で、作中において、組織と個人、現在と過去が対照している様を込めてつけたつもりです。当初は、文字通り『コントラスト』というサブタイトルにしようと考えていたのですが、悩んだあげくに現在の『lights and shadows』に落ち着きました。

			　この巻で個人的に好きなのは、『犬』です。

			　私は、犬が好きです。猫も好きですが、猫アレルギーなので一緒に暮らせません。チビっこの頃に、友達の家で猫を可愛がっていたら鼻水が止まらなくなり、目が痒くなり、くしゃみ連発で……となりました。この時、どうしてだろうかと悩みつつ、目が痒いのでゴシゴシとこすりながら帰宅……母親に速攻で眼科に連れて行かれるほど、私の両目は腫れまくっていたのです。そして医師に言われます。

			「猫、触ってたの？　猫アレルギーだね」（多分、こう言われた。あやふやな記憶）

			　ガチでショックでした。あの日、私は猫と暮らす未来を失ったと言っても過言ではありません。犬に傾倒するのも、無理からぬことであります。

			　なので、私は犬が好きです。ゆえに、私が小説を書くと高確率で犬が出てきます。特にこのレジェンド・オブ・イシュリーンでは、ベルベットという女の子がいることもあり、動物を書く機会が多く、結構な頻度で登場しております。ロゼニーモンタニュという犬のモデルは、そのままモンターニュですね。ゴーダ犬は我が家にもおりますビーグルがモデルであります。そして、これからも登場してくる犬や猫の種類は増えるでしょう……。

			　今回も、お世話になりました皆様への御礼を申し上げて最後と致します。

			　一二三書房の皆様、今回もご助力くださいましてありがとうございます。ナマケモノである私が巻を重ねることができましたのも、皆様あっての事でございます。

			　匈歌ハトリ様、叩頭三拝でイラストを頂戴いたします。一巻、二巻に続き三巻もまた期待のはるか上を描いてくださり、本当にありがとうございます。

			　そして、三巻を取り扱ってくださる書店の皆様、三巻を手に取ってくださった読者皆様へ。

			　昨年の六月から現在にいたるまでの九カ月で、三巻までを出すことができましたのも皆様のおかげでございます。次巻でもまた、お礼を述べさせて頂く機会を得られたらと願うと同時に、心から御礼を申し上げます。

			　

			　二〇一六年二月二十二日

			　木根楽

			

	



木(き)根(こん)楽(らく)

 

　『小説家になろう』上で、２０１２年初夏から２０１４年夏までの約二年間、作者として活動。犬好きで、ビーグル犬と暮らしています。猫も好きですが、猫アレルギーなので、諦めています。
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